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　　　序章　森の巨神







　森が荒々しく騒めくと共に、木々と土が寄り集まって巨大な人の形を取る。

　成人の身長など遙はるかに凌りよう駕がする『森の巨神』は、その威容だけで、相対する兵士の一団の心胆をまとめて震え上がらせた。

　完全武装のはずの精強な兵団は、目の前で突然森が形を取り、恐きよう慌こうをきたしてしまう。

　あちこちから上がる巨神の雄お叫たけびに追われるようにして、指揮官の鼓舞も虚むなしく逃ちよう散さんしはじめる。

　顔に大きな斜め傷が走る壮年の指揮官は、部下を叱しつ咤たし、必死に部隊の崩壊を留とどめようとする。

　だが、視界の端に新たな巨神の存在を察知して、考えを改める。

　巨神が複数現れたら、その時点で一軍の統率など完全に崩壊するのだ。

「海岸都市まで撤退する!!　全員撤退！　伝令！　全部隊撤退!!」

　自らが預かった兵二千人を巨神の手から逃がすべく、指示を出す。

　指示を受け取った伝令隊の兵が、甲高い音を発する鏑かぶら弾だま入りの長銃を抱え、震える手で撤退の符ふ牒ちようを発砲した。

　各所から、了承の符ふ牒ちようが返る。

　指揮官はそれを聞き、忌いま々いましげに前線を遠く見つめ、自らの兜かぶとを土の地面に叩たたきつけた。

「どだい五百人程度の追加派兵でどうにかなる話ではないのだ！」

　この場にいない何者かに悪態をついてから、

「全員撤退！　とにかく逃げろ！　命の限り逃げろ！」

　そう叫び、もはや復唱すら待たず、身を翻ひるがえして走り出す。

　重い銃も、甲かつ冑ちゆうも脱ぎ捨て、ただひたすら兵達と共に走る。

　半刻ほど走って、彼方かなたに森の出口が見えた。

　たったそれだけの距離すら、我が軍は森を分け入ることができなかったのかと、無力感が全軍を支配する。

　やがて指揮官も森を抜け、遙はるか彼方かなたに本拠地であり、この地の侵略拠点でもある『海岸都市イスニア』の城壁が見て取れる場所までやってきて、ようやく息をつく。

　周囲にはやはり同じようにここまで逃げてきた兵達が、荒い息を吐きながら思い思いの姿でうずくまっていた。

　怪け我が人にんも大勢いるようだった。死者はどれほどになるだろうか。

　指揮官は息を整える間も無く、たった今、後にしてきた森を振り返る。

　森の際が騒めいている。今にも天を衝つくほどの巨神が森の際を割って飛び出してきそうだ。

　だが昼尚なお暗い森の狭はざ間まに見える、節くれだった森の巨神達の不気味な姿は、一つ、また一つと森に溶けるように消えていった。

　指揮官は、敗北の悔しさよりも安あん堵どを覚えてしまう。

　巨神達は森から出てこない。

　過去の記録でも、森の際までは追ってくるが、侵入者を森の外へ追い払うとその姿を溶かし消えてゆくとあった。

　かつて同じように部隊が敗走し海岸都市まで逃げた後、恐る恐る森の際まで引き返した勇敢な兵の証言によると、そこには確かに巨神達が立っていたと思しき巨大な足跡があった。

　しかし巨神の姿は、まさしく森の空気に溶け消えたように見当たらなかったと言う。

「皆、ここで待て」

　指揮官は、周囲の兵にそう命じるとゆっくりと森の際へと引き返しはじめる。

　兵達の手前虚勢を張っているが、足は誤魔化しようもなく震えていた。

「クリス提督が、また癇かん癪しやくを起こすな」

　指揮官はうんざりした様子で誰にも聞かれてはならぬ独り言を呟つぶやいてから、改めて決然と森の際に立った。

　冗談のように静かだった。

　兵達が逃げまどった足跡に交じって、それを踏み潰つぶさんとした小舟ほどもある巨神の足跡は、確かにそこにあった。

　指揮官は生唾を飲み込み、最大限周囲を警戒しながら森の際をゆっくりと横切る。

　巨神は燐りん光こうを放つ肌と、巨岩の如ごとき拳と胴体、更に小舟ほどもある足を持っている。

　頭部らしきものは見当たらないが、異形の仮面と呼ぶべき顔がその胴に貼りついている。

　森の木や土から生まれたような姿でありながら、刃物も火薬も通じず、森へ侵入する者を圧倒的な力で排除する『巨神』。

　この森は、決して我々が侵してはならぬ神の領域なのではないか。

　母国の神聖教会関係者に聞かれたら、磔たつ刑けいは免まぬがれないことを考える指揮官だが、

「っ!!」

　森の奥で何か大きなものが騒ざわめいた錯覚を覚え、目を見開き体が凝固した。

　だが、森はどこまでも静かだった。

　時折鳥の鳴き声がし、少し先の地面で栗鼠りすが駆ける様を見れば、植生こそ違えど故郷の深く広大な森となんら変わらない自然の姿。

　森の木の根が、巨神の腕のように思えて恐ろしかった。

　しかしなんの成果も無く部隊を壊滅させたまま帰れば、どのみち癇かん癪しやく持ちの提督がどんな無茶な処分を下してくるか分からない。

　神の森に踏み潰つぶされる前に故郷に帰るべきなのかと、年とし甲が斐いの無い郷愁にかられた指揮官は、ふと、栗鼠りすを追っていた視界の端に場違いなものを捉えた。

　最後の勇気と体力を振り絞って森に分け入った指揮官は、栗鼠りすの消えた下生えの草の上からあるものをつまみ上げると、また脱だつ兎との勢いで森から飛び出した。

　ほんの数メートルの距離を走っただけで息を上ずらせながら、指揮官は自分の手にあるものを見て、首を傾かしげる。

　それは今まさに色を失わんとしている、黄金色に輝く芯を持った、鳥の羽根だった。







　エメラルドのように太陽に照らされ光り輝く巨木の森の中を、無数の影が走っていた。

　影達は、頭に鮮やかな色の羽根飾りを突き立てた木作りの仮面を被かぶった人間であった。

　仮面の目の部分に穴が開いているだけでは決して視界は良くないだろう。

　その上、森を走る仮面の人間はみな例外なく肌の大半を外気にさらしていた。

　腕と脚と首回りと腰程度しか保護せず、灼やけた褐色の肌には様々な意匠を凝らした刺青いれずみのような紋様が描かれている。

　森の木々は無数の枝葉で人の行く手を遮るが、影達はわずかな視界で全てが見えているのか、一瞬も留まることなく森を走り続ける。

　影の一団は森のあちこちから集結し、次第に一つの集団になってゆく。

　やがてひと塊の、それでも海岸都市の軍団より遥はるかに少ない数の影が集まりきったとき、先頭を走るリーダー格と思おぼしき影が、手にした短剣を掲げて叫んだ。

　疾走する集団にあって、それは仮面を被かぶり耳を切る風の音にも負けずに全員の耳に届く。

「全員無事か!!」

　リーダー格の仮面の影は、女の声をしていた。

『問題ない!!』

　掛け声に呼応するように、他の影達が叫ぶと、一団はさらに加速した。

　鬱うつ蒼そうと茂る道なき森を一瞬の停滞も無く縫うように走り抜けると、リーダー格の先頭の女が、森の境目に向けて全力で跳躍する。

　そこは、空だった。影達は、空に躍り出た。

　海岸の反対側の森の境界は、断崖絶壁だった。

　崖の下には、広大な平野と、彼らが走り抜けたよりも更に広い森と、その先にそびえる霊れい峰ほうがあった。

　影達は飛び出した勢いのまま、重力に引かれて崖下へと落下しはじめる。

「ローゼン！」

　リーダー格の仮面女に、横あいから同じように重力に身を任せる別の影の声が呼びかける。

　ローゼン、と呼ばれた仮面女は、答える代わりに空中で仮面を外す。

　その瞬間、仮面の下から昼に夜を穿うがつような鮮やかな長い黒髪が空に広がった。

　形の良い唇と鼻から乱暴に吐き出される息が轟とどろきと逆巻く風に吞のまれる。

　褐色の肌に紋様を刻み、羽根飾りのついた仮面を被かぶる美しい少女ローゼンに影の一人が叫ぶ。

「見ろローゼン！　大樹がお前の瞳のように輝いている！　俺達の勝利を祝福している！」

　仲間の影につられて、ローゼンは自らを落とす空を高く見上げた。

「……そうだな。この空を、森を、大地を、必ず大海の民から守らなければ」

　仲間の影は愉快そうに笑いながら、ローゼンが見やる大地の、更に彼方かなたを見る。

　広大な平野と、森と、霊れい峰ほうの更に彼方かなた。

『聖地』を擁する霊れい峰ほうパホ・ティカ山と、地の果てに立つという、空を行く雲よりも高い黄金色に輝く巨木『空の大樹』が、中天の太陽に照らされて燦さん々さんと輝いていた。

「待っていてくれ、レラ。すぐにまた、この空をお前に見せてやる」

　その輝きを仰ぎ見ながら、ローゼンは誰にも聞こえない声でそう呟つぶやいた。

　そのとき、周囲で風が激しく布を打つ音が響きはじめ、はっと我に返る。

「村だ！　降りるぞ！」

　ローゼンは、仮面に突き立っていた黄金色の芯を持つ、青い色の羽根を無造作に抜き取ると、

「せいっ!!」

　自分の真下に向けて、叩たたきつけるように振り下ろした。

　すると、どうしたことか、轟ごう音おんと共にローゼンの落下速度が急激に緩む。

　そのまま落ちれば、ものの十数秒で地面に叩たたきつけられているはずだった仮面の者達は、同じように青い羽根を真下に打ち下ろすことで、自分の落下速度を緩めてゆく。

　眼下の平野には、動物の皮といくらかの木、布などで作ったテント小屋が密集する村があり、仮面の一団はそこに向けてゆっくりと下降した。

　地上では彼らを出迎えるように、大勢の人々がこちらを見上げて手を振っていた。

　彼らに共通するのは、ローゼンと同じ褐色の肌とそこに紋様、黄金色の瞳、露出の多い衣類、そして羽根の髪飾りである。

「皆、今帰った!!　ディンナの戦王ローゼンは大海の民に勝利した！」

　降下しながら勝ち鬨どきを上げるローゼンの声に、地上の人々が快かい哉さいを叫んでいる。







『新大陸』では、太陽と『空の大樹』の光に照らされた神秘の大森林を挟み、幾年にも渡り多くの命達が、明日を摑つかむための戦いに身を投じていたのだった。













　　　第一章　ディエゴとアルバロ







　海鳥の声が十と重え二十はた重えに響く抜けるような晴天に、港町カルディスは照らされていた。

　スピネイア王国屈指の賑にぎやかな港町の喧けん騒そう。

　そこから顔を背けているかのような薄暗い裏通りの長屋に、無遠慮なノックの音が響いた。

「おい、ディエゴ！　ディエゴ！」

　空気のこもった室内で、先日知り合いから格安で譲ってもらった南の大陸の葦の紙パピルスに書き物をしていた青年は、自分の名をやかましく呼ぶ声に顔を顰しかめた。

「お、ディエゴいるな!?　この匂いはそろそろ昼飯の時間か!?」

　居留守を使おうかとも思ったが、竈かまどの鍋に火をかけていてはそういう訳にもいかなかった。

「なんの用だ、アルバロ」

　ディエゴは、仕方なく小さな我が家の玄関を開け、やってきた友人に応える。

「おうおう、その顔は研究を良いところで邪魔されたときの顔だな!?」

「分かってるなら用件を早く」

　アルバロは一度来たら、なんだかんだと長居をするのでディエゴはわざとぶっきらぼうに急せき立たてる。

「まぁまぁ落ち着け！　今日の用件は普段とは比べ物にならないほどに重大だ。まずはお前を連れ出して飯でも食いに行こうと思うんだが」

「昨日のシチューの残りで良けりゃ食わせてやる。今日は外に出る気は無い」

　陽気なアルバロの誘いを、ディエゴは軽く一蹴する。

「苦しい決断だが、やはり外に食いに行くことを提案したい」

　普段のアルバロなら、ここで調子良く飛びついてくるところだ。

「なぁ、半はん刻ときでいいから表歩こうぜ。お前の料理の腕はまた別の機会に審査するから」

「珍しいことを言うなアルバロ。なんなら燕えん麦ばくパンもつけるが？」

「目の前の燕えん麦ばくパンにかぶりついて、未来の小麦のケーキを逃すつもりはねぇ！」

　パンで釣っても動じないとなると、これはいよいよ重症だ。

「仕方ないな。牡か蠣き殻がら亭ていなら出向いてやる」

　ディエゴが馴な染じみの店の名を挙げて譲歩すると、アルバロはパッと顔を輝かせる。

「そうこなくちゃ！　俺も牡か蠣き殻がら亭ていがいいと思っていたんだ！」

　牡か蠣き殻がら亭ていは、東は果ての大帝国から、南は砂と炎の大陸、北は海賊王の氷壁を擁する国に至るまで、様々な土地の食材を買いつける。

　そしてそれらを全て混ぜて、なんとなくスピネイア風にしてしまう無国籍な料理を出す店として、カルディスに集まる船乗りの間に名が通っている。

　ディエゴとアルバロもよく利用する店だ。

　アルバロは飛び上がると、早速ディエゴの手を引いて外に連れ出そうとする。

　何をそんなに急いているのか知らないが、外出の際には常に持ち歩いている皮のポーチを手に取ってから、家の窓という窓、扉という扉を施せ錠じようし、それを何度も確認する。

　ディエゴの住まいは裏通りではあるが、特段治安が悪いというわけでもない。

「いつもながら用心深いことだ」

　それでも出かけるときのディエゴは、アルバロの目には過剰に思えるほど留守宅を厳重に施錠するのだ。

　太陽と同じ色の金髪の下にある、空と同じ色の瞳を眩まぶしげに細めるディエゴの肩を、茶色の髪に少年の気配が抜けないそばかす顔のアルバロが叩たたく。

「まぁいいか。なぁディエゴ、人間は昼間は家に閉じこもらず、こうやって表に出るべきだ。そうすれば太陽はさんさんとお前に笑いかけてくれる！」

「一体どうしたんだ今日は。神聖教会の説教師にでも転職するつもりか？」

「当たらずとも遠からずだな！　まずは腹ごしらえだ！　安心しろ、今日は俺が奢おごる！」

　その言葉で、ディエゴの不安は一気に増した。

　アルバロは港で雑用の仕事をしているのだが、持ち前の明るさと人当たりの良さで港に出入りする色々な国の貿易船の船員と仲良くなり、覚えた各国の言葉をカタコトながら操り、通辞の真似まね事ごとまでしている。

　最近ようやくどこかの商館付きになったと自慢していたはずだが、調子の良さが金遣いにも表れるのか、宵越しの金を持たない。

　それでもディエゴが付き合いを続けているのは、その付き合いの広さの中に、ディエゴの『研究』に欠かせない様々な物を仕入れる伝つ手てがあるためだ。

　東の大帝国の染料や漢方薬。砂と炎の大陸のパピルスや特殊な鉱石など、普通に暮らしていては絶対に目にする機会の無い物が、アルバロを介するとどこからともなく手に入る。

　そんなこともあり、アルバロはディエゴからもそれなりに金を受け取っているはずなのだが、不思議と週末にはその全てをすっからかんにしてしまう質たちなのである。

　とにかくそんなアルバロが週明けに訪ねてきて、こちらにたかるどころか飯を奢おごるなどと言い出すのだから、これはもう凶兆以外の何事でもない。

「あ、その目は信じてねぇな!?　任せろって！　ほら、今日はちゃんと金持ってんだ！」

　アルバロはやおらポケットに手を突っ込むと、じゃらりと重い音がする麻の財布を取り出し、そっと口を開いて中身を見せてきた。

　その瞬間ディエゴの悪い予感は確信に変わった。

　金は確かにあった。よりによってスピネイア先王の尊顔を刻印したカルロ銀貨が五枚も。

　カルロ銀貨が一枚あれば、一家が二週間は食うに困らない。

　アルバロにそんな大金を手に入れられる当てがあるとは到底思えなかった。

「な、だから安心しろって。とにかくまずは飯だ飯！」

　ディエゴは何も安心していないのだが、アルバロは財布をしまうと意気揚々と歩き出す。

　港に向かって緩く傾斜しているカルディスの街を下り、やがて港の賑にぎわいが聞こえてくる頃にはもう、ディエゴはアルバロの誘いに乗ったことを後悔していた。

　港には見慣れない大きな船が何隻も停泊していて、沖の方には五本のマストを持った大型船の姿も見える。

　そのうちの一隻のマストにスピネイア王国の海軍旗が掲げられているのを、ディエゴは見逃さなかった。




　　　※




　金と、銀と、香辛料を巡り、世界の富と力が熱を帯びて沸き立っていた時代。

　海洋国家として世界中に進出し、全世界の西側の覇者とまで呼ばれたスピネイア王国は、『新大陸発見』の功績により、旧大陸エウーレカ地域の中で存在感を強くした。

　世界の先進国が集まるエウーレカ地域に於おいて、スピネイア王国の通商、諸産業、軍事の力は、どの国にも先んじて発展していった。

　そんな折、王国の支援を受けた冒険家が発見した『新大陸』は、広大な面積と肥沃な土地、膨大な資源を擁するまさしく黄金郷と伝えられ、これでスピネイアの覇権は未来永えい劫ごう安泰であると誰もが考えた。

　だが他のエウーレカ諸国も、スピネイアの後こう塵じんを拝したままでいるわけはない。

　強力な海軍国家である島国エディンドンや、肥沃な内陸の土地を有するファーランヌ。かつては世界の東の海の覇者と謳うたわれ、エウーレカ大航海時代の基礎を作ったパトゥーガなどが、競って新大陸に進軍しようとする。

　だがスピネイアは、旧大陸全土を席せつ巻けんしていた一大宗教、神聖教会によって、『新大陸第一発見者』の称号と『優先開発権』を保障され、追随しようとする他国の声を封じていた。

　意気揚々と新大陸開発に乗り出したスピネイアは、教会の後ろ盾によって、誰にも手を付けられていない新しい土地のあらゆるものを自由に収奪できる。

　時のスピネイア国王カルロ一世は、夢にまで見た王道楽土の建設も間近とほくそ笑んだ。

　だが国王は、その皮算用が甘かったことをすぐに思い知ることとなる。

　新大陸発見の報から一年と経たたず、発見者である冒険家本人を提督に据えて大洋を渡った植民派遣軍は、壊滅状態で本国に帰還した。

　植民派遣軍の半数が傷病兵となって帰還の途中に死亡し、そして無事だった者達は恐怖に慄おののく口から一様に同じ言葉を発した。

「森に巨神が出た」

　その悪夢のような凶報から五年。

　新大陸進出の足掛かりである海岸都市イスニアを根付かせたことだけが、スピネイアが為なした実績らしい実績だ。

　あろうことかその五年の間に絶大な権勢を誇った国王カルロ一世が急逝。

　代替わりした王太子フェリペが神聖教会に反抗的な政策を執ったため、スピネイアへの教会の庇ひ護ごが急激に弱まってしまう。

　フェリペ新国王の政策意図は、新大陸での教会の勢力を削そぐためのものだった。

　未だ新大陸開発のメドが立たない中でのその態度は、およそ愚行としか言いようがない。

　だが最も早はや賽さいは投げられてしまった。

　スピネイアの優先開発権は形骸化し、数年以内には他国の進出は避けられぬ事態となって、新国王となったフェリペは更に新大陸での領土拡張を急がせる命令を発した。

　森の巨神の早期打倒。そしてこれまで以上のイスニアの拡張と新大陸開発推進は、国策上の至上命題となった。

　そのために国中で多くの若い労働力が大々的に公募され、新大陸に向けて出発した。

　公募に応じたある者は旧大陸の生活に疲弊して、ある者は新天地での希望を夢見て、ある者は命がけの出稼ぎと割りきって、新大陸に向かう遠征船へと乗り込んだ。

　だがスピネイア王室と神聖教会との関係が険悪になりはじめた頃から、スピネイアが派遣する海軍船が、海賊に襲われる事件が頻発するようになった。

　教会の庇ひ護ごが弱まったスピネイアの足を、少しでも引っ張ろうとする各国の策略であることは明白であった。

　新大陸利権と海洋の覇権を賭けた旧大陸国家間の先陣争いが過熱する中で、それでも新天地で一山当てることを夢見る者達は後を絶たなかった。

　新しい土地の産物を期待して経済も活性化し、国家間の睨にらみ合あいも過熱する。

　そんな、世界中が熱狂し、世界地図が大幅に書き換えられようとしていた変革の時代。

　洋の東西を問わず、世界中の人と、物と、金が集まるスピネイア最大の港湾都市カルディスが沸き立っているのは、当然のことだった。




　　　※




「たぁあのむうよおお！　一緒に来てくれよおおお！！！」

　膝に縋すがって泣くアルバロを蹴り飛ばし、ディエゴは飲み干したジョッキをテーブルに置く。

「美味うまい昼飯をごちそうさまアルバロ。カシアさん、勘定を！」

「でぃいいえええごおおお！　頼むってばあああああ！」

「ディエゴ、そのうるさいの、一緒に連れ帰ってくれるんでしょうね」

　ディエゴに呼ばれて卓の勘定に来た『牡か蠣き殻がら亭てい』の看板娘カシアは、ディエゴの足元で泣いているアルバロを、浜に打ち上げられたクラゲを見るような目で見下ろした。

「勘定はアルバロが持ってくれるらしいんで、俺はこれで」

　立ち上がって帰ろうとするディエゴだったが、その足と襟首を同時に引っ張られて転倒しそうになる。

「でぃえええごおおお！　後生だからさああああ！」

「冗談やめて、アルバロが週明けにお金持ってるわけないでしょ！」
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　足はアルバロ、襟首はカシアである。

　ディエゴは昼食の誘いに乗ったことを心底後悔しながら、元いた椅子に引きずり戻された。

「こいつ、カルロ銀貨を五枚も持ってるから。今までのツケ分も払うってさ」

「カルロ銀貨ですって!?　アルバロ！　うちには盗ぬすっ人とに出す飯はないわよ！　ツケの分だけ置いたらさっさと警吏のとこに行きなさい！　なんなら付き添ってあげるから！」

　この一言で、カシアのアルバロに対する信用がどの程度なのか、察するに余りある。

「諦めろ。俺はそんな話には付き合わない」

「でぃえごおおお！　俺は諦めんぞおおおおおぐっぶ！」

　涙と鼻水を散らしながら迷惑に騒ぎ立てるアルバロに、鉄拳を落としたのはカシアである。

「食事を出す店で唾と鼻水を飛ばすんじゃないの！　このバカ！」

　気の強い赤毛の看板娘は、港を行き交う世界中の荒くれを相手に商売するだけあってとことん容赦が無い。

　細身の体たい軀くと整った容貌に釣られて迂う闊かつに彼女の尻に手を伸ばそうものなら、悉ことごとく手痛い返り討ちにあった挙句、彼女に懸け想そうするカルディス中の荒くれから袋ふくろ叩だたきにされることになるだろう。

「それで？　原因はなんなの？」

　何故なぜ自分がカシアから睨にらまれなければならないのか、理不尽なものを感じながら、ディエゴはため息をついて表を指さした。

「あれに一緒に乗ってくれって」

　カシアは、港に停泊している船舶のことを一いち瞥べつし、

「ああ。『新大陸遠征軍』ね」

　顔を顰しかめて頷うなずく。

「国王陛下が代替わりしてから、急ぎで『新大陸』を開発しなきゃいけなくなったのよね。『森の巨神』をさっさと排除するために、またまた何度目になるかも分からない大幅な追加派兵をするとかって聞いたけど、それがこのアホとどう関係してるの？」

「その追加志願兵の人員が、カルディスで初めて市民に公募されたんだっ!!」

　カシアの鉄拳から早くも復活したアルバロが突然湧き上がって、ディエゴもカシアも思わず仰のけ反ぞる。

「十五歳以上の健康な男子！　資格はそれだけ！　お前も俺も今年十八で、お前の多少のもやしっぷりは気になるが健康ではある！　問題ない！」

　むっとするディエゴだが、毎日港の様々な労働に勤いそしむアルバロは、細身に見えて実はかなり筋肉が引き締まっている。

　ディエゴも、生きて行く以上糊こ口こうをしのぐ必要がある。だから、日雇いの肉体労働などに出て力仕事で日銭を稼ぐこともあるが、体力も体格もアルバロには到底及ばない。

　そしてどちらが健全な生活を送っているかといえば、陽の差さぬ部屋で机に張りついて研究していることの多いディエゴより、港中を駆けまわって大勢の人と交わり仕事をするアルバロの方だ。

「貧弱なもやしは健康で活発なお前の足手まといにしかならないよ。足引っ張りたくないから俺は行かない」

　だから当然の帰結としてそう投げやりに言うと、アルバロは慌てて手を振った。

「悪かった悪かったって!!　とにかく野心に燃える若者大歓迎ってことなんだよ！　作戦成功の暁には武勲に応じて優先入植権を得られて、場合によっちゃ本国で仕官の道だって開ける！　俺は人生をこんな港町の下働きで終える気は無いんだ！　絶対に『新大陸』で一花咲かせてやるんだ！」

「で、応募して審査に通ると支度金が出るんだと」

「それでカルロ銀貨五枚ね」

　意気込むアルバロに対し、ディエゴとカシアはどこまでも冷淡だ。

「アルバロあんた、カルロ銀貨五枚もらってトンズラする道みち行ゆきにディエゴ巻き込もうって言うの？　そりゃ断られるに決まってるわよ」

　アルバロの信用は、カシアの中では既に地の底に潜るレベルらしい。

「カシアさん今まで何聞いてたんだよ！　『新大陸』に渡って入植者になって一旗揚げるんだって言ってるだろ!!　俺はこの海の向こうにディエゴを誘いたいんだっ！」

「断る。一人で行け」

「なんでだよおおおお!!　こんな美味うまい話ないだろおおおお!?」

　にべもないディエゴに尚なおも縋すがろうとするアルバロだが、

「私もディエゴが正しいと思うな。いつもみたいにディエゴに頭下げて今日の勘定持ってもらって、銀貨五枚、さっさと返してきなさいよ」

「カシアさんまで！　なんでだよっ！」

　いきり立つアルバロに、ディエゴとカシアは顔を見合わせてため息をつく。

「アルバロ、あんた『新大陸』発見から何年経たってると思ってるの？」

　間抜けな声を上げるアルバロに、カシアは諭すように言う。

「冒険家で今は海軍提督のクリス・コロンが『新大陸』を見つけて十年。海岸都市イスニアを建設した以外は全然開発は進んでなくて、黄金を持ってくるはずが巨神に踏み潰つぶさせるために金貨を運び出してる有あり様さまじゃない。その上『旧大陸』のエウーレカこつち側じゃスピネイアへの教会の庇ひ護ごも薄くなって、エディンドンやファーランヌなんかが必死で後を追っかけはじめてるところに、港のチンピラのあんたが行って何かできることあると思うの？」

「う……」

　まくし立てられて、アルバロは痛いところを突かれたという顔をする。

　クリス・コロンの名は、当所は『新大陸』発見の英雄として旧大陸中に広まったが、スピネイア国内に限っては、そろそろ金食い虫のあだ名が定着してきている。

　いつまでも『新大陸』開発の成果を出せないクリス提督は海軍内でも評判は陰りっぱなし。

　所詮は一時の運に恵まれただけの山師だったのだと、口くちさがない噂うわさを立てる声も多い。

「で、でも、だからディエゴに一緒に来てほしいんだっての！」

「だから俺は断るって言ってるだろ？　なんでそんなに俺を連れていきたがるんだ」

「英雄には気心知れた相棒が不可欠なんだよ。俺は体は頑丈でも、お前みたいに学がねぇ。お前はその逆だ。つまり俺達が二人で組めば、無敵だってことなんだよ！」

　アルバロのしつこさに辟へき易えきするディエゴだが、アルバロは尚なおも身を乗り出してくる。

「なぁ、いいだろ！　未だに何してるかよく分からんけど、お前の『研究』だって、新しい土地に行けば大きく進展するかもしれないじゃん!!」

『研究』という言葉に、ディエゴの眉が不機嫌な形に下がる。

　カシアはそれに目ざとく気づいたが、必死なアルバロは気づかない。

「な、いつも色々な道具や情報、流してやってんだろ？」

「それに対してはかなり色をつけて金を払ってる。過剰に恩を着せられる謂いわれは無い」

「ちょっとアルバロ、もうやめといた方が……」

「けどよ、新しい土地なら、新しい研究材料があるかもしれねぇだろ？　お前、目新しい染料とか薬草とか鉱石とか金属とか、そういうのしょっちゅう欲しがってるじゃんか」

　ディエゴの不穏な空気を敏感に感じ取ったカシアがアルバロを止めるが、アルバロは構わずまくしたて、そして、決定的な一言を口にしてしまった。

「それにクリス・コロン提督は自分が苦労した分、一山当てたい若いのに目こぼししてくれるって、商船団の連中が言ってたんだ。協力して手柄を立てればクリス提督に目通りなんてこともんぐっ!!」

　アルバロは、最後まで続けることができなかった。

　先程のカシアの鉄拳とは比べ物にならない本気の怒りの拳が、顎にめり込んだのだ。

　もちろんその拳を放ったのは、青い瞳に怒りの炎を灯したディエゴである。

「カシアさん、勘定はこれで。こいつ、しばらくここに転がしといてくれ」

　呼び止めるカシアにアルバロの大騒ぎの詫わび分を入れた数枚の銅貨をテーブルに置くと、ディエゴは床に伸びたアルバロを一顧だにせずに牡か蠣き殻がら亭ていを後にした。

　港の穏やかな風に揺れる海軍船を遠目に見ながら、ディエゴはアルバロを殴り倒した右手を、軽く握ったり開いたりする。

「新大陸発見の英雄クリス・コロン提督、か」

　つまらなそうに呟つぶやきながら、自分の家に帰ろうとしばらく歩いたときだった。

　海軍船とは別の船ふな溜だまりに停泊している大きな商船を目にして、ディエゴの足は竦すくんだ。

　海軍の払い下げらしいキャラック船が掲げている旗の絵柄は、スピネイア東南部から南の大陸沿岸を航行してくる船団のものと判断できた。

　商船の周囲では、船員に交じって大勢の海軍兵が警備体制を敷いていた。

「あ……」

　ディエゴは船から出される『商品』の『一人』と目が合ってしまい、怒りで喉が灼やかれるのを感じた。

　一本の長い鎖に鉄てつ環わで繫つながれて歩かされているその『商品』とは、奴隷だった。

　大海峡を挟みスピネイアの南に広がる砂と炎の大陸の北岸では、スピネイアやエディンドン、ファーランヌが精力的に入植し、金と銀と香辛料と象牙、そして奴隷が市場を沸かせている。

　南の大陸で『奴隷狩り』に遭った者達は、こうして大きな港に一度集められ、そこからスピネイアだけでなく、エウーレカ中に売られてゆくのだ。

　ディエゴと目が合った壮年の男は、すぐに警備の向こうに引っ立てられて見えなくなった。

　船からは尚も夥おびただしい数の奴隷が、商人と軍人に急せかされて溢あふれ出てくる。

　船の上から『積つみ荷に』の搬出を見守る奴隷商人は、この世の人間の卑いやしさ全てを混ぜ合わせて皮を被かぶせたような、でっぷりと太った悪趣味な小男だった。

「……っ」

　ディエゴは視界に火がついたようになり、ほとんど反射的に腰のポーチに手を突っ込む。

　そしてその中にある掌てのひらに収まる程度の投とう擲てき矢、ダーツの感触を確かめる。

　ポーチの中には何本もの真しん鍮ちゆう製の芯を持つダーツが収まっていたが　ディエゴはその中から矢羽フライトが白く染められているポケットに指先で触れた。

　そしてポーチの中に指先を突っ込んだまま、奴隷商船に近づいてゆく。

「おい！　なんだ貴様は！　船に近づくな！」

　だが『荷下ろし』の最中の商船に近づく無関係の人影があれば、当然目立つ。

　ディエゴより二回りも大柄な港の警備兵が、ディエゴの姿を目ざとく見つけて警戒心を露あらわに、槍やりの穂先をディエゴに向けながら近寄ってきた。

　警備兵、とはいうが、純然たる商人の私兵である。

　彼らの責務は港の治安維持ではなく、雇い主の命と財産を守ることなのだ。

「あの奴隷の中に」

「あ？」

「二十歳くらいの、青い瞳の女性はいるか？」

　ディエゴを威嚇して排除しようとしていた警備兵の男は、思いがけない言葉に束つかの間ま呆あつ気けに取られるが、すぐに鼻を鳴らしてディエゴを追い払う仕草を見せた。

「知るか。さっさと失うせろ」

「おい」

「怪け我がしてぇのか。こちとらてめぇみてぇな小僧に構ってるヒマはねぇんだ」

　そしてディエゴが引かないとみるや、槍やりを先程より強くディエゴに突き出して威嚇する。

　この警備兵一人くらいなら『研究の成果』を使えば排除することはできるだろう。

　ディエゴはポーチの中でダーツを力強く握りしめるが、すぐにその手を緩めた。

　この場で激情のままに警備兵を力で排除すれば、手が後ろに回るのはディエゴの方だ。

　奴隷達はあの商船の持ち主のれっきとした『財産』であり、国の法は他人の財産を脅おびやかした者として、人の命を売り買いする商人ではなく、ディエゴを罰するだろう。

　悔しさに身震いしディエゴが歯は嚙がみしたそのときだった。

　それは雲一つない晴天から、一条の稲妻が落ちたかのような光と轟ごう音おんであった。

「な、なんだっ!?」

　ディエゴと警備兵は身を竦すくめながら、同時に音のした方向を見る。

　すると、たった今奴隷を吐き出していた商船が、まるで包丁を入れられたリンゴのように真っ二つにへし折れて、船ふな溜だまりへと沈みはじめた。

「な、なんだこりゃあっ!?」

　警備兵は泡を食うが、ディエゴも混乱していた。

　今の今まで悠然と浮かんでいた船が、次の瞬間陶器の皿のように割れて砕けているのだ。

　船の上ではあの奴隷商人が縁に摑つかまって泣き喚わめいており、周囲の警備兵もあまりの事態にどうして良いか分からぬまま呆ぼう然ぜんとしている。

　と、そのときだった。

「───!!」

　商船が砕け警備兵が呆ぼう然ぜんとした一瞬の隙を突いて、鎖で繫つながれた奴隷達が、怒号を上げながら暴れはじめたのだ。

　虚を突かれた警備兵達は押し倒され、そのうちの一人の顔を滅多打ちにしながら奴隷が鎖の鍵らしき物を奪おうとする。

「あ、くそっ！」

　ディエゴを押しとどめた警備兵は、最も早はやディエゴなど眼中に無いように暴れる奴隷達の下に走っていった。

　最も早はや誰もディエゴの方に注意を払っておらず、それどころか今にも船ふな溜だまりで沈みかけている雇い主すら顧みない有あり様さまだった。

　ディエゴはほとんど反射的に動いていた。

　ポーチの中から赤い矢羽フライトのダーツを引き抜くと、もみ合う警備兵と奴隷達目がけて投とう擲てきし、奴隷達を連結する鎖の一節に命中させる。

　その途端、二十数人を結んでいた鎖が一瞬の光と共に自壊し、それだけの人数の身が唐突に自由になった。

　奴隷達は原因は分からずとも自分達の身が自由になったことだけを把握し、その瞬間から俄が然ぜん勢いづく。

　主人の財産である奴隷を、乱暴に扱っても殺すわけにはいかない警備兵と、ここで逃げ出さねばどんな運命が待っているか分かったものではない奴隷達。

　彼我の環境の差が勢いの差を生み出し、港は一気に大乱闘の様相を呈する。

　その様子を途中まで見ていたディエゴは、はっと我に返るとまろぶようにその場を逃げ出した。

　一体自分は、公の場で何をしたのだ。

　未完成の『研究』を無闇に人目につく場所で扱えば、誰が見ているか、何が起こるか、どんな密告をされるか分かったものではない。

　それでも細い裏路地に逃げ込む瞬間、ディエゴは奴隷商船を振り向いた。

　誰か怪我をしてはいないか、誰か死んでしまっていないか、無責任に火に油を注いだ自分のせいで、誰かの運命が変わってやしないか。

　何もかも取り返しがつかなくなったそんなタイミングで振り返ったディエゴの視界の中で、不自然な位置で何かが動いた。

　沈みかけた商船の、マストの上だった。

「……？」

　ディエゴは最初、風に吹き飛ばされた布か何かが巻きついているのかと考えたが、すぐにそれが意志のある動きをしたのに気づき目を丸くした。

　それは傾きかけたメインマストの柱の上でゆっくりと立ち上がると、

「！」

　裏路地に逃げ込もうとする寸前のディエゴを、真まっ直すぐに見た。

　向こうは、初めからそこにディエゴがいることを分かっている様子だった。

　全身を布で包んだようなその姿から正体を察することはできない。

　だが僅かな隙間から、ディエゴははっきりと、メインマストの上の何者かが自分を見ているのを感じた。

　もしかしたら、ディエゴの行動の一部始終を見ていたのではないだろうか。

　ディエゴは、誰かに見られた、という恐怖に動揺して凝固してしまった。

　だが、マストの上の何者かは不意にディエゴから視線を外すと、船ふな溜だまりの底に到達して、それ以上沈まなくなった船の上から海へと身を躍らせた。

　ディエゴが声を上げるより早く船ふな溜だまりに小さな水柱が上がったが、騒乱の最中にある港の誰も、それに注意を払うことは無かった。




　　　※




　かつて、魔女狩りと呼ばれたヒステリーの炎が、スピネイアのみならず旧大陸エウーレカ諸国に熾おき火びのように燃え広がった時代があった。

　その時代、農作物が凶作だったり、疫病が流行したり、自然災害が起こったりといった不吉な事態は全て、悪魔と契約した魔術師や魔女が引き起こした災厄であるとされた。

『災厄をもたらす悪魔と契約した魔術師を抹殺すべし』との運動が、神聖教会の信徒を中心に各地で起こり、魔法や魔術を使ったとされる多くの者達が神の名の下に粛清された。

　魔術師として『処刑』された者の大半は、町医者だったり、薬師だったり、教師だったりと、識字率の低い民衆にはどんな仕事をしているかよく分からない者達ばかりであり、中には悪魔に似た山羊やぎを飼育していたというだけで殺されてしまった者までいる。

　現代に至るも魔女狩りは神聖教会の異端審問会によって組織化された運動として残り、エウーレカ諸国では、『魔術』と呼ばれる可能性のある技術の大半は放棄されつつあった。

　だが、そんな中でもひっそり生きながらえている『魔術』の一つに『錬金術』があった。

『なんでもない物質を黄金に変える技』と世間から思われている技術は、魔術のそしりを受けながらも密ひそかに進化していた。

　魔女狩りを生き延びた錬金術師達は研究のために独自の裏社会を持つに至り、錬金術師達を相手にした市場は、旧大陸エウーレカの全土で密ひそかに成長を遂げていた。

　ディエゴは月光も差し込まない暗い家の中で、錬金術とは異質の体系にある学問について扱った『ある書物』を傍かたわらに置き、小さな黒板にチョークを走らせていた。

　もしかしたら研究の成果を誰かに見られたかもしれないという焦あせりも手伝って、今日は絶対に『実験』の成果を前進させてやろうという気概に満ち満ちていた。

　黒板に必要な『式』を全て書ききると、今度はディエゴが両腕を一杯に広げても足りないほどの大きなパピルスを、慎重に卓の上に広げていく。

　黒板にチョークで何度も書いた式を、より整理された形でパピルスに書き写す。

　パピルスに書く式には沢山の色を使う。染料も筆もパピルスも、個人で大量に手に入れるには高価すぎる品だ。清書には細心の注意を払わねばならない。

「できた！」

　編み上げた『式』を正しい『色使い』で完成させたディエゴは、小さく快かい哉さいを上げる。

　あとは染料が乾くのを待つ間に、多くの書物や資材で散らかった実験卓を片付けて、窓やドアの施せ錠じようを確認し、分厚いカーテンを隙間なく閉める。

　なんだかんだと付き合いの深いアルバロも、ディエゴが何をしているか知らない。

　ディエゴは誰かに何か聞かれたときには、常々医薬品の研究をしていると告げていた。

　考えようによっては間違いではない。ディエゴは、世界を蝕むしばむ恐ろしい病を取り除く薬を作りたいがために、この研究の完成を目指しているのだから。

　片付けと戸締まりを終えると、ディエゴは改めてパピルスに向かい合った。

「木の青、火の赤、土の黄、金の白、水の黒」

　パピルス特有の黄ばんだ紙面に青、赤、黄、白、黒の五色の染料で描かれた陣と文字を、ディエゴは順々に指さしてゆく。

　その中央にディエゴが置いたのは、関節が人間のように稼か働どうする木彫りの人形だった。

「上手うまくいってくれよ」

　ディエゴは心の祈りを口に出しながら青、赤、黄、白、黒の五色のダーツを取り出した。

　矢のポイント、バレル、シャフトは全て、ランプの光を鈍い黄金色に照り返す真しん鍮ちゆうでできており、それらを陣の五つの隅に一本ずつ順番に突き立てていく。

　そして、最後に手に残った白い矢羽フライトの矢を、緊張に震える手でパピルスの上に突き刺したとき、ディエゴは思わず小さく拳を握った。

　突き立てた五本のダーツは淡い光を発し、パピルスの上に描かれた陣と式を通して、中央に置かれた木偶でく人形に光が伝わってゆく。

　木偶でく人形は薬品を投じられた炎のように五色の光を纏まとっていた。

「ここからだ」

　ディエゴは木偶でく人形に光を送る五本のダーツのうち、右手を青の、左手を黄の矢羽フライトの矢に触れさせた。

「……右足」

　そして、木偶でく人形に向かってそう呟つぶやく。

　すると木偶でく人形の右足が、ゆっくりと上がる。

　木偶でく人形は五色の陣の上で、人間がそうするように右足を一歩前に踏み出した。

　ディエゴは興奮を抑えきれず、震える声で更に呟つぶやく。

「左足っ」

　今度は木偶でく人形の左足が動いた。先程と同じように左足を一歩前に出した木偶でく人形は、間違いなく最初に置かれていた陣の中心から二歩分だけ、前に進んでいる。

「よし、今度は、腕だ」

　ディエゴは恐る恐る青と黄のダーツから手を離すが、木偶でく人形が転倒する気配は無い。

　今度は赤と白のダーツに触れて、先程と同じように言葉で木偶でく人形に命じる。

「右腕」

　木偶でく人形が、体の前側から右腕を上げた。

「右腕を下ろし、左腕を上げる」

　これもディエゴの思い通り、上がっていた右腕が下り、体の前から左腕が上がる。

「左腕、下ろす」

　ディエゴはもう震えなくなった声で、木偶でく人形に命じた。

「歩け」

　瞬間、黒い光が陣を一周してから木偶でく人形の頭部に集まる。そして、

「……やった」

　ディエゴは叫び出したい衝動に駆られた。

　パピルスの上に描かれた陣の上で、木偶でく人形がゆっくりと動いている。

　人が歩くなめらかさには程遠いぎこちなさだが、それでも木でできた人形が、まるで自分の意志で歩いているかのようだ。

　一分で、一歩。その途方もないノロノロとした動きを生み出すまでに、ディエゴはどれほどの苦労と、時間と、金を費やしただろう。

　両手両足を動かしながら陣の上を歩く木偶でく人形。

　この小さくぎこちない一歩は、自分と、多くの人々の悲しみを救うための大きな一歩だ。

　だが次の瞬間、ディエゴの口から漏もれたのは、ほとんど悲鳴に近いものだった。

「ああっ！」

　木偶でく人形の足が、パピルスの上の陣から一歩外へと踏み出したのだ。

　その瞬間、ダーツから発せられていた光は音も無く飛び散り、歩いていた木偶でく人形は糸が切れた操り人形のようにあっけなくバランスを崩してその場に倒れてしまう。

　そして、一瞬鋭い光を閃ひらめかせた後、粉々のバラバラに砕けてしまったのだ。

　ディエゴは黒い矢に手を置いたまま、呆ぼう然ぜんと高い金を払って手に入れた多関節人形がボロボロに崩壊する様を見ているしか無かった。

「ダメだ、こんなんじゃ到底……」

　ディエゴは落胆して、床にへたり込み、力なく呟つぶやいた。

　先程までの成功を喜ぶ感情はその中に微み塵じんも無い。

　人形が転んで砕けた原因は明白だった。

　陣から出てコントロールを失い、制御を失った五色の光が脆もろい木の体を砕いたのだ。

『木偶でく人形』に最終的に求められる動きは、人間と同じかそれ以上でなければならない。

　ディエゴは、木偶でく人形を動かす陣、ひいてはダーツから溢あふれる力の秘法を編み出すヒントとなった書物を忌いま々いましげに見つめる。

　上手うまく使えれば、黄金を生み出すことだけを目的にした錬金術よりもずっと多くの人々を幸せにできると、この力の源を手に入れたときのディエゴは希望に燃えていた。

　だが、訛なまりの強いスピネイア語を話す年齢不詳の書籍商は、この力の源について記した書を手にして希望を見み出いだしたディエゴに冷や水を浴びせるようなことを言った。

　光を求めてこの本を読んでも、必ず影が付きまとうと、書籍商は不気味に笑っていた。

『この力を求めた奴やつは、必ず不幸になるという噂うわさだ。この世の全ては有限。君の引っ張り出した光はどこかの誰かが浴びていた光で、光は影と表裏一体。私が東方からこんな所までこの本を運んできたってことは、こいつはいろんな奴やつを不幸にしながら世界を点々としてるってことなんだよ』

「光と影……なんでだよ……何をやっても、影しか出てこないじゃないか……クソっ!!」

　老いた書籍商の呪いの言葉に今更怯おびえ、ディエゴは薄暗い部屋の中で本を抱えてうめいた。

「光……そういえばあの昼間の船を壊した光は……」

　ディエゴはふと、自分の独り言で日中の光景を思い出す。

　怒りと混乱で今の今まで気づかなかったが、あの奴隷商船の壊れ方は、積つみ荷にの火薬の誤爆とか、経年劣化による船体や竜骨の破断などでは決してなかった。

　思えばあのときの光は、たった今木偶でく人形が砕けたときの光に似てはいなかっただろうか。

　あの場で沈みゆく船のマストの上に悠然と立っていた人間だけが、あの常識にかからぬ事態を冷静に観察していた。

　あの人物は、なんのためにあんな所にいたのだろうか。

　炎も煙も上げず、大がかりな道具を用いず、巨大な船を二つに割る方法。

「まさか、な」

　ディエゴは先程の実験に用いた、赤い矢羽フライトのダーツの残骸を見て肩を竦すくめる。

　鎖の二、三本ならともかく、あれほど巨大な船を断裂させるようなパワーが、この力にあるはずがない。

　だがあの騒ぎが、あの場にいた奴隷達の人としての尊厳と生存本能を呼び覚ましたのは確かだ。

　乱闘の末何人かの奴隷が逃亡したらしいと、既にカルディス全域で噂うわさされている。

「ローズ……俺のやってることは、実を結ぶのか？」

　ディエゴは自問する。

「この『陰陽術』が君を助けるための力になると思ったのは、間違いなのか……？」

　卓の上に広げられたパピルスの陣も、いつの間にか真っ黒な焦げ痕を全面にこびりつかせている。

　無残な失敗の痕を直視できず、ディエゴが大きく溜ため息いきをついたそのときだった。

　玄関のドアの外で物音がして、ディエゴは素早く立ち上がった。物音の正体を確かめるよりも早く実験道具を片付けてゆく。

　もはや使い道の無い大判のパピルスをナイフで滅め茶ちや苦く茶ちやに引き裂いて束ね、砕けた木偶でく人形の欠片かけらごと台所にある竈かまどの中に放り込んで火をかける。

　それ以外の物は、実験を始める前に一見しただけでは分からない場所に片付けたから、これさえ燃やしてしまえば不審な物は残らない。

　やがて、昼間アルバロに振る舞おうとしたシチューの残りを温める竈かまどの煙が煙突を通じて外に漂いはじめる頃、ディエゴは何気ない風を装よそおいつつ、いざというときのために手の中にダーツを握り込んで、玄関のドアを開いてみた。

　見ると家のすぐそばの石畳の一つが割れて浮き上がっており、軽く踏んでみるとがたがたと動く。たまたま外を通りがかった誰かが、これを踏んだ音だったのだろうか。

「こんなのにビビってたら世話ない。そろそろ、ここも引き払い時かな」

　誰もいない通りの左右を見回してから、安あん堵どしたように小さく息をついて玄関のドアを閉めようとして、

「……っ」

　微かすかに風が、室内の埃ほこりを巻き上げ、そしてドアが完全に閉められた。

　首元には冷たい金属製の何かが当てられ、左腕は背中側にひねり上げられ、ディエゴは動きを封じられていた。

　一瞬何が起こったか分からないディエゴの耳元に、

「大声を上げれば、殺す」

　低く抑えた、微かすかに訛なまりのある女の声が響き、視界に一瞬だけナイフのような刃物がチラつかされる。
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「質問に答えろ。その力、どこで手に入れた。誰から奪った」

「その……力って……」

「奴隷の鎖を断ち切り、命を持たぬ木偶でく人形を動かした力だ」

　ディエゴは息を吞のんで喉を鳴らし、そのせいで自分の喉元に突きつけられた刃の感触をよりはっきりと感じ取ってしまった。

　鎧よろい戸どが閉まる窓は全て閉めたし、カーテンは遮光のために三重に引いてあったにも関わらず、一体どうやってディエゴの実験を覗のぞき見ていたのか。

　だが覗のぞきの方法はどうあれ、ディエゴの術が外部に露見するのは好ましいことではない。

　異端審問会は、ディエゴの術が他の錬金術や魔術と違う体系に属しているからといって、それを勘案するようなことはしないし、そもそも区別できないだろう。

　彼らの好みに合わない物は全て排除されるのがこのエウーレカの現状なのだ。

　だがディエゴを異端者として告発するなら、力の出所を教えなければ殺すとは妙な話だ。

　昼間の港の騒ぎに言及するからには、あのマストの上にいた人物がこの襲撃者なのだろう。

　一体こいつはどういう背景を持った者だ？

　自分の中の妙に冷静な部分がこの襲撃の奇異さを告げていくが、最も重要なことを忘れてはならない。

　どんなに理屈が合わなかろうと、今現在自分は命の危機に瀕ひんしているということだ。

　ディエゴはあまり深く考えることなく先程握り込んでいた白い矢羽フライトのダーツを、悟られないよう床に落とした。知らない相手なら、十分奇襲になるはずだった。

「っ!!」

　だが、襲撃者は気づいた。気づいて、ディエゴの喉笛を搔かき斬るのではなく、ディエゴを突き飛ばした勢いでその場から飛びずさった。

　白い矢羽のダーツが突き立った床板が砕けて跳ね上がり、まるで木材になる以前の生きた木に戻ってしまったかのように、足元から天井目がけて吹き上がったのだ。

　その場に留まっていれば串刺しも免まぬがれない勢いだが、とにかくディエゴは自由になった身でポーチに手を突っ込み残ったダーツをありったけ引き抜いた。

　相手がこの程度の脅おどかしで大人しくなるとは思っていなかった。

　ディエゴは、今度ははっきり意志を持って黒い矢羽のダーツを床に突き立てる。

　すると、床板が意志を持った蛇のように侵入者へ錐きり状の先端を向けて威嚇する。

「帰ってくれ！　そうじゃなきゃ、こいつらをけしかけることになる！」

　荒事に慣れていないディエゴは若干震える声でそう脅おどすが、そのとき初めて襲撃者の姿を正面から見、より緊張を高める。

　やはり、あの奴隷商船のマストにいた奇妙な人物と同じ姿をしていた。

「……やってみろ」

　そして謎の襲撃者は、ディエゴの奇怪な術に驚くどころか不敵にそう言うではないか。

　敵はディエゴの起こした現象に驚くことなく、一足飛びにディエゴに迫ってくる。

　ディエゴはほとんど反射的に、床板から生み出した錐きりの蛇を解放していた。

　恐怖のせいで狙いもほとんど定まらないが、それでもこの狭い室内なら十分な威嚇になるはずだった。

　だが。

「!!」

　ディエゴは我が目を疑った。

　錐きりは襲撃者の纏まとうローブを切り裂いただけだった。

　襲撃者の手には白い房のついた短剣が握られており、それが最初に吹き上げた木に突き立てられた。

　その途端、木はまるで威嚇に負けた猛獣の如ごとく、しゅるしゅると元の床板の姿に戻ってしまった。

　錐きりの蛇も、短剣に斬りつけられた端から力を喪失し、木こつ端ぱとなって床に転がる。

「っ！」

　ディエゴは慌てて続けざまにダーツを突き立てようとするが、相手が圧倒的に速かった。

「足あ搔がくな」

　襲撃者の手の短剣は、いつの間にか白から赤い房のものに持ち替えられており、錐きりの蛇を吹き出した床下の土が露出した場所に突き立てられる。

「っぐ！」

　勝敗が決した瞬間だった。

　吹き上がった土がディエゴの手足に絡からみつき、部屋の壁に縫い留とどめて動きを封じてしまったのである。

「こ、これは……！」

　拘束されたことはもちろん、目の前の現象そのものがディエゴを打ちのめした。

　どう見ても、ディエゴのダーツと同じく、陰陽術の発現に他ならない。

　だが陰陽術の基礎となる考え方こそ書籍から学んだが、奇跡を発現する術は自分で編み出したものだ。

　それなのに何故なぜこの襲撃者は同じことができるのか。

　見れば襲撃者は、腰に五色の房をあしらった短剣を五振りも帯びていた。

　恐らく短剣の房の色がディエゴの術と同じく木の青、火の赤、土の黄、金の白、水の黒と対応しているのだろう。

　どういうわけか二振りだけ房の色が鮮やかさを失い渇いた色になっているが、そんなことは全くどうでも良くなるほど、術の精度が段違いに高度だった。

　簡単に弾き落とされた床板の蛇に比べ、この壁から湧いた土の拘束具のなんと堅けん牢ろうなことか。

「！」

　更にディエゴは、その襲撃者自身の姿に衝撃を受けることになる。

　歳としの頃はディエゴと同じか少し上くらいだろう。

　褐色の肌に、そして夜の色を落としたような長い黒髪を持つ美しい女性であった。

「ローズ？」

　ディエゴは思わずそう口走り、その響きを耳にした襲撃者の動きがなぜか一瞬止まる。

「……!?」

「あ、いや、すまない。人違いだ」

　ディエゴはこんな状況であるにも関わらず、気がつけばそう謝罪していた。

『彼女』がこんな所にいるわけがない。第一どれほど顔立ちが似ていたとしても、瞳の色だけは全く違う。

『彼女』はディエゴよりもずっと澄んだ空より青い瞳を持っていたが、目の前の女の瞳は、まるで錬金術師達が追い求めてやまない黄金のような色だった。

「何が狙いなんだ。金なら薪置き場の奥にまとまって……」

「金などいらん。貴様らとは違う」

　会話にならない会話をしてから、金色の瞳の女は、再び短剣を構えた。

「次は無い。力の出所、話してもらおう」

「で、出所って……あんたも、同じ術を使うなら、知ってるんじゃないのか？」

　女の技は、間違いなくディエゴの陰陽術と同じ系譜の技であり、それでいてディエゴのそれより遙はるかに洗練されているのが見て取れた。

　だが女はより不機嫌な顔になり、ディエゴの喉に僅かに刃を食い込ませた。

「同じだと？　薄汚い侵略者が、盗んで得た物を粗末に再現して、我らと同じと言うか」

　やはり会話が嚙かみ合あわない。

　こちらの意図を曲解している気配のする女に何をどう言えばいいのか考えた末、ディエゴは目だけで、先程火をくべたためにコトコトと場違いな音を立てはじめたシチュー鍋が乗った竈かまどを見た。

「竈かまどの横……野菜置き場の裏に隠し戸棚が……そこに、紙でできた本がある」

「本？」

「俺の、この技は、人から買った本から編み出したものだ。誰かから盗んだものじゃない。その本を読んで、一人で学んで、編み出した」

　噓うそをついても、どうせ命は握られている。

　どうやら異端審問会ではないようだし、ここで本当のことを言わない理由も無い。

「一人で編み出しただと？　……を？」

　女は油断なくディエゴの全身を睨ねめまわしながら、やがて腰のポーチに気づく。

　女は刃にこめた力はそのままに、ディエゴの腰をまさぐってポーチを奪うと、片手で器用に開けて中身を覗のぞき込こんだ。

　そして、意外なことを尋ねてきた。

「これは、この芯に使われているものは、黄金か」

　ディエゴは目を丸くして、喉に刃を当てられているのも忘れて首を横に振りそうになる。

「まさか。黄金なんか手が出るわけがない。それは真しん鍮ちゆう（黄銅）だ」

「…………動くなよ。動けば、即座に土の拘束具が貴様の首の骨を砕く」

　言葉は脅迫じみているが、女の顔には疑問が浮かんでいるように見えた。

　女はポーチを無造作にテーブルの上に放り、ディエゴの顔の横に黒い房の短剣を突き立てると、野菜置き場の裏の隠し戸棚から件くだんの本を引っ張り出す。

　内容の危険度や貴重さもさることながら、紙でできた本は単純に高価だから扱いには気をつけてほしいなどと思っていると、また意外なことを聞いてきた。

「この書の内容は、この国では禁忌ではないのか」

「そ、それは確かに教会には、見つかりたくない。そもそも異国の文字で書かれた本ってだけで、騒ぐ奴やつは騒ぐだろうし……でも、この国って……」

「……今は貴様の話を噓うそと断定するだけの材料も無い」

　女は一人で何を納得したのか、本を閉じると、意外にも丁寧に隠し戸棚へと戻した。

　そしてディエゴの顔の脇に突き立てられた短剣を引き抜くと、机の上のポーチから黒い矢羽フライトのダーツを手に取った。

　ディエゴを壁に拘束する土の鎖にそのダーツを無造作に投げてから、ディエゴに背を向けて外へと歩み去ろうとする。

「今日は見逃そう。だが忘れるな」

　自分を拘束する土が徐々に泥になって溶けるのを感じながらも、ディエゴは見た。

「偽りには呪いを。決して逃がさん」

　黄金色に輝く瞳とすらりとした褐色の足が闇夜に跳躍し、消えるのを。

　金色の瞳を持つ襲撃者の女は、まるで風に散る霞かすみの如ごとく、瞬まばたきする間に搔かき消きえた。

　ディエゴはのろのろと立ち上がると、開け放たれたドアの外を見るが、そこに広がるのはいつもの通りの風景だった。

「なん……だったんだ？」

　ディエゴは寝覚めのようにぼんやりとした思考で周囲を見回し、本当に今起きたことが夢ではなかったかとさえ思うが、

『偽りには呪いを』

　耳の底にこだまする謎の女の声は、本物だと思えた。

　ディエゴは今更恐怖を覚えて身震いし、慌ててドアを閉めてより厳重に施せ錠じようすると、実験の後片付けもせずに、ベッドに横たわり毛布を被かぶって幼子のように震えながら眠った。







　ああ、またこの夢だ。

　自分はよほど単純にできているらしい。辛いことがあった日は必ずこの夢を見る。

　ディエゴの最も古い記憶の底には、一つの鍋の底から両親と兄弟と共に、残飯のような料理を貪り食っていた映像が記録されている。

　それがあるとき、バラの咲き乱れる大邸宅で、多くの召使いに傅かしずかれる生活に変わったのだ。

　バラの御殿と呼ばれたその屋や敷しきに移り住んでから、家族がほとんど顔を合わせなくなった。

　父は、御殿をもらった意味があるのかと思うほど、常に船で海に出ていた。

　兄達は、成長すると同時にディエゴには分からない理由で一人ずつ姿を消していった。

　母は、御殿に移り住んで間も無く、流行はやり病で亡なくなった。

　母以外は全員存命であるにも関わらず、ディエゴはごく短い間に多くの家族を失った。

　残飯を貪る記憶が消えなかったのは、もしかしたらその頃こそが、家族全員が笑顔を交わしていた最も幸せな時間だったのではないのか、という思いがあったからだろう。

　なんの温かみも感じられないバラに囲まれたこの生活より、幸せだったはずだ。

　バラが咲き誇れば咲き誇るほど冷たくなっていったディエゴの心に、ある日思いがけない光が差し込んだ。

　ディエゴの身の回りから失われて久しい、暖かい笑顔。

　宮殿に咲き誇る幾百ものバラよりも美しいその笑顔に手を伸ばそうとしたディエゴは、突然真っ黒な闇に放り出された。

　いつの間にか、筏いかだのような頼りない小舟で荒海に放り出されていた。

　今まで暖かい笑顔があった空間に目を向けると、そこにあったのは黒々とした巨大な船に吸い込まれる、鎖の行列。ディエゴは必死に叫ぶが、筏いかだは鎖の行列が連なる港からどんどん離れていってしまう。

　その中に自分が何よりも大切に想おもっていた一輪のバラの花を発見して、ディエゴは気が狂わんばかりに叫んだ。

　この世の何よりも美しいバラは、悲しげな微笑ほほえみを浮かべると、ディエゴの声から逃げるように鎖に引き立てられて、巨大な船に飲み込まれていった。

『この力を求めた奴やつは、必ず不幸になるという噂うわさだ』

　あの書籍商の言葉が嵐の海に轟とどろく。

　稲妻が閃ひらめく光と影に翻弄されながら、ディエゴは海に放り投げられた。

　視界が閉ざされる瞬間、金色の淡い光が視界をかすめたような気がした。

　それはとても暖かい光を放つ、一片の鳥の羽根であった。







　衝撃と共に、光が戻ってくる。

「くそ……っ！」

　自分が夢を見ていたと気づくまでに、時間がかかった。

　何度も見た夢のはずなのに、何故なぜ夢を見ている間は夢だと気づけないのだろう。

　それだけ自分の中では、あの夢の出来事は今の現実に近いことなのだろうが、常に心を苛さいなんでいるだけで十分ではないか。

　ディエゴは嫌な夢の残ざん滓しを首を振って追い払うと、昨夜実験が失敗した上、謎の女に襲撃され、それなのに悪夢で激しく寝汗をかくほどに眠ってしまった自分に呆あきれ、顔を顰しかめる。

「湯屋に行くか……いや、昨日アルバロのせいで余計な金を使ったし、昨日の変な奴やつのことを考えると迂う闊かつに出歩くのも……」

　寝台から立ち上がりながら、今更になって昨夜の出来事を疲労の抜けた頭で反はん芻すうしはじめたそのときだった。

　突然ドアが激しくノックされ、ディエゴは驚き固まり、自分の迂闊さに気づく。

　魔術的な実験が他者に露見した。それなのに何を自分は悠長に自宅で眠っていたのだ。

　敬けい虔けんな神聖教会信徒に見られれば、その場で家に火を放たれても文句は言えないのに。

　激しいノックの向こうに警吏や異端審問官がいるのではないかと恐れるディエゴの耳に、

「ディエゴ!!　ディエゴ大変だ!!」

　聞き慣れたアルバロの声が飛び込んできたときには、不覚にも安あん堵どで涙が出そうになった。

「どうしたんだアルバロ。朝早くから一体なんの……」

　騒がしいアルバロの闖ちん入にゆうという日常を再開しようとしたディエゴの前に現れたのは、

「ヤバいんだディエゴ！　早く荷物纏まとめろ！」

　憔しよう悴すいした顔で、全身汗だくの、今まで見たことの無いアルバロだった。

　いつになく真剣な様子に狼狽うろたえるディエゴだが、アルバロはディエゴに向かって昨夜の襲撃を越えるほどの衝撃の一言を吐いた。

「神聖教会が、お前の『研究』を嗅ぎつけた！」

「なっ!!」

　ディエゴは言葉を失った。往来でアルバロが『研究』と騒いでいることすら意識できないほどに、アルバロがもたらした情報はディエゴにとって致命的な内容だった。

「ア、アルバロまさかお前……俺が新大陸遠征軍の誘いに乗らないからって……」

　ディエゴは反射的に疑いを口にするが、アルバロは血走った目で首を横に振る。

「俺だってそこまでバカじゃねぇよ！　大体そんなことしたら、お前に物資流してる俺だってタダじゃすまねぇ！　おい、外でする話じゃねぇ！　中入れてくれ！」

　アルバロはディエゴを押し込むようにして家の中に入ってくる。そのまま後ろ手に扉を閉めて、大きく息を吐いた。

「だが言いようによっちゃ、俺のミスって言われても仕方ねぇ。世話になってる商会が、お前に注文された品物の内容を不審に思って、ずっと記録してたらしいんだ」

「金は色をつけて払ってただろう!?　過剰に怪しまれるような物を注文した覚えも無い！」

　ディエゴは自分の『研究』と『出自』が、旧大陸全土に広がる神聖教会にとって好ましくないことをよく理解していた。

　だからこそ自分のことが外に漏もれるのを防ぐ意味でも、アルバロや彼の所属する商会、他所よその商人相手でも、金を惜しむことは決してしなかった。

「ま、まさかその商会に密告でもあったのか!?」

　昨夜の招かれざる客は、ディエゴの研究について興味を示していた。

　あの人物が神聖教会か、そうでなければアルバロの商会に密告をしたのではないかと咄とつ嗟さに思いついたが、アルバロは眉根を寄せて首を傾かしげる。

「お前の発注程度で異端者告発してたら商売立ち行かねぇよ！　商売敵の根も葉も無い密告なんかで動くようなこともまずねぇしな」

　だがアルバロはディエゴの予想を即座に否定し、代わりに痛いところを突いてきた。

「でもディエゴ。お前俺に何か隠してることあるだろ」

「……っ」

　ディエゴは、言葉に詰まる。

「それがなんだか知らねぇが、この状況は多分そのせいだ。一顧客の不気味な研究を神聖教会に異端だと告発するほど商会は暇じゃない。だが教会から『スピネイアの重要人物』に関するスキャンダルを密告した報酬が得られるとなれば話は別だ……って話だぜ？」

　アルバロの視線をディエゴは必死でかわそうとするが、言葉は耳を追ってくる。

「あ、アルバロ、お前、俺のその」

「お前の秘密？　知らねぇよ。今話したことは商会の会議を盗み聞きした話だ。だが、夜明け前に、早馬が神聖教会の司教座に向けて発たった。俺は友達兼金ヅルが異端審問会に掛けられるのを黙って見てられねぇから、早いとこ知らせなきゃって思って来てやったんだ」

　恩着せがましいことを言うアルバロだが、話が本当ならアルバロに感謝せねばならない。

「ど、どうすればいい？」

　情けなく震える声がディエゴの口から出ると、アルバロは真剣な顔で腕を組む。

「国王陛下の政策のおかげって言っちゃおかしいけど、国内の教会用地が整理されたせいで、異端審問官がいる一番近い司教座は、早馬でも往復四日はかかるウルジェイだ。四日の内になんとか逃げおおせるしかねぇだろ。もちろん尻尾摑つかまれるようなもんは処分した上でな」

「逃げるって……や、問題ありそうなものはすぐに処分できるようにはしてあるが……」

　エウーレカに於おける神聖教会の情報網は、一国のそれをはるかに凌りよう駕がする。

　ましてディエゴの身柄は、出自が明らかになれば教会にとっては喉から手が出るほど欲しいだろうし、場合によっては諸外国から魔の手が伸びる可能性もある。

　そんなディエゴの逡しゆん巡じゆんを蜘蛛くもの巣すにからめとるような、アルバロの視線。

「……アルバロ、まさかお前」

「他にねぇだろ。大丈夫だ。港の受付所の中で、新大陸からの出戻りが運営してるとこを知ってる。連中、国内の事情に疎うといからそこに話つけといてやるよ。出発までは牡か蠣き殻がら亭ていに隠れてろ。あそこはカルディスの港を使うエウーレカ中のごろつきが出入りする店だ。お前一人入り込んだからって誰も怪しまねぇさ」

　ディエゴは、啞あ然ぜんとしてアルバロの得意げな顔を見るしかなかった。

　一体どんな運命のいたずらだ。

　この俺が、あの男の待つ所に行くと言うのか？

　この国で為なすべきと考えていた己の使命を全て捨てて？

「お前を一人にしやしねぇよ。二人で行こうぜ、『新大陸』に」




　　　※




　薄暮のカルディスの港を見下ろす屋根裏部屋で、ディエゴは水平線に沈む夕日を憂鬱な顔で眺めていた。

　カルディス初の市民公募派遣軍とあって船団の規模はそれなりに大きく、牡か蠣き殻がら亭ていの窓からも、六隻もの全ぜん装そう帆はん船せんの姿を確認することができた。

　大規模輸送に耐え得る大型ガレオンが四隻、スマートな中型ガレオンが二隻。

　もちろんこのご時世、外洋に出る船は輸送船だろうと武装しているし、いずれ志願兵達は航海の最中、戦闘補助を始めとした様々な仕事を与えられることになるだろう。

　アルバロは今頃、自分とディエゴが船の中で少しでも良いポジションを得られるよう奔走しているはずで、そのために必要な金は、支度金として給付されるカルロ銀貨五枚を含め、全てアルバロに渡してあった。

「ディエゴ、いい？」

　ドアの外からカシアの声が聞こえて、ディエゴは小さな声で返事をする。

「アルバロから伝言よ。一刻たったらあの黒いガレオン船、希望の灯エスペランサ・フアーロ号で出発だって」

「希望の灯エスペランサ・フアーロ、ね」

　ディエゴは皮肉な笑みを浮かべた。

「国内から若者を大勢連れ去るくせして、希望が聞いて呆あきれるわ」

　カシアはその皮肉になんとか対応してみようとするが、すぐに表情を暗くしてしまう。

「ねぇディエゴ。本当に行くの？」

　カシアの言いたいことは、皆まで聞かずともよく理解していた。

「他に道が無いんだ」

「だからって何も新大陸なんかじゃなくてもさ、ほら、エディンドンなんかは、神聖教会といい距離保ってるって言うじゃない」

「神聖教会と距離があるからこそ、揉もめ事の種にしかならないスピネイアの異端者なんか受け入れちゃくれないよ。それが、俺みたいな出自の奴やつなら余計にね」

「ディエゴ……」

「ありがとうな、カシアさん。俺みたいな奴やつに、良くしてくれて」

「やめてよ。私にとっては、うちのお店に来る客はどんな人間だろうと等しく大切な客ってだけよ。金を払わない奴やつや食べ物を粗末にする奴やつは許さないけど」

　カシアは最後だけ冗談めかして笑うが、すぐに沈痛な面持ちになる。

　自分より余程思いつめたような顔のカシアに、ディエゴは殊更軽い調子で言った。

「もし教会に俺のこと聞かれたら、身の安全のためにも下手に隠し事なんかしないでくれな？　俺がこの港で親しくしてたのなんか、アルバロとカシアさんくらいしかいないんだ。俺がいなくなったせいでカシアさんに迷惑がかからないかどうか、それだけが心配だからさ」

　カシアはエプロンの裾を握りしめ、俯うつむいてしまう。

「どうしてあんたが……あんな奴やつの……」

「仕方ない。人生の中で、どうしても選べないものはある」

　東方からやってきた怪しげな書籍商を、ディエゴに紹介したのは他ならぬカシアであった。

　その当時のカシアは、まだディエゴがなんのために錬金術師の市場に接触しているのかは知らなかった。だが結果的にカシアと書籍商を介して陰陽術を編み出したディエゴは、己の目的と出自を、全てカシアに明かした。

　異端者扱いされることを覚悟していたディエゴだったが、今思えばそのときもカシアは、ディエゴの身の上に同情して涙を流してくれたのだ。

　そんな彼女の思いを無駄にする結果になったのは、ディエゴにとって辛いことだった。

「さてと、そろそろ行かなきゃ」

「おかしいよ」

　ディエゴはほとんど陰陽術の研究道具で占められた荷物を背負って部屋を出ようとするが、窓から差し込む夕日が照らすカシアの涙に、思わず足が止まる。

「おかしいよ……あんたはただ、救いたい人がいるだけなのに」

「そうだよ。俺は大層なことを言っていても、今じゃもう生きているか死んでいるかも分からないたった一人を救いたいだけなんだ。だから偽善の罰が下ったんだ」

「あんたに罰が下って、人間の命を金でやり取りする連中がのうのうと生きてるなんて、そっちのほうがずっとおかしいじゃない!!」

　カシアは涙をぬぐおうともせずに叫んだ。

「それがおかしくない世界なんだ。そういう時代なんだよ。俺一人の力で時代を変えることはできない」

　ディエゴは、無理やり微笑ほほえむと、正面からカシアを抱きしめる。

　潮風に軋きしむ髪に荒れた肌の美しい牡か蠣き殻がら亭ていの看板娘は、ディエゴの腕の中で体を震わせて泣いた。

「カシアさん、俺、こう見えてしぶといんだ。別に新大陸に行くからって死ぬわけじゃない。アルバロの言いなりになるのは癪しやくだけど、この際前向きに考えて、新大陸で何年かかけて、俺の研究に必要なものを集めてまたきっと戻ってくるよ」

「そんなこと、私が信じると思う？　この港から外洋に出てって、二度と戻らなかった奴やつを私がどれだけ見送ったと思ってるのよ」

「でも戻ってくる奴やつもいた。最初に新大陸の巨神に潰つぶされた第一次遠征軍にだって戻ってきた奴やつはいるんだ。俺は俺の目的のために、必ず戻ってくる」

「……そこで私のために、って言えば、少しは信じてあげるのに」

「それは厳しいな。何せカシアさんは俺より年上で、港一番の美人だ。帰ってくるには何年もかかるだろうし、流石さすがに俺を待っててくれとは言えないよ」

「後悔させてやるからね」

　ようやくカシアに、軽口と勝気な表情が戻ってきた。

　これで、安心して旅立てる。

「じゃあ、行ってくる」

「うん、気をつけて。アルバロあのバカを調子に乗らせちゃだめよ」

「ああ」

　ディエゴは力強く頷うなずくと、三日間逗とう留りゆうした牡か蠣き殻がら亭ていの屋根裏部屋を後にした。

　カシアは、見送りはしなかった。

　港は新大陸遠征軍に参加する者達と、見送る者達の群れでごった返しており、窓から見下ろしてもディエゴの姿を捉えることはできない。

　やがて港に停泊していた海軍船がゆっくりと船ふな溜だまりから離れはじめ、見送る者達と旅立つ者達が最後の名残を惜しむ声で港が満たされる。

　カシアは、夕日が水平線の向こうに消え、全ての船が見えなくなるまで、牡か蠣き殻がら亭ていの屋根裏部屋の窓辺に佇たたずみ動かなかった。

　希望の灯エスペランサ・フアーロ号に乗ったディエゴの行く末に幸あらんことを願いながら、カシアは呟つぶやいた。

「いってらっしゃい……ディエゴ・コロン」













　　　第二章　新大陸







　カルディス港を出港して二日。

　第八次新大陸攻略軍所属の一隻、大型ガレオン船『希望の灯エスペランサ・フアーロ号』の周囲には、水面に銀ぎん鱗りんを煌きらめかせる多くの魚が群れていた。

　船旅に慣れていない大勢の志願兵が、船ふな縁べりで胃の中身を好き放題放出するからである。

　海面にまき散らされる吐と瀉しや物も海の魚にとっては餌になるらしい。海面は銀色でさざめき、その銀色を狙って海鳥の群れがしつこく船の後をついてくる。

　ディエゴは海鳥が舞う空を見ながら眉を顰しかめた。

「良くないんじゃないかあれは。……おい、しっかりしろよアルバロ」

「うぇろろろろろおろろろおろ……うう………………うごごごろろろろろろ……」

　背を焼くような青天の日差しの下、死体のように船ふな縁べりに引っ掛かりながら汚いものを海面にまき散らしている志願兵達の中には、予想通りというかなんというか、アルバロがいた。

　出立した夜とその翌日は、誰もが新大陸に向かう大冒険の緊張と興奮から元気だったのだが、船旅に慣れはじめた今日になって、朝からずっとこんな調子である。

　応募資格は『健康な男子』ではなかったのかと首を傾かしげたくなる有あり様さまだ。

　尚なお、新大陸への航路はある程度安定して把握されており、大きなトラブルさえ無ければ三週間ほどの航海でたどり着くことが全兵に周知されている。

「三週間もこれか……」

「三週間もこれかよおおおおお」

　船酔いしていない者もしている者も、この有あり様さまがあとどれほど続くかを思い辟へき易えきする。

　航路上で飲料水を補給できる島に上陸でもしない限り、ディエゴ達は三週間、常にこの揺れに身を任せなければならないのだ。

「港や船で働いてたお前がこんなに船酔いするなんて思ってもみなかったぞ」

「デカい外洋船……こんな、長いこと、乗ったこと……ながっ……げええええ」

　最も早はや空気くらいしか出るものの無いアルバロのうめき声をうんざりしながら聞いていたディエゴだったが、ふと視線を上げたとき、

「あれは」

　あることに気づき、アルバロを放って近くにいた水夫に声をかける。

「ん、どうした」

「あそこのあれ、島影じゃ、ありませんよね」

　ディエゴが指さす先に、水夫は目をこらす。

「少し待て。上の奴やつに知らせてくる」

　水夫はディエゴの懸け念ねんを察したか、慌ただしくマストの上の見張り台へと駆け上がってゆく。やがて最初からマストの上にいた別の水夫が望遠鏡をディエゴの示した方向に向けた。

「気にしすぎならいいんだが」

　だがディエゴの願いとは裏腹に、降りてきた水夫の顔色はすぐれなかった。

「現時点じゃ判断はできないが、万が一のときは、お前ら志願兵は邪魔以外の何者でもない。船倉で大人しくしていろよ」

「どこの船ですか」

　ディエゴの質問に、水夫は一瞬考える様子を見せて、すぐに首を横に振る。

「お前らが考えることじゃない。まったく陸おかの連中を乗せるとこれだから面倒臭い」

　水夫は船ふな縁べりで相変わらず嘔おう吐とを繰り返している志願兵達に悪態をつくと、慌ただしくどこかへ行ってしまった。

　ディエゴは再び空を振り仰ぐ。相変わらずそこには、船の周りの魚を狙って沢山の海鳥が旋回していた。

「見られてるんだろうな」

　大きな島の無い外洋を海鳥が舞っていれば、十中八九その鳥の下には鳥が羽根を休められる大型の船がいるという目印になる。

　スピネイアの新大陸開発が神聖教会の庇ひ護ごを事実上受けられなくなってからすぐに、スピネイアの海軍船が『海賊らしき船』の襲撃を頻繁に受けるようになった。

　当世純粋な意味での海の無法者である海賊は決して多くなく、他国の船を襲うことを国家が許可している『私し掠りやく船せん』と呼ばれる武装集団による被害が大半を占めていた。

　島国エディンドンには国王から騎士叙じよ勲くんを受けたと噂うわさされる、なまじの海軍よりも精強な兵と船団を擁する私し掠りやく船せん団までいるという。

　そんな連中にとって、外洋船に慣れない遠征志願兵を山と乗せている第八次遠征船団は格好の獲物のはずだ。

　もちろんそんな状況はスピネイア海軍も経験から分かっている。

　そのため希望の灯エスペランサ・フアーロ号を含めた大型ガレオン船四隻は重武装しているし、二隻の中型ガレオンは速度重視の武装で常に船団の周囲を警戒している。

　不審な船が近づいてくれば即座に戦闘が起こり、不審船側は返り討ちに遭うだろう。

　恐ろしいのは、接近に気がつけないほど天候が悪くなったときだ。

　船同士の連携が取りづらく、波も荒くなるため操船に障さわり視界も利きかない。

　もしそんなことになったら……。

「アルバロ、死ぬかもな。巨神がどうとか関係なく」

　穏やかな天候で船酔いしているのに、海面が荒れはじめたら、慣れない者には床に座っていることすらままなるまい。

　そして悪い予感は、その日の夜には的中することになった。







　もう死んでるんじゃないか。ディエゴは隣のハンモックに横たわり、真っ青な顔で虚うつろな目をしているアルバロを見て思った。

　この巨大な希望の灯エスペランサ・フアーロ号が転覆するような荒波というわけではない。

　だがそれでも昼間よりも遥はるかに上下に揺れる船体は、さながらそれ自体が一つの巨大なハンモックの如ごとく、内包する人間を容赦なく攪かく拌はんし続けた。

　志願兵達は夜間、甲板に出ることを禁じられている。

　夜の甲板は慣れない者にとってはただ立っているだけで危険な場所だし、まして荒天の最中、海に放り出されれば一巻の終わりだ。

　結果、船酔いが収まらない志願兵達の胃の内容物は、船倉を改造したこのハンモック室の床に容赦なくぶちまけられることになる。

「おいアルバロ、生きてるか」

　ディエゴは明日の掃除のことを思い憂鬱になりながらも、声をかけてみる。

　遠洋航海の最中では、経験豊富な水夫でも体力の減衰で命を落とすことがある。

　誰もがカルディスから乗り込んだ志願兵全員が新大陸にたどり着けるなどとは全く思っていないし、道中で死人が出るのは織り込み済みの事態だ。

　だが死ぬのがアルバロとなると、流石さすがのディエゴも寝覚めが悪い。

「うう……なんでお前……平気なんだよ……」

　割と早くうめき声が返ってきたから、意外と意識と体力は残っているようだ。

　外の波の音のせいで聞き取りづらいが、声もはっきりしているからこの分ならアルバロがすぐ死ぬことは無いだろう。

「さぁ。体質としか言えないけど。疲れてはいるんだぞ」

「信じらんねぇ……日がな一日家に引き籠もってたお前が平気で、近海船に乗ったことのある俺がこんな……ちくしょー」

「悪態つく余裕があるなら、案外平気だな」

　ディエゴは苦笑して、体を横たえようとしたそのときだった。

　強い衝撃が、船を襲った。

「な、なんだっ!?」

「ぎええええええ！　うぉぇぇぇぇぇ……」

　衝撃を一身に食らったような悲鳴を上げるアルバロは気にせず、ディエゴは飛び起きる。

　強い横波を食らったのだろうか。

　数少ない船酔い回避組の者達も不安そうに視線を左右に彷徨さまよわせていたが、やがて明らかに波とは思えない重い音を伴う衝撃が、再び船体を襲った。

「これは……くそっ、やっぱり昼間のは!!」

　ディエゴはハンモックから飛び降りて叫んだ。







　甲板に飛び出したディエゴが見たのは、石でも投げれば届きそうな距離で右舷側を併走する、帆も船体も黒一色のガレオン船だった。

　所属を示すような旗や帆の紋章などどこにも無い。

　ただ外洋の島とう嶼しよを根城にする無法者の船でないことだけは、見た目からも明らかだった。

　船首には航海の無事を願い据えられた女神象があり、船の腹からは磨き上げられた無数の砲門が希望の灯エスペランサ・フアーロ号に向けられ、火矢を防ぐための鉄の装甲がそこかしこに施されていた。

　風雨に霞かすむ向こうの船員達の動きもまた、高度に統率された軍隊のそれであった。

「エディンドンの海賊騎士っ！」

　ディエゴは襲撃してきた船を見て、最悪の状況にあることを確認した。

『海賊騎士』の異名で知られるエディンドンの私し掠りやく船せん団に所属する船は、エウーレカ西方海域で最強と噂うわさされる。

　その噂うわさを裏付けるように、全世界の西側の覇者とすら呼ばれたスピネイア海軍のエリート、第一艦隊ですら、正面から事を構えたがらない。

「志願兵がこんなところで何をしている！　船倉を出るなと命令があったはずだ！」

　突然背後から肩を思いきり摑つかまれた。希望の灯エスペランサ・フアーロ号を操る水夫だ。

「他の船との連携は取れているんですか!!」

　ディエゴは水夫の怒号を無視し、怒号で返す。

「志願兵には関係ない！」

　水夫の顔に焦あせりが浮かぶ。連携など取れていないことは状況を見れば明らかだった。

　視界が利きかない荒天に、目立たない色の敵船。接敵を感知できなかったに違いない。

「うわっ!!」

　そのとき、ディエゴと水夫のすぐ近くで爆音と共に何かが砕ける音がした。

　海賊船の砲撃が甲板上を掠かすめたのだ。船べりの手すりが砕け、マストロープが何本か吹き飛ばされている。

　少し角度が違えば、ディエゴと水夫もろともメインマストが砕けているところだ。

「くそ！　この嵐で甲板の上の大砲かよ！」

　併走する船同士の砲撃戦は、船体の腹に据えられた砲台で相手の腹を狙い撃つのが基本だ。

　だが敵はマストを狙ってきた。船体の腹の大砲で狙える角度ではない。

　敵はこの荒天にも関わらず、甲板上で車輪付きの大砲を冷静に撃つ技量を備えている。

　こちらを沈めるのではなく、拿だ捕ほするつもりなのだ。

　相手がこちらを沈めるつもりなら、一撃目で希望の灯エスペランサ・フアーロ号は海の藻も屑くずとなっていたはずだ。

「希望の灯エスペランサ・フアーロ号に大砲は!?」

「もちろんある！　今下で……うわっ!!　くそ!!」

　また一発、マストを掠かすめて砲弾が船の上を横切った。

　このまま他の船との連携が取れなければ、如何いかに重武装の希望の灯エスペランサ・フアーロ号といえど、命運が尽きるのも時間の問題だ。

「ついてないな畜生！」

「あ、おいっ!!」

　水夫が止めるのも聞かず、ディエゴは船ふな縁べりへと駆けてゆく。

　船ふな縁べりから目を凝らして見やると、丁度大砲の砲門と目が合った。

　まさに今、次弾が装塡され、発射されようとしている。

「くそっ！　やるだけやってみるか！」

　石を投げれば届く距離なのだ。ディエゴは陰陽術で『金』を表す白い矢羽フライトのダーツをポーチから束で引き抜くと、ほとんど狙いも定めずに並走する敵船に向かって投とう擲てきする。

　ディエゴの考えが正しければ、敵の甲板に届きさえすればいいはずだ。

「な、なんだっ!?」

　その瞬間、ディエゴを船ふな縁べりから引きはがそうとしていた水夫が目を剝むいた。

　敵海賊船の甲板上で閃せん光こうが走り、敵の悲鳴が嵐を通り抜けて聞こえてきたのだ。

「やった！　できた!!」

　規模は比べるべくもないが、その光はカルディスの港であの謎の女が奴隷商船を割った光と同じ現象だった。

　あの女に襲われたからこそ、やろうと思い立つことができたのである。

　だが閃せん光こうは三回しか起こらなかった。

　この荒天、しかもこれまで一度もやったことの無い術であることを考えれば奇跡的な数字であり、敵を慌てさせる手応えは確かに感じられた。

「ぐっ!?　だ、ダメか!?」

　それでも攻撃が止やんだのはほんの一瞬で、すぐにディエゴと水夫の頭上を大砲の風切り音が掠かすめた。三発では甲板上の砲台を破壊するまでには到底至らなかったようだ。

　低気圧をものともしない、統率された海賊騎士達の力に絶望的な気分になりながら、ディエゴが残りのダーツを手に取ったそのときだった。

「うわあっ!?」

　それは水夫の悲鳴か、敵の悲鳴か、或あるいはディエゴの悲鳴だったのかもしれない。

　ダーツの光を何倍にもしたような光と轟ごう音おんが海戦の最中に轟とどろいた。

　ディエゴは何が起こったか分からず周囲を見回して、敵船のメインマストの上半分が完全に消滅しているのを目にして戦慄する。

　ディエゴの側で閃せん光こうを何度も目撃していた水夫は敵船とディエゴを見比べるが、ディエゴこそ説明を求めたい気分だった。

　今の光は、間違いなくディエゴが想定している術の光だった。

　だがディエゴは今、ダーツを投げていない。

　投げて命中していたとして、本物の稲妻の如ごとき威力は到底望めない。

　となると、まさか本物の落雷が都合良く敵船の甲板に落ちたとでも言うのか。

　そのとき、船の後方から別の大砲の風かざ切きり音が聞こえてきた。

　敵の増援かと警戒したが、どうやら追いついてきた味方の船が、敵船目がけて放った砲撃のようだ。

　海賊船の右舷側に水柱が上がり、それに気づいた海賊船はゆっくりと希望の灯エスペランサ・フアーロ号から離れてゆく。

　ほっとしたのも束つかの間ま、敵船は面おも舵かじを切りながら、左舷側の大砲を斉射したではないか。

「バカ野郎っ!!」

　ディエゴは叫んだ。

　面おも舵かじを切った船の左舷側の一斉砲撃である。砲弾は広範囲に拡散し、希望の灯エスペランサ・フアーロ号の船腹に食い込んだばかりか、少し前を走るもう一隻の船の尻にまで食い込んだ。

「くそっ！　これは！」

　とんでもないイタチの最さい後ごっ屁ぺを放った敵船は、ふらふらと嵐の彼方かなたに消えてゆく。

　海賊騎士の船は思わぬ被害に驚き逃げ去ったようだが、同時に危機も去ったとは誰も思っていなかった。

　船底が無事なら転覆でもしない限り波に揺られるだけのはずの船の動きが、明らかに波の動きに乗れなくなっている。どこからか水が激しく入り込んでいるのだ。

「くそっ、くそっ！　何も無きゃいいなんてのはムシが良すぎるだろうな！」

　ディエゴは絶望的な予感に悪態をつきつつ、残った三本のダーツを握りしめて、祈るような気持ちで船内の資材倉庫に向かった。

　荒天と戦闘の混乱でも、熟練した水夫の荷積み・梱こん包ぽう作業のおかげで平穏を保っていた資材倉庫にたどり着いたディエゴは、早速目的の物が仕舞い込まれた樽たるを発見した。

　厳重に封がされた樽たるの蓋に、ディエゴは白い矢羽フライトのダーツを突き立てる。

　すると小さな光と共に蓋が真っ二つに割れ、同時に中からディエゴが求めていた、タールの異臭が漂った。

　木材や建材の防腐剤として用いられるタールは、黒色の塗料としても利用される。

　ディエゴは三本のダーツのうち二本をタールに沈めて黒く染めると、先程割った蓋をもう一度樽たるの上に戻し、両方に矢羽フライトが『水』を表す黒色に染まったダーツを突き刺した。

「よし、行けるな！」

　急拵えでもなんとかなるものだ。

　ディエゴはダーツの力で一枚板の姿に戻った樽たるの蓋を慌てず厳重に密封しなおす。

「右舷の第八倉庫だ！　喫水ギリギリがやられてる！　急げ急げ!!」

　すると、外の通路を水夫達が慌ただしく行き来する声が聞こえてきた。

　右舷第八倉庫。ディエゴは黒のダーツ二本を握りしめて、砲撃でやられたであろう箇所へと水夫の後をついて走る。

「なんてこった」

　船底に近づけば近づくほど、大量の海水が流れ込む音が大きく鳴る。

　破損箇所から流れ込んだ海水は徐々に水位を上げ、間も無く膝の高さにまで達しようとしていた。

　ディエゴは意を決すると、水夫達の間を割って奥へと進む。

「おい、そこどいてくれ！」

「なんだ志願兵か!?　船酔い野郎共は邪魔だ！　船倉に戻ってろ……っぶ!!」

　第八倉庫の壁に空いた穴に張りついていた水兵は怒号を発するが、外から吹き込む雨と海水でろくに目も開けられない有あり様さまだ。

「穴を塞ぐ！　そこをどけ！」

「何をバカな！　手伝いたいなら役立たずの船酔い野郎共を叩たたき起おこして、海に放り出す準備でもしておけ！」

　口調は荒いが、要するにこの状況で迅速な修理は望めないということを教えてくれていた。

　だがその言葉を受け入れてやることはできない。

「どかないなら勝手にやるぞ！　巻き込まれても知らないからな！」

　ディエゴは叫ぶと、先程矢羽フライトを黒く染めたダーツを両手に握りしめ、それを思いきり浸水した床に突き立てた。

『うおおおお!?』

　瞬間、部屋中に黒い稲妻が走り、周囲の水兵が何かに足を取られたように転倒する。

　それだけではない。倉庫の壁や床の表面が蠢うごめきはじめ、それを見た水兵達が叫び声を上げた。

「な、な、なんだぁ!?」

　まるで擦りむいた膝の傷が治っていくかのように、少しずつ穴の縁から木が寄ってきて、穴が小さくなる。

　ディエゴは稲妻を発して暴れるダーツを懸命に押さえつけながら、空いた大穴のフレームやハル（外板）までが徐々に隙間を埋めていく様子を見ていた。

　だが、やはり急きゆう拵ごしらえの黒ダーツでは、限界があった。

　ディエゴの手元でダーツがシャフトから砕けた。その瞬間稲妻は収まり、もう間も無く塞がるところだった穴は半はん端ぱな大きさで止まってしまう。

「……まぁ、上等だろ」

　それでも、残った穴は人の拳より少し大きい程度までになった。

　未だ船は嵐の中で揺れ続けているが、海の藻も屑くずになることだけは阻止できたはずだ。

「これならちょっと水浸しになるだけで修理できるでしょう。後は頼みますよ」

　ディエゴは呆ぼう然ぜんとする水夫達の間を、水をじゃぶじゃぶ言わせながら戻ろうとするが、

「おい」

　甲板でディエゴが海賊船にダーツを投とう擲てきするのを見ていた水夫が、明らかに位が高そうな軍人を連れていた。

「ガヴィーノ航海士長！」

　水夫達の中の誰かが、ディエゴの前に立つ軍人の名を呼ぶ。

　ガヴィーノと呼ばれた男は、ディエゴが不可思議な現象で塞ごうとした穴を見やる。

「敵の砲弾は、随分と綺き麗れいな穴を開けたんだな」

　第八倉庫の中は海賊船の砲弾で滅め茶ちや苦く茶ちやになっていたが、その砲弾が入ってきたはずの穴はまるで最初から錐きりと糸いと鋸のこで切り取ったように、綺き麗れいな丸い穴になっていた。

「お前はカルディスから乗った志願兵だな。名は」

「…………ディエゴ、です」

　ディエゴは素直に名乗るが、ガヴィーノの胸に下がる十字架を見て、内心顔を顰しかめた。

　海の上の敬けい虔けんな神聖教会信徒は、海魔だの船幽霊だのといったものを信じる傾向にあるため、魔術師と糾弾されてしまう可能性がある。

　ガヴィーノはいかめしい顔を崩さぬまま、厳しく言い放つ。

「ディエゴ志願兵。甲板に出ることを禁じた命令に反した罰だ。船長室まで来てもらおう」

「……船長室？」

　妙な命令に首を傾かしげた。

　軍艦には懲罰房のような、扉の外からしか施せ錠じようできない部屋などいくらでもあるはずだ。

「ついてこい」

　疑問が解けないまま、ガヴィーノはこちらに背を向けて水をかき分け歩き出す。

　階段を上がってようやく水の無いところまできたとき、ガヴィーノは初めてディエゴを振り向いた。

　その顔は存外に穏やかで、ディエゴを威圧するような雰囲気ではなかった。

「神聖教会の聖職者が言うような悪魔なんかより恐ろしいものを、俺達はいくらでも知ってる。俺達が向かっているのは新大陸だ。ふかふかの綿を詰めたクッションを設しつらえた馬車と、舗装された道しか知らない教会の異端審問官の手の及ぶ所じゃない」

　ガヴィーノの言わんとしていることはなんとなく分かる。

　どうやらすぐに、魔術師だなんだと吊るし上げられて海に放り出される心配はしなくても良さそうだ。

　それきりまたガヴィーノは黙って歩き出し、しばらくして二人は、船長室のプレートがかかった頑丈そうな扉の前にいた。

「今後、志願兵や乗組員がお前を魔術師だの悪魔の手先だのと騒ぎ出さないよう、妙な行動は控えろ。いいな」

「は、はい……」

　ディエゴが神妙に答えるのを見届けてから、ガヴィーノは一つ頷うなずき大きく屈強な拳で扉をノックした。

「船長、ガヴィーノです」

「入れ」

　重々しい声が聞こえて、ガヴィーノは扉を開け、ディエゴに入るように促す。

　そしてディエゴが室内に入ったと同時にドアが閉められる間ま際ぎわ、

「船を救ってくれて、感謝する」

　微かすかにそんな言葉がディエゴの耳に届いた。

　ガヴィーノは一緒に入ってこないのか、とか、自分のあの行動を見て、あんなことを言う人間がいるとは、とか、様々な思いがディエゴの中を吹き荒れるが、

「ようこそ、若い志願兵君。報告は聞いている。妙な魔術を使うそうだな」

　突然低い声で尋ねられ、ディエゴは今自分がどこにいるのかを思い出した。

「小さな金属の棒を投げて敵船を追い払い、砲撃を受けて空いた穴を手も触れず直したとか」

　部屋の扉の印象通りの、全く無骨な船長室に似合いの男が、そこにいた。

「第八次遠征軍船団長で、この船の船長を兼務するホアキン・デ・エルヤルだ」

「……ディエゴです。カルディスから乗り込んだ遠征志願兵です」

　自分が置かれている状況が分からず、ディエゴはとりあえず素直に名乗る。

「ふむ」

　ホアキン船長は小さく頷うなずくと、ディエゴの顔を真まっ直すぐに見るので、ディエゴも真まっ直すぐ視線を返した。

　船長とはいうが風貌はいかにも軍人然としており、戦の古傷らしいものが、顔を大きく斜めに横切っていた。

「この傷か？　戦士の勲章といえば聞こえはいいが、これに限ってはかつて新大陸で負った傷だ。撤退行動中のものだから、名誉の負傷とは言い難がたいな」

「あ、し、失礼しました」

「構わんよ。スカーフェイスは相手から欲しい言葉を引き出すときに役に立つ」

　ホアキンの表情が、笑みの形のまま一切の誤魔化しを許さない空気を纏まとった。

「それで、どのような魔術を使って敵海賊船を追い払い、船体の穴を塞いだのかね？」

　そこでディエゴは思い出す。確かに自分は陰陽術で海賊船に対抗しようとしたが、結局ディエゴの力は及ばず敵は攻撃を続けてきた。

　結果として希望の灯エスペランサ・フアーロ号が助かったのは、運良く敵船に雷が落ちたから、としか言えない。

　ディエゴは咄とつ嗟さに口を開いてその事実を告げようとするが、ホアキンはディエゴが言い訳を並べると考えたか機先を制した。

「ああ、低気圧による落雷などと言ってくれるなよ？　それに落雷では短時間で船の腹に開いた砲撃の穴が塞がった説明がつかん。君は我々の知らぬ魔術を使う魔術師だ。違うかね？」

「魔術師だなんて、そんな。実際、敵船が退いたのは雷のおかげで……」

　ディエゴはひきつった笑いを浮かべるが、ホアキン船長の表情は動かない。

「呼び方が気に入らなければ、そうだね、錬金術師でもいいかもしれない」

「船長、俺は」

「君のその腰にあるポーチ、中を見せてもらっても？」

　ディエゴは息を吞のんだ。船が嵐に揺られて大きく軋きしむ。

　ホアキンは言いながら腰の軍刀にやんわり手をかけている。断れば、斬られる。

　ディエゴはポーチに伸びるホアキンの手を払いのけることもできず、腰のポーチにただ一本残った白い矢羽フライトのダーツを取り上げられてしまう。

　雨や海水で矢羽フライトが濡ぬれそぼっているダーツをホアキンは矯ためつ眇すがめつしていたが、やがて緊張するディエゴに向かって微笑ほほえむと、ダーツを返して寄越した。

「まぁ楽にしなさい」

　楽にと言われて楽にできるものか。

　ディエゴは海水で濡ぬれたダーツを手にしたまま、体を固くする。

「金色の芯に矢羽フライト。私はかつて、そのダーツに似たものを見たことがある」

「それは……どこででしょうか」

　ディエゴはからからに乾いた喉から声を絞り出すが、ホアキンは答えず言葉を続けた。

「だが私の見たそれは、それよりずっと美しいものだった。ディエゴ志願兵」

「は、はい」

「新大陸はエウーレカの、スピネイアの常識がまるで通用しない。そんな場所では、役に立つものはなんでも利用しなければ生きてはいけない。君が何者であろうと、私は歓迎するよ」

　社会的地位のある者に、ディエゴの妙な力の肝がダーツにあることを把握されてしまった。

　ディエゴはこの重大な事実が何を引き起こすのか、気を引き締めて待ち構える。

「そこで本題だがね、新大陸に到着した暁には、君に特別な仕事を与えたい」

「特別な仕事ですか？　その、船長が以前に御覧になったというものと何か関係が？」

「それは、我らの目的地に到着してから話すことにしよう」

　最も早はや、いちいち言葉にして言う必要も無いのだ。

　新大陸。そこに、ホアキン船長が見たものがある。

　旧世界の西側の半分を手中に収めたスピネイアが、『森の巨神』などという曖あい昧まい模も糊ことした存在に何年も足踏みをさせられている、まだ見ぬ新天地に。







「……んあ……ディエゴ、おかえり……」

　ディエゴがハンモックに戻ったことに気づいたアルバロが、茫ぼう洋ようとした声をかけてくる。

「なんかすげぇ揺れてたな……嵐、酷ひどかったのか？」

　船長室にいる間にいつの間にか荒天は回復していたが、どうやらアルバロはあの大騒動の中、気絶も同然に眠っていたらしい。

「大した奴やつだよ。お前は」

　大物然としたアルバロに苦笑しかけたディエゴは、気がつけば船が全く正常に航行している感触に微かすかな違和感を抱いた。

　ディエゴが手助けしたとはいえ、海賊船の去り際の砲撃による損傷は、ディエゴが考えたほどでは無かった、ということか？

　否、喫水以下の損傷は、天候に恵まれているなら停船して修理するはずだ。

「……まさか」

　ディエゴは嫌な予感にかられて、先程自分が途中まで修復した喫水近くの右舷側第八倉庫へと飛ぶように走った。

　そして見た。

「バカな」

　穴は完全に塞がっていた。

　船大工による修繕ではない。初めから穴など無かったかのように、周囲の構造材が延伸して穴を塞いだ痕跡が見て取れた。

　手を触れると、微かすかだが損傷痕の周囲の木材が削られている。

　間違いなく陰陽術による修繕の痕だ。

「っ!?」

　そのときディエゴは唐突に思い出した。

　海賊騎士の船を追い払った、雷鳴のごとき白い光。

　あの規模の光を、つい最近間近で見たばかりではないか。

　カルディスで奴隷商船を砕き、ディエゴの実験中に木偶でく人形を砕いたあの光。

　そして奴隷商船のマストから自分を見下ろし、自分の実験をどこからか見ていたのは……。

『決して逃がさん』

　ディエゴは薄暗い倉庫の中に、金色の瞳の主の声を聞いたような気がして思わず周囲を見回した。

　最も早はや間違いない。

　あの商船を沈めたのも、海賊騎士を追い払ったのも、全てあの金色の瞳の女だ。

「まさか……この船に乗っている？」

　ディエゴは存在しないはずの刃の気配に、思わず自分の喉に手を当てたのだった。




　　　※




　海賊船襲撃以降の船旅は、概おおむね順調に進んだ。

　海賊船の砲撃を受けた別の船も、幸いにして修理できるだけの損傷であったらしい。

　その他にも凪なぎの日や嵐の日が無かったわけではないし、それぞれの船で死者も出た。だがそれらは遠洋航海にはつきものの光景である。

　カルディスの港を出港して七日目には、アルバロを含めほとんどの志願兵は揺れる船の床板に命を預けることを肉体が了承したようで、船酔いを起こす者はいなくなっていた。

　そうなれば志願兵にも船内で仕事が与えられるようになる。志願兵の大半は新大陸への野望を抱くか、野望を抱かざるを得ないような山師気質な連中の集まりだ。

　誰もが新大陸での自分の立ち位置を良くしようと動き回った。

　航海の序盤には醜態をさらしたアルバロも、元が港の男だから体力はあるし、本人が自負するように世渡りも上手うまい。

　ディエゴもアルバロを取り巻く連中とはそれなりに仲良くし、雑用も積極的にこなした。

　その間ディエゴは常にあの謎の女の影を警戒しなければならなかったが、あの海戦の夜以降、陰陽術の気配を感じることは無かった。

　時には周囲の志願兵仲間に見慣れない人物の存在を尋ねたり、皆が寝静まってから周囲を探ったりもしたのだが、この志願兵満載の船の中からはあの金色の瞳の襲撃者の影は遂ついに見つからなかった。

　そうこうしている内に希望の灯エスペランサ・フアーロ号に乗る大半の者とは、顔を合わせれば挨拶をするくらいの間柄にはなったが、ようよう新しい人間関係に慣れた頃、航海は唐突に終わりを迎えた。

「陸地が見えたぞ!!」

　その報しらせが船内を駆け巡ったときは、志願兵の大半がこけつまろびつしながらも、甲板上に上がってきた。

「おおお!!」

　遙はるか先の水平線に黒々とした線が微かすかに浮かび上がり、志願兵達の間に感嘆とも動揺ともつかぬざわめきが海面のさざ波のように広がる。

　野望を、夢を、絶望を、過去を、未来と希望に変えるために目指した新天地。

　水平線に横たわる黒い線はやがて陸地として視界の中を迫ってくる。

　それは、まるでテーブルのように海から丸ごと押し上げられたかのような陸地だった。

　見上げるほどの断崖が視界一杯に広がり、頭上からは森の騒めきらしきものが微かすかに降りてくるのが聞こえる。

「旅の終しゆう焉えんの感動は味わえたかね」

　新天地への希望に湧き上がる志願兵達の後ろから、かけられた声があった。

　威厳のある声に振り向くと、そこには軍刀を佩はいたホアキン船長がガヴィーノ航海士長を従えて悠然と歩いてくるところだった。

「あれこそが新大陸。君達がこれから生活する新しい土地だ」

　志願兵の間を割りながら、ホアキン船長は甲板の船首付近まで悠々と歩く。

　皆と同じように甲板から水平線を見ていたディエゴは、一瞬ホアキン船長と目が合う。

「私はクリス・コロン提督が新大陸を発見してスピネイアに戻り、最初に編成された第一次遠征軍指揮官として、あの大陸で前線指揮を執っていた」

　ホアキンはディエゴから目を逸そらすと、唐突に語りはじめる。

「諸君がこれから上陸する海岸都市イスニアは、その第一次遠征軍が礎いしずえを築いた堅固な要塞都市であり、そこで諸君らは入植者として生活することになる。この船の中での働きぶりや、諸君の得意分野を加味し、仕事が与えられることになるだろう」

「優先入植権って、本当にもらえるんですか!?」

　厳粛な空気を破って恐れを知らぬ発言をしたのはアルバロだった。

　だがホアキンは、野望に燃える若者の意気を好意的に受け取り、小さく微笑ほほえんだ。

「スピネイア海軍は約束を守る。無論、諸君らの働き次第ということにはなるがな。船にも新大陸にも、怠け者を食わせる余裕は無いからね」

　志願兵の中に笑いが起こるが、微かすかに和んだ空気を一変させたのもまたホアキンだった。

「だから君達には今のうちに話しておこう。『森の巨神』のことだ」

　和やかな笑いは、一瞬にして凍りついた。頭上から降りてくる騒めきの中に潜む、恐怖の噂うわさを思い出したからだ。

「私は第五次遠征軍までイスニア兵の総指揮官としてイスニアから幾度となく兵を発し、その度に敗北した。森の巨神と戦うより、大洋往復の任の方が簡単だと今でも思っている」

　ディエゴもアルバロも、他の者達も、真剣にホアキンの言葉を聞いていた。

　スピネイアから新大陸に向けた航路は、クリス提督が新大陸を発見した当時と比べるべくもないほど安定している。

　だがそれは、航海の安全が確保されている、という意味ではない。

　嵐や海賊の襲撃は希望の灯エスペランサ・フアーロ号も出会った具体的な危機だし、凪なぎによる洋上での孤立や壊かい血けつ病びよう、船の故障や破損、乗員同士の争い、巨大海洋生物との遭遇など、遠洋航海にはおびただしい危険が常につきまとう。

　だが安定航路すら無かった第一次遠征軍から新大陸開発に参加しているホアキンが、遠洋航海よりも森の巨神の方が恐ろしいと言うのだ。

「そしてここからが一番重要なことだが、諸君らに期待されている仕事は、その森の巨神を撃ち破り、新大陸の資源を、とりわけ黄金を手に入れることである」

　大勢の志願兵が、船酔いが再発したかの如ごとく顔を青ざめさせる。

　自分達がどんな場所に来たのか、今更になって身を以もつて理解できたからだ。

「イスニアは大勢の人間が暮らす城塞都市だ。兵士以外の仕事も沢山ある。これまで遠征軍に同道した入植者の中には女性市民も多くいて、都市機能は充実している。だが今最も求められているのは、兵役である。志願した兵たる諸君には今更言うことでもないとは思うが」

　野望に燃える瞳が課せられた役目の重さに怯おびえ震えたそのとき、船が大きく面おも舵かじを切り、北上を始める。

　大型のガレオン船は喫水が深いので、船底をこすらないようあまり沿岸には近づかない。

　希望の灯エスペランサ・フアーロ号を含む六隻の船団は、陸地を左舷に見ながらゆっくりと北上を始める。

　既に志願兵達の目には、新大陸を覆う鬱うつ蒼そうとした森の影が見えていた。

　まだ見ぬ巨神の咆ほう哮こうが、この船のいる沖まで聞こえてくるかのような錯覚すら覚える。

　だが実際に見えるのは、密集した暗い森と、時折空を舞う鳥だけだ。

　そんな中、森を見つめる志願兵達の中から、震える声が上がった。

「もし、巨神を倒せたとして、黄金は本当にあるのですか？　イスニア以外の場所はほとんど開発が進んでいないのに、あると言いきれるのですか？」

「ふむ。確かに。イスニアはこの十年、なかなか版図を広げられずにいるが」

　ホアキンは腰の軍刀を鞘さやごと摑つかみ上げると、ゆっくりと中空に掲げる。

「君達には、あれが見えないのかね？」

　高位の軍人のみが持つ豪華な拵こしらえの軍刀の鞘さやが指し示す先を見た志願兵達は、この日何度目になるか分からない衝撃を受けることになった。

　ホアキンが指し示しているのは、空だ。いや、その空の僅か下にある雲。その雲の間から垣かい間ま見みえる太陽にも似た輝きを持つそれは。

「あれは……樹き？」

　ディエゴは思わず呟つぶやいた。

　光すら霞かすむほど彼方かなたにありながら、洋上に浮かぶ希望の灯エスペランサ・フアーロ号にもはっきりと見ることができるほど巨大なそれは、天まで伸びる黄金の大樹であった。

　金貨を一度でも見たことのある者なら、太陽の光を浴びたその大樹が、幹も、枝も、葉に至るまで、比喩でなく黄金でできていると判断できるだろう。

　あの根元にたどり着くことができたら、どれほどの量の黄金が手に入るのだろうか。

　その黄金がスピネイアに、世界に、何をもたらすのだろうか。

　志願兵達は夢にまで見た黄金郷を目の当たりにし、その想像に眩暈めまいすら覚えた。

　新大陸そのものが何か人間の想像を超えた恐ろしく巨大な生き物なのではないかという錯覚にすら囚とらわれた。

「日没前にはイスニアに到着する。諸君らは速やかに下船できるよう、準備を整えたまえ」

　ホアキンは、呆ぼう然ぜんとする志願兵達にそう言うと、答えることもできない彼らを甲板に残し、悠然と船内へと戻っていったのだった。




　　　※




　それは自然溢あふれる新大陸の岸辺に突如現れた、まさしく城塞であった。

　海岸都市イスニアの威容に、ディエゴもアルバロも、全ての志願兵が度肝を抜かれていた。

　本国では黄金を費やして作った廃はい墟きよなどと揶や揄ゆする声もあるが、現実にはスピネイア全土を探しても、これほど堅固な城塞はなかなか無い。

　岬の上には灯台の機能を持つであろう城を微かすかに見ることができた。

　希望の灯エスペランサ・フアーロ号ら第八次遠征軍はその岬の周りをゆっくり回頭する。

「すっげぇ……大都市じゃん」

　アルバロが思わずため息を漏らした。

　イスニアは、牛の角を思わせる二本の岬の間の入り江に造られた、巨大な城塞港湾都市であった。

　クリス提督率いる新大陸開発軍の艦船が入り江の周辺にひしめき合い、さながら最新帆船の見本市のような様相を呈している。

　長年貿易で栄さかえたカルディスとは言わないまでも、イスニアは入植開始からほんの十年で、スピネイアの軍港と遜色のないほどにまで街を発展させていたのだ。

「総帆しぼれ！　志願兵共！　船が回るぞ！」

　と、そこにガヴィーノ航海士の号令がかかり、魂が抜けたようだった志願兵達は慌てて船倉へと駆け戻ってゆく。

　イスニアの入り江は浅く錨びよう地ちが狭いため、第八次遠征船団の大型ガレオン船は入り江の中に直接停泊することができない。

　二本の岬の先端からほんの少し外側が泊地として使用されているようで、希望の灯エスペランサ・フアーロ号は風下に向かって帆を調整し、百八十度転回したところで船首の錨いかりを落とし、やがて鈍く強い衝撃が船を揺らして止まった。

「下船用意！　下船班一番から順に並べ！」

　大型船舶の乗員は、ここの沖合から小型のボートで上陸するのだ。

　ディエゴとアルバロは下船第一班に入っていたため、最初に希望の灯エスペランサ・フアーロ号からボートに乗って海面に下ろされることになった。

「どれ、久しぶりのイスニアだ。私も君達と同じボートに乗せてもらおうかな」

　すると、何を考えたかホアキンがひょいとディエゴ達のボートに乗ってきたのだ。

「ガヴィーノ、後は頼むぞ！」

「お任せを！　あまり志願兵共を脅おどかさんでやって下さい！」

　ホアキンは船に残るガヴィーノに手を上げてから、志願兵に声をかける。

「さぁ諸君。記念すべき初仕事だ。まずはこの入り江を抜けてイスニアに上陸するのだ。目の前のオールを持ちたまえ」

　志願兵達は船長の唐突な乗船に驚きながらも、命令に従い素直にオールを持つ。

「新大陸を目の前にした最後の一歩で転覆は避けてくれたまえよ！　はっはっは！」

　何がおかしいのか一人で笑っているホアキンは、呆ぼう然ぜんとする志願兵を一いち瞥べつしてから、

「さっさと漕こがんか！　後がつかえておるのだ！」

　と、軍人らしい迫力のある声で命令を発した。

　ディエゴもアルバロも他の志願兵も、弾はじかれたようにオールを持って漕こぎはじめる。

　だが、それなりに体力には自信があるはずの男達が漕こぐボートは、入り江の入り口でささやかに暴れる波に翻弄されてなかなか前に進まない。

「どうしたどうした！　そんなことでは森の巨神どころかイスニアの食糧庫を荒らすネズミにすら勝てんぞ！　黄金の巨樹への第一歩も踏み出さずに沈む気か!?」

　ホアキンの発破に怯おびえつつ、必死でオールを動かす下船第一班の志願兵達。だが陸の男が大半を占めるボートのオールはいっかな水を捉えられず、

「んがああああああ！　こいつら素人しろうとかよ！」

　これには流石さすがに港のボートの扱いに慣れているアルバロが悪態を漏もらす。

「そらどうした。二班目に追いつかれたら、君達のイスニアの初日の食事は無いぞ！」

　アルバロは思いきり苛いら立だち、ホアキンがどことなく楽しげだ。

　静かな海面になってようやく前に進み出したボートは徐々に港の岸壁へと近づいてゆく。

　ディエゴはアルバロの前の席で周りと嚙かみ合わぬオールを動かしながら、イスニアの港を真まっ直すぐ見ていた。

　岸壁には、迎えと思われる大勢のスピネイア正規軍人達が整列して待ち構えていた。

　その中に一ひと際きわ豪華な兵装の男が立っているのを見つけて、ディエゴは表情を硬くした。

　まさか、あの男が遠征軍の志願兵を迎えにわざわざ港まで出向いているのだろうか。

　ディエゴが知るあの男はそんな殊勝な性格ではないはずだが……。

　しかし、ディエゴがあの男の姿を、見間違えるはずが無かった。

「ようし、よくやった諸君！　なんとか新大陸で最初の務めを果たしたな！」

　やがてホアキンがそう言った頃には、第一班のボートは第二班のボートに追いつかれる直前に、港の船着場にたどり着くことに成功した。

「そら！　休むな！　先頭のお前！　舫もやい綱を投げろ！」

「あ、は、はい！」

　ボートの船首最前列にいた汗だくの志願兵が、港にボートを係留するための舫もやい綱を桟橋に待つ兵に投げようとして、

「わあっ!!」

　立ち上がってバランスを崩して船から落ち、ホアキンはその様を見て苦笑する。

「ディエゴ君、舫もやいを投げて、今の彼を救ってやりたまえ」

「……はい」

　なぜかボートの後方にいるディエゴが指名され、志願兵を満載したボートの中を器用にすいすいと前まで歩き、舫もやい綱を桟橋に軽々と投げてから、落ちた志願兵を助け上げる。

「ふむ」

　ホアキンはその様子を見て満足げに頷うなずくと、ボートが船着場に寄せられると同時にさっと桟橋に上がり、号令をかけた。

「全員上陸！　転ぶなよ！」

　二言目の意味が分からず首を傾かしげる志願兵達は、素直に桟橋へと乗り移ろうとして、

「わっ!?」「うわっ！」「……う、うえ……」

　全身に違和感を覚え口々に不快感に満ちた声を上げてしまう。中にはホアキンが懸け念ねんしたように、桟橋に降りた途端によろけてへたり込んだり転倒したりしてしまう者が相次いだ。

　陸りく酔よいと呼ばれる現象だった。三週間の長きに渡って船に揺られ続けてきた志願兵達の体は、揺れない地面の感覚を忘れてしまっていたのである。

「アルバロ、平気か」

「まぁ、なんとか」

　一方のディエゴはさっと桟橋に乗り移ると、特に陸りく酔よいを起こすこともなくアルバロに手を貸す余裕を見せた。

　アルバロも遠洋航海こそ初めてだったが、港で働いていれば船上で長時間作業することも多いため、陸りく酔よいには慣れたものであった。

　とはいえ、上陸した途端にボートに乗っている志願兵の半分が桟橋でへたり込んでしまうという光景は、素人しろうと目めにも情けないものだ。

　後続の班も似たような体たらくであり、最初は笑っていたホアキンも最後の方には苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を隠せなかった。

　それでもボートに随伴した海軍兵や水夫が志願兵達の尻を叩たたきながら、なんとか桟橋を脱出させ、港に整列させることに成功する。

「第八次遠征船団、只ただ今いま到着いたしました」

　全員の整列が完了すると、ホアキンは迎えの兵の中でも一ひと際きわ豪華な兵装に身を包んだ、司令官と思おぼしき小柄な男の前に出て敬礼した。

「補充兵員の総数は」

　すると司令官風の男は答礼もせず、神経質そうな目で居並ぶ志願兵をねめつけた。

「カルディス市からの一般公募志願兵と併せまして、千四百十二人であります」

「は！　千四百！　全く新国王陛下様はどれほど支度金をケチったのやら。要求した数の半分にも満たない上に、桟橋の第一歩で陸りく酔よいして転ぶような役立たずばかりを千四百人もか」

　これを志願兵達に聞こえるように言うのだから、志願兵達は皆目を丸くした。

[image: ]

「申し訳ありません。足りない人員の分は、物資を多く輸送致しました」

　一方のホアキンは、司令官の男の言い草に慣れているのか、変わらぬ様子で答える。

「まぁ良い、人が質も量も足りないのはいつものことだ」

　司令官は不満げに頷うなずいてから、今度は背後に居並ぶイスニア兵の反感を買いそうなことを言い出す。

「ところでホアキン。貴様しばらくイスニアに滞在するのだろう？　今回の志願兵の訓練指揮は貴様が執れ。人が足らんのだ」

「お言葉ですが、国王陛下から艦隊の復路の指揮を執るよう命令が……」

　ホアキンが冷静に反論すると、司令官は突然甲高い声でホアキンを怒鳴りつけた。

「帰りの船などガヴィーノに任せれば良かろう!!　あの世渡り下手のバカ国王には私が一筆書いておけば問題ない！　良いな！　確かに命じたぞ!!」

　そして、肩を怒らせてそのままどこかへ立ち去ってしまったのである。

　ホアキンは嘆息しながらも、その背中に向けて敬礼しているが、志願兵達は啞あ然ぜんとして目の前の展開を見ているしかなかった。

　一体あの司令官はなんのために港にやってきていたのだろう。

　ホアキンは最も早はや司令官の男が去っていった方など一いち瞥べつもくれず、手近なイスニア兵の士官を呼び寄せて何事か事務的なことを話しているようだ。

「な、なんだったんだありゃあ」

　腹が立つというよりただただ驚いたアルバロだったが、

「あいつがコロンだ」

　怒りを言葉の底に沈めた声を聞いて、ようやくディエゴの方に顔を向けた。

「へぇー。あれがコロン………………………………なんだって？」

　アルバロは自分の耳が信じられず、一度頷うなずいて納得しかけてから、もう一度もの凄すごい勢いでディエゴを見た。

「で、ディエゴ、お前今、あ、あの、あの司令官が誰だって言った？」

「信じられないか？　そうだろうとも。一番信じたくないのはこの俺なんだからな」

　志願兵と、ホアキンと、イスニア兵、この港に立つ全ての人間に対して罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせて去っていった、神経質で小柄な男。

　ディエゴは、小男が去っていった方向を、憎ぞう悪おに満ちた目で睨にらみ続けていた。

「あいつがスピネイア海軍特任提督にして、イスニア総督のクリス・コロン。『新大陸発見の英雄』だ」







　新大陸最初の夜を、志願兵達は港に近い宿舎で過ごした。

　宿舎とはいっても壁と屋根があるだけの単なる『小屋』であり、希望の灯エスペランサ・フアーロ号の船倉の方が床がむき出しの土でないだけまだマシだったのではないかと思えるほどだ。

　また新大陸の気候は高温多湿であるらしく、窓にはめ込まれた木戸を全て解放しても宿舎の中は湿気が常に呼吸にまとわりつき、微風すら吹かぬような恐るべき不快さであった。

　新大陸に乗り込んだ者達の意気を震わせる黄金の大樹も、流石さすがに夜は輝かないらしく、夜空を見上げてもそこには空虚な闇があるばかりである。

「なんなんだよ、この扱いはよ……こんなの、カルロ銀貨五枚じゃ割に合わねぇよ」

　アルバロはむき出しの地面に置かれた簡素な二段ベッドの一段目で、ひたすらぶつくさボヤいていたが、それも無理の無いことだった。

　命がけの航海を終えたと思ったら現地の司令官に面罵された挙句に、不便な宿舎に押し込まれ、食事は塩辛いだけの豆スープと干した魚のみだ。

　汗が引かない気候なので塩辛いのは悪いばかりでは無かったが、腹はまるで満足しない。

　これで『森の巨神』と戦わされた日には、命がけで命を捨てに来たようなものではないか。

　だが同じベッドの二段目で固い木の板に横になるディエゴには、アルバロのボヤきを聞いて宥なだめてやれるほどの心の余裕は無かった。

　ディエゴは、怒りを腹の底に溜ためていた。

　それはアルバロのような、志願兵へのぞんざいな扱いに対する怒りではない。

　もっと根源的な、憎しみとも呼ぶべき怒りであった。

　原因は言うまでもない。あの傲慢な司令官、クリス提督だ。

「ローズ……」

　ディエゴがクリス提督を徹底的に憎み、カルディスの港で一人研究に没頭するきっかけになった出来事を思い出したそのときだった。

「失礼するよ」

　入ってきた声に気づいた者達が、驚いて顔を上げた。

「ホアキン船長!?」

　誰かがそう叫んで、宿舎中の志願兵が入り口を一斉に見る。アルバロも例外ではなかったが、唯一ディエゴだけがことさらにゆっくりと顔を上げた。

「ディエゴ君、ちょっといいかね」

　ホアキンは、まるで最初からディエゴがいるベッドが分かっていたかのように、ディエゴに向かって真まっ直すぐ顔を向けていた。

「なんでしょう。もう就寝時間を過ぎているはずですが」

　ディエゴはささやかな抵抗を試みる。

　やむを得ないこととはいえ、自分の秘密を知るホアキン船長に深夜に呼び出されて良い想像など働くはずも無い。

「そうだな。では命令しようかディエゴ志願兵。これから私と共に総督府に上がれ」

　宿舎の志願兵達が騒めいた。

　総督府といえば、新大陸運営における軍事、行政、司法の全てを管掌するイスニアの政府中枢である。

　その長たる総督職はクリス・コロン提督が兼任しているが、いずれにせよ来たばかりの志願兵一人が名指しで召喚されるなど前ぜん代だい未み聞もんだ。

「ディエゴお前、いつの間にホアキン船長に取り入ったんだ!?」

　心穏やかでないのはアルバロである。

　彼は元から新大陸で一旗揚げるという目的を誰彼なく吹聴していた。

　なのに彼が無理やり引っ張ってきたはずのディエゴが、新大陸にやってきたその日に総督府に呼び出されるなど、羨ましいを通り越して意味不明なのだ。

「そういえばお前、誰にも教わらないのにクリス提督の顔知ってたよな！　なんでだよ!?」

　必死の形相で覗のぞき込こんでくるアルバロには答えず、ディエゴはベッドから降りると『命令』を復唱した。

「ディエゴ志願兵、ホアキン船長に帯同し総督府に上がります。何か必要なものは？」

「手ぶらで構わん」

　何も持ってくるな、ということだ。

　ディエゴはベッドから地面に降りると、アルバロの呆ぼう然ぜんとした視線を背に感じながらホアキンに従って宿舎を出た。

「チクショー！　ディエゴの裏切り者!!」

　恨みがましそうな叫びがイスニア外縁の丘に響き渡ったのは、ディエゴが宿舎を出てしばらくしてからだった。
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「君は外洋船に乗った経験があるのかね」

　総督府の長い廊下を歩きながら、ホアキンがディエゴに尋ねる。

「ガヴィーノにも聞いたが、君は船や航海の知識が豊富なようだ。それにあの過酷な航路を抜けた後に陸りく酔よいする気配も無かったので、少し気になってね」

「船にはほとんど乗ったことがありません。知識も耳学問で酔わなかったのは体質としか」

「ふむ、そうか」

　それきり会話は途絶え、しばらくは石造りの廊下を二人の足音だけが支配した。

　イスニア総督府は、入り江を見下ろす海軍基地の中心にあった。

　武骨な砦とりでのように見えて、内装は思いのほか豪ごう奢しやな作りをしている。

　カルディスでもなかなか見ないようなステンドグラスの窓が教会の聖堂よろしくあちこちにはめ込まれているかと思えば、スピネイア本国が新大陸開発軍に最も期待した黄金が、装飾として随所にふんだんに使用されている。

　スピネイア本国がクリス提督に期待したことは、一にも二にも新大陸に眠る黄金である。

　それを、総督府を飾りつけるためだけにこれほどの量をイスニア内に留とどめていることを、本国は知っているのだろうか。

　ディエゴは眉を顰ひそめながら廊下のあちこちを見やっていたが、前を歩くホアキンがやがて大きな扉の前で立ち止まった。

「色々と豪華だろう？」

　するとホアキンは、まるでディエゴの心中を見透かしたようにそんなことを言った。

「この扉のドアノブも黄金製だよ。彼は新大陸発見の功績により、新大陸で手に入れた富の一割を、私財として占有することが許されているんだ」

　彼とは誰のことか。考えるまでもない。

「だとしたら、お抱えの彫金師はあまり趣味の良い人物ではないようですね」

　ディエゴはそう言い捨てる。

「ふっふっふ。君もなかなか、面白いものを腹に抱えているようだ」

　ホアキンはディエゴの暴言を気にした風も無く、目の前のドアをノックした。

「入れ！」

　すると中から、甲高い声が分厚い木の扉を貫いて飛び出してきた。

「失礼いたします」

　ホアキンは件くだんの黄金のドアノブを引いて、扉を開ける。

「こんな時間に一体なんの用だホアキン！　下らん用なら貴様を船団長職から解くからな！」

　部屋に入るなり、威厳もへったくれも無い寝間着姿のクリス提督が、耳に痛い声を張り上げながらホアキンを出迎えた。

「申し訳ありません提督。可能な限り早くお耳に入れたいことがあり参上いたしました」

　ホアキンはドアを開いた形のまま、言葉を続ける。

「『あの娘』から、何か聞き出せるかもしれません」

「何っ!?」

　その瞬間、クリス提督の空気が変わった。

「志願兵の中に一人、変わった技を持つ男がおりました。たった一人でエディンドンの海賊騎士を退け、砲撃で破損した船体の穴を塞いでみせたのです」

「入れ、今すぐ入れ！　お前がホアキンの言う志願兵か。遠慮するな、入れったら入れ」

　クリス提督は掌てのひらを返したように上機嫌になり、やがてホアキンの後ろにいた金髪の青年に気づいたようだ。

　だが肝心のその志願兵は、コロンの言葉にすぐに反応せず顔を俯うつむかせている。

「ん？　どうした。遠慮することはない。この私が貴様に興味を持ったのだ。光栄に思うがいい。普段はホアキンも入れぬ私の執務室に入れてやろうというのだ、さぁ入……」

　クリス提督はあくまで高慢な態度を崩さなかったが、志願兵がようやく顔を上げたとき、思わずその言葉が止まる。

「お前はまさか」

　クリス提督は、ディエゴの顔を正面から見て一瞬目を細め、すぐに見開いた。

「ホアキン!!　お前が言う妙な技を持った志願兵というのはこいつなのか!?」

　一瞬確かに上機嫌になったはずのクリス提督が、ディエゴの顔を見るなり不快感も露あらわにホアキンを問い詰める。

「仰おつしやる通りですが」

　ホアキンも困惑する中、ディエゴは決然とクリス提督を真まっ直すぐに見て、深く頭を下げる。

「御無沙汰しております」

　飄ひよう々ひようとした人柄のホアキンも、ディエゴのこの言葉には驚いた。

　この青年は、クリス提督と面識があるというのだろうか。

「何が御無沙汰だ！　もう一生顔を見たくないなどと言ったのはどこのどいつだ!!」

　そしてどうやらクリス提督の方も、ディエゴのことを知っているようだ。

「港町の一人暮らしに行き詰まったか？　恥ずかしげもなく新大陸こんな所まで私を頼りに来たか、ええ!?　屋や敷しきを飛び出していったときの威勢の良さはどこに行った！」

「私も大変不本意です。新大陸には来ても、あなたには決して会いたくないし声も聴きたくないと思っていたのに、まさか来たその日のうちに言葉を交わすことになろうとは」

　口角泡を飛ばして一志願兵に怒鳴り散らすクリス提督と、棒読みに近いほどに冷静ながらしっかり暴言を吐くディエゴ。

　ホアキンがどういうことなのか理解する前に、ディエゴから決定的な一言が放たれた。

「とにもかくにも、御健勝そうで何よりです、父上」

『新大陸発見の英雄』クリス・コロン提督の実子、ディエゴ・コロンは、スピネイアから遠く離れた新大陸で、実に六年ぶりの親子の再会を果たしたのだった。
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　最初の印象通り、イスニアの門柱とも言うべき二つの岬は、双ふた子ご岬と呼ばれていた。

　その岬の片方。希望の灯エスペランサ・フアーロ号で横切った南の岬には漆しつ喰くいで塗られた白亜の灯台がある。

　岬を掘り下げた灯台の地下階では無数の大砲が大海に向かって睨にらみを利きかせており、いつか旧大陸諸国が迫ってきた場合は即座に火を噴くことになるのだろう。

「深いだろう？　ここはかつて刑場の役割を兼ねていたのだ。処刑した者をそのまま海に捨てられて便利だったのでな」

　螺ら旋せん状になった階段を下りながら、ホアキンはとんでもない雑談を始める。

　顔を顰しかめるディエゴだが、ふとホアキンの言葉に違和感を感じて質問した。

「かつて便利だった、ということは、今は別の用途に？」

「うむ。今となってはクリス提督や私などの一部の上級士官しか、この元刑場には降りられないようになっている。有あり体ていに言えば機密が眠っているのだ。まぁ機密と言っても、初期遠征に参加した者ならば大抵は知っているのだが」

「誰もが知る機密、ですか」

　知られていても下士官や新しい入植民には見せられない機密となれば、それこそ悪趣味を地で行くクリス提督の黄金の隠し場所などという考えが真っ先に思い浮かぶ。

　そんなことを考えていると、ホアキン船長は話題を変えた。

「それにしても、君がクリス提督の御子息だったとはな。道理で船に強いわけだ」

「昔の話です。とっくに縁は切っていますし、俺のことを子息などと持ち上げないで下さい。船のことも特別に訓練したわけじゃありません。知識が独学なのも本当です」

「そうかね。だがそれも恐らくは血が為なせる業だろう。どんな理由で縁を切ったのかは知らないが……まぁ確かに、お父上は円満な家庭を作られるタイプではないな。はっはっは」

　なんでもないことのように答えたディエゴに、ホアキンはからからと笑った。

「しかしお父上がイスニアにいることは知っていたのだろう？　それでも志願したのは、やはり例の魔術が理由かね？」

　ホアキンは振り向いて、ディエゴの腰のポーチを見る。

　ディエゴは、小さくため息をついて頷うなずいた。

「陰陽術、と言います。エウーレカ東方の帝国に伝わる学問から、俺が編み出しました」

「オンミョウジュツ？」

「影と光、という意味だそうです。カルディスで行っていた研究が異端審問会に露見しそうになり、こちらにやってきました」

「影と光の術……なるほど。闇もまた光などと嘯うそぶく神聖教会が嫌がりそうな話だ。海賊船を撃退したり船の穴を塞いだのもその、オンミョウジュツとやらの力かね」

「そういうことです」

「後学のために教えてもらえるかな。錬金術とは何が違うのかね」

「ホアキン船長は錬金術にお詳しいのですか？」

「ここイスニアにいると、知識の選えり好ごのみなどしてはいられんのでね」

　森の巨神などという超常現象が起こっているせいか、イスニアの関係者には神聖教会の威光を積極的に汲くもうとしている気配が無い。

　いずれにしろ、クリスやホアキンに術の存在を知られてしまった以上、下手に言い逃れはできない。ディエゴは覚悟を決めた。

「この世の仕組みを解き明かそうとする学問という意味では、錬金術と大差ありません。ただ錬金術との大きな違いは、術の対象を別の物に変化させたりはできないことです。例えば、鉄の板を鉄の剣に加工することはできても、鉄の板を黄金の板に変えることはできません。陰陽術は、対象とするものが最初から秘めている力を借りるだけなんです」

「ふむ」

「陰陽術は、世界の全てを五つの要素に分類します」

　陰陽術が奇跡を起こすのに必要なのは木、火、土、金、水の五要素の力。

　五要素には、反発したり、生かし合ったり、殺し合ったりする性質があり、その要素を理解した上で、それに見合った働きかけを対象にすることで、奇跡を起こす。

　術者は木もつ火か土ど金ごん水すいに対応する色を用いて対象に術を働きかけるのが一般的で、ディエゴは木を青、火を赤、土を黄、金を白、水を黒と解釈していた。

　術の媒介物たるダーツの芯に真しん鍮ちゆうを用いているのは、様々な金属で実験した結果、比較的安価で手に入りやすい素材の中で真しん鍮ちゆうが最も力を伝えやすかったからである。

　また、このダーツの芯にはディエゴの血を含ませたこよりが挿入されているのだが、それは秘中の秘であるためここでは明かさない。

「海賊船を攻撃したのは『金きん乗じよう木もく』の力。金属の力が過剰になると木を壊す性質を用いて破壊しました。船の穴を直したのは『水すい生しよう木もく』。水の力は木を生かします」

　もっともディエゴの力では、海水に含まれる塩分を除去しきれなかったため、最後まで修理はできなかったのだが。

「分かりやすそうで、実は複雑だな。先程別の物には変化させられないとは言ったが、性質が同じものならば、例えば増量させることはできるのかね？」

「条件が整っていれば、見た目だけは」

　水すい生しよう木もくを例に取れば、相応量の水があればその場の木の量を増やすことはできる。

　ただ、増やすと言っても質量保存の法則を無視して増殖するわけではない。

　木を増やすなら水すい生しよう木もくとは別に木もつ剋こく土どの術を必要とする。これは木は水と養分を吸って育つ、という当たり前の現象を再現して増量しているように見せるだけだ。

「ですから希望の灯エスペランサ・フアーロ号で俺が修理したところは周りの木が薄くなってると思います。そうしないと土が無い場所で穴を塞ぐだけの木を生み出せなかったからです」

「……それは少々問題だな、あとでガヴィーノに点検させよう」

　ホアキンは少しだけ鼻白むが、すぐに頷うなずいて先へと進む。

「それで、俺がここに連れてこられたのは……」

「もちろん、君にその術を使ってやってもらいたいことがあるからだよ」

　ホアキンはなんらもったいぶることなく頷うなずいた。

「これから君を一人の人物に引き合わせる。我々としては、その者から色々と聞き出したいのだが、困ったことにずっと眠ったままなのだ」

　ホアキンとディエゴはやがて最下層までたどり着いた。壁の向こうから海の発する沢山の低い音が、折り重なって微かすかに聞こえる。

「この先の牢ろうにその者はいる」

　ホアキンはやがて、最さい奥おうと思おぼしき場所で止まった。

　まるでこの独房のためだけにこの灯台が作られているかのような、そんな場所だった。

　普通の城の最上部に王の間があるのだとしたら、ここは地獄の悪魔の王の間ではないか。

「紹介しようディエゴ君。このイスニアの最さい奥おうに眠る、蛮族の眠り姫だよ」

　ディエゴは、息を吞のんだ。

　頑強な鉄てつ格ごう子しと、何重にも巻かれた鎖の錠前の奥の空間。

　厳重に封印されたその独房には、一人の少女が『水を纏まとって』横たわっていた。

　少女はガラスの水槽に沈められているかのようだっだが、そうでないことは目を凝らせば一目瞭然だった。

　水が、なんの支えも無しに空間に留まり、中の少女を棺のように包んでいるのである。

　身長や面差しから見て、年齢は十歳前後だろうか。肌の色は褐色だ。
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「これは……」

「不思議だろう？　あの水の棺には手を入れることはおろか、剣を刺し入れることも銃弾で貫くこともできん。火をかけても温度が変わらん。イスニアにいる誰一人として、この少女に触れることは叶かなわんのだ」

　ホアキンは何気なく牢ろうの鉄てつ格ごう子しを開けてその水の棺に近づくと、手を添えてまた放し、掌てのひらをディエゴに見せつけるように開く。

　ホアキンの掌てのひらは、水に触れたにも関わらず乾いたままで、棺の形状にも変化は無い。

「およそ普通の現象ではないだろう？　神聖教会の目を恐れていては、この少女を水から引き上げることはできない。そう考えた私とクリス提督は、エウーレカから錬金術師達を多くこのイスニアに連れてきた」

「イスニアに錬金術師がいるのですか!?」

　これにはさすがにディエゴも驚いた。

「誰一人としてこの少女の謎を解くことはできなかったがね。結局彼らは医者や薬師、彫金師や鍛冶師、天文学者や測量技師などの職を得て暮らしている。結果的にだが、この少女のおかげで錬金術とは、教会が把握できていない世界の仕組みを解明しようとする学問だということが分かった。錬金術に詳しくなるということはそういうことだと私は思っている」

　ホアキンの理解は正しい。ディエゴも旧大陸で錬金術師達に接触して全く同じ感想を抱いた。錬金術師は研究者ではあっても、決して魔術師などではない。

　彼らの行う実験は、その性質を理解する者であれば、極めて自然な原因と結果があるに過ぎない。それが何も知らぬ人間の目には予期せぬ現象、即すなわち悪魔の力を借りた魔術に見えるため、大多数の『知らぬ者』に糾弾されるだけなのだ。

「そして錬金術に詳しくなったつもりの私が、見たことも聞いたことも無いことをやってのけた男が現れた。それが君だ」

　ホアキンの表情に、厳しさが増す。

「雷で敵の船を砕き、稲妻で船を直した。そんな技を持った錬金術師は、一人たりとも見たことが無い。私は君がこの水と少女の謎を解明してくれるものと期待している」

「い、いきなりそう言われても……」

　ディエゴが掠かすれた声を上げると、ホアキンはとんでもないことを言い出した。

「この少女を捕えてもう随分経たつ。いい加減最初の遠征以上の成果を出さねば、私も提督も本国での立場が危ういのだよ」

「随分って……？　いったいいつから」

「この少女を捕えたのは第一次遠征軍だ。つまり新大陸を発見したクリス提督が、我らを率いて再びこの地を訪れたときのことだ。我々はこのイスニアがあった場所を根城にしていた蛮族共を討伐し、この娘を捕えたのだ」

「!?」

　ディエゴは思わず息を吞のみ、体の中がかっと熱くなるのを感じた。

　目の前には松明たいまつの灯あかりに照らされる、鬼の顔があった。

「船長……今、なんて？」

「ん？」

「イスニアは……この街は……」

「蛮族共を駆逐して手に入れた土地だ。それが何か？」

　ディエゴは先程上がった体温が、急激に冷えていくのを感じた。

「元々ここにいた人達は、どうなったんです？」

　聞かなくても、ディエゴは答えを知っている。嫌になるほど見聞きしてきた話だ。

「あるだけの黄金や宝を出させた後、老人は殺し、若者は奴隷として本国に送った。特に第一次遠征軍は、本国の投資に見合うだけの戦果を出さねばならなかったからね」

「……っ!!」

　なんでもないことのように語るホアキンの顔が、急に恐ろしい悪魔の顔に見えた気がした。

「だからこの少女はここにいる。この少女はこの地にいた蛮族の生き残りだ。戦いの終結間ま際ぎわに謎の力によって水に沈み、飲まず食わずで姿形も当時のまま、もう十年経たつ」

　ホアキンはそこで、思い出したように付け加えた。

「そういえば、森の巨神が初めて現れたのはそのときだ。クリス提督が一介の冒険家であった頃にたどり着いたこの土地には、あのような化け物は存在しなかったらしい。恐らくは我々を侵略者と判断し、出現したのだろうね。初めてあの巨神が森から湧き上がってきたときの恐怖は、今でも忘れられんよ。さすがのクリス提督も、あのときは肝を潰つぶしておられた」

　遠征軍の活動内容を詳しく知るスピネイア国民は決して多くない。

　せいぜいが、第一次遠征軍が半壊状態で帰ってきて、以後大した成果が上がっていない、程度のことだ。

　イスニアの本当の規模や、天を衝くほどの黄金の大樹の噂うわさすら伝わってきていないことも、その証左と言えるだろう。

　そもそも国が積極的に開発計画の不備や敗北を公言するようなことはしなかったし、第一次遠征軍当時は父の冒険譚たんに目を輝かせていた少年時代のディエゴも、新大陸とは恐ろしい所なんだ、くらいの感想しか抱かなかった。

　だが、こうして実際に遠征軍に加わったホアキンの言葉には、この地で繰り広げられた生々しい惨劇の気配が色濃く残っている。

　ディエゴはふらふらと鉄てつ格ごう子しに近づいて、がっくりと膝をついた。

「俺にこの子を、目覚めさせろと？」

「うむ」

「断る、と言ったら？」

　空気が張りつめた。

「理由を聞こうか」

「この子を目覚めさせたら、あんた達イスニアはこの子を拷問するでしょう」

「得られるものがあると判断すればやるだろう」

　今日の夕食の献立でも尋ねられたときのような、なんでもない口調。

「この土地で、あの森の側で暮らしていた者達だ。森の巨神や彼方かなたの黄金の大樹について知っていることは多かろう。特に巨神に関しては、冒険家時代のクリス提督が僅かな間にこの地の民と交流したときには欠片かけらも気配の無かった存在だ。我々は現状唯一の手がかりであるこの娘から、新大陸開発の遅すぎる第一歩を踏み出さねばならん。だが、君が断ると言うのなら」

　唐突に、ディエゴは肩に冷たい金属が乗せられるのを頰で感じた。

「君は処刑されることになる。船の上でも言っただろう？　このイスニアに、怠け者を養う余裕は無いのだよ」

　ディエゴの視界の端に、ホアキンの軍刀の切っ先が光っていた。

「お、俺を殺すんですか」

「努力した結果できなかったのならば咎とがめはせんよ。だが最初から命令に逆らうのなら止やむを得えん。お父上とは良好な関係を築いていないようだし、ここで命令に違反した志願兵一人を斬っても、私は誰にも咎とがめられはしない」

　少し想像を働かせれば、誰にでも分かることだ。

　新大陸は、ロマンと冒険溢あふれる楽園などではない。陸地があれば、木があり、森があり、水があり、そこに生きる動物がいて、そこに生きる人間がいる。

　それなのに、旧大陸エウーレカの者達はまるで最初から自分達にその権利があるかのように、新大陸を勝手気ままに蹂じゆう躙りんすることを当然の行為だとなんら問題視しなかった。

　そして今ディエゴは、新大陸にいた先住民達の僅かな残り香を蹂じゆう躙りんする手助けをさせられようとしているのだ。

　水の中に眠るこの少女に、一族が滅んだことを伝え、絶望させようとしているのだ。

「さて、どうする」

　ホアキンの言葉が耳を打つ。

　ディエゴは、がっくりとうなだれたまま答えた。

「……俺と一緒の宿舎に、アルバロという男がいます。カルディスから一緒に乗ってきた志願兵です。陰陽術に必要な道具を集めるには、そいつの協力が必要です。錬金術師がイスニアにいると言うなら、アルバロを彼らに接触させて下さい」

「あのそばかす顔の陽気な青年だな。彼は秘密を守れる男かね」

「相応の報酬があれば」

　すっと、ホアキンの軍刀の重みが肩から消える。

「良かろう。良い報告を期待しているよ」

　ホアキンの声を聞きながら、ディエゴの胃いの腑ふには大きな悔悟と得体の知れぬ怒りの澱おりが大きく広がったのだった。




　　　※




「いやーもぉなんつーの!?　人が俺を見る目が違うってぇかさ！　兵舎も個室をもらえたし、イスニア中の店や学者や錬金術師と顔が繫つなげるし、まさしく順風満帆ってやつだな!!」

　翌日の正午頃。引き車に大きな荷物を載せて総督府の通用門に引っ張ってきたアルバロは、顔のパーツが転がり落ちるのではないかと思うほど、笑いが止まらない様子だった。

「やーディエゴ様々ディエゴ様ってな！　やっぱ持つべきものは友達だぜ！」

「昨日の夜は、俺のことを裏切り者呼ばわりしてたらしいな？」

「誰だろうなー？　そういういい加減なこと言う奴やつ！　はっはっはー！」

　絶好調のアルバロが手にしているのは、総督府発行の通商手形だった。

　本国からの資材輸入と漁業、城塞都市内のわずかな農業、鉱業資源に頼るイスニアの物価は極めて高い。もちろん兵や入植者には最低限の配給がもたらされているが、本国からの資源輸入が遅れるとそれも手薄になることがある。

　そんな中、アルバロは、あらゆる商店の商品をタダ同然に近い価格で購入する権利を与えられていた。

　もちろん後から総督府が税から拠出した適正な対価を店に支払うことになるのだが、ディエゴが必要とする買い物以外にも、アルバロは色々な商取引を行ってきたようだ。

「あんまりやりすぎて、睨にらまれても知らないぞ」

「ホアキン船長がクリス提督の印章使って融通利きかせてくれるってんだぞ！　やらなきゃ損じゃねぇか！　大丈夫だよ、俺が手に入れた物資を持ち腐れさせるわけねぇだろ？」

「それもそうか」

　アルバロは金遣いは荒いが、商売に対する嗅覚とセンスは確かである。

　今回手に入れた権利をフル活用し、イスニアで確固たる立場を築くために今から忙しく立ち回るつもりだろう。

「にしてもディエゴ、お前本当にホアキン船長やクリス提督とどういう関係なんだよ。来て早々に提督印が押された手形発行してもらえるなんて普通じゃねぇぞ？」

　アルバロにはまだ、自分とクリス・コロンの関係を話してはいない。

　当人以外でその事実を知っているのはホアキン船長と、遠くカルディスの港でディエゴとアルバロの行く末を案じているだろうカシアだけである。

「俺だって世渡りの術くらいは心得てるんだよ。船長には船の上で目をかけてもらってた」

　だから、本当ではないが噓うそでもない返事をしておく。

「まぁなんにせよ良かったじゃねぇか！　総督府の後ろ盾でこんなもの買い集めるってことは、お前のよく分かんねぇ研究はイスニアで花開く機会を得たってことだろ？　この街じゃ錬金術師だって大っぴらに仕事ができるっていうんだからお前だって、なぁ!?」

「……まぁ、そうかな」

　全く皮肉な話だが、アルバロの言うことも間違いではないので頷うなずくしかない。

「ここなら神聖教会の異端審問に怯おびえる必要も無いし、願ったり叶かなったりだな！　な？　来て良かっただろ？　はっはっは!!」

　真実を知った後のディエゴは、アルバロのように笑うことなどできない。

「あ、これ買い集めたもののリストな。指定されたものの他にも、カルディスでお前がよく買ってたやつがいくつか見つかったから適当に見繕っておいたぜ。イスニアに入植した職人も、元錬金術師だけあっていい腕してるみたいだ」

「悪いな、助かる」

「いいってことよ。俺もおかげで良い目を見れそうなんだからな。じゃあ俺はこれで……」

　多種多様な荷物を満載した引き車をディエゴに引き渡して去ろうとするアルバロを止めたのは、ホアキンの声だった。

「御苦労だったねアルバロ君。これだけの量を、馬も無しに大変だっただろう」

「あ、ホアキン船長！」

　回れ右をしようとしていたアルバロはそのまま一回転して元に戻ってきた。

「大したことありませんよ！　体力有り余ってますし、何より友達のためっすから！」

　そして相変わらず調子のいいことを言う。ホアキンはそんなアルバロを愉快そうに見つめてから口を開いた。

「ところでアルバロ君。この後、時間はあるかね？」

「もちろんです！」

　アルバロは、ホアキンとの繫つながりを強くできそうな仕事の気配を嗅ぎつけて即答する。

　ディエゴは肩を竦すくめ、ホアキンは満足そうにうなずいた。

「ディエゴ君に聞いたところ、君はカルディスで通辞としても働いていたそうだね？」

「はい！　パトゥーガ語は大体いけますし、ファーランヌとエディンドン、あとイェルタ半島のジェニスの言葉を話せます！」

「博学だね。学校に通った経験が？」

「いえ！　港で働きながら、外国の連中と身振り手振りで話して覚えました！」

「それは頼もしい。言葉を会え得とくするには座学も結構だが、何より人と話すことが大事だからね。君はきちんと学べば、本物の通辞になれるやもしれんな」

「ありがとうございます！　恐れ入ります！」

「その力を見込んで、もう一つ君に頼みたい仕事があるのだよ。この後私とディエゴ君と一緒に、赴いてほしい場所がある」

「お任せ下さい！」

　どんな仕事か聞きもせずに、アルバロは元気良く二つ返事。

「ではこの後、もし予定が無ければ総督府で一緒に昼食でもどうだね」

「是非ご一緒させて下さい！　よろしくお願いします!!」

　アルバロは自分の膝で自分の額を打ちそうな勢いでホアキンに一礼した。

「ではまた後でな。ディエゴ君は昼食の時間になったら、アルバロ君の案内を頼む」

「……了解しました」

　ホアキンは朗らかな笑顔を浮かべると、二人に手を振って総督府の中へと戻っていく。

「…………………………んんんんでぃえごおおおおおおお!!!!」

「うわっ！」

　ホアキンの気配が遠ざかると同時に、アルバロが紅潮した顔でディエゴに抱きついてきた。

「やっぱり持つべきものは友達だああああ!!　お前俺のことあんなに売り込んどいてくれたんだなあああああ!!　こりゃあ本当、英雄としての凱がい旋せんだって夢じゃねぇぞおお!?」

　通用門の門兵に怪け訝げんな目で見られながら、ディエゴはアルバロを引きはがす。

「あー、まぁその、俺をここに連れてきたのはお前だからな。だったら俺の仕事を手伝ってもらうのは、お前の方がいいと思っただけだ」

「でぃえごおおおおおおおお!!　お前、お前やっぱり俺の親友だあああああ!!」

「あーもう！　うるさい!!」

　ディエゴは今度は容赦なくアルバロを蹴倒したが、それでもアルバロの調子はその日の夕方、岬の砦とりでに行くまで衰えることは無かった。

　ホアキンに招待された、これまで一度も味わったことの無いような豪華な昼食の最中には、アルバロは港町での武勇伝を得意げに語り、ホアキンの歓心を引こうと弾はじけまくっていた。







　だが散々弾はじけまくったアルバロも、岬の地下牢ろうに連れられて目にしたものの異様さには目を点にして戸惑う他無かった。

「え、何これ」

　岬の灯台の地下深くにある謎の牢ろう獄ごく。

　厳重すぎる鉄てつ格ごう子しの向こうには、水に包まれた謎の少女。

　空気の淀よどんだ牢ろう獄ごくの床に謎の道具を次々と展開してゆくディエゴ。

　背後には全く笑っていない目でディエゴの行動を見守るホアキン。

　何より重く張りつめたこの空気。

「あの、ホアキン船長？」

「君の出番は少し先だ。ああ、もしここでのことを他言した場合、岬の先端から鉄の鎖と錘おもりを体に巻きつけて海に飛び込んでもらうことになるから、そのつもりでいるように」

「えっ」

　アルバロの浮かれた気分を一気に地の底まで叩たたき落おとしたホアキンは、それ以上アルバロに構わず、牢ろう獄ごくの錠を開きながらディエゴに声をかけた。

「もし上手うまく行きそうな場合は言いたまえ。逃げられては面倒だからな」

　つまり、この眠り姫を起こすことに成功したら、即座に拘束するということだ。

　ディエゴはホアキンが外した錠前を一瞬だけ見てから、素直に牢ろう獄ごくの中に入ってゆく。

「な、なんなんですかあれ。触っても大丈夫なんですか」

「触れても濡ぬれもしないし、あれをそのまま持ち上げることすら可能だ。だが、中にいるこの地の蛮族の少女には触れることもできない」

　アルバロの問いに、ホアキンはディエゴにした説明を簡潔に繰り返す。

「で、も、もしディエゴがあの子を起こすことができたら……？」

「決まっている。あの娘の持つ情報を足掛かりに、『森の巨神』を倒しに行くのだよ」

　ディエゴはそんな会話を背中で聞きながら、注意深く水の棺の少女に近づいてゆく。

　この地に住む民族特有のものと思われる衣装をまとった、褐色の肌の少女だった。

　長い髪を水の中に揺たゆ蕩たわせ、静かな面持ちで瞳を閉じている。

　小さな口からは、緩やかな呼吸に合わせて泡が上がっていた。泡は棺の縁まで上がってくると、まさしく水の泡と消える。

「呼吸してる……生きているんだ。でも、こんな状態でどうやって……」

　ディエゴは一つ頷うなずくと、アルバロが集めてきた陰陽術のための道具をあれこれ検分し、三つの異なる金属の鉱石と、何故なぜか鶏の卵を選び出し、それを持って少女の所に戻った。

「ふむ、アルバロ君、ディエゴ君が何をしているか分かるかね？」

「え!?　あ、いえ。俺も昔から、あいつに頼まれるものが支離滅裂だと思ってて、正直卵とか意味分かりません」

「錫すずと銅は反応なし。鉄は……それっぽいか？」

　ディエゴは二人に構わず、取り出した金属を一つ一つ水の棺の上に乗せては何事か働きかけているが、上手うまく行かないようだ。

　だが、鉄の後に生卵を乗せたときだった。

「ん！」「む」「へ？」

　ディエゴとホアキンとアルバロは同時に声を上げた。

　ディエゴの手と、水の棺の間で生卵が突然割れたのである。

「性質は完全に水なのに、火も鉄も受けつけないのか……なら試せることは多くないな」

　ディエゴは卵が割れたこと自体は目もくれず、ホアキンに尋ねる。

「ホアキン船長。北はどちら側ですか？」

「北かね、あちらだと思ったが」

「分かりました。おいアルバロ、手伝ってくれ。この子の頭の方向を北向きに動かす」

「え、ええええ!?」

　ディエゴの要請にアルバロは露骨に嫌な顔をするが、

「アルバロ君、行きたまえ」

　隣に立つホアキンの圧力に負けて、アルバロは恐る恐る牢ろうの中に入ってきた。

「さ、触って大丈夫なのかよ!?」

「冷たくない氷を扱ってると思え。そこに手をかけて……そう、こっちに押せ、せーの！」

　二人がかりで水の棺を力一杯押し、牢ろうの床の上で回転させ、少女の頭を北側に向ける。その間も、やはり水の下の床は濡ぬれもしなかった。

　手に伝わる感触は、粘り気の強い泥濘ぬかるみに触れているようでなんとも気持ち悪い。

「も、もういいか!?　ひえええ！」

　アルバロは両手をばたばたと振りながら、ディエゴの返事も聞かずに牢ろうの外に飛び出していってしまう。ディエゴも特に何も言わずその後に続く。

「試しに大がかりにやってみます。これがダメだと少し時間がかかるかもしれません」

　ディエゴは先程より沢山の鉄鉱石、それから木炭を手に取り牢ろうの中に戻った。

　そして鉄鉱石を少女の頭上辺りの床に五つ置き、同じように足元の床にも五つ置いた。

　それから木炭を用いて石造りの床に、十個の鉄鉱石を繫つなぎ合あわせるように何事かを書き連ねてゆく。

　そんな作業がしばらく続き、ディエゴの目には単純な一つの陣が出来上がった。

　ディエゴは最後に、少女の頭上の鉄鉱石に近づく。

「……行くぞ」

　ディエゴは新調した黒い矢羽フライトのダーツを、祈りを込めて五つの鉄鉱石の中心に突き立てた。

「あっ!?」「おお!?」

　アルバロとホアキンが同時に声を上げた。

　少女を包む棺の内側の水が、にわかに泡立ちはじめたのだ。

　それと同時に、眠っていた少女が苦しげな表情で体をよじらせはじめる。

　ディエゴのダーツから発する黒い光が水の棺に何かを働きかけているようだった。

「これじゃ弱いのか、陣を描いた木炭がまずかったか……」

　ディエゴは意を決して、もう一本黒いダーツを取り出した。

「船長、次の手がダメなら一旦中止します。これ以上は危険ですから」

「最善を尽くしたまえ」

　ホアキンの返事はディエゴの申し出を許可するものではなかったが、ディエゴは意を決すると少女の足元に回り、頭上のそれと同じようにして、五つの鉄鉱石の中に黒いダーツを突き立てる。そのダーツは、バレルもシャフトもポイントも、全てが鉄でできていた。

　反応は、すぐにあった。

　棺の中が先程より更に激しく泡立ち、ディエゴとアルバロが力一杯押しても形を変えなかった水の棺が、ぶよぶよと変形しはじめる。

　ディエゴとアルバロとホアキンが息を吞のんで見守る中、その瞬間は訪れた。

　少女を包む水の棺が砕けたそのとき。




「ん？」

　ガヴィーノは、希望の灯エスペランサ・フアーロ号が大きな波を受けたように揺れたのに気づいた。




「む？　風か？」

　クリス提督は、総督府の窓が激しく振動するのを見て身を竦すくませた。




「おお！」「うわっ」

　ホアキンとアルバロは、水の棺が砕けた衝撃を体の奥底に感じて声を上げた。







　そして、イスニアの入り江の片隅。

　初期の遠征団のものか、打ち捨てられた廃船の底に身を潜めていた影がのそりと体を出す。

　腰に無数の短剣を差した女は、西へと駆ける雲を、その金色の瞳で見上げながら呟つぶやいた。

「ヴィルハの封印が、解かれた……」

　そして憎々しげに顔を歪ゆがめ、吐き出す。

「まさか、あの男か」

　脳裏に浮かぶのは大海の彼方かなたの港町で出会った、金髪碧へき眼がんの青年。

　あの男がこの地への船に乗るのを知り、拭えぬ不安を抱いてこの地に戻ったが、悪い予感は最悪の形で的中してしまった。

「二度と、ヴィルハを蹂じゆう躙りんさせるものか」

　女は身を翻ひるがえすと、外がい套とうを脱ぎ捨てて城壁に張りつくようにして駆け出した。

「十度、星が巡ったぞ、レラ。封印が解かれた今、最も早はや躊躇ためらっている時ではない」

　まるで褐色の流星の如ごとき女の疾走を捉えたイスニア兵は、一人としていなかった。

「新月の夜は近い。その日こそ、お前を助ける」

　褐色の流星は、誰にも見とがめられることなく、やがて誰もがその中に潜む巨神を恐れる森に、躊躇ためらわずに飛び込んでいった。

　森は、ただ静かに女を受け入れたのだった。







「…………！　…………！」

　棺は十年間維持した形を失い、壊れた湯船から溢あふれるようにして床一面を水浸しにし、水の棺の眠り姫は、全身びしょ濡ぬれになりながら、床に手をついて激しく咳せき込こんでいた。

　自分の意志で体を支え、顔を顰しかめながら咽むせる少女を見て、ディエゴはほっとすると同時に気を引き締めた。

　ここまでは予定通りだ。問題はこの先。

　ディエゴは少女を気遣いながら、背後から鋭い視線を送ってくるホアキンを警戒する。

「や、やりやがった……ディエゴの奴やつ」

　アルバロは、不可思議な術で魔性の業を打ち砕いたディエゴを、驚きながらもどこか感心した様子で見つめていた。

　一方のホアキンは、そんなアルバロの肩に手を置く。

「ほっとしている場合ではないぞアルバロ君。ここからが君の出番だ」

「へ？」

　逃がすまいとするように肩に置いた手にずっしり重みをかけてくるホアキンを、アルバロは間抜け面で見上げた。

「…………！　…………ハァ」

　そのときようやく呼吸が整ったのか、ひとしきり咳せき込こんだ少女は大きく息を吐く。

　そして顔を上げて、満面の笑みで叫んだのだ。

「ローゼン!?」

　ディエゴはそのときの少女の顔を、一生忘れられないだろうと思った。

　十歳そこそこの少女の希望に満ちた笑顔が、一瞬にして悲嘆と憎ぞう悪おに染まる。

　褐色の肌によく映える黄金色の瞳に涙を浮かべながら、少女は叫び声を上げて拳を振り上げ、ディエゴ目がけて振り下ろした。

　ディエゴは驚き身を引くが、少女も振りかざした拳が届かないと見るや、狭い牢ろうの中でディエゴから最大限距離を取ろうと、背後の壁まで飛びのいた。

　少女の憎ぞう悪おを見たディエゴは、

「む、無茶な起こし方をしてすまない。お、俺は……」

「─────────────！」

　なんとか少女を落ち着かせようとしたのだが、少女の口から飛び出したのは、聞いたことも無い、旧大陸のどの国の言葉とも似つかない、未知の言葉。

「───！　────────コロン───！　───ヴィルハ───！」

　ディエゴに浴びせる罵声の中に、固有名詞だろうか、複数回繰り返された単語があり、少なくとも彼女がイスニアのみならず、この都市に連なる旧大陸人を憎ぞう悪おしていることだけは容易に想像がついた。

「さぁアルバロ君、出番だよ」

　アルバロはホアキンに求められていることを薄々理解し、顔を引きつらせる。

「え、え、船長まさか、俺に……俺にあの子の言葉を訳せ、と？」

「君は学校にも行かず、誰からも学ばずに、多くの国の言葉を話すことができたのだろう？」

　ホアキンの眼光は拒否も反論も許さぬ鋭さを帯びていた。

「この少女が目覚めたことを、私はクリス提督に報告せねばならん。つまり君の仕事の期限は、提督がどれほど気が長いかにかかっていると言えような」

　アルバロにも、クリス提督の人柄は深く印象に残っていた。

　ホアキンは戸惑う二人の若い志願兵に向かって、無慈悲に告げる。

「なんとしても、この少女から森の巨神に関する情報を聞き出せ。今日から君達の仕事場は、この牢ろうだ」

　背後にホアキンの声を聴きながら、ディエゴは尚なおも少女から目が離せないでいた。

　彼女の悲嘆と憎ぞう悪おを受け止めたことは何より、その瞳の色に意識を奪われていた。

　黄金の瞳と、褐色の肌。

　もはや何も疑うことはなかった。

　カルディスで奴隷商船を沈め、自分を襲い、エディンドンの海賊騎士を駆逐した女は、新大陸の民だ。













　　　第三章　巨神の娘達







　不可思議な水の棺の中で十年もの間眠っていた少女の封印が解かれて、三日が過ぎた。

　少女の言葉を解明するよう命じられたアルバロは、ぶつくさ言いながらもこれも出世のためと割りきって、与えられた仕事をこなそうと努力していた。

　二人は少女が捕らえられている灯台砦とりでの地上階で、特別任務を負っているが故か、それなりに豪華な夕食にありつきながら、少女のことを語り合う。

「今日はどうだった」

「だめだなぁ……もう参ったわ」

　アルバロは白身魚のスープをすすりながら頭を抱える。

「そもそも口きいてくれねぇんだもん。言葉が聞けなきゃ、分かるものも分からねぇよ」

　仕方ないことではある。少女にとってはディエゴもアルバロも侵略者の一味なのだ。

「メシと水を口にしてくれてるのが救いっちゃ救いかな。正直あんな小っちゃい子を牢ろう屋やに鎖で繫つないで尋問とか、しんどいよ」

　アルバロの弱音は人として至極もっともだが、一方で世界に覇を唱えんとする全ての国が、世界のどこかでやってきたことでもあるのだ。

　それを知らないこと自体は無理の無い話だが、こうして向き合う機会がある者が極めて稀まれなこともまた事実だった。

「そうか……」

　ディエゴは沈んだ声を出すが、アルバロはふと思い出したようにスプーンを持ち上げた。

「あ、そうだ。あの子の名前だけは分かったぜ」

「え!?」

　重要なことをあっさり言うアルバロにディエゴは目を剝むく。

「俺があの子を傷つけたりするような奴やつじゃないってことを示すために、結構頑張ったら名前だけは教えてくれた。多分、あれは名前なんだと思う」

「そ、それで、あの子はなんて名前なんだ」

「自信は無いってこと、忘れるなよ」

　アルバロは予防線を張ってから、言った。

「レラ。あの子の名はレラだ。このことホアキン船長に報告したほうがいいかな」







　レラ、という名らしい少女と鉄てつ格ごう子し越しに三日ぶりに対面したディエゴは、相変わらず嫌けん悪おと憎ぞう悪おを湛たたえているその瞳を見て唇を引き結ぶ。

「……レラ」

　試しに、アルバロが言っていた名を呼んでみたが、返事は無い。

　ディエゴは相手と目線の高さを合わせるために、冷たい石の床に腰掛ける。

「レラ、見てくれ」

　通じていないと分かっていても、ディエゴはそう呼びかけ、手元で準備を始める。

「君を包んでいた水について、俺なりに研究してみたんだ」

　先日アルバロが手に入れてきた羊皮紙の上には、予あらかじめ木炭で書いてきた黒い陣。コップ一杯の真水と、黒い矢羽フライトのダーツを二本。

　全てが陰陽術で『水』に属するものだった。

　ディエゴは水のコップを陣の中央に置くと、意識を集中させてから、ダーツを陣の中に二本同時に突き立てた。

「!?」

　そのとき、レラの表情が初めて動き、ディエゴは胸をなで下ろす。

　コップの中の水が、コップから離れて空中に浮いていた。

　レラを包んでいたものとは比べるべくもない小さな水の塊だが、確かにそれはなんの支えも無く空中に形を留とどめていた。

「君を包んでいた水を見た目だけ再現してみた。もちろんこの水の中で呼吸なんかできないから、君を包んでいた水はもっと高度で、もっと違った力なんだろうと思うけど……」

「────！」

　レラが動いた。

　逃げられないために鎖に繫つながれた手を、必死でこちらに伸ばそうとしている。

　ディエゴはレラの手と目が、何を求めているかを敏感に察した。

「これか？」

　ディエゴは今起動している術に使ったものとは別の黒い矢羽フライトのダーツを腰のポーチから取り出すと、レラの前に掲げて見せる。

「君は、これが使えるのか？」

　そしてあろうことか牢ろうの中に入り、レラの手に握らせた。

「!?」

　さすがにレラも驚いた様子を見せたが、すぐにディエゴを睨にらみ直すと、追い詰められた獣のような乾いた笑みを浮かべ、そして、ディエゴの予想だにしない現象を引き起こした。

　レラは、手に握ったダーツを睨にらみ据え、それを空中で振る。ディエゴの目には、そのときレラの黄金色の瞳が光ったように見えた。

「がっ!?」

　次の瞬間、ディエゴは空中に出現した巨大な水の塊を全身にぶつけられ、勢い良く鉄てつ格ごう子しに叩たたきつけられたのだ。

　背から胸に衝撃が突き抜け、息が一瞬止まる。

「────！」

　尻もちをついたディエゴに、レラは更に何事かを叫び追撃しようとしたが、

「!?」

　もう何も起きず、代わりにレラの手の中で、ディエゴのダーツがぼろぼろと崩れ去った。

「す、凄すごいな……これは」

　ディエゴは詰まった息と激痛に苦しみながらも、それ以上の衝撃を受けていた。

　少女は今何も無い場所から水を生み出したように見えるが、そうではない。

　彼女はダーツを『空中に刺した』のだ。空気中に漂う微かすかな湿気から、あれだけの量の水を生み出した。そんな方法を、ディエゴは考えもしなかった。

　ディエゴは痛みも忘れて感心してしまったが、

「……────」

　そのときレラが、口を開いた。

　これまでのような罵倒ではない。ディエゴに、何かを話しかけている。依然として表情に敵意は残っているが、それ以上にディエゴに何かを訴えかけたいことがあるように思えた。

「これ、か？」

　ディエゴが背の痛みをこらえながらポーチからダーツを取り出すと、レラは小さく頷うなずいた。

　それを肯定と取ったディエゴはゆっくりと近づき、五色のダーツをレラの前に並べる。

　迂う闊かつに手渡せば、先程のような予想外の術を使われてしまう可能性があるため警戒するディエゴだが、レラは金の白と水の黒のダーツを交互に見ている。

「金と水かよ。君に迂う闊かつにこれを持たせたら……」

　想像以上の次元で陰陽術を操るレラの視線にディエゴは難色を示すが、レラはディエゴを睨にらむと、自分の手の指を不思議な形で握り込み、突き出してみせる。

「親指と、小指？」

「──」

「……え？　使えってこと？」

　ディエゴが自分の親指の先端にダーツを当てる真似まねをすると、レラは大きく頷うなずく。

　陰陽術を編み出す元となった書物のことを必死で思い出しながら、やがて一つの記憶にたどり着く。

「白と黒。親指と小指……五指と五事か」

　レラが何を求めているか、ディエゴは唐突に理解した。

　ディエゴは更にもう一対、白と黒のダーツを取り出すと、ためらいなくレラに手渡す。

　レラも、今度は凶行に及んだりはせず、両の手にダーツを握る。

　ディエゴは生唾を吞のみ込みながら、右手に『水』の黒、左手に『金』の白のダーツを、レラと同じように持つ。すると。

「万ばん象しよう法ほうを操る大海の民よ。あなたは何者ですか」

　唐突にディエゴの耳に、はっきりと意味の通る言葉が聞こえてきた。

「……俺の言葉も、君に通じているのか」

「このパホの力が持つ間だけ」

　会話が成立し、ディエゴの心臓は大きく跳ねた。

「パホ……ダーツのことか？」

「我々は万ばん象しよう法ほうの媒介であるパホ、としか呼ぶことができません。あなたの力は不完全ですが間違いなく万ばん象しよう法ほうの発現です。大海の者なのに、万ばん象しよう法ほうを操るあなたに問います」

　レラの言葉が理解できるようになったからこそ伝わってくるものがあった。

　それは、憎ぞう悪おと、それ以上の恐怖と、そして悲しみだった。

「あなたは、この……この力を、どこで手に入れたのですか……誰から奪ったのですか」

　ディエゴは目を瞬まばたかせる。

　つい先日、全く同じ問いを、全く違う人物から受けていたからだ。

『その力、どこで手に入れた。誰から奪った』

　それもまた、金色の瞳を持つ女からだった。

　大洋を挟んで果てしなく遠い距離を置いて二人は、面識があるのかもしれない。

　あの夜の金色の瞳の女もレラも、ディエゴが陰陽術の力を誰かから強奪したと思っているようだった。

　新大陸の民と思おぼしき二人がそう考える理由を、ディエゴは頭の片隅で考えたが、

「私を……私を守るヴィルハの封印……それを解いたのはあなたでしょう！　あなたは、ヴィルハ族から、私の一族から万ばん象しよう法ほうの力を奪ったのですね!?」

　答えはすぐにレラからやってきた。

　ヴィルハの封印。私の一族。

　ホアキンはこの少女の部族の若者を、奴隷として本国に送ったと言っていたではないか。

　金色の瞳の女もレラも、ディエゴがそのヴィルハ族からこの『万ばん象しよう法ほう』の技術を奪ったと考えているのだ。

「信じられないかもしれないがこれは君の言う『万ばん象しよう法ほう』じゃない。俺が独学で学んだ術だ」

　ディエゴとしては正直にそう言うしかなく、レラの反応はあの金色の瞳の女と同じだった。

「噓うそを言わないで！　大いなる古いにしえの時から紡つむがれた万ばん象しよう法ほうの封印が、そんな程度のことで解かれるはずがありません！」

「本当なんだ。ヴィルハというのが君の一族の名なんだな？　残念だが、そういった名の人達には出会ったことが無い」

「そんな……バカな……」

　ディエゴが言いきると、レラはショックを受けたように虚うつろな目で力を抜いた。

「では…………ではそれなら…………私の父は、どこに行ったのです？」

「！」

「母は……姉は、弟は、妹は、長のヴーハモーディ様は、どうしたというのです？」

　ディエゴは、言葉を失った。

「…………許さない」

「……っ！」

「私は決して、あなた達を許さない！　私達を騙だまし、私達から奪い、私達の全てを破壊したあなた達を、いつか必ず破壊する！」

　怨えん嗟さと、慟どう哭こくをただディエゴはぶつけられるがままに受けた。

　ディエゴ自身が、直接的に何かの罪を犯したわけでは無い。だが決して、レラに反論することは許されない。

「我らの大いなる友、タンカムイが、あなた達を一人残らず叩たたき潰つぶすその日まで、私は決してあなた方を許さない!!」

「……タンカムイ？」

　レラの憎ぞう悪おの中から、違和感のある言葉をディエゴの耳が捉えたその瞬間だった。

「なんだぁ!?　喋しやべらないと聞いていたが、随分と騒がしいではないか、あぁん!?」

　レラの怨えん嗟さの声すら制圧するような甲高く耳みみ障ざわりな声が、地下牢ろうの空間に響き渡った。

　ディエゴが振り向くと、そこにはひきつった顔のアルバロとホアキン、そしてクリス提督がいる。

　ディエゴは反射的にレラの手からダーツを奪い、自分は二本のダーツを握ったまま手を後ろに隠した。

「目覚めて三日、飯を食う以外は何もしないらしいが、何か情報は引き出せそうなのか!?」

　相変わらず傲慢な態度を消そうともしないクリス提督目がけて、レラが喚わめいた。

「あなたは大海の民の長クリス・コロン！　我が一族の恨みを背負って死ぬがいい！」

　この場でレラの言葉を耳で理解できているのはディエゴただ一人である。

　レラはダーツを持つディエゴの言葉は理解できるが、クリスの言葉は分からないはずだ。

　だが双方、言葉のニュアンスは伝わるため、クリス提督は露骨に不快そうに顔を歪ゆがめる。

「十年寝ていた割にはよく喚わめくな。好意的な言葉でないことだけはよぉく分かるぞ」

　だがすぐにイヤらしいにやにや笑いを浮かべると、隣のアルバロの肩を叩たたく。

「どうだアルバロ志願兵、これだけ喚わめいていれば多少は言葉も聞き分けられよう？　なんなら適当に拷問でもして、強引に叫ばせても良いぞ？」

「い、いえ、提督、それじゃ普通の言葉が分からないので……」

「ならそのときは普通の言葉を喋しやべれと命じながら鞭むちを振るえば良い！　ホアキン！　この娘を牢ろうから出せ！　拷問にかけるぞ！」

「え!?」

　クリスの命にアルバロは狼狽うろたえ、ホアキンは素直に従おうとする。

　レラも、クリスが自分に何をしようとしているかは理解したらしく、益ます々ます憎ぞう悪おと嫌けん悪おの目でクリスを睨にらみ上げた。

　だが、ディエゴの言葉が空気を変えた。

「お待ち下さい提督、船長。今この娘を牢ろうから出してはなりません」

「なぁにぃ？」

「どういうことかね」

　ディエゴの反抗に、クリスは額に青筋を浮かべ、ホアキンは眉を顰しかめる。

「調べて分かったのですが、この娘にはまだあの水の棺の魔術がかかったままなのです」

「なんだと？」

「貴様、あの忌いま々いましい水を排除しきっておらんのか!?」

　アルバロとホアキンとクリスはディエゴの言葉にそれぞれの反応を示したが、一番驚いているのは他ならぬレラだった。

「……何を？」

「あの水は、この地に住んでいた者がこの娘を守るためにかけた術のようです。俺がこの娘に触れようとしたら、どこからともなく水が浮かび上がってきてまた体を包み込もうとしました。あの水がまた出現したら、もう一度解除できる自信はありません」

「ふむ、確かに、床もディエゴ君も、随分と濡ぬれているようだが」

　ホアキンは先程ディエゴが不意打ちをくらった痕跡である床の水気に気づく。

「今少し、俺に状況を解明する時間を下さい。こうして喋しやべるようになっているのです。痛めつけて万が一にも殺してしまっては元も子もないでしょう。なぁアルバロ」

「え？　あ、う、うんそうだな。喋しやべってくれるなら、もう何日かかければ日常会話程度の意思疎通はそう難しいことじゃないです、多分、はい！」

　クリスとホアキンはしばらく二人を交互に見ていたが、やがて諦めたように頷うなずいた。

「ふん、仕方あるまい。ならばもう三日だけ待ってやろう。三日だぞ、良いな!?」

「はい。三日ですね」

「は、はい！」

　ディエゴはあくまで無表情に、アルバロは弾はじかれたように頭を下げると、クリスはホアキンを連れて地下牢ろうを去った。

　二人が階段を上がる音が聞こえなくなってから、ディエゴは胸をなで下ろしつつ、再びレラの両手にダーツを摑つかませた。

「……今ので私を助けたつもりですか？」

「いや、そんなつもりは無いよ」

　挑むようなレラの声に、ディエゴは力なく首を横に振る。

　実際問題、今のディエゴには、たとえ陰陽術を駆使したところでレラをここから助け出すことはできないし、レラもディエゴを信用しないだろう。

「では何故なぜ。彼は大海の民の長でしょう。私から何か聞き出しに来たのではないのですか」

「そうだ。だがそんなことは俺が絶対にさせない。三日のうちに、必ず何か手を見つける」

「ディエゴ？　ディエゴお前何言ってんのさっきから。何かこの子と普通に会話してるように聞こえるんだけど」

「あなたは三日と言いましたが、それがあの男に課せられたなんらかの期限なのでしょう。私はたった三日命が長らえたからと言って、あなたを許したりしませんよ」

「別にそれで許してもらうつもりは無いし、許してもらえるとも思ってない。ただ、俺は必ず君を守る。この都市から逃がす。君の一族の血を絶えさせたりはしない」

　レラは、束つかの間ま驚きに目を瞬またたかせた。

「私を逃がす？　大海の民であるあなたが？　そんなバカな話を、私が信じるとでも？」

「信じてくれなくて構わない。だが、俺は俺の正義に従って、君の命を絶対に守る」

「ディエゴっ!!　無視すんな！　そっちも！　俺の分からない言葉でディエゴと喋しやべるなっ!!　なんなんだこの状況!!」

　自分の存在を完全に無視して違う言葉同士で意志疎通するディエゴとレラにアルバロは割って入るが、レラはうるさそうに顔を顰しかめるだけでアルバロを見ようともしない。

　だが、アルバロの言葉からあることを聞き取って、ディエゴに尋ねた。

「……あなたの名は、ディエゴと言うのですね」

「君の名はレラ、でいいんだよな？」

　ディエゴの青い瞳と、レラの黄金色の瞳が一瞬交わり、このとき初めてレラの瞳から憎ぞう悪お以外の感情が向けられた。

「あ！　今お互い名前確認したんだな!?　おいどういうことか説明しろ！　そうじゃねぇと俺今すぐ提督に告げ口に行くぞ！　嫌ならちゃんとどういう状況なのか教えろ!!」

「五月蠅うるさいですね。彼、アルバロと言いましたか。何者ですか。何を騒いでいるのです？」

「アルバロは俺の、まぁその、一応、友達って感じだ」

「なんで一応って言った!?　なんでちょっと躊躇ためらった!?　なんでちょっと曖昧な言い方した！　っていうか本当に言葉通じてるのか!?　どうなんだよ!?」

「騒がしいけど悪い奴やつじゃない。レラ、一つ頼みがある。俺は毎回君にダーツを渡すわけにはいかない。三日のうちにこのアルバロと、できるだけ会話をできるようになってほしい。そうすればそれだけ、君を助けるチャンスが増える」

「……いいでしょう、分かりました。ただし」

　レラは思い出したように、ディエゴをきつい目でにらむ。

「もし私を裏切ったら、私はあなたの魂に決して消えぬ呪いをかけます。お忘れなきよう」

「呪いなら昔から背負いっぱなしだよ。それに……」

　ディエゴはその言葉と視線を、平然と受け止め、そして苦笑しながら喉に手を当てた。

「多分だけど、もし君をイスニアに引き渡してしまったら、どのみち俺は殺されてしまう気がするんだ。多分……俺の動向を見張ってる君の友達にね」

「……？」

　首を傾かしげるレラにそれ以上は言わず、ディエゴはアルバロの肩を叩たたきながら背を向けた。

「アルバロ、レラは喋しやべってくれるようになった。俺も時々様子見に来るけど、とりあえず後は任せた」

「は？　へ？　お、おい!?　どういうことだよ!?　訳分からねぇぞ説明しろよおい!?」

　ディエゴは叫ぶアルバロを置いて、一度地下牢ろうから地上へと上がる。

　海抜が高い岬の砦とりでは、よく風が渡る。ディエゴは大きく息を吸ってから、意を決して総督府へと向かう。

　父に。クリス提督に、確かめたいことがあった。







　クリス提督との面会が許されたのは、結局それから二日後の、新月の夜になった。

　今夜一晩、月の光の恩恵を受けられないイスニアは、森の巨神に怯おびえながら必死に篝かがり火びを焚たき、身を寄せ合って震えているようにも見えた。

　ディエゴは自分が負った仕事は総督府の者には周知されているものとばかり思っていたが、ホアキンが言っていた通りレラのことはかなり上位の機密に属するらしく、顔見知りの門衛に出会うまでは一志願兵が提督に面会などあり得ないと追い返されてしまった。

「巨神や黄金の大樹について何か聞き出せたのか」

　執務室で顔を合わせたクリス提督のディエゴの顔を見るなりの第一声は、これだった。

　一応は実の父親だというのに何故なぜこうもこの男との会話は神経が疲れるのだろう。

　これならこの二日間、敵てき愾がい心しんこそ消えないものの、少しずつ話してくれるようになったレラとの会話の方が、まだ心が安らぐというものだ。

「情報をお求めなら、俺とアルバロが提督と面会するのに支障ないよう取り計らって下さい。かなり時間を無駄にしました」

「ふん、私がイスニアを統治するのに必要な時間と、貴様らの時間の価値を一緒にするな。こうして貴様の戯ざれ言ごとに付き合う時間も惜しいのだ。用件があるなら早く言え！」

　十年前まで軍人ですらなかった男に何ができるのか知らないが、ディエゴはここに来た目的を果たすべく口を開いた。

「あの少女は少しずつ話すようになってきています。日常会話をこれから手探りで解明していくことになりますが、アルバロは最低限の会話ができるようになりました」

「ふん。会話などどうでもいい。今の問題は巨神だ。巨神をどうにかできねば始まらん！」

　予想通りの反応。むしろ、望んでいた反応。ディエゴは一歩踏み込んだ。

「提督。あの少女から巨神の攻略法を聞き出した後は、どうするおつもりですか？」

「あぁん？　お前なんのためにこのイスニアに、新大陸に来た？　開発のためだろうが！　巨神を破り山野を拓ひらき、黄金の大樹に到達して本国が求める黄金と資源を手に入れるためだ！」

「なるほど、では、そのときあの少女は？」

「あぁ？」

「あの娘の今後の処遇を、提督はどうするおつもりですか？」

「どうするもこうするもあるか。あの娘は蛮族の娘だ。巨神を攻略し、黄金の大樹への道が開けたら用済みだ。あの歳としでは奴隷にしてもろくに働けもせん。我らへの恨みもひとしおのようだし、生かしておいても益はあるまい。それがどうした」

　分かってはいたが、ディエゴはこの答えを半ば確信していた。

　言げん質ちを取りたかったのだ。己の心に恥じぬよう行動するための、大義名分を。

「承知致しました。お時間を取らせて申し訳ありません。失礼いたします」

　ディエゴは思いのほか怒りを覚えなかった自分に驚きながら、一礼して執務室を去る。

　やはり、クリス提督は、父の性根は変わっていなかった。

　あのときのままだ。泣き叫ぶ自分から、愛する存在を奪ったあのときと。

　どんな手を使ってでも、レラを助けねばならない。ディエゴはそう固く心に誓う。

　あれから一日一度はレラに顔を見せていたが、不承不承ながらアルバロと会話をしているようだった。

　ディエゴは最初のとき以来、レラと陰陽術を用いた会話をしないようにしていた。アルバロの邪魔になってもいけないし、ホアキンに陰陽術で会話をしていることを勘付かれても面倒だからだ。

　それにやはり術を媒介にするよりお互いが生の言葉で通じ合えた方が最終的には誤解も手間も少なくなる。

　そしてアルバロなら、これまで取った杵きね柄づかで、この短期間でも日常会話くらいのことはやってのけるだろうという確信がディエゴにはあった。

　とりあえず、今日これから一度進捗を確認しに行こう。

　ディエゴがそう思ったときだった。




　ずぅ…………ん




　遠くで、何か大きな音がして、イスニアが揺れた。

　腹の底に響く鳴動に驚いたディエゴが、何気なく総督府の窓から外を見た瞬間だった。

「な…………んだ、なんだあれ!?」

　ディエゴは、叫ばずにはおれなかった。

　イスニアの端。海岸から競せり上がる丘の頂上。彼方かなたに難攻不落の森を望むイスニアの城壁。

　その城壁を砕き、屹きつ立りつする存在があった。

　ディエゴは駆け出していた。

　一秒でも早く、総督府から飛び出して、丘の上に立つ存在の正体を確認したかった。

　だが、ディエゴがそれをはっきりと確認するよりも早く、都市の悲鳴が正体をディエゴに教えてくれた。

「巨神だ!!　巨神が、巨神が街に!!」

　新月の夜、森の影がそのまま凝り固まったかのような巨神が、イスニアに降臨した。




　　　※




　イスニアの街は、大混乱に陥っていた。

　これまで森から決して出てくることの無かった巨神が、城壁を蹴破ってイスニアに侵入してきたのである。

　沖の船から砲撃するわけにもいかず、かといって森の際から入り江に向かう傾斜の高低差が激しい地形に広がるイスニアの街中では、動き回る巨神に対して機動力を持つ大砲の準備も無く、白兵戦など論外だ。

　万が一あるかもしれない巨神の侵攻に対し準備されていた備えといえば、城壁に設しつらえられた大砲くらいしか無いのである。

　誰もがなんの対処もできない間に、巨神は篝かがり火びを狙って潰しながら駆け下りてくる。

　新月の夜の闇に閉ざされながらわずかな光源すら失った町は、恐きよう慌こう状態に陥った。

　ディエゴが総督府から出たのは、丁度そのときだった。

　無数の篝かがり火びの中に飛び出してきた巨神を総督府の庭から見たディエゴは、またも大きな衝撃を受ける。

　ディエゴの目には、巨神はまるで巨大な土人形のように見えた。

　大型のボートほどもある足から地面の土を吸い上げ、体表の土が巨神の体の下から上へと循環しているように見える。

　そして何よりディエゴの目を引いたのは、巨神の頭部に当たる場所である。

　そこには何も無かった。

　巨大な足、巨大な腕、巨大な胴体。だが、人間なら頭があるはずの部分が巨神からはすっぽり抜け落ちており、代わりにそこには明滅する複数の光があった。

「森の、巨神……まさか、巨神は……」

　もっと近づきたい。近づいて、あの頭部を観察したい。そこにはきっと、ディエゴがずっと追い求めてきたものがあるはずだ。

　そうしている間にも、巨神は触れるもの全てを蹴り壊しながら、真まっ直すぐにレラの幽閉されている双子岬の塔を目指して驀ばく進しんしてゆく。

　その姿を見たディエゴは、確信した。

　巨神の光の中に、カルディスで出会ったあの金色の瞳の女がいる。

　レラの年齢であれほど見事に陰陽術を扱えるのなら、あの金色の瞳の女なら更に洗練された力を使うことだろう。

　それがこのタイミングで攻勢を仕掛けてきた理由は一つしかない。

「レラの水の術が解けたことに気づいて、奪い返しに来たんだな」

　そのとき、双子岬にたどり着こうとする巨神の腕が、なんの前触れもなく砕けたのがディエゴの位置から見て取れた。

　同時に巨神の歩みが止まり、人が負傷したときのように、その場に膝を付いた格好になっている。

「巨神は森から出てこない……いや、出てこられない？　まぁいい、考えるのは後だ！」

　巨神にブレーキがかかったことで、ディエゴの方が僅かに早く双子岬の灯台にたどり着くことができそうだった。

　ディエゴは腰のポーチからイスニアで新調した黒と赤のダーツを取り出すと、体勢を立て直した巨神が岬の麓までやってきたのを確認してから、レラの地下牢ろうへと飛び込んだ。

「なんなんだよなんなんだよなんの騒ぎなんだよ!!」

「お前は何をやってるんだよ」

　地下牢ろうまで駆け下りると、なんと涙目のアルバロが、レラと一緒に鉄てつ格ごう子しの内側に入っているではないか。

「だってすげぇ地響きとか物が壊れる音とか怒号とか聞こえてきてお前これ戦争じゃねぇのってくらいの大騒ぎでこの建物古いし地震とかだったら崩れるんじゃねぇかと思ってせめて鉄てつ格ごう子しの中なら少しは助かる確率上がるかなーとか思って俺あの」

　外の騒ぎを聞きつけてパニックに陥っているらしいアルバロを早々に無視し、ディエゴはレラに向き直る。

　レラは冷たい横目でアルバロを見つつ、まだ少しディエゴを警戒しているようだが、ディエゴは言葉を通じさせるための黒と白のダーツを放って渡した。

　そして『火』の赤のダーツの先端を、レラの手を牢ろうに繫つなぐ鉄てつ環わに当てて破壊すると、はっとするレラの顔を真まっ直すぐ見た。

「俺の手柄でもなんでもないけど、どうやら迎えが来たみたいだ」

「迎え……？」

「森から現れた巨神が、すぐ近くまで来ている。多分君を迎えに来たんだ」

「えっ！」

　レラの顔に、驚きと喜色が浮かぶと同時に、アルバロの顔色が極北の海のような色になる。

「ディエゴ今、巨神っつった？」

「ああ」

　ディエゴは頷うなずきながら、手て際ぎわ良くレラの手足の錠をすべて壊した。

「レラ」

「……はい」

　レラは自由になった己の体を愛おしむようにさすっていたが、ディエゴの顔を見上げてすぐに表情を引き締めた。

「森から来た巨神は、イスニアの中では上手うまく動けないようなんだ。理由は分かるか？」

「……それは……最も早はやこの土地が、そうなってしまったから、としか」

「やはりそうか」

　自分の想像が裏付けられ、満足したディエゴは頷うなずくと、ポーチの中から五色のダーツを無造作に取り出して束でレラに手渡した。

「ディエゴ!?」

　陰陽術、或あるいは万ばん象しよう法ほう発現の媒介となるダーツを捕虜であったレラに渡すのは、単純に絶大な威力を持つ武器を渡すことに等しい。

「それだけじゃ足りないか？　じゃあまだ沢山あるから、もう少し渡しておく」

　だがディエゴは構うことなく更にレラにダーツを分け与えた。

　呆ぼう然ぜんとするレラに、ディエゴは言った。

「俺の陰陽術は力は弱いかもしれないが、この町の中でもきちんと働く。多分このダーツが関係してるはずだ。君ならできるか？」

「……」

　レラは何度もディエゴと手の中のダーツを交互に見ながら力強く頷うなずいた。

「よし。なら一つ、頼みがあるんだ」

「頼み、ですか？」

　レラは首を傾かしげ、ディエゴは心の震えが止められないほどの勇気で告げた。

「俺達を、君達と一緒に連れていってくれ」







　地上に出たディエゴは、まさしく見上げるような巨体を誇る巨神を、ほとんど憧どう憬けいの眼まな差ざしで見つめていた。

　これほどに拓ひらけた場所で、冷静に観察できれば分かる。

　目の前の巨神はあちこち破損してしまっているが、この偉容の正体は新大陸の神でもなければ生き物でもない。

　人間が操縦する巨大人形なのだ。

　奇くしくもカルディスを出るときにアルバロの言った通り、自分の研究が一気に進むかもしれない事態を迎え、ディエゴは感動に心が震えるのを止められなかった。

　ディエゴはこの巨神を求めて、陰陽術を研究してきたのだ。

「やはり貴様か!!」

　ディエゴの想像を裏付けるように、巨神の頭からスピネイア語で、聞き覚えのある怒声が降りてきた。

「貴様がヴィルハの封印を……本で学んだなどと、フザけた事を！」

　破損した巨神から身を乗り出すその顔は、見慣れない拵こしらえの仮面に覆われていた。

　だが仮面の目から見える瞳の色は、見間違えるはずがない。

　あの夜自分を襲った、金色の瞳の女だ。

「待ってくれ！　俺は噓うそは言っていない！」

　ディエゴは負けじと声を張り上げた。

「俺は君の敵じゃない！　君の仲間のレラはここにいる！　こちらはレラを解放して、そちらに引き渡す用意がある！　必要ならば町から脱出する手引きもする！　だから話を聞いてくれ！」

「……なんだと!?」

　戸惑う気配が降りてきて、ディエゴは相手がこちらに興味を持った手ごたえを得る。

　ここまで来れば、あとは実際にレラを渡せば、目的のほとんどを達成したも同然だ。

　この段階になってディエゴは、ようやく巨神から視線を外すと、背後の灯台の入り口に向かって手を振った。

　果たして灯台の入り口がゆっくりと開き、レラとアルバロが連れだって現れた。

「ああ、この日をどれだけ夢見たことか!!」

「ひええええええええええええ!!　巨神っ!!　巨神がああああ!?　いやああああ!?」

　巨神を真正面から見上げた二人の反応は対照的だった。

　レラは歓喜に身を震わせて巨神の主に大きく手を振り、アルバロはその場で腰を抜かしてへたり込んでしまった。

「レラ!!　無事か！　無事かああああっ！」

　すると巨神の主もレラを認めてか、大声で手を振り、

「ええ！　無事です！　私はなんともありません！」

　レラもそれに返事をする。

「あなたこそ大丈夫なのですか!?　本来の姿を失ったこの土地まで来てしまっては、あなたのタンカムイでは……」

　また出てきた『タンカムイ』という言葉に、ディエゴが眉を寄せたそのときだった。

「あっ!?」

「くっ!!」

「ひいぃっ!?」

　レラと巨神の主、そしてアルバロの悲鳴が同時に起こった。

　巨神の全身から淡い燐りん光こうが消え、唐突に無数のヒビが走りはじめたのだ。

　大理石の彫像に楔くさびを打ち込んだかのように胴体の中心からヒビが放射状に広がったかと思うと、乾いた泥人形のように、ぼろぼろと形を失いはじめる。

「ああっ!!」

　その瞬間、巨神の主は崩れゆく巨神の上から曲芸のように身を躍らせ、大地に降り立った。

　顔の全てを覆う仮面には華やかに染められた鳥の羽根が突き立ち、褐色の肌にレラが纏まとう衣装と似たベストを着、腰に見覚えのある短剣を差している。

　森の獣の如ごとくしなやかな動きで大地に着地した巨神の主、金色の瞳の女は、流れるような動作で、房付きの短剣を抜き放つと、一瞬でディエゴとの間を詰めて短剣の切っ先をディエゴ目がけて繰り出すが、

「ディエゴ!!」

「待って下さい!!」

　アルバロとレラの悲鳴が、巨神の主の短剣を止めた。

「レラ！　何故なぜ止める！　この男は……」

「この二人は違います！　この二人は、私をクリス・コロンから守ってくれたのです！」

「なんだと!?」

　レラは必死で巨神の主を止めようとするが、金色の瞳の女はなかなか納得してくれない。

　だがそのとき、岬の下の方でイスニア兵達の様子が何やら騒がしくなった。

　巨神が消滅したことに気がついたのだ。

「今は言い争っている場合ではありません！　兵達がやってきます！　あなたのタンカムイはもうここでは出せないでしょう！　私のタンカムイで、海から逃げます！」

「…………」

　金色の瞳の女はしばし躊躇ためらっていたが、やがてディエゴに突きつけていた短剣を引く。

　そして、まるで納得していないことがはっきり分かる敵意に満ちた視線でディエゴを警戒しつつ、レラに視線を移した。

「レラ、しかし私のパホは、無理にタンカムイを呼んだせいでもう……」

　巨神の主が無意識に仮面に手をやる。

　ディエゴは仮面に突き立つほとんどの羽根が色を失い、乾いてゆく様子を目の当たりにした。

　するとレラは、金色の瞳の女に手の中のダーツを見せる。

「恐らく彼が……ディエゴが作ったこのパホならば」

「この男のパホ……」

　レラは重く頷うなずくと、ディエゴに尋ねた。

「ディエゴ、本当にあなたもついてきてくれるのですね？」

「ああ、俺が君の役に立てるなら。迷わずついていける理由は逃げてから話す」

「分かりました。アルバロも？」

「もちろんだ。おいアルバロ立てるか。逃げるぞ」

　相変わらず腰を抜かしたままのアルバロは、突然指名されて、そのまま卒倒するのではないかと思うほどに過剰な反応を見せる。

「え？　へ？　逃げる!?　どこに!?　ってか誰と？　何かお前今、レラちゃんと一緒にどっか行くみたいな話してた!?　なんでそんなことすんの!?」

「流石さすがだなアルバロ。ちゃんとレラが何言ってるか分かるようになってるじゃないか。そうだ、レラとこの人と四人で逃げるんだよ」

「なんで!!　どうして!!」

「イスニアの最高機密を巨神の秘密も聞き出さずに逃がして、ただで済むと思ってるのか？」

「逃がしてって俺レラちゃんを逃がすなんて聞いてないし、そもそもなんでお前がレラちゃんと一緒に逃げる必要があるんだよ!!」

「そういう疑問にも後で答えてやる。レラ、頼む。どうすればいい。アルバロは立てないみたいだから俺が担かつぐ。おいほら摑つかまれ」

「え？　わ？　うわっ!?　ディエゴちょっと!?」

「分かりました。岬の下から逃げます。ディエゴ、私の手を決して離さないで下さいね！　行きますよ！」

　レラの合図で、三人は一斉に走り出し、ただ一人されるがままのアルバロは、その行く先を見て恐怖に顔をひきつらせた。

　三人はこの岬を、イスニアの街とは逆方向に走っている！

「ちょっと待ってお前ら何しようとしてんのやだバカやめて俺残る残して大人しく処刑されるそんなやだ頼むからバカなことしないでやめてお願いだから待って待って待っていいぃぃやああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………!!」

　アルバロ一世一代の悲鳴が、イスニアの海に響き渡った。

　レラもディエゴも金色の瞳の女も、躊躇ためらうことなく岬の突端から海に向かって体を躍らせたのだ。

　海面までおよそ五十メートル。波なみ打うち際ぎわの浅い海底にはごつごつとした岩が転がっており、このまま落ちればその瞬間四人とも海の藻も屑くずか肉塊と化すしかない。

　だがそのとき、レラの手元からディエゴのダーツが四本、海面に向かって解き放たれた。

　するとどうしたことか、唐突に真下の海が逆巻き、四人目がけて水の柱を伸ばす。

　海面から五メートル程度のところで四人を受け止めた水の柱は、そのまま滑るように海上を動きはじめ、徐々に高度を下げながらやがて海面すれすれまで降りていく。

「な、なんだあれは!?」

　その頃になって巨神を追ってようやく岬の灯台までやってきたホアキン率いるイスニア兵達が見たのは、海上を滑るように遠ざかってゆく、海の水で形作られた巨神の姿だった。

　ホアキンの鍛えられた目は、闇に閉ざされた新月の海の上を、四人の人間が『水の巨神』に抱かれて恐るべき速度でイスニアを離れてゆくのを捉えていた。
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「ホアキン船長！　灯台の地下牢ろうはもぬけの空です！　誰もいません！」

「まさか巨神にさらわれたのではあるまいな！」

「ふ、船を回せ！　巨神を追わねば!!」

　最初の巨神に蹴散らされながらも、なんとか己の使命を全うしようとするイスニア兵達の意識の高さは尊いが、ホアキンは全てを諦めたように首を振った。

「今から船を回しても間に合うまい」

　水の上を滑る巨神の速度は、洋上で効率良く風を受けたガレオン船ほどもあった。

　今からのんびり港の船を出したところで、あの巨神の速度に追いつけるはずもない。

「やってくれたな、ディエゴ・コロン」

　ホアキンは忌いま々いましげに、だがどこか愉快そうに、巨神と共に消えた志願兵の名を呟つぶやいた。

「街の被害状況を確認しろ。崩壊した家屋の下敷きになった者の救出を最優先にするのだ。どうせあの水の巨神には追いつけん。提督には私が詳細を報告する」

　イスニア兵達に指示を飛ばし、各所に散開させる。

　そして不意に、明らかに先日までは存在しなかった奇妙な地面の盛り上がりに目を落とす。

　それはこれまでの原則を破って森から飛び出してきた土の巨神の乾いた残骸であり、ホアキンは残骸の上に落ちている、見覚えのあるものをつまみ上げた。

「……陰陽術、か」

　ホアキンは呟つぶやく。

　つまみ上げられたのは、色が抜けて灰色に乾燥した、黄金色の芯を持つ羽根であった。







「大丈夫ですか。アルバロは生きていますか？」

　水上を滑るように移動する巨神の腕に抱かれながら、白目を剝むき泡を吹いて失神しているアルバロをレラが心配そうに見る。

「大丈夫。生きてるよ。こう見えて、結構頑丈でしぶといから」

「そ、そうですか。ならいいのですが……」

「それより、凄すごいな、水に乗ってる。これも万ばん象しよう法ほうなのか？」

「はい。『タンカムイ』はこの地に生きる我らに力を貸してくれる大いなる友です。随分小さいですが、恐らくあなたのパホを使ったからでしょう」

「大いなる、友」

　ディエゴは改めて自分達を運ぶ水の巨神を見下ろす。

　大きさは先程の土と木の巨神と全く違う。液体である水がこのようにディエゴ達を運べるように形作られていることに驚きを禁じ得ない。

「レラ！　喋しやべり過ぎるな！　そいつはヴィルハの技を奪った男だぞ」

　すると、突然レラを咎とがめるような声を上がる。

　驚いてそちらを見ると、金色の瞳の女がディエゴを睨にらんでいた。

　スピネイア語ではなく、新大陸の言葉だった。

「……そう……なのでしょうか」

　金色の瞳の女は、まだディエゴの陰陽術はレラの仲間から奪い取った力だと考えているようだ。この短時間で疑いを晴らすのは無理だとは思っていたが、そこで気づいたのが、レラのディエゴへの敵意は、ほとんど感じられなくなっていることである。

　こちらはこちらでこの短期間にレラから信頼を得るようなことをした覚えは無いのだが、ディエゴのその疑問を感じ取ったか、レラは一瞬、失神してひっくり返っているアルバロに目配せして言った。

「それはまた後で」

「あ、ああ……って」

　女の仮面越しの睨にらみに気づいたディエゴとレラは、それきり黙り込んだ。

　レラが操っているらしい水の巨神はイスニアの岬が見えなくなるほど海岸線を走り、やがてゆっくりと岸に向かって近づきはじめた。

　新大陸の沿岸はほとんどが海抜十メートル以上の崖になっており、そうでないところは魑ち魅み魍もう魎りようや巨神のうごめく森に埋め尽くされている。

　水の巨神は、海岸線まで迫った森のほとりに到着すると、海面からするすると背丈を伸ばし、陸地と同じ高さまで四人を押し上げる。

　最初に金色の瞳の女がひらりと陸地に飛び移り、まだ岬からの落下のショックが収まらないアルバロをディエゴとレラが二人がかりで引き上げた。

　四人が降りると水の巨神は撚よられた毛糸がほどけるように形を失い、後にはただ静かな海面だけが残った。

「す、すごい、これが巨神……わっ!!」

　水の巨神が消える様に見入っていたディエゴは、唐突に背後から襟首を摑つかんで引き倒され、天地が回転したと思ったら背中から地面に落ちていた。

「がはっ!?」

「ローゼン！」

　肺から空気が絞り出された途端に、喉元に短剣を突きつけられ、それを見たレラが悲鳴を上げる。

　そしてその仮面を上げた、ローゼンと呼ばれた金色の瞳の女が言葉を発した。

「大海の者、私が分かるな？　カルディスの港で二度、会っている」

「……ああ……希望の灯エスペランサ・フアーロ号にも、乗ってたみたいだな」

「質問は私がしている」

　ローゼンという名らしい女は、硬い口調で続けた。

「貴様に最後の機会をやろう。正直に話せ。万ばん象しよう法ほうの力を、どこで手に入れた」

　これは、予想できた問いだった。

　だからディエゴは、一貫して真実を答えた。

「俺の術は俺自身が学んで編み出した。俺は、ヴィルハという人達……レラの家族や仲間には、会ったことが無い」

「貴様が手に入れたという本は見た。だが我ら黄金の瞳の民と、星が幾百巡りもする中で育んだ大いなる友と結んだ奇跡を真似まねたのみならず、ヴィルハの封印を解くまでのことを若造のお前が編み出すなど、信じられるか！」

　一度で信用してもらえるとは思っていないが、さりとて自分を若造と罵るほどローゼンが歳としを取っているようにも見えないことに、逆におかしくなってしまう。

「簡単に信じてもらえるとは思ってない。でも、俺はつい最近イスニアに来て、それまでは故郷の街で人とほとんど関わらずに隠いん遁とん生活を送っていた。ヴィルハの民のことはどんなに脅されても、拷問にかけられても、知らないからどうしたって話せない」

「なら殺すまでだ！　お前の万ばん象しよう法ほうはヴィルハの封印を解いた！　我らの災いとなる！」

　ローゼンの短剣の切っ先が喉に食い込むのを感じながら、ディエゴはためらわずに言った。

「俺を脅おどすなら他のことを聞いたほうがいいし、脅おどさなくたって分かることは素直に教える。あの街のことなら君が暴れたから色々壊れたが、どこに何があって、偉い奴やつがどこにいて、どこに武器があるか、概おおむね分かる」

　一瞬、ローゼンの口調が訝いぶかしげに沈んだ。

「……何が言いたい」

「森の巨神は、君達が自分達の土地を守るために操っていたんだろう？　だったら俺は君達の戦いに手を貸したい」

「ディエゴ？　何を言っているのです？」

　ディエゴの冷静な言葉に動揺したのは、レラだった。

「あの街……イスニアにいる連中は、この土地に住んでいる君のような人をヴィルハの人々のように連れ去り殺し、この土地にある全てを奪うつもりだ。そんなことは、俺は絶対にさせない。俺は、君達を守りたい」

「……本気なのですか」

「レラ、信じるな。大海の民だぞ」

「ローゼン、でも……」

　レラが揺れているからこそローゼンは毅き然ぜんとしていられるが、それでも短剣の切っ先が喉から離れてしまったことにローゼン自身が気づいていなかった。

「……むひゃ……？　え？　あ、ここどこ……ってうぇぇぇぇぇ!?　ディエゴ!?」

　そのとき気絶していたアルバロが目覚めて、すぐさま状況を把握し悲鳴を上げる。

「アルバロ！　ややこしくなるから黙っててくれ！」

「うるさいですアルバロ、黙っていて下さい！」

「そっちはどうでもいい！　どこへなりとも失うせろ！」

「なんで目覚めた途端に色とりどりの罵声を浴びなきゃいけないの!!」

　アルバロは反射的に涙目で抗議するが、三人はそれを無視した。

「ローゼン。大海の民は確かに信用はできません。でも、ディエゴは私を拷問から守り、脱出に当たりパホを渡してくれました。それに免じて話を聞いてあげることはできませんか」

「レラ……しかし」

「ディエゴは大海の者にタンカムイを打ち破らせることもできるのに、それをせずに私達に味方すると言っています。これは私達にとって悪い事態ではないはずです。ディエゴが噓うそをついていたなら、殺すのはそのときでも遅くありません」

「……………………くそっ」

　レラの真摯な訴えに、ローゼンは渋々と言った様子で短剣を引き、ゆっくり起き上がるディエゴを睨にらむ。

「……どうやったのかは知らんが、お前は随分とレラの信頼を得ているようだな」

「いや、実はそれほどのことをした記憶は無いんだけど……」

　ディエゴ自身、たった三日の間にどうしてレラがここまで自分の肩を持ってくれるようになったのか理解できないのだが、レラはそれをアルバロのおかげだと言っている。

「何、なんか話ついたの？　穏便に解決しそうなの？」

　アルバロは様子が変わったことに気づき、恐る恐る言い、その場で三人の注目を集めまた身を竦すくませる。

　ローゼンはアルバロの様子を見て深くため息をつくと、改めてディエゴを睨にらんだ。

「予あらかじめ言っておく。私はレラを信じたのだ。お前を信じたわけではない」

　ローゼンがレラにとってどういう人物なのかは分からないが、侵略を受けた側の人間としては当然の反応だろうとディエゴは思った。

　だが、ローゼンの真意は、ディエゴが想像したものとは少々違ったものだった。

「自分の同胞を裏切ると簡単に言ってのける者を、信用することはできない」

「！」

　ディエゴは軽く衝撃を受けた。

　なるほど、確かに自分がレラやローゼンに味方するということは、即すなわちイスニアとスピネイアを裏切る、ということだ。

　これでは命惜しさに適当なことを言っているという疑いがかかっても仕方ない。

「すまない。確かに君の言う通りだ。そりゃ、裏切り者をそう簡単には信じられないよな」

　ローゼンの言うことに今更気づいて気落ちするディエゴの顔を見て、ローゼンはむしろ意外に思った。

「でも君達に味方したいって気持ちは本当だ。俺は元々兵士でもなんでもない。陰陽術……君達の言う万ばん象しよう法ほうだって、違う形で色々な人のために役に立てばと思っただけで……」

「……妙な男だ」

　本心から狼狽うろたえて、言い訳がましく言葉を並べるディエゴを見るローゼンの表情が微かすかだが緩み、レラはといえばどこか慈しむような笑顔で必死なディエゴを見ている。

「お前を信じることはできない。だが」

　ローゼンはもうディエゴを睨にらむようなことはせず、狩猟と戦闘の果てにあって尚なおたおやかな手をディエゴに向かって差し出した。

「レラを信じる。だから、お前がレラを守ってくれようとしたことは信じる」

　ディエゴは、思いもかけず差し出された手を呆ぼう然ぜんと見る。

「ディンナ族の戦士、ローゼンだ」

「……ディエゴだ。あっちは、アルバロ」

　ディエゴはおずおずと、握手のために差し出されたであろうローゼンの手を取ると、戦士の名乗りに相応ふさわしい強い力で握り返された。







「あのさぁ、ディエゴ、さっき一応の信頼関係が築かれたって空気にならなかった？」

「そうだな。それで？」

「うん、それでさ、それなのになんで俺達こういう扱い受けてるわけ？」

　アルバロが言うこういう扱いとは、ディエゴとアルバロを拘束する蔦つたの縄である。

　まさしく虜囚の憂うき目めに遭っているわけだが、ディエゴは平然としていた。

「仕方ないだろう。俺達は今から捕虜としてローゼンの村へ連行されるんだ。彼女達にとって俺達は敵の一味で、そいつらが拘束されずに村にやってきたら警戒される」

「うん、それは分かる。でもな、俺はその前に言っておきたい。そもそもどうして俺達はこいつらの村に行かなきゃなんねぇんだよ!?」

　イスニア中枢の仕事を請け負ってこれから出世の糸口が開けるかもしれないところに、巨神の襲撃、ディエゴの乱心、果ては原住民に捕縛されてこんな鬱うつ蒼そうとしたジャングルを徒歩で連行されるなどアルバロの予定には全く無いことだった。

「歩きにくいし湿気が凄すごくて呼吸しづらくて気持ち悪いし、見たことねぇ生き物や虫がうようよいるし、一体俺が何したってんだよ！」

「今帰ったらレラを逃がした責任を問われて、反逆者扱いだぞ」

「分かってるよそんなことは!!」

「うるさいぞ二人共。静かに歩け」

　アルバロが叫ぶと、後ろからローゼンがスピネイア語で文句を言ってきて、その隣をレラが困ったような笑顔を浮かべながらついてくる。

「レラちゃんは分からないはずの言葉がなんとなく分かるようになっちゃってるし、こっちのお姉さんはスピネイアの言葉話してるし、一体どうなってんだよ」

　アルバロは不満げな顔でローゼンを振り返るが、鋭い眼光に睨にらみ返されて肩を震わせると強こわ張ばった顔でディエゴに顔を戻す。

「レラに関しては、お前がアテにしてた俺の研究と、その力に似た彼女達の技のおかげだ。ローゼンは少し前までスピネイアにいた。その間に言葉を覚えたんだろうな。どうやら希望の灯エスペランサ・フアーロ号に乗ってたみたいだ」

　ディエゴはアルバロに、自分の陰陽術やレラとローゼンの万ばん象しよう法ほう、彼女達について知っている僅かなことを簡単に説明する。

　その説明を聞いたアルバロは、レラの手に握られているダーツが、ほのかに光っているのを確認して、理解の及ばぬ事態に眉を顰ひそめた。

「俺が日頃お前に頼んで買っていたのは、俺の陰陽術を彼女達の万ばん象しよう法ほうのレベルにまで引き上げるための物なんだ。レラの封印を解いたのも、森の巨神や水の巨神を生み出したのもな」

「あのどでかい巨神を生み出したのが、人間だってのか？」

　アルバロは岬の灯台で目にしたローゼンの木と土の巨神の威容を思い出す。

「そうだ。俺はあれを自分の力で作るために、今まで研究を重ねてきたんだ」

「お前が何言ってるのかさっぱりわかんねーよ。それに、結局なんでこの二人に連れていかれなきゃいけねーのかって答えになってねぇぞ。その万ばん象しよう法ほうとやらを研究したいならお前一人で行けばいいじゃないか」

　アルバロの抗議に、ディエゴは軽く肩を竦すくめて言った。

「お前、最初に俺を新大陸に連れていこうとしたときなんて言った」

「は？」

「俺はこの森の向こうにアルバロを誘いたいんだ。お前の生命力は、頼りになる」

「いやだあああああああああああ!!」

「お前は嫌がる俺を海に引きずり出しただろう。今度は俺が森に引きずりこむ番だ」

「うるさいぞ、静かにしろ二人共！　あまり騒ぐと……」

　ローゼンの警告は一足遅かった。

「「「────！」」」

「で、出たああああああああああああああああああ!? !?」

　怒号と光る槍やりの穂先は、四方八方から突きつけられていた。

　それまで気配も影も見えなかったのに、いつの間にかローゼンと似たような衣装と似たような仮面を身に着けた屈強な体つきの者達に取り囲まれていたのだ。

　まさしくジャングルに降って湧いたとしか思えぬ出現ぶりにアルバロはその場で腰を抜かし、同じ蔓つるの縄に結ばれていたディエゴもつられて引きずり倒されてしまった。

「鎮しずまれ。私だトワルガ。ローゼンだ」

　するとローゼンがディエゴの前に進み出て、一番屈強な体たい軀くを誇る仮面の男の槍やりに手をかけ下ろさせた。

「ローゼン!?　ローゼンなのか!?」

　トワルガと呼ばれた男は、驚きよう愕がくの表情でローゼンを見つめる。

「一体いつ戻ったのだ！」

「つい先日だ。この者達は大海の民の街で捕虜にした。色々と聞き出すから殺すな」

「大海の民の捕虜だと？　ローゼン、お前村から出て今まで一体何を……」

　低い声が仮面の下から聞こえ、トワルガと呼ばれた男はディエゴの後ろにいる小柄なレラの姿に気づく。

「おお！　そこにいるのはヴィルハの巫女みこではないか！　なんと、ローゼンはヴィルハの封印を解き、巫女みこを助け、しかも大海の民を捕えたのか。なんと喜ばしいことか！」

　トワルガは仮面を脱いで、はっきりレラの姿を確認する。

　彫りの深い精せい悍かんな顔が最初は喜色に染まったが、それはすぐに当惑に変わった。

「……なんだか小さくないか」

「ち、小さいとは失礼ですね」

　レラは出会い頭に小さいと言われて頰を膨らませている。

「あ、いやすまぬ。だ、だが当代のヴィルハの巫女みこは、確かローゼンと同じ星の巡りに生まれたと記憶していたので、封印の間も年月を重ねているものと……」

「「え!?」」

　これに驚いたのはもちろんディエゴだ。

「何、ディエゴ、こいつ、なんて言ってるの？　ローゼンがなんだって？」

　まだ彼らの言葉を完璧には理解できていないアルバロが、パホを使っていないトワルガの言葉を聞き取れずにディエゴにせっつくが、ディエゴの心中はそれどころではない。

　レラの外見はどう贔屓ひいき目めに見ても十に届くかどうかというところだが、ローゼンはディエゴと同じか、もう少し上くらいと思われる。

　とてもこの二人が同い年には見えないが、とりあえず二人が驚いた声に驚いたトワルガ以外の戦士装束の者達に、またぞろ槍やりの穂先を近づけられてしまった。

　そのときに気づいたが全ての槍やりには、青赤黄白黒の五色いずれかの色の鳥の羽根の束が房のように取りつけられていた。

「如何いかに囚とらわれの身だったとはいえ背や体つきが随分と……あ、いや、すまない！」

「っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　レラは真っ赤な顔をして、目に涙を溜ためながらトワルガを睨にらみつけていた。

　トワルガもそれに気づき慌てるがもう遅い。

「酷ひどいです！　トワルガがこんな無礼な男になったなんて！　ローゼン！　『ヴィルハの巫女みこ』として『ディンナの戦王』に正式に抗議します！」

「落ち着けレラ。トワルガはヴィルハの封印がどういうものかよく分かっていないのだ」

「私だって好きでこんな体のままでいるわけじゃありません！　大海の民さえ来なければ、今頃私だってローゼンくらい！　ローゼン……くらい……」

　レラは涙目でローゼンの肢体を上から下まで眺めて、戦士としても女性としても、今まさに頂点と呼ぶに相応ふさわしい美しさを見てその場にがっくりと膝をつく。

「ローゼンくらいは……無理かも」

「な、なんだか私まで悪者にされた気配がするぞ」

　崩れ落ちるレラの様子にローゼンもトワルガも、勿もち論ろんディエゴもアルバロも他の戦士装束の者達も当惑するが、トワルガがふと我に返って改めて厳しい顔でディエゴ達を睨にらんだ。

「いや、その、そ、そうだ、ローゼン！　そもそもお前はいつ戻ったのだ!?　ヴィルハの民を救いに行くと言って一人で村を飛び出したのはもう星が二回りするほど昔になる。それになんなんだこいつらは!?　何故なぜこんな連中を我らの森に引き込んだ!?」

　トワルガのこの一言に、またもディエゴは度肝を抜かれる。

　ローゼンが件くだんのヴィルハ族を救い出すためとはいえ、たった一人でイスニアからスピネイアに向けて発する船団に潜み大洋を渡っていたとは思いもしなかった。

　しかも、星が二回り、とは要するに二年もの間、ということだ。

　ローゼンのスピネイア語が、訛なまりこそあるがほぼ完璧だったのは、そういうことだったのか。

「……こいつらの故郷は、恐ろしく広大だった。星が一回り、二回りする程度では到底ヴィルハの所在を摑つかむことはできないと悟った。諦めかけた折、この地に向かうこの男を見つけた。この男は、使い方次第では役に立つ」

「役に立つ？　どう見てもただの若造ではないか。体つきも細いし、人質に使えそうなほど位も高そうではない。なんの役に立つと言うのだ」

　散々な言われようだが、ここで反論してもトワルガの反感を買うだけなので黙っている。

　レラは未いまだに復活しないので、あとはローゼンに自分達の身柄の安全を任せるしかない。

　ローゼンは腰を抜かしているアルバロと、巻き添えで倒れたディエゴをちらりと見る。

「この二人は大海の民だが、彼らの助けで、レラを無傷で救うことができた」

「なんだと？」

「レラの身と心を守り、私と引き合わせた。それに……」

「なっ……！」

　突然ローゼンがディエゴの襟首を摑つかんで強引に立たせると、少しだけ芝居がかった様子で首を絞めるように抱き寄せ、ディエゴの腰にあるポーチからダーツを取り出す。

「お、おい！」

　先程レラを視覚だけで打ちのめした、大変魅力的な女性的肉体美を背中に感じて驚くディエゴだが、ローゼンは気にした様子も無くダーツだけ奪うとディエゴを突き放し、トワルガ達に色とりどりのダーツを見せる。

「奇妙なことだが、こいつは万ばん象しよう法ほうを操る」







　トワルガ達は渋々ながら、ディエゴ達をディンナの村に連れていくことを了承した。

　決定打はやはりディエゴが万ばん象しよう法ほうに似た陰陽術を操るという点だろう。

　ここでもディエゴはヴィルハの民から技を奪ったのだと糾弾されたが、立ち直ったレラがそれを否定してくれた。

「ディエゴは、ぶっきらぼうでぼんやりとしていますが、決して悪人ではありません」

「ん？」

「彼は故郷の港町の、日のあたらない洞窟のような家で万ばん象しよう法ほうの研究に明け暮れていただけです。船には強いですが頭でっかちで体はどちらかといえば貧弱で、彼のパホさえ奪えば万ばん象しよう法ほうを使われることもありません」

「そ、そんなに貧弱か……い、いや、そりゃイスニアの本職の軍人には劣るけど……」

「引き籠もりがちで世渡り下手で、人に言われると断れなくて、変人だからこのアルバロ以外友達がいなくて……」

「おい、アルバロお前まさか……」

　レラが微妙に事実と異なるディエゴ像を語るので、ディエゴも段々分かってきた。

「お、俺は何も……！」

　アルバロはディエゴの視線から逃げようとするが、無邪気なレラの言葉が追撃してきた。

「『私が大海の民の言葉を全く理解していない』と思い込んでいたアルバロが語ったことですから、恐らく真実なのでしょう。聞きとるだけなら、十年前から少しだけできていましたから」

「………………………………………………アルバロ」

「ずりーよなんだよそれ！　分かってたんならそう言ってくれよ！」

「うるさいぞ」

　レラの言葉を解析するように命じられた三日間、アルバロはレラの前であること無いこと色々とグチったようだ。

　ディエゴに足を踏まれて涙目になって叫ぶアルバロの尻を、ローゼンが容赦なく蹴る。

「ディエゴもアルバロも大海の民ですが、無法者ではありません。二人共、抗あらがう私を決して傷つけようとしなかった。アルバロは命じられたこととはいえ、あらゆることを辛抱強く正直に話してくれました。ディエゴは大海の長クリス・コロンを丸め込んで私の身を守ってくれた。それだけは信じて下さい。私は大海の民を憎みますが、罪なき者、恩ある者を憎むことをしたくありません」

「ほ、ほら、ちゃんと褒めたんだって！　な!?」

「お前以外にも友達はいたんだからな。カシアさんとか！　他にも、その、一応……」

　レラの真摯な訴えを台無しにするアルバロだが『ヴィルハの巫女みこがそう言うなら』とトワルガとディンナの戦士達は一応納得したようだ。

　そこから先は、ローゼンに代わりディンナの戦士達がディエゴとアルバロを捕虜として連行した。

　歩く道のりはローゼンに連れられていたときほど優しくはなかった。

　これまでイスニアが踏み分けられなかったジャングルは、奥に分け入るほど勾配がきつくなり、巨神すら凌駕する木々の枝葉は空を隠して時間の感覚を失わせる。

　およそ道らしい道は存在せず、ローゼン達に連れられていなければ自分が真まっ直すぐ進んでいるのかどうかすら分からない。

　夜になれば聞いたことの無い獣の声に怯おびえさせられるが、捕虜の身の上であるため拘束も解かれず、食事もイスニアの志願兵舎の初日の夕食が御ご馳ち走そうに思えるような、奇妙な生き物や未知の植物の丸焼きだった。

　イスニアを出てから三度の夜営をしたから、三日は経たった頃だろうか。

　流石さすがのディエゴも言葉少なになり、アルバロに至っては不気味な食事を拒み続けた結果、衰弱と緊張がたたって歩けなくなってしまい、仏ぶつ頂ちよう面づらのトワルガに肩で担かつがれている有あり様さまだ。

　だがそれでもディエゴとアルバロは、旧大陸のエウーレカ人として初めて、新大陸の難所、巨神の森を無事抜けることに成功したのだった。

　唐突に上にも下にも視界が開け、そこに見えたものにディエゴは息を吞のんだ。

　森の縁はイスニアの灯台の岬の倍以上は高低差のある崖であった。

　そしてその崖から先には、今までディエゴとアルバロが見たことも無い世界があった。

「「……！」」

　感嘆の声すら上げることができなかった。

　どこまでも続く青い空。果て無く続く草原の大地。地平線に屹きつ立りつする青と白の峰。

　スピネイアのどこを探してもこれほど雄大な景色は無いだろう。

　だがその中でも一ひと際きわ二人の目を引くのは、やはりあの黄金の大樹であった。

　まるで空と、大地と、山と、世界の全てがそこで生まれたのではと錯覚するほどに、黄金の大樹は巨大で偉大であった。

　拘束されてさえいなければ、その場で二人は神に跪ひざまずくようにして、大樹と世界の偉大なる存在感に膝を折っていたかもしれない。

　命あるものとして自然と畏敬の念を覚えてしまうほどに、その光景はある種この世ならざるものであった。

「大海の者にも、この光景の素晴らしさが理解できるか」

　ディエゴとアルバロの反応に、トワルガが満足げに頷うなずく。

「あれが『空の大樹』だ。全てに遍あまねく光を分け与える天の太陽の兄弟で、この地に住む者全ての憧れでもある」

『空の大樹』という名は、畏敬と共にディエゴの胸の中に深く染しみ入ってくる。

「そしてあそこが、我らディンナ族の村だ」

　トワルガが指さしたのは、崖の下であった。

　それまで遠くに見える景色に心を奪われていたディエゴは、トワルガに釣られて崖下を覗のぞき込こみ、流石さすがに足が竦すくむ。

　確かに崖の下の草原には、かなり大きな村落らしきものが見える。だが高低差がありすぎて、あそこが、と言われても生活する人間達がほとんど点にしか見えないのだ。

「まだ随分遠そうだな」

　ディエゴはその高低差を思えば、どこかに下りるための登山道のようなものがあるのかと考えた。だが、現実はディエゴの想像の遙はるか先を行った。

「ああ、久しぶりのディンナの草原！　ローゼン、トワルガ、私、先に行きますね」

　レラが、ディエゴの目の前で崖から身を躍らせたのだ。

「「はぁ!?」」

　これにはディエゴもアルバロも、口をそろえて叫んだ。

　岬の灯台から落ちたときとは違い、下は草原なのだ。土の巨神を出現させたとしても、水の巨神のように落下の衝撃を緩和してくれるとはとても思えない。

　だが、ディエゴが見ている前でレラはどんどん豆粒のように小さくなってゆき、最後に強い風が突然崖下から吹き上がってきてディエゴは目を閉じてしまう。

　慌てて目を開いてまた崖下を見下ろすと、つつがなく地面に着地した、レラらしき豆粒がこちらにむけて手を振っているのが辛かろうじて見えた。

　一体何が起こったのか分からず目を丸くするディエゴをよそに、ローゼンがトワルガ達に指示する。

「トワルガ達は先に行け。こいつは自分で下ろさせる」

「は!?」

　トワルガが返事するより先に、ディエゴの方が悲鳴を上げた。

「なんだその声は。もちろん縄は解く。万ばん象しよう法ほうを使えるなら降りられるはずだ」

「いやいやいや待て待て待て！　俺にはこんな所から飛び降りて無事でいる術なんか……」

「お前が知らないだけだろう。おいトワルガ、そっちはお前がそのまま連れていってくれ」

「分かった。だが気をつけろローゼン。そいつも大海の者なのだからな」

　トワルガはディエゴをローゼンと一緒に残すことが不安らしいが、それでも指示には従い縛ったままのアルバロを肩に担かついだ。

「え……ちょっと待って」

　アルバロは衰弱した目をはっと開いて、トワルガの肩の上で顔面を蒼そう白はくにする。

「これ、記憶にあるよ……最近こんなことあったよ。あのときは下が水だった。でも……俺って空気を読む力には自信があるんだ、このトワルガって人は俺を担かついだまま崖を飛び降りようとしてないか。はは……まさかな、いくらこいつらが妙な力を持ってるからって、鳥じゃねぇんだ。きっとこのまま俺を担かついで下に下りる道に向かってくれるんだよな。あははは」

「暴れるな、大人しくしろ」

　アルバロは声は冷静だが、体は正直なもので、子供に摘つまみ上あげられたミミズか尺取虫のように、トワルガの肩の上で、縛られたままの姿でぐいんぐいんと体をねじりながら抵抗する。

「おい待って今度は冗談じゃすまねぇよ人間である以上絶対やっちゃいけないことがあっ」

　ディエゴの側から、アルバロの声が急激に遠ざかった。

「噓うそだろおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……………………」

　アルバロの声が、まるで虚こ空くうに吸い込まれるようにして消えた。

　それが果たしてディエゴの耳に声が届かなくなるほど遠ざかったからなのか、アルバロが気絶してしまったからなのかは分からないが、とにかくディエゴの目の前で、アルバロはトワルガに担かつがれたまま崖下へと落下していった。

「ろ、ローゼン……あの、俺」

　震える声と足でローゼンを振り返ると、ディエゴに差し出されているのは一枚の大きな、青い羽根だった。

「私のパホだ。特別に分けてやる。お前が私達にとって重要な捕虜であることを証明しろ」

　つまりこの崖から落ちても死なないよう、万ばん象しよう法ほうを使ってみせろ、ということだ。

「し、しかし……」

　ディエゴは弱々しく抵抗するが、ローゼンは全く聞いてくれない。みるみるうちに体を縛る縄を解かれ、気がつけば手の中に青い羽根を押しつけられていた。

　金色の芯に青い羽根。ディエゴが持つダーツと同じ構成色。ホアキンがかつて見たディエゴのダーツに似た物とは、このパホという羽根のことだろう。

　レラはディエゴのダーツを使って万ばん象しよう法ほうを発動してみせたのだから、ディエゴがこのパホとやらを使えば陰陽術自体は発動するかもしれない。

　だが青が表す性質は『木』だ。崖下を覗のぞき込こむも、とてもではないが落下するディエゴを無事に地上に下ろしてくれそうな木は見当たらない。

　折角縄を解かれて体の自由を取り戻したのに、これでは魂が肉体から自由になってしまう。

　逡しゆん巡じゆんしているうちに、何度も崖下から突風が吹き上げてきて、反射的に覗のぞき込こむとトワルガ達はどうやら全員崖下に無事着陸したようだ。

「い、一体どうやって……青、木、ダメだ分からない、どういう……」

「ヴィルハの封印を解いたお前ができないはずはない」

　だがローゼンは、ディエゴの逡しゆん巡じゆんを気長に待ってはくれなかった。

「行け」

　背を強い力で押されたと思った次の瞬間、ディエゴの体は空中に放り出された。
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「う……わ……っ！」

　自由落下が始まる瞬間のローゼンのなんの感情も浮かばぬ顔が、悪魔のように見えた。

　風が耳元を渦巻き、ディエゴの体が眼下の大地に引き寄せられてゆく。

　ディエゴは必死に目を見開いた。

　自分にあるのは手の中の青い羽根だけ。死の間ま際ぎわに立たされたディエゴの脳が急速に回転し、直前に見た事象の全てを再生してゆく。

　パホは万ばん象しよう法ほうの媒介。レラが飛び降りたとき、風が崖上まで巻き上がった。

　木の青。巻き起こる風。風は、

「五気の、風!!」

　ディエゴは、パホに陰陽術と同じように力を込める。ディエゴの呼びかけに応え、パホに青い光が灯ともる。レラは、何もない虚こ空くうにダーツを刺して水を生み出したではないか。

「うああああああ！！！！」

　ディエゴは羽根の先端を、思いきり空気に、空に、突き刺した。

　その瞬間、羽根の先端から真まっ直すぐ青い光が大地に向かって一いつ閃せんし、その瞬間耳元で逆巻く風が失神しそうになるほどの轟ごう音おんを立て、落下の勢いが急速に緩んだ。

「こ、これは……」

　風が、ディエゴを運んでいる。崖から落ち、死の定めにあったディエゴを風が運び、ゆっくりとディンナの村へと導こうとしている。

　ディエゴは自分の為なしたことが信じられなかった。陰陽術を編み出したのは自分自身だが、その力がこんなことに使えるなど、考えたことも無かったのだ。

「俺、空を……」

「できたじゃないか！」

　そのとき、遙はるか上からローゼンの声が追いついてきた。

　ローゼンはディエゴの目の前で青いパホを空中に叩たたきつけ、ディエゴと同じように空を滑空しはじめる。

「う、わ!?」

　すぐ側でローゼンが風を起こしたせいか、ディエゴの周りの風が急激に乱れ、あらぬ方向へと飛ばされそうになる。

　するとローゼンが、風のベールの向こうから空を搔かいてもがくディエゴの手を取った。

「全身に風を受けろ！　体を芯から支えろ！　……そうだ、それでいい！」

　両手を鳥のように開き、足を恐る恐る伸ばすと姿勢が安定した。

「こんなことが、できるなんて……」

　ディエゴの声は震えていたが、手から伝わるローゼンの体温と笑顔のおかげで未知の出来事に対する恐怖は心の中から消えていた。

「見ろ、ディエゴ！」

　ディエゴは、ローゼンの自分の名を呼ぶ声と、体の内から湧き上がる喜びを抑えきれないといった笑顔に、思わず顔を上げた。

　そのとき目に飛び込んできたのは、崖の上で見たものと同じようでいて、全く違った世界。

　風と滑空で刻一刻と違う姿を見せるのは、広大な平野と、森林と、山と、大河の彼方かなた。

　地の果てに立つという、空を行く雲よりも高い黄金色に輝く巨木『空の大樹』が、太陽の光を反射する角度を変えながら、まるでディエゴを歓迎するかのように輝いていた。

「美しいだろう！　これが、私達の住む大地だ！」

　もう間も無く地面に到達し、この光景が終わってしまうのが、何故なぜだかとてももったいないことのように思えた。

　どこまでも圧倒的な自然の中にあって、ローゼンの笑顔にディエゴは思わず見とれた。

　その横顔に、かつて自分の側から失われてしまった花を思い起こしながら。

「ああ……とても、綺き麗れいだ」

　それが何について言ったことなのか、ディエゴは自分でもよく分かっていなかった。

　だが、瞳に映る全てのものが、美しいと思ったことだけは間違いなかった。

　空を滑空する興奮から来るものか、初めてローゼンは敵意の無い表情を浮かべると、真下に顔を向けた。

「……着地には気をつけろ！　初めての者は、大抵無様に転ぶからな！」

「待て遅ぶべっ!!」

　その二秒後には、ディエゴは顔から地面に着地していた。

　壮大な新大陸の光景が一瞬にして土の暗闇。それでも巨神の森の崖から落ちて『ぶべっ』程度で済むのは、やはり陰陽術の力あってこそである。

「凄すごい落ち方をしたな」

　ディエゴが柔らかい土の香りを嗅ぎながら微かすかなみじめさを味わっている隣で、流石さすがにローゼンはばっちり着地している。

「……お陰様で」

　ローゼンの声にディエゴが仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を上げると、そこには心配そうに覗のぞき込こむレラと、レラの同年代らしき少年少女達。

　そしてトワルガら森で出会った戦士達に加え、トワルガの肩の上で小刻みに痙けい攣れんしながら泡を吹いているアルバロの姿を見ることができた。

　ディエゴとローゼンの手の中のパホは、いつの間にか色を失い、ぱさぱさに乾いてしまっていた。

　ディンナの村は、見るも哀れなアルバロを除き、悠久の古いにしえよりこの偉大な光景の一部として息づいている。ディエゴはそんな印象を抱いた。

「ようこそディンナの村に。大海の民ディエゴ。客人として招けないのが残念だ」

　ローゼンは色を失ったパホを大事そうに懐ふところにしまってから、ディエゴを助け起こすために手を伸ばしたのだった。




　　　※




「あの、愚か者がっ!!」

　クリス提督はホアキンの報告を聞き、執務机の上に置かれたあらゆる物に向かって当たり散らしはじめる。

「御子息にはしてやられましたな」

「蛮族の娘を逃がした……しかも巨神に乗ってだと!?」

「我々の見たことの無い、水から生まれた巨神でした。森には木の、海には水の、と考えると、まぁ合点が行きますな」

　ホアキンは、荒れるクリスに歩み寄る。

「御子息の行為は反逆罪に値しますが、さりとて御子息は我らの足を引っ張るばかりではありません。多くの者が、巨神に乗って逃げる御子息と蛮族の娘を見ております」

「なんだ！　それがどうしたと言うのだっ!?」

　薄暗い総督府の提督執務室の中で、ホアキンは暗い笑みを浮かべた。

「あの巨神ですが、よもや人が操っているのではありますまいか」

「人が、巨神を？　バカを言うな、人間にあのような巨大な生き物を……」

「提督は『象』という生き物をご存じですか。巨神に勝るとも劣らぬ異形の生物。あれもエウーレカの遙はるか東方では、人が使役していると聞き及びます」

「む……」

「巨神が果たして生き物であるかは分かりませぬが、あれがもし象や馬のように人の手によって調ちよう伏ぶくされるものなのだとしたら、道は開けてくるかと存じます。少なくともそう考え得る材料を、我々は御子息の逃亡という形で見ております」

「回りくどいぞ。何が言いたい」

　クリスの関心を引くことに成功したホアキンは頷うなずいた。

「御子息は陰陽術なる奇怪な術を使い、蛮族の水の奇術を見事解いて見せました。ここから先は推測になりますが、もしこの新大陸の先住民の術が、御子息の術となんらかの共通点を持っているのだとしたら、それが巨神を打ち破る鍵となるやもしれません」

「巨神もまた、蛮族共の術の産物であるかもしれぬと？」

　コロンはホアキンの言わんとすることが分かってきたようだが、渋面を作ったままだ。

「だとしてもディエゴは蛮族共と一緒に逃げてしまったのだろう」

「いかにも。ですが、総督府と岬の地下牢ろうに、御子息が残した数多あまたの荷物や御子息の友人が集めた術の素材が残されております。御子息は神聖教会の異端審問の手を逃れてきたようですし、重要な資料を新大陸に持ち込んでいる可能性は高いでしょう。そして提督も御存知のように、このイスニアには数多あまたの錬金術師達が……」

　途端にクリスは、執務机そのものを蹴倒さん勢いでホアキンに向かって身を乗り出す。

「ディエゴの残したものがあれば、巨神を打ち破る策を生み出せると!?」

「時間はかかりましょう。ですが御子息は陰陽術を研究するにあたり、錬金術を参考にした部分が多々あると言っておりました。そして陰陽術の肝となる考え方は、簡単ではありますが私が聞きき齧かじっております。研究させてみる価値はあるかと」

　最後はホアキンの胸倉を摑つかみながら話に聞き入っていたクリスは、やがてひきつったような笑い声を上げはじめた。

「はは……ひひははは……！　そうかぁ……ディエゴの研究がぁ……！　では巡り巡って、あのときの私の選択は、あいつが私の下もとを離れて港町に引き籠もるようになったあのときの選択は、あれで正解だったというわけだぁ……はははははは！」

　クリスのうわ言のような笑いを、ホアキンは普段と変わらずただ受け流していた。













　　　第四章　黄金郷の真実







　ディエゴとアルバロがディンナの村に来て、早くも二週間が経たとうとしていた。

　良い奴やつだ、とローゼンに言われたものの、ディエゴとアルバロの扱いはまさしく捕虜であり、ディンナの戦士に見張られたテントに押し込められ、行動を制限されていた。

　それでも食事は与えられ、レラとローゼン、そしてトワルガが入れ替わり立ち代わり顔を見せに来るので退屈はしなかった。

　何より二人には、果たさねばならない課題が与えられている。

　二人はディンナの族長、ガリラハジャムという老人に会うことを求められた。

　そのガリラハジャムに会うに当たり、ディンナの言葉を覚えなければならなかったのだ。

　ディンナの族長ガリラハジャムは齢よわい百を超える老人らしく、ローゼン曰いわく『老齢のため万ばん象しよう法ほうを使えない』らしい。

　術者として行使できないだけでなく、影響を受けることもできないというのだ。

　即すなわちディエゴの陰陽術で、言葉の意図だけを伝えることもできないらしい。

　陰陽術にしろ万ばん象しよう法ほうにしろ、老いた肉体に強い負担を強いるものだとは思っていなかっただけに、ディエゴにとっては驚くべき話だった。

　話を聞くだけなら、スピネイアの言葉を解するローゼンが通訳に立てば良いとディエゴは考え実際にそう言ったのだが、

「長は、直接お前達とだけ話がしたいのだそうだ。捕虜の身の上で我々に逆らうという選択肢は無いだろう。せいぜい精進しろ」

　ローゼンは複雑そうな顔でそう言い、ディエゴが困惑していると、意外にもアルバロが言葉を覚える役を積極的に買って出た。

「ったく、どうして俺がこんな……今に見てろよ……」

　買って出た割にはぶつくさ言いつつも、レラとの会話で一日の長があるアルバロは、目に見えてディエゴよりも言葉を習得するスピードは早かった。

　何よりディンナの言葉は複雑ではなかったし、単語もそれほど多くはなかった。

　アルバロは既に見張りの戦士とも軽い会話をこなせる程度になっており、ディエゴが、

「なんでそんなあっさり話せるようになるんだよ」

　と尋ねると、

「なってねぇよ」

　との意外な返事。

「向こうはこっちが言葉を分かってないって分かってるんだ。だからこっちの言うことを汲くみ取とろうとしてくれてる。こっちは通じてない前提で経験を積みながら、少しずつ自分のおかしいところを直してくだけ。向こうにしてみりゃ俺、相当変なこと言ってるぜ」

「そんなのでいいのか」

「いいんだよ。お前らみたいに妙な術で最初から意志疎通ができるのが羨ましいってのはあるけどさ、俺はきちんと言葉をすり合わせたい。仲良くなるなら、お互いのことを知る努力は惜しんじゃだめだ」

　アルバロらしくもない真面目なことを言い出すが、次の瞬間顔を青ざめさせる。

「それに、俺こいつらに殺されたくないし、隙を見て逃げ出すなら、言葉分かったほうがやりやすいし」

　確かにレラとローゼンは比較的友好的な態度を見せているが、ディンナの戦士達は表情が読みづらく、トワルガに担かつがれて崖から落ちたことも相まって未だ恐怖の対象なのだろう。

「アルバロ、何か不穏なことを言っていませんでしたか」

　するとそこに、レラが顔を出してきた。見張りの戦士達を下がらせると、アルバロの前に座る。髪に刺した羽根、パホが淡く光っていた。

「私もヴィルハの封印を施される前に大海の民と接触しています。万ばん象しよう法ほうが無くともあなた方の言葉の中で、野蛮な範はん疇ちゆうに入る言葉はちゃんと理解しているのですよ」

　レラは暗い過去を気負うことなく笑顔で言って、アルバロを圧倒する。

「ディエゴ、ローゼンが呼んでいます。外の者には話が通っていますから、ローゼンと一緒に出掛けて下さい」

「「え？」」

　ディエゴとアルバロは同時に声を上げる。

「ガリラハジャム様は、アルバロの方が言葉を覚えるのが早そうだというので、先にアルバロを集中的に鍛えよと。その間ディエゴには別のことをしてもらいたいそうです」

「別のこと？　俺に何かできることがあるのか？」

　ディンナの生活様式が分からないディエゴは問う。

「分かりません。正直、ディエゴには厳しいことだと思います」

　するとレラは、そんなことを言い出す。

「ですがガリラハジャム様があなたをあの場所に案内すると判断したのなら、何か意味があるのでしょう」

「あの場所？」

　レラは小さく頷うなずいた。

「我らの万ばん象しよう法ほうの要を大いなる友より授かる場所。パホの聖地です」







　見張りの戦士の案内で連れられた場所に着いて、ディエゴは腰を抜かさんばかりに驚いた。

「来たか、ディエゴ」

「あ……ああ」

　ローゼンの声は、遙はるか高みから降りてきた。

　村の外れ。ディンナ族が飼育しているらしい羊と馬の中間のような動物の放牧地には、イスニアで見たものより一回り大きい土の巨神が一体。

　さらにその巨神を囲むように、ディエゴの背丈より少し大きい程度の巨神が、何体もひしめいていたのだ。

　一番大きい巨神に乗っているのは当然ローゼンだったのだが、小さい巨神に乗っているのはなんとディンナの子供達であった。

　子供達はローゼンやレラが『パホ』と呼んでいる羽根が無数に突き立つ仮面や兜かぶとや帽子を被かぶっており、小さな巨神の動きに合わせてその羽根が複雑に明滅しているのが見て取れた。

「あっ」

　そのとき、ローゼンの声に反応してディエゴの方を向いた子供達が乗る巨神の何体かが、イスニアで見たときのようにボロボロと崩れてしまった。

　子供達は草の地面に放り出され、盛大に尻もちをつく。

「集中力が足りないぞ！　そんなことじゃ、まだまだ戦場には連れてはいけない！」

　そんな彼らに、大きな巨神の上からローゼンがディンナの言葉で笑顔で叱しつ咤たしている。

「タンカムイに感謝の意を表して、大地に再び立つまでがディンナの戦士の基本だ。無様に尻をつくようでは、タンカムイは本当の力を貸してはくれない」

　ローゼンはそう言うと、自ら模範を示すように仮面のパホを光らせ、巨神の体をするすると大地に飲み込ませはじめた。

　数秒の後にはローゼンの体は地面の上に立っており、そこには巨神が存在した痕跡も無い。

「凄すごいな……」

　あれだけ巨大な質量を持つ巨神を地面になんの痕跡も残さずに還元する方法を、ディエゴは思いつけなかった。

　巨神が陰陽術と共通項を持つ万ばん象しよう法ほうによって生み出されると知って、ディンナの村に来てから言葉を覚える傍かたわら色々と頭の中で考えを巡らせた。

　だがディエゴの考え方だと、巨神を生み出した場所には巨大な穴が生まれ、巨神の形を崩そうとすればその場に土の山ができてしまうのだ。

　事実、子供が崩壊させてしまった小さな巨神は、イスニアの双子岬の灯台でそうだったように、その場で土くれの山になっている。

「それじゃあ今日はここまでだ。皆、大人がいない所で練習するんじゃないぞ？」

『──!!』

　ローゼンの合図で、子供達は素直に返事してそれぞれ小さな巨神を解体する。

　だが結局全員の巨神が、その場でボロボロと土くれに戻るだけで、ローゼンのように跡形も無く、とはいかなかった。

　だが当の子供達はあまり気にしていないようで、各おの々おの適当に地面に落っこちて尻もちをつくと、ディエゴの側に寄ってきた。

「───？」

「え？」

　レラよりも小さい女の子がディエゴの服の裾を引っ張って、突然何かを話しかけてくる。

　だがローゼンとは違い、何を言っているのかまるで分からなかった。

「──？」「────！」「───!!」「──────。───！」

「ま、ま、ちょっと待ってくれ！　何言ってるんだ!?　全然分からない！」

　女の子はどこかわくわくしたような、男の子は何かを訝いぶかしむような様子で、それぞれにディエゴに話しかけてくる。

　雰囲気から言って大海の民として敵視されているということは無さそうだが、さりとて男の子達の様子を見る限り、友好的なのかどうかも判断が難しいところだ。

「子供達は心伝の法を知らないからな。お前達、こいつは大海の民だ。近づいてはならない」

　すると仮面を上げたローゼンが、厳しい声色で子供達に注意する。

　黒と白のパホを用いて意思疎通を図る『心伝の法』。ディエゴもダーツさえあれば同じことができるが、捕虜の身では武器となり得るダーツを携帯することは認められていない。

　ローゼンは子供達に、ディエゴから離れるよう何度も言うが、子供達はなぜかディエゴにまとわりついて離れず、やがてローゼンは根負けしたように軽く肩を竦すくめ、女の子の一人の肩に手を乗せ、心伝の法を使わずスピネイア語で言った。

「この子はミルラと言う。ディエゴが私の伴侶になる男かと聞いてる」

「ふぅん、伴りょ…………は？」

　唐突な単語の出現に、ディエゴは目を丸くする。

「ディフレイも同じようなことを聞いている。ボルライもな」

　ローゼンはやや複雑な表情をしている男の子二人を目で指してそう言った。

「そしてお前の服の裾を摑つかんでお前の髪と目を熱心に見上げているリュースは、お前は『海の神か』と聞いている」

「海の神？」

　リュースと呼ばれた女の子を見下ろすと、

「───」

　リュースはディエゴの顔を真まっ直すぐ指さし何かを言った。

「海の色の瞳、だそうだ」

「海の色……」

　碧へき眼がんはスピネイアでは珍しくないが大人が金色、子供が鳶とび色いろの瞳をしているこの村では確かに目立つだろう。

　レラは子供の中で唯一の例外として黄金の色の瞳を持っていたが、新大陸の人々は成長によって瞳の色が変わったりするのだろうか。

「さぁ皆もう帰りなさい。私達にはこれから用事がある」

　ローゼンは子供達を帰らせようとするが、子供たちは素直に応じない。

「──ディエゴ？」「──ディエゴ──？」「ディエゴ───ローゼン────？」

　何かを執しつ拗ように質問されているようだが、ところどころディエゴとローゼンの名が出てくるのが気になる。

「あー……」

　ローゼンは子供達の問いに、困ったように一瞬目を泳がせたが、すぐに諦めたように首を振って言った。

「『パホの聖地』だ。ディエゴは長様の命令でパホの聖地に行くんだ」

　その瞬間、子供達の顔が一気に明るくなった。

「ディエゴ─────！」「────！　ローゼン──ディエゴ───！」

「いや、違うぞ、こらディフレイ！　あまり大声でそういうこと……こらっ!!」

　ローゼンは慌てて子供達が何かを言う……というよりほとんど囃はやし立たてるのを否定しようとしているが、子供達はローゼンの回答に大変満足したようで、三々五々に散っていった。

「な、なんだったんだ？」

　ディエゴは走り去る子供達と、厳しい顔つきながらもどこかげんなりしているローゼンを交互に見るが、やがてローゼンは小さく言った。

「……余計なことを考えるな。これから出かける。お前には険しい道のりになる」

「その、パホの聖地って所に？」

「そうだ。余所よそ者ものを聖地へ連れていくなど前ぜん代だい未み聞もんのことで、私は反対した。だが長の命だ」

「長……ガリラ、えっと……」

「ガリラハジャム様。先々代の戦王で、星を百巡り以上見続けてきた偉大な長だ」

　ふとディエゴは、これまで何度か耳にした言葉の意味を確かめたくなった。

「ローゼン、その『戦王』というのはなんなんだ？　村で一番強い戦士って意味なのか？」

　ローゼンは軽く頷うなずきながら、仮面を被かぶり直した。

「その意味もあるが、それも後で説明する。パホの聖地までは距離がある。話せることは道すがら話すよう長に言われている。出発するぞ。ああそれから」

　ローゼンは腰の後ろから、ディエゴに向かって革のポーチを差し出した。

「お前のパホを返す。これから必要になる」

「あ、ああ」

　ディエゴにとっては武器にもなり得る陰陽術のダーツを唐突に返却され、ディエゴは目を白黒させる。

「妙な気は起こすな。お前の力など私の剣と万ばん象しよう法ほうの前には児戯に過ぎないのだからな」

　ディエゴの懸け念ねんにローゼンは敢あえて釘くぎを刺してきたが、その釘くぎがディエゴに更なる疑念を抱かせた。

「待ってくれ、俺とローゼンの二人だけで行くのか？」

「そうだ」

　ローゼンはこともなげに言うと、仮面に突き立つパホを光らせはじめる。

「森とレラの守りはトワルガ達に任せておけば安心だ。聖地にお前を連れていくなら、それは『戦王』である私の役目だし、他の者に来られても足手まといだ」

　レラからは『ディエゴには厳しい』と言われた。

　そしてローゼンからはダーツを渡されて『これから必要になる』だの『足手まとい』だのとそこかしこに物騒な言葉が見え隠れしていて、ディエゴは段々不安になってくる。

「そこで何を……って聞いても、今は教えてくれないんだろうな……」

「そういうことだな。それに、二人で行くのにはもう一つ理由がある」

　その瞬間、ディエゴの体は突然足元から空中に持ち上げられた。

　叫ぶ間も無く、転倒しそうになったがローゼンに胸倉を摑つかまれて引き寄せられる。

「私のタンカムイは、二人で乗るのが丁度良い」

「ろ、ローゼン!?」

　何が起こったか分からない、という混乱と、当たり前のように体を密着させて抱き寄せられた混乱が重なってディエゴは目を回すが、

「目を開けて、そこに座れ、出発だ」

　ローゼンの声に目の焦点を合わせると、

「え、あ……!?」

　ディンナの村のテントよりずっと高い場所から新大陸の大地を眺めていることに気づいたディエゴは、唐突に自分がどういう状況にあるのか理解する。

「巨神に……乗ってる？」

　ローゼンとディエゴの足元は、人間が座り易そうな空洞になっていてそこかしこが淡く光り、何やら子供の頃に大きな甕かめの中に入って遊んだことを思い起こさせた。

「凄すごい！　凄すごいぞ！　こ、これ、どうやって動かすんだ!?」

　ディエゴがまるで子供のように興奮して尋ねるので、ローゼンは少し鼻白んだ様子だった。

「妙な奴やつだな。大海の民は、皆このタンカムイを見ると腰を抜かして怯おびえるものだと思っていたが……」

「そりゃ感動で今にも腰抜かしそうだよ！　水の巨神も凄すごかったけど、やっぱりこれは、この土の巨神は別格だ！　ほ、本当に万ばん象しよう法ほうで動くのか!?」

　目を輝かせるディエゴに、ローゼンは調子を狂わせられたように目を逸そらし、

「知りたければ教えてやるから、とりあえず体を離せ」

「ん？　え？　あ、あああ!?　わ、悪い、ついっ！」

　ディエゴは巨神に乗っている事実に高揚して、転落しないように支えてくれていたローゼンを自分から強く抱きしめていたようだ。

　かなり至近距離でローゼンの金色の瞳に睨にらまれているのに気づき、慌ててローゼンから離れようとして、

「あ、わっ！」

「慌て過ぎだ」

　巨神の上から転げ落ちそうになって、結局また抱き寄せられてしまう始末。

「全く、どこまで本気なのだか……さぁ、出るぞ」

　ローゼンはディエゴの動揺を放置して、巨神の頭部に当たる空洞に腰掛けた。

　そこにはいつの間にか、ローゼンが腰掛けるための椅子のようなものが生まれていた。

　そこに座るローゼンの足は、足首まで埋まっている。

　手はテーブルのように張り出した板の上に置かれており、顔だけ周囲が見渡せるようになっている。

　後ろから様子を観察していたディエゴを、ローゼンは軽く仮面を上げながら眉を顰ひそめて振り返った。

「……なんだか不安だな」

　あまりに無遠慮にじろじろ見つめすぎて不快に思われただろうか。

　ディエゴは狼狽うろたえるが、ローゼンが不安に感じていたのは全く別のことだった。

「おい、私の肩に摑つかまれ」

「えぁ!?」

　唐突に言われてディエゴはまた、巨神から落ちそうになる。

「どうもお前は足元が覚おぼ束つかない。タンカムイの歩行は揺れる。この高さから落ちたら、お前の軟弱そうな体では大怪け我がは免まぬがれないぞ」

「い、いや、だ、大丈夫だ！　お、俺は揺れる乗り物には強いから……」

「落ちたら助け上げるのが面倒だ。いいから摑つかまれ。ほら！」

「うわっ!?」

　逆らうこともできず無理やり手を摑つかまれて、まるで背負われるようにローゼンのむき出しの肩を摑つかまされた。

　カルディスでカシアに殴られる程度しか女性との触れ合いが無かったディエゴに、戦士らしく逞たくましい筋肉を持ちつつも女性特有のきめ細かい肌の感触は少々刺激が強すぎた。

「よし、そのまま摑つかまっていろ。離れるなよ。重ねて言うが妙な気も起こすな。私に危害を加えれば、タンカムイはお前を容赦しない」

「そ、あ、は、き、危害なんて……離れるなって言われても……」

　顔を赤らめてしどろもどろになっているディエゴだが、ローゼンはどこまでも冷めている。

「密着していろとは言わないが、どちらかの手は必ず私に触れていろ。そうでないとタンカムイの行動に支障をきたす」

「で、でも……」

「もう行くぞ！　日暮れまでに距離を稼がねばならん。ぐずぐずするな」

「あ、お、おいっ!!　わああっ！」

　ディエゴの抗議をこれ以上受けつけないと言わんばかりに巨神が動き出した。

　腹の底に響くような轟ごう音おんは、さながら巨神の雄お叫たけびのようだ。

「う、動いてる……」

　景色が流れはじめた。

　新大陸の広大な空と大地が、巨神の鳴動に合わせてディエゴの背後へと流れてゆく。

「凄すごい……人の形をした、こんな大きなものが……歩いて……」

「お前達が巨神と恐れるこれは、我らの万ばん象しよう法ほうの呼び声に呼応する天地の化身タンカムイだ。ディンナは土と木の。ヴィルハは水のタンカムイを呼び出すことを得意としている」

「土と木と水。じゃあ、火や金属の巨神、いや、タンカムイもいるのか」

「私は呼び出したことは無い」

　ローゼンの回答は曖昧であったが、ディエゴには確信に近いものがあった。

　イスニアから逃げるときにレラが呼び出してみせたタンカムイは水から生まれ、水の形質を失わなかった。

　ディエゴが今乗っているタンカムイは、ローゼンがイスニアで乗っていたものと同じ土の形質。

　イスニア兵やホアキン達が森の中で出会った巨神は、木の形質を持っているのだろう。

　海から水の、森から木の、大地から土のタンカムイを呼び出すのはとても分かりやすい。

　だが金属はともかく、火のタンカムイを火の形質を持ったままに呼び出しても誰も乗れないだろう。

「いや、レラのタンカムイは水だけど上に乗れたし……ん？　でもそうか、あれは人の体が水に浮かぶ性質の応用か？　火なら例えば空気の層を間に挟むことで、いや、でも」

「考え込むのはいいが私の肩から手を放すなよ。落ちたら大海の民への積年の恨みを込めて踏み潰つぶすからな」

「あ、ああ、すまない」

　慌ててローゼンの肩を摑つかみ直そうとして、つい肌の感触を意識してしまいディエゴは赤面するが、ふと、ローゼンの仮面のパホが、様々な色に鈍く光っていることに気づいた。

「パホが光っているのは、タンカムイの操作に関係するのか」

「そうだ、私達は頭に近い位置にパホを差し、万ばん象しよう法ほうでタンカムイと会話する」

「会話？」

「そうだ。子供達はタンカムイを巨大な獣か何かのように考えているが、そう思っているうちは何時いつまで経たってもタンカムイは応えてくれない。タンカムイは天地の一部で、感謝と対話によって力を貸してくれているだけなのだ」

　体を揺らす振動を感じながら、ディエゴは高揚を抑えきれなかった。

「天地の一部……ということは、別に新たい……あ、いや、ここじゃなくても、例えばスピネイアでもタンカムイは生み出せるということか？」

　ディエゴの問いに、ローゼンは警戒心をあらわに振り向き、黄金の瞳で睨にらんできた。

「大海の民にタンカムイが応えるとも思えん」

　ローゼンはそう言って、パホの房で飾られた腰の短剣に手を当てる。

「この短剣の房は、スピネイアでどうしても本来の形で万ばん象しよう法ほうを用いることができず、苦肉の策として編み出したものだ。戦王の私ですらエウーレカではこのような仰々しい物を用いても、こちらで使う万ばん象しよう法ほうの半分も力が出せない。イスニアも然りだ」

　ローゼンの短剣はよく見ると、刃の先端から柄までを一本の金属から削り出したものであった。

　鉄のようにも見えるが、レラがディエゴのダーツで万ばん象しよう法ほうを顕現させたように、ローゼンも媒介さえ正しければ、スピネイアでもっと強力を術が発動できるのではないかとも思う。

　だが何よりも、半分の力で奴隷商船や海賊船をあれほど破壊する威力が出ることに驚きを禁じ得ない。

「それに、仮にスピネイアで生み出したとしてどうするつもりだ」

　改めて万ばん象しよう法ほうの潜在的な力に驚きよう愕がくしていたディエゴは、ローゼンの言葉に籠った険には気づかず、素直に答える。

「この巨神は、タンカムイは俺の陰陽術の一つの到達点なんだ。人間以上の力を持つ動く人形。これさえあれば、スピネイアの悲劇が一つ消える」

「スピネイアの悲劇？」

　ディエゴは力強く頷うなずいた。

「ああ。俺はエウーレカ大陸全土から、奴隷を根絶したいんだ」

「奴隷を根絶だと？　他人の庭に無断で侵入し、人をさらってそれを家畜のように売り買いし、鎖に繫つないで労役を課すことを当然のことのように考えている野蛮なお前の国で、タンカムイをどう使えばそんなことが可能になる」

　スピネイアに渡ったことのあるローゼンは、当然エウーレカで人間が『奴隷』として商取引の対象になっていることを知っている。

　ヴィルハ族がそのような境遇に落ちている可能性を考えれば、奴隷という言葉を聞くだけで腸が煮えくり返るに違いない。

　大切な人が、奴隷として売り買いされる。

　ローゼンにその苦しみを分かってもらえると、ディエゴはこのとき、軽く考えてしまった。

「それは決まってるじゃないか」

　人と同等、或あるいはそれ以上の力を持つ『動く人形』を労働力として使うことができれば、奴隷の悲劇はすぐに終わる。

　命も感情もある人間を売り買いして、家畜のように扱い打ち捨てるような真似まねをしなくても、術者と材料さえあれば奴隷以上の労働力として運用できる。

「そうすれば、相対的に奴隷の価値は下がり、奴隷商人の商売は立ち行かなくなる。奴隷にされた人達も悲しまずに済む。そう思ったんだ」

「はっ、なるほど、大勢の奴隷の代わりにタンカムイを」

　ローゼンは得心したように、だが隠しようのない侮蔑を込めて頷うなずき、言った。

「私はスピネイアやエウーレカのことを全て知ったわけではない。が、これだけは分かるぞ。もしお前が故郷でタンカムイか、それに準ずるものを呼び出したとしよう。そのときお前が呼び出した『それ』は、奴隷解放のために使われると思うか？」

「それは……………………それ、は…………え？」

　ディエゴの瞳の輝きが、一瞬にして曇った。

「もし今のスピネイア国王がタンカムイを手に入れたら、一体最初に何をするか、考えたことは無いのか」

　空の高みを見たことのない鳥が横切り、高い鳴き声を残して南の空へと消えていった。

「さっき子供達が、海の神の話をしていたのを覚えているか」

　言葉を失ったディエゴの様子を見て、ローゼンは唐突に話題を変えた。

「『海の神』はこの地に伝わる伝承だ。海の彼方かなたより現れし黄金の髪を持つ神が、我ら黄金の瞳の者と交わるとき、空の光、つまり太陽と同じ色の髪と瞳を持つ『大樹の子』が生まれる」

　ローゼンは目だけで、新大陸の空に君臨する黄金の大樹を見やる。

「この地には今、四つの部族がいる。ディンナ族、ヴィルハ族、パラテヤ族、パホリュート族。皆黄金の瞳と、黒の髪を持つ人々だ。ディンナが森と大地を。ヴィルハは海を。パラテヤは山と空を。パホリュートは聖地を守り、いつの日か生まれる『大樹の子』のために『海の神』を迎え入れるべく、この地を清浄に保つ努力を続けてきた。我らにとって黄金は『完全』を意味し、金の髪と金の目を持つ『大樹の子』は『完全なる人』となる」

　ローゼン達にとって、あの大樹は限りなく神に近い存在なのだろうとディエゴは理解した。

　そしてそのとき、最も早はや確信と言えるほど猛烈に嫌な予感に囚とらわれた。

『海の彼方かなたより現れし黄金の髪を持つ神』の伝承が伝わるこの地に、一体何が現れた？

「そして星の巡りが逆に十、回ったあの日。十年前のあの日。忘れたくても忘れられないあの日。ヴィルハの海岸に現れたのだ。お前達『大海の民』が。何が起こったか、分かるか？」

　ローゼンは、少し早口になっていた。そこには隠しようのない怒りと、憎しみと、抑えようのない悔悟の色が溢あふれていた。

「見たことの無い巨大な船、道具、動物、言葉。何より大勢の金色の髪の持ち主。これが『海の神』でないならなんだ。我ら四族は伝承を守り丁重に迎え入れたのだ。大海の民の長クリス・コロンを」

　ローゼンから吐き出される負の記憶を前に、ディエゴはいつ嘔おう吐としてもおかしくないほど顔を青ざめさせていた。

「『海の神』の伴侶となって『大樹の子』を生なすのは、部族の選ばれた優秀な女である必要があった。ディンナの戦王、ヴィルハの巫女みこ、パラテヤの神官、パホリュートの鳥ちよう王おうはそれぞれの部族の中で最も優れた女の称号だ。あのとき、先代からヴィルハの巫女みこを継いだばかりのレラは、クリス・コロンを伝承に則のつとって迎えた。ヴィルハ以外の三族にも遣いが出され、我ら四族はついに現れた『海の神』を迎えるべくヴィルハの海岸に貢みつぎ物ものを持って集まった。クリス・コロンは我らのもてなしに大いに満足し、再び帰ってくると約束して一度この地を去った」

　それはまだクリス・コロンが、国家の後援こそあれど一介の冒険家であった頃の話だ。

　では『新大陸を発見』し、再びこの地に帰ったクリス・コロンは、何者になっていた？

「そして我らが海の神だと思っていたあの男が再びこの地に現れたとき……ヴィルハの海岸に、殺さつ戮りくと略奪の嵐が吹き荒れた。お前達の言う『第一次遠征軍』だ」

　ディエゴは必死でこらえねばならなかった。

　今嘔おう吐とするわけにはいかない。そんなことをする資格は、自分には無い。

「見たことも無い武器の見たことも無い力。馬という生き物の恐るべき機動力。ヴィルハの戦士達は金属の玉を吐き出す筒に次々倒され、戦いくさ備ぞなえの無い各部族の者も次々に捕らわれた。先代の戦王であった私の母カズラヤは事態を悟って各部族を逃がすために指揮を執ったが全てが遅かった。先代の神官が撃たれ、先代の鳥ちよう王おうが斬られ、ついにカズラヤにも奴やつらの刃が迫った。そのとき、カズラヤは死の間ま際ぎわに二つの万ばん象しよう法ほうを発動したのだ」

　ローゼンのタンカムイは、どうやら空の大樹の麓、ディンナの村からも見えていた高い山に向かっているようだ。

　その山の彼方かなたに陽は徐々に傾きつつあり、それほど長い時間、タンカムイで歩いていたことが分かる。

「クリス・コロンは違ったが『海の神』はいずれ必ず現れる。その伝承のためには戦王、巫女みこ、神官、鳥ちよう王おうは生き伸びなければならなかった。だが、ヴィルハの民が全滅させられることを悟ったカズラヤは、先代から継承されたばかりの『巫女みこ』を、レラを守るために封印を施した」

「それが……ヴィルハの封印？　俺が解除した水の棺……」

「そうだ。カズラヤの死の間ま際ぎわの万ばん象しよう法ほうは強力で、生命の形質を守るという制約を課された水の中で、レラの時は止まってしまった。そのため、私と同じ星の巡りに生まれたレラは、これからようやく大人の体に成長を始める」

「な……」

　レラとローゼンが、同年齢だというのは本当なのか。

　出立前にディエゴにまとわりついてきたディンナの子供達と変わらぬ背格好のレラが。

「カズラヤが残したもう一つの万ばん象しよう法ほうが、このタンカムイだ。かつてタンカムイはごく限られた者のみが扱い得る万ばん象しよう法ほうで、民の暮らしを守るためだけに呼び出されてきた。大水を食い止め、巨木を担かつぎ、巨岩を砕き、畑や家畜を荒らす虫の嵐を防ぐため。まさしくお前が望んでいたように、タンカムイは我々にとって感謝すべき偉大な労働力でもあった。それ以外の目的では、呼び出せなかったのだ。誰かを傷つけるために、戦うために呼ぼうとしても、応えてはくれなかったはずなのだ」

　裏を返せば、少なくともこの地の誰かが、一度はクリス・コロン到来以前に戦いのためにタンカムイを呼び出そうとしたことがある、ということだ。

「だがカズラヤはこの地の長い歴史の中で初めて、タンカムイを戦いのために呼び出した。『大海の民』を倒すために。滅びようとするヴィルハの民を守るために。ディンナとパラテヤとパホリュートを逃がすために。命を賭として『戦うタンカムイ』を呼び出した」

「それが……巨神の正体……」

「その日から、タンカムイは戦士の乗り物になった。戦火に消えたカズラヤの力か、或あるいは呪いか、全てのタンカムイが戦うために呼び出せるようになっていた。そのために私達はそれ以上、大海の民の侵略を受けずに済んだ」

　ディンナの村より標高が高いのか、陽が落ちはじめると同時に少しずつ気温も下がってゆく。

　ほんの十年前にこの地で吹き荒れた壮絶な不幸の記憶にディエゴが打ちのめされていると、ローゼンは突然ディエゴに尋ねた。

「お前はタンカムイを戦いのために呼び出せるようになったことを、良いことだと思うか？」

「え、そ、それは、そうならなければ一番良かったんだろうけど」

　ディエゴは質問の意図を必死で考え答える。

「……でもローゼン達にとっては未知の相手に対抗する力を得て、一族を守れるわけだから、良いことなんじゃないのか？」

　だがローゼンは、そんなディエゴの回答を一笑に付した。

「それは一方からしか物事を見ていない。もし首尾良く大海の民を追い払うことができたとしたら、その後はどうなる？　星が巡り、大海の民の脅威が忘れ去られた遙はるか未来、戦うタンカムイを持った四つの部族は、これまでのように共存できると思うか」

　ディエゴに答えられるはずもない。だが、ローゼンの言いたいことはなんとなく分かった。

「戦う力を得た。私達は命と部族の未来を守った。だが、私達はタンカムイが戦いを望んでいないことを知っている。タンカムイに限らず、万ばん象しよう法ほうで生み出される全ては我らの友だ。我らは友に望まぬことを強要することを望まない。それなのに命と未来を守るために戦わねばならない。だがその未来でタンカムイ同士が戦うことになるかもしれない。私には分からない。このタンカムイで戦いに赴くのが正しいことなのか。分からないが、他に道が無い」

　タンカムイの速度が緩みはじめた。見れば、いつの間にか山の裾野に分け入っていたのだ。

　山の麓にはイスニアの際のジャングルに勝るとも劣らぬ巨木の森が広がり、天然の門柱ともいうべき二本の針葉木が、陽が暮れかけた夕闇の中でローゼンとディエゴを見下ろしていた。

　大地にタンカムイの影がどこまでも伸び、まるでディエゴの懊おう悩のうが地面を這はっているかのようだった。

「危ういところで四族全滅こそ免まぬがれたものの、レラはイスニアに囚とらわれ、ヴィルハの若者は連れ去られ、ディンナもカズラヤを始めとして多くの者が命を落とした。私は幾度となくレラを助ける機会を窺うかがっていたが、狡こう猾かつなクリス・コロンはレラを警備の厳重なあの灯台へと閉じ込めてしまった。星が幾回りもする間、手を拱こまぬいているだけの日々が続いた。だがあるとき、大海の向こうから来るお前達の船が、激しく傷ついていたことがあった。そのとき知ったのだ。イスニアの者達の敵は、海の向こうにもいるのだと」

　それがいつのことなのかは分からないが、恐らくエディンドンやパトゥーガの私し掠りやく船せんの襲撃を受けたのだろう。

「連れ去られたヴィルハの民のことを思うと、私は大人しくしていることができなくなった。ガリラハジャム様から強引に戦王の称号を戴いただき、その足でヴィルハを助けるために貴様らの船に身を隠した。封印さえ解かれなければ、レラ自身は安全だからな。海の向こうで戦に巻き込まれるかもしれないヴィルハの民達を救い出し、彼らを連れ帰ってレラの封印を解く方策を探るつもりだった……だが」

　ローゼンは、万ばん象しよう法ほうで身を隠しながら幾週間もかけてたどり着いた大海の彼方かなたの世界を見て、愕がく然ぜんとした。

　広大な大陸の広大な世界。

　見たことも無い人間達の、見たことも無い生活様式。

　四つの部族だけが暮らすこの地に生きるローゼン一人では一生をかけても見聞しきることなど不可能な、旧大陸エウーレカ。

　この広大な大地に散ったヴィルハの民を探すのは、大海に逃げた小魚を探すようなものだ。

　ローゼンは打ちひしがれ、絶望に身を落としそうになる。

　だが結果的に二年に及ぶスピネイア見聞は、ローゼンにとって決して無駄ではなかった。

　自分達の全てを蹂じゆう躙りんした者達が、どんな生き方をしているのかを知ることができたから。

　一人の愚かな男デイエゴが、万ばん象しよう法ほうを拡散する前に止めることができるのだから。

「お前がタンカムイを故郷に持ち帰れば、多くの敵がいるスピネイア国王は必ずタンカムイを戦いに用いるだろう。私達はタンカムイの力の恐ろしさをよく分かっている。お前が無む辜この奴隷を憐あわれみ持ち帰ったタンカムイは、必ず新たな災いを呼び起こす。そしてタンカムイ友に災いを強いる者には、必ず不幸が訪れる」

　ディエゴはローゼンの分析を否定する材料を、何一つ持っていなかった。

　現国王の施政下、スピネイアはエウーレカで孤立しかけている。

　大陸を牛耳る神聖教会に盾突き、強国エディンドンとは海を挟んで一触即発状態。

　そんなところに、新大陸開発を妨害していた『森の巨神』を操る者が現れたらどうなるか。

　もしタンカムイでなくても、ディエゴが『人と同じ働きができる、命を持たぬ人形』を生み出したとしたら、そのとき間違いなく『人形』は、戦いに用いられるだろう。

　ディエゴは遂ついにこらえきれなくなった。

　タンカムイからまろぶように飛び降りて、大木の門の前で激しく嘔おう吐とする。

　己の浅慮と、能天気さに対する怒りとがないまぜになってディエゴを責め立てる。

　何より許せないのは、その浅慮を他ならぬローゼンにぶつけてしまったことだ。

　ディエゴの故国に、安らかな生活の全てを破壊されたローゼンに。

「……お前が、あのクリス・コロンとは違う性質の人間だということは、分かる」

　いつの間にかローゼンが、ディエゴと同じ大地に立っていた。

　タンカムイの姿は無く、ローゼンは四よつん這ばいになってえずくディエゴの背をただ、見つめていた。

「だがお前自身が悪でなくとも、我らが大海の民から受けた暴虐は決して、許すことはできない。だから私も多くのディンナの者も、未いまだにお前を警戒し、また恐れている」

「ああ……ああ、そうだろう。当たり前だ」

「お前は、同胞を裏切り私達に味方すると言った。だが、この程度の話で立ち上がれなくなるようなお前に味方されたところで、我らに利することなど無い。トワルガなどは未いまだにお前達を殺せと毎日言う。私も、一人でも多くの大海の民を血祭りに上げるために、戦士としての技を鍛えてきた。あの日の恨みを晴らすために。だが私は、今はまだお前を殺せない。何故なぜだか分かるか」

　とてもではないが、その問いに答える言葉をディエゴは持たなかった。

　しばしの沈黙の後、ローゼンはぽつりと言った。

「レラが信じると言ったからだ。あの街で十年……十の星の巡りの間、幽閉されたレラが」

「……っ」

　収まりかけていた吐き気が、またこみ上げてくる。

「お前達に助けられたと言った。守られたと言った。だから私は混乱している。大海の民で、こんなにも弱くて、なのに万ばん象しよう法ほうを使い、不遇を託かこつ弱き民を救おうとするお前を、信じるべきかどうか迷っている。私は、お前とどう接していいのかが、分からない」

　ローゼンの言葉の一つ一つが、優しく、だが冷たい刃のようにディエゴの心を刺す。

　己の浅はかさ。知らなかったという罪。故郷を富ませるためにこの地に流れた数多あまたの血。

　全てがディエゴを苛さいなみ、頭の中を、全てがぐちゃぐちゃにかき乱す。

「やめてくれ……俺は、俺はローゼンやディンナの人達どころか……レラにだって信じてもらえるような人間じゃないんだ」

　何も考えていなかった。あのときと同じだ。レラと初めて相対したとき覚えた感覚。

　ちょっと想像力を働かせれば分かることを、分かろうとしなかった。

　そんな想像力すら働かせないで今まで来ることができていた人生すら呪いたくなった。

「俺には……君達に殺されたって、文句を言う権利なんか無い」

　このことを隠していることが、ローゼンやレラ、この地に生きる全ての人に対して不義であると思えた。

　だから、大して考えること無く、ディエゴはローゼンに向き直る。

　そして、大切で、呪わしい事実を簡潔に吐き出した。

「俺は……ヴィルハを滅ぼし、君のお母さんを殺した男の、息子だ」

「……な……に」

　ローゼンが微かすかに息を吞のむ音が聞こえた。

「イスニアの長……大海の民の総督、クリス・コロンは、俺の父親だ。俺は……君達の仇かたきの、息子なんだ……」

　これほど己の血を呪ったのは、いつ以来だろう。

　スピネイア人の欲望の急きゆう先せん鋒ぽうになった父と自分の生き様と、何が違うと言うのか。

　どこに行っても、何も為なせない。

　どこに行っても、不幸を生み出す。

　どこに行っても、自分勝手にしか振る舞えない。

　これまで旧大陸エウーレカの民が世界中で振るってきた暴挙と同じことしかできない自分を、奴隷解放という綺き麗れい事で飾り立てていることが、あまりに情けなかった。

「お前が……あの男の……？」

　ローゼンもさすがに驚いて目を見開いていたが、

「お前が……お前が…………お前がっっっ!!」

　唐突にディエゴは肩を蹴り飛ばされ、草地に背中から倒れ込む。

　何が起こったか理解するより早く、自分目がけて迫る褐色の疾風と、それが突き出す一対の短剣の切っ先が目に入った。

　当然の結果だった。抗あらがう気も起きなかった。

　折角だから、自分に流れる全ての血をこの場にぶちまけてくれと願いながら、ディエゴはその瞬間を待った。

　恐ろしくはなかった。

　これで会えると思った。

　だから目を閉じ、その名を小さく呟つぶやいた。

　その瞬間、両耳のすぐ脇の地面に、硬いものが勢い良く突き立つ音が聞こえ、ディエゴはゆっくりと目を開く。すると、

「はあっ……はあ……っ!!」

　自分の顔のすぐ脇。

　カルディスでそうされたように短剣が突き刺され、目の前には大きく息を荒げて涙を流しているローゼンの顔が視界いっぱいに広がっていた。
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「お前が……お前が……っ……どうして……何故なぜ、そんなことを……」

　黄金色の瞳から流れる涙を、どうしてか純粋に美しいと思った。

　ディエゴと視線が交わると、ローゼンは目を逸そらして歯は嚙がみし、必死で何かに耐えている。

　ディエゴはローゼンが何故なぜ涙を流しているのか意味が分からなかったし、何故なぜ今自分が殺されていないのかも分からなかった。

　ローゼンは荒い呼吸を繰り返しながら、しばし答えず拳を震わせ握っていたが、

「…………『ローズ』というのは、人の名か」

　ディエゴの耳に次に届いた言葉は、そんな意外すぎるものだった。

　それがローゼンの震える声だと気づいても、しばらく答えることができなかった。

「答えろ!!　ローズとは、お前のなんなのだ!!」

　だがローゼンは、それがとても重要なことであるかのように、ディエゴの胸倉を摑つかんで引きずり起こした。

「ローズ……は」

　ディエゴは目を剝むきながら、未いまだに涙を流し続けるローゼンを拳越しに見ながら答えた。

「俺にとって、誰よりも大切な人だった」

「だった……？　今は……今はどうなのだ！」

　ローゼンの質問の意図は未いまだに摑つかめないが、ディエゴは必死に答え続ける。

「俺にとってローズは今でも、人生の全てだ。ローズは……俺が幼い頃に出会った、俺の家に買われた奴隷の女の子の名だ。世界で一番、大切な人だ。今はもう、生きているのかどうか、分からない」

「……奴隷」

　ローゼンは何かに気づいたように、目を見開く。

　ディエゴはローゼンが気づいたことに気づき、頷うなずいた。

「そうだよ……俺はただ、もう一度彼女に会いたい。彼女を救い出したい。彼女のような不幸な境遇を、二度と作り出したくない。だから……」

「…………くそっ!!」

　ローゼンはそこまで聞くと、ディエゴを地面に放り出し、そして、

「くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　怒号と共に、短剣を地面に叩たたきつける。

「ろ、ローゼン……？」

　驚いてディエゴは身を起こす。

「私は……私はディンナの戦王……誇り高き戦士の一族……この地の、守護者だ」

　ローゼンの声は、泣いていた。

「お前が……お前がっ!!」

　そして、ディエゴを振り返る。

　その瞳は、睨にらんでいるようにも、笑っているようにも、苦しんでいるようにも見えた。

「……お前が、お前がクリス・コロンのようなっ！　悪人ならばっ！」

「ローゼン……」

「……お前が、お前達大海の民が、憎くないわけじゃ……ない。だが」

　ローゼンは少しだけ慌てたように涙を拭う。

「死を覚悟したお前の顔が、なぜだか母に……最後に私達にタンカムイを託した、カズラヤに似ていた…………殺せなかった」

　ローゼンは少しだけ目じりを赤くしてそう言うと、地面に叩たたきつけた短剣を拾い上げ、その柄を見る。

「……私は海の彼方かなたの、ローズという少女に感謝しなければならない」

「どういうことだ？」

「父の罪を無実の息子に灌そそがせるような真似まねは、戦士として恥ずべき行為だからだ。お前が呟つぶやくローズの名が……それを思い出させてくれた」

　ローゼンは短剣に異常が無いことを確かめてから背に収め、そして、

「すまなかった。私は今、お前にしてはならないことをした。許してほしい」

　頭を下げて、詫わびた。

　慌てたのはディエゴである。

「い、いやそんな。ローゼンの立場なら当然だ！　っていうか、俺がローゼンだったら多分我慢できてなかったかもしれないし……」

「私は、私が間違ったことをしたから詫わびている」

　だがローゼンは固い声でそう言って譲らなかった。

「お前は考えが深い方ではない。だが、悪人ではない。レラがお前を信じた気持ちが、少しだけ、分かった」

「そ、そうか……その、こっちこそ、重要なことを黙っていてすまない」

「それこそ私がお前の立場なら、正直に明かせる自信は無い。よく話してくれた」

　ようやくローゼンは頭を上げ、そして笑顔を見せた。

　なぜだかその笑顔からは、少しだけディエゴと、その背後にある『大海の民』への敵意が薄れたように思えた。

「まだ聖地に行くつもりはあるか？」

「それは勿もち論ろん、行けるなら是非。パホの聖地だというからには、きっと万ばん象しよう法ほうを深く知ることができる何かがあるんだろう？」

「ならば、今日はここで野営だ。明日の朝、森を抜けてあの『パホ・ティカ山』に登る。パホの聖地は山の頂上付近にある。今夜はしっかり眠って、明日に備える、そしてもし良かったら」

　ローゼンは太陽のような笑顔で、ディエゴに微笑ほほえみかけた。

「私の大切な人、母カズラヤのことは話したな。だからお前の大切な人のことを、少し聞かせてくれないか」

「え、ええっ!?」

「お前はよく寝言でも誰かの名を口にしていると見張りの戦士が言っていた。それがローズなのだろう？」

「そ、そうなのか？　いや、でも」

　悔悟の胸やけと同時に妙な恥ずかしさが去来して、ディエゴは顔を青ざめさせたり赤らめたりと忙しい。

　そんなディエゴの混乱を感じ取ったローゼンは、軽く肩を竦すくめた。

「お前はカルディスで初めて私の顔を見たときも、私を『ローズ』と呼んだな。何故なぜ私の名を知っているのかと随分驚いたものだが、もしかしてローズは私に似ているのか？」

　間近で優しくディエゴに声をかけるローゼンの顔を見て、ディエゴはイスニアで初めて仮面の下から現れた顔を思い出す。

　あのときは、似ていると思った。でも、ディンナの村で数週間を過ごし、こうして間近に顔を合わせて話すと、それほど似ていない。

　何故なぜ、似ていると思ったのだろう。

　考えるまでも無かった。

「似て……いたんだ……うん、俺がローズを、最後に見たときの顔に」

「まだ生きているか分からない、と言ったな」

「ああ。最後に顔を見たのは、港から奴隷船に乗せられるときだった。俺は十二歳だった。ローズが売られていくのを見ながら俺は滅め茶ちや苦く茶ちやに泣いていた。ローズは絶望も怒りも無く、ただ微かすかな悲しみと、これから先に待っている運命を諦めと共に受け入れる顔をしていた」

「その顔に、似ていたのか」

「……すまない、変なことを言って」

　虚無の顔に似ていると言われても良い気はしまい。だが、ローゼンはまるで気分を害してはいなかった。

「いや、いい。あのときの私は、ヴィルハの民の万ばん象しよう法ほうが、誇りが、命と共に奪われたのではないかという恐怖と、それを助けられなかった自分への絶望を覚えていた。この地に大海の民が現れて以来、誰かが唐突にいなくなることに恐怖を覚えるようになった。それまでは死は大いなる旅立ちであり、大地と空と、海と大樹と一つになり、いつかまた生まれてくるための命の巡りに乗るときだと思っていたのに、あれ以来私は、死が恐ろしくてたまらない」

　一つの民族の死生観すら塗り替えてしまうほどのスピネイアの罪の重さにディエゴの表情は暗くなったが、それを察したのか、ローゼンは小さく手を叩たたいた。

「話の前に、まずは食事の準備をするか。腹が減ると、気分も沈み込むからな」

　するとまるでそれに応えるように、ディエゴの腹が大きく鳴ったのだった。







　小さな焚たき火びを間に向かい合って、ディエゴとローゼンは簡素な夕食を済ませた。

　献立は幸いにしてジャングルで食べたようなゲテモノではなく、ローゼンが持参した干した魚と、門の大木近くの茂みから採取したよく分からない木の実だった。

　それらはディエゴの好みには全く合わなかったし、ローゼンと根本的なところで和解できたわけでもないのに、不思議と食事を寛くつろいで楽しむことができた。

　これほど素直な気持ちで、とりとめのない話をしながら誰かと夕食を共にしたことなど、一体いつ以来だろう。

　食事を進めながら、ディエゴは少しずつ、昔の話をローゼンに聞かせた。




　　　※




　ローズ・メリエルゴッドという名の奴隷の少女がディエゴの家、つまりは新大陸発見の英雄クリス・コロンの屋や敷しきに買われてきたのは九年前。ディエゴが九歳のときだった。

　当時クリス提督は新大陸開拓の遠征軍組織のため多忙であり、滅多に屋や敷しきに帰ってこなかった。

　だが成功の象徴の一つである屋や敷しきの維持管理にはかなり熱心で、奴隷の中でも誠実で仕事熱心な者を多く屋や敷しきに住まわせていた。

　ローズもその一人で、元々は外壁の掃除のためだけに買い入れられたのだが、いつの間にか庭師のブルーノ老人に気に入られ、庭仕事を手伝うようになっていた。

　ディエゴがローズの存在を意識したのはその頃のことで、強面こわもての大人しか身近にいなかったディエゴは、自分より少し年上の少女に懐なつくようになった。

　父クリスから屋や敷しきの管理全般を任されていた冷たい目をした執事は良い顔をしなかったが、四人の孫がいるというブルーノ老人は、ディエゴとローズを孫のように可愛かわいがり、二人を自分の整備した庭で遊ばせてくれた。

　もちろんローズには奴隷として果たすべき仕事があるが、ディエゴは庭師の老人に頼み込んでローズと同じ仕事を手伝わせてもらっていた。

　ブルーノ老人とローズは、クリス提督の出世以後、ディエゴの身の回りから消えてしまった母や兄達に代わるディエゴの新しい家族であり、幼い少年がありったけの愛を捧ささげる対象でもあった。

　ディエゴは、ローズを愛し、ローズに恋していた。

　ブルーノの指導の下もと、庭仕事の腕を上げていくローズはいつしか花壇に美しい花を咲かせる緑の指を手に入れていた。

　ディエゴは花を真摯に世話するローズの青い瞳が何よりも好きで、彼女と同じ色の瞳を持つ己を誇りに思った。

　だが、ディエゴがローズに入れ込みすぎていることを、他の大人は許さなかった。

　ローズと知り合って三年経たった、ディエゴが十二歳の年のある日、突然奴隷商人が屋や敷しきを訪れ、ローズを含む屋や敷しきの奴隷全てを買い取ると言い出したのだ。

　管理万端を任されている執事は即答でこれを了承。

　ディエゴの抗議に対しては、

「お父様のお手配なのです」

　と言ったのみで、それ以上何も言わなかった。

　ディエゴはブルーノの所に飛んでいき、ローズを守ってくれるよう懇願した。

　もちろんブルーノも事実上の弟子として手塩にかけて可愛かわいがり育ててきたローズを失いたくはなかったが、彼の立場では執事にもクリス提督にも到底逆らえなかった。

　ブルーノは国の英雄の屋や敷しきに勤めていることで、庭師として望外の給金を得、老いた妻を養っていたのだ。

　ブルーノの、せめて港まで見送りに行きましょう、という言葉に従い、ディエゴはローズを連れた奴隷商を追いかけて、屋や敷しきのあった街の港まで出かけていった。

　そこで見たのは、花を愛めでる手を鎖で繫つながれ、美しい瞳の光を霞かすませて奴隷船に連行されるローズの姿だった。

　ブルーノに買い与えられた古いが上等な仕事着を剝はがされ、裸同然の貫頭衣だけを纏まとった姿のローズに、ディエゴは喉から血を吹かんばかりの勢いで叫んだ。

『行かないで！　行っちゃやだ！　ローズ！　帰ってきてよ!!』

　港の喧けん騒そうの中で、子供の声が波止場の奴隷船に届くはずは無い。だがそれでも、奇跡が起きてローズはディエゴの方に顔を向けた。

　その瞬間、ディエゴは言葉を失った。

　ローズの顔は、ディエゴの知るローズの顔ではなかった。

　薔薇ばらの花に負けず劣らず美しかった顔からは生気が抜け、今にも死んでしまいそうな顔をしていたのだ。

　それでもローズは、ディエゴに向かって微笑ほほえんだ。

　全てを諦めた笑顔で。ディエゴと過ごした三年間を、死の間ま際ぎわに思い出すような虚無に満たされた笑顔で。

　ローズの口が微かすかに動いたように見えたのは、決して見間違いではなかった。

　だがローズの声はディエゴには届かず、奴隷商人の鞭むちの音に急せかされ、他の奴隷達たちと共にどこへ行くとも知れぬ船に押し込められてしまった。

　ローズの姿が消えた。

　そこから先のことを、ディエゴは覚えていない。気づいたときには屋や敷しきに戻っており、ベッドの脇には冷たい目をした執事が立っていた。

　ディエゴは港でパニックを起こした末に失神し、運ばれてきたのだと言う。

　ディエゴは執事にローズを返せと牙を剝むいたが、執事は冷たい声でディエゴを跳ねのけた。

「これからはもっと、スピネイア貴族として相応ふさわしい振る舞いをしていただかねば困ります。あなたはクリス・コロン様の御子息なのですよ」

　そして執事は、ディエゴに更に残酷な事実を告げた。

　ディエゴの悲しみをできる限り汲くみ取とろうとした庭師のブルーノ老人は、ディエゴの心身に無理をさせた責を負わされ、庭師の職を解雇されていたのだった。




　　　※




　ローゼンは、ディエゴの思い出を焚たき火びの向かいで聞いていた。

　二年の滞在では学びきれなかったスピネイアの文化や習慣、花の名前や花の形など、時折質問をしながら、野営の前に集めた植物の蔓つるや枝を使って何かを作っているようだ。

「それで、法で独立が許される十五歳のときに、父に絶縁状を叩たたきつけて家を出たんだ」

　十五といえば、庶民の子弟なら奉公などに出て、仕事に一応の箔はくがつくような年である。

　ディエゴは表向きスピネイア貴族としての知識や教養を真摯に学ぶふりをして、冒険家だった父の古い蔵書などから様々な国の多くの知識を吸収していた。

　中には神聖教会の目に触れたら危険な書物も含まれていたように思う。

　錬金術や陰陽術の存在に関する知識も、父の蔵書から仕入れたものだった。

「従順に貴族生活をしてたおかげで、身の周りのものは大体高級な品だったからな。まぁ、親から与えられた財産を盗んで逃げたわけだから、家出って言うほど立派なものじゃない」

「そこからお前は万ばん象しよう法ほう……いや、陰陽術の研究を始めたのか」

「最初から研究を始められたわけじゃない。まずは生きるだけで必死だった。持ち出したはいいけど換金できなかったり買い叩たたかれたりしたものも多いし、いざというときの蓄えだって必要だ。週の半分は、何かしらの日雇い労働でもらう賃金で細々と飯を食ってた」

　貧しい時代の記憶があったためか、貴族生活から飛び出しても、さほど市井の生活に馴な染じむのに時間はかからなかったように思う。

「十五といえばもう大人だ。金があったのなら、お前がローズを見つけ出して身柄を買い戻すこともできたのではないか？」

　人を売り買いする市場構造に嫌けん悪お感を示しつつも、ローゼンは的確な質問を飛ばしてくる。

　ディエゴは力なく首を横に振った。

「もちろん考えたさ。でも何かをしようとすればするほど無力な自分に気づかされるんだ」

　屋や敷しきを出たディエゴが最初に探したのは、解雇された庭師のブルーノだった。

　今ならディエゴも彼も、クリス・コロンの影響を受けずに語り合えると考えた。

　あのときローズしか目に入っていなかったディエゴとは違い、ブルーノは船の行き先を察するだけの余裕があったはずと考えたのだ。

　だが、ブルーノは屋や敷しきを解雇された僅か一年後、病で亡なくなっていたのだ。

　ブルーノの息子だという男性は、ディエゴとローズの話を父から聞かされていたらしい。

　孫同然に可愛かわいがっていた二人と引き離され、屋や敷しきも解雇された上に病気がちだった妻が急逝し、一気に生きる気力を失ったのだと言っていた。

　ブルーノはいつかディエゴが訪ねてくるかもしれないと考えディエゴ宛てに遺言を遺のこしてくれていたが、それはローズの行き先の手がかりになるものではなく、

『坊ちゃんのお心をお守りできず、申し訳ありません。どうか坊ちゃんの未来が、今後二度と悲しみに彩いろどられぬよう願っています』

　というブルーノの悔悟と祈りの言葉だけがしたためられていた。

　ブルーノの言葉を受け取ったディエゴは男性に礼を述べ、墓にも参った。

　だが唯一の手がかりを失った絶望は大きく、その後しばらくは当てもなく奴隷市場の探索に出る日々が続いた。

　だがそこには、更なる絶望が待っていた。

「スピネイアを旅したローゼンは知ってるかもしれないが、奴隷はとても高価なんだ。人一人の命だからか庶民には手の届かない値がついてて、養っている奴隷の人数をステータスにする貴族や商人もいた。それにスピネイアに限らず、エウーレカの大半の国が奴隷を売買している。俺一人で探しきれる規模じゃないし、他人の財産に探りを入れたら下手すりゃ罪に問われる。まして俺はクリス・コロンの子だ。俺が親子の縁を切ったと言っても、周りはそう思っちゃくれない。迂う闊かつに動けば父や国から俺に手が回る。そうしたらローズは助けられなくなる」

「それで、遠回りをしようと考えたのか。奴隷に代わる労働力を探すことで……」

「奴隷というシステムそのものを無くす。それまでローズが生きていてくれれば、ローズの誇りと命は解き放たれる。たとえ二度と会えなくても、ローズが自由を手にして、故郷に帰ったり、花を育てたりすることができる世の中になると思った。だから俺は必死で陰陽術を研究した。陰陽術には『クグツ』や『シキガミ』という、人ならざるものを人と遜色ない姿に成形して使役する方法があるらしいんだ。俺にそれを作り出すことができれば、奴隷解放に繫つながるんじゃないかと……思ってたんだ、さっきまで」

　ディエゴは暗い顔で苦笑する。

「でも、きちんと考えれば分かることだ。古代エウーレカには『剣けん奴ど』っていう、戦う姿を見せるための奴隷がいたくらいだ。そんな所にタンカムイを持って帰ればどんなことが起こるか。国王はタンカムイを他国と戦うための道具にするだろうし、他国もそれを見てタンカムイを求めはじめる。そうすればいずれ、俺や陰陽術や、下手をすればこの土地のディンナ族にたどり着く。生きてるかどうかも分からないローズを救いたいなんていう俺の思いが、それ以上のとんでもない不幸を世界中にばらまくことになりかねない」

「そうかもしれないな」

　ローゼンは相変わらず手を忙しく動かしながら、変わらぬ調子で頷うなずいた。

「だが、そうならないかもしれない」

　そして、変わらぬ調子でそう続けた。

　ディエゴはローゼンが何を言っているか分からず返事ができずにいると、

「よし、できた」

　ローゼンは先程から作っていた何かを、顔の高さに掲げて見せた。

　茶色い植物の蔓つるで編まれた独特の模様を見せる網の回りに、三つの木の実が吊つるされていて、ローゼンは最後に木の実の下にパホを三枚、突き立てた。

「今夜は、そこらから適当な枝を拾ってきて、枕元にこれを吊つるして眠るといい。この地に伝わる悪夢払いのお守りだ」

「悪夢払い？　それも、何か万ばん象しよう法ほうに関係しているのか？」

　白いパホが吊つるされているのを見てそう尋ねるが、ローゼンは首を振った。

「万ばん象しよう法ほうが生まれる以前から伝わる古い古い呪まじないだ。エウーレカで言う教会の聖像のようなものと思え」

　ついいつものクセで『網』や『丸』や『白』が表す何かを想像してしまうが、考えてみれば木の実はディエゴが見たことの無い新大陸固有種のようで、この時点でもしこれが万ばん象しよう法ほう由来の装置だったとしても、どんな効果が表れるのかディエゴには予想できない。

　つまりは信仰や習慣の象徴、ということだろう。

　この網や木の実から、パホを介して何かが生まれるというわけでも無さそうだ。

　ディエゴの心を汲くもうとしてくれているローゼンがくれた、寝室の暗闇を怖がる子供のための人形程度のものだろう。

「ありがとう、使わせてもらうよ」

　ディエゴは立ち上がり、焚たき火びの脇を通ってローゼンが差し出すお守りを取りにゆく。

　差し出された網の端を摑つかむが、ローゼンはなぜか自分の手を離さず、座ったままじっとディエゴを見上げていた。

「ディエゴ。未来のことは私には分からない。タンカムイに戦う力を与えたカズラヤは、レラと四つの部族の民の命を守った代わりに未来に不安の種も残した。だが我々は今のところ傷つけるためではなく、互いを守るためにタンカムイを呼べている。私が、私達が、この地を愛し、守りたいと強く願ったカズラヤの意志を継いでいるからだ」

「……ああ」

「ローズを救いたいと願うお前の意志も、奴隷の悲しみを無くしたいお前の意志も、父の行いを間違いだと感じるお前の意志も、継ぐ者は必ず現れる。お前の意志を無視し、お前の望まぬ結末を願う者の意志が生まれたとき、世界の天てん秤びんがそちらに傾かぬよう強く重い意志を持てば、きっと今このとき、或あるいは遠い未来、お前の意志がお前の望んだ世界を作り上げる」

「ローゼン……」

「カズラヤが……私の母さんがそうしたように」

　ローゼンの瞳に微かすかに浮かんだ柔らかい涙が、焚たき火びの光を受けて美しい金色に輝いた。







　ディエゴは夢を見た。

　バラの咲き誇る明るい庭園に、大人になったディエゴは立っていた。

　忘れもしない、ローズと出会った庭だ。

　ローズにまつわる夢を見るときは、いつも暗黒に閉ざされた港の場面ばかりだった。

　だがこの日のローズは、庭師のブルーノ老人に買ってもらった古着を着て、庭仕事の道具を手に持ち、ディエゴを待っていた。

「お待ちしていましたよ、ディエゴ坊ちゃん」

　子供のままのローズが、大人になったディエゴを庭に迎え入れる。

「ローズ……」

「もう随分と時が過ぎてしまいましたが、ようやくお庭に帰ってきて下さったのですね」

「どういう、こと？」

　つい言葉が幼くなるディエゴを見上げて、ローズは微笑ほほえんだ。

「坊ちゃんは、覚えていらっしゃいますか？　ブルーノ先生にお願いをして、結婚式ごっこをしたときのことを」

「うん、覚えてるよ」

　ディエゴがローズへの恋心を隠そうともしなかった頃。ディエゴは教会の神父役をしてくれるようブルーノに頼み込んだ。

　屋や敷しきに雇われている身のブルーノは、貴族の子弟が奴隷の娘とそんな遊びをすることに困惑する気配を見せたが、結局最後には折れて、幼い二人のままごとを許してくれた。

「私は幸せでした。奴隷としてエウーレカにやってきて以来、坊ちゃんほど私に優しくして下さった方はいませんでした。あのとき『いつか必ず僕がローズを故郷に帰してあげる。そこで二人で暮らそう』って言って下さったこと、私、本当に嬉うれしかったんです」

「ローズ……でも僕は……俺は……」

　大人のディエゴは、ローズに首を振った。

「俺にはそんなこと言う資格なかったんだ。俺はローズを奴隷にしたスピネイアの人間で、子供だったから何も分かってなくて、俺達がいなければローズは故郷で家族と幸せに過ごしていたはずなのに……」

　子供のディエゴは、ローズが喜ぶことならなんでもしたかった。ローズは故郷へ帰りたがっていたから、いつか必ずその夢を叶かなえてあげると軽はずみに口にした。そういえば、ローズは喜んでくれると思ったから。

　クリス・コロンの息子である自分なら、大人になればそれができるという根拠の無い自信があったから。

　だが本当なら、クリス・コロンの息子であるからこそ、自分はローズに心底憎まれても仕方の無い存在なのだ。

　大人のディエゴは陰陽術の研究をする裏側で、そのことをずっと悩み続けてきたのだ。

　ローズは必死にその思いを訴えようとする大人のディエゴに、首を振ってみせた。

「ディエゴ、あなたは子供でした。だからこそお父様や国や、多くの大人達の罪を背負い込む必要など無いのです。確かに奴隷としてエウーレカに連れてこられ、それまでの生活の全てを失ったことは私の不幸です。でもそのことと、ディエゴやブルーノ先生が私に優しくして下さったことには、なんの関係もありません。それとも……」

　ローズは少し言葉を切り、試すような口調で言った。

「ディエゴは、私が奴隷だったから、哀れみをかけて下さっていただけなのですか？」

「違う！　それは違う！　俺は、俺はただ、ただローズが好きだった！　ローズが花を育ててるのを見るのが、ローズが歌う歌を聞くのが好きだった！　ローズが奴隷だからとか、そんなこと考えたこと、一度も無い！」

「なら、それでいいじゃありませんか」

　ローズは体の後ろで手を組むと、そう言って微笑ほほえんだ。

「私はあの結婚式が、本物なら良かったのにと心から思っていました。ディエゴが私を故郷に連れ帰って下さることを、心から夢見ました」

「ローズ……」

「ディエゴは心が優しくて、強い方です。正しい行いは必ずいつか、誰かが受け止め引き継いでくれます。私はこれからディエゴがどのような道を選ばれたとしても、きっとその先には、私を故郷に連れていってくれると約束して下さった、あの日の凜り々りしく高潔な少年が立っていると信じています」

　これは夢だ。

　だからローズは、こんな自分の心の迷いを的確に突き、甘やかすようなことを言うのだ。

　心のどこかでそう思いつつも、ディエゴはつい、涙を流しながら微笑ほほえんでいた。

「甘やかしすぎだよ、ローズ」

「ディエゴ坊ちゃんは、それはそれは泣き虫でしたから。これくらい優しく言わないと立ち上がって下さらないかと思って」

「あの頃と大して変わらないよ。へこたれてばっかりだ」

「今のディエゴは大人です。生きる力があります。支えてくれるお友達がいます。新しい土地の、新しい可能性があります」

　そこまで言うとローズは身を翻ひるがえし、ディエゴに背を向けて歩きはじめた。

　思わず後を追おうとするが、なぜか足が地面に張りついたように動かなかった。

「ローズ！」

　ディエゴは去りゆくローズの背に叫ぶが、ローズは歩みを緩めず、遂ついに庭の出口の格こう子し門に手をかけた。

「私は応援していますよ。ディエゴが、『坊ちゃん』の望んだ世界のために立ち上がるのを」

　門の外から差し込む光に目が眩くらみ、ディエゴはローズを追いかけることができなかった。

　光はそのまま視界を満たし、ローズの声も聞こえなくなる。







　目覚めは、光の中から訪れた。

　ローズの庭を満たした光が連れてきたのは、一対の巨大な大木。パホ・ティカ山の正門だった。

　身を起こすとローゼンは朝の食事の準備を始めており、頭上を見たことの無い小鳥達の囀さえずりが行き交っていた。

「起きたのか……」

　ディエゴの目覚めに気づいたローゼンはなぜか不機嫌そうで、眉根を寄せながら焚たき火びをいじっていた枝をディエゴに突きつけた。

「ローズがお前にとって大切な人間なのは昨夜の話で十分に理解した。だがな、昨夜の寝言はさすがに酷ひどいぞ。一体何度ローズの名を連呼するつもりだ」

「え」

「自分のことではないと分かっていても、似た響きの名を呼ばれると驚く。なんだ、捕虜のテントでは死にかけの大角鹿のようなうめき声を上げていたくせに、昨夜は睦むつ言ごとのような妙な声を出して。余程悪夢払いのお守りが効いたらしいな！　ええ？」

「え!?　い、いや、それは、ええ!?」

　ディエゴは眠っている間のことを咎とがめられて顔を赤らめる。

　確かに今日見た夢にはローズが出てきて、それでいて普段の暗く恐ろしい内容ではなかった。だが内容を詳細には思い出せないし、寝言を咎とがめられてもどうしようもない。

　ディエゴは枕元に吊つるした網とパホのお守りを見て、頭を抱える。

　万ばん象しよう法ほうとは関係の無いお守りだというが、それならそれでこんな細工物一つで夢が変わるほど自分は単純だったのだろうか。

「おかげで昨夜はこっちが眠れなかった。これから聖地に入らねばならんというのに……」

「そ、そうだ聖地！　聖地って何があるんだ!?　お、俺はなんのために来たんだっけ!?」

　話題を変えるには強引すぎるが、このまま黙っていたらいつまでもローゼンに責めたてられそうな気がしたのだ。

「……昨日も言ったが、聖地はこのパホ・ティカ山の頂上付近にある。そこに住む『パホリュートの鳥ちよう王おう』に会いに行く。そこで万ばん象しよう法ほうに必要なパホを受け取る」

「パホ・ティカ山の、鳥ちよう王おう……巫女みこや戦王と一緒で、パホリュート族の幹部みたいな感じの人のことだよな」

　ディエゴは昨日のローゼンの話を思い出す。

「レラに『俺は戦力として期待されていない』みたいなこと言われたんだけど、何か大変なことがあるんじゃないのか？」

「大変？　ああ、そうかもしれない。私にはいつものことだから、深く考えなかった」

　ローゼンは手を打つと、仮面のパホを一本引き抜き、ディエゴに見せる。

「お前のパホはダーツと言ったか？　様々な素材を組み合わせて作ったものらしいが、我々の万ばん象しよう法ほうの媒介であるパホは、見ての通り鳥の羽根だ」

　ローゼン達の万ばん象しよう法ほうの媒介、パホは、鳥の羽根そのものだった。

　芯は空の大樹のような美しい金色で、羽毛はきめ細やかに生えそろっており、ローゼンがタンカムイを動かしているときなどは虹のように輝いている。

　ディエゴのダーツも構成色は同じだが、矢羽フライト部分を含め全て人為的な加工が施されている。

　何よりシャフトの内側のこよりに術者の血液をしみ込ませ、術の使用者を制限しているのはパホとの大きな違いだ。

　それでもローゼンやレラの術が発動するのは、ディエゴが知らない万象法と陰陽術の差によるものなのだろう。

「パホは、パホリュートの鳥ちよう王おうが管理する聖地でしか手に入らない。聖地には戦王、神官、巫女みこ、そして鳥ちよう王おうが許可した者しか入ることができず、入ってからはパホを手に入れるためにあちこち駆け巡らねばならない。高い山だからな、苦しいぞ」

「あちこち駆け巡る？」

「まぁ、私はとっくに認められているから、それほど慌ただしく飛び回ることはないが……お前は苦しいだろうな。まぁ、今日は良い夢を見ただろうから、気力は充実しているだろう。せいぜい頑張って鳥ちよう王おうに認められるのだな」

　ローゼンの意地悪な笑みの理由をディエゴが知るのは、その半日後のことであった。




　　　※




「そ、そこまで泣かなくても……」

「そんなこと言ったってよおおおおおおお！　俺、俺、そんなことになってるなんて全然知らなくて……うわああああああああ」

　夜も更ふけたディンナの村で、アルバロの泣き声が森の獣のような勢いで響き渡っていた。

「俺、俺、本当に新大陸には、名声だけを求めて来たんだ……それがレラの家族やローゼンのお袋さんの悲劇の上に成り立ってるなんて……考えもしなかったんだよおおおお」

「は、はぁ……」

　レラはアルバロがここまで劇的な反応を見せるとは思ってもみず、逆に困惑してしまう。

　大海の民にヴィルハやディンナの苦難の歴史を語って、どんな反応が見られるか試そうという思いはあった。

　だがここまで劇的を越えて、面倒くさい反応が起こるとは思いもしなかった。

　クリス・コロンが『海の神』を気取って虐殺を始めたくだりでは見張りの戦士の制止も聞かずに外に飛び出して吐き戻すし、ローゼンの母カズラヤの最さい期ごを聞いては滝のような涙を流し、辺り憚はばからずに泣き散らす。

　レラも、アルバロが極悪人だとは思っていなかったが、ここまでヴィルハやディンナの運命に感じ入る性格とも思っていなかったため、どう収拾をつけて良いやら悩んでしまう。

「俺……とんでもない所にディエゴ連れてきちまった……なぁ、ディエゴはいつ帰ってくるんだ？　パホの聖地って、遠いのか？」

「タンカムイで、慣れないディエゴを連れて往復三、四日、といったところですが……」

「ディエゴ、あいつ奴隷が嫌いなんだ……いや、奴隷がっていうより、奴隷を扱う連中のことがっていうか……俺、港で色んな国の話聞いて、奴隷なんか小さい頃から見慣れてて……でも、連れてこられた奴隷にも故郷や家族があるなんてこと考えもしなくて……俺、俺……」

「あの、アルバロ、その、もう少し静かに……」

「なぁレラぁ……頼む、一つ俺の罪の告白を聞いてくれ。俺、あんた達やディエゴに謝らなきゃいけねぇことがあるんだああああ」

「はぁ……ひゃっ!?」

　突然アルバロに手を取られ、レラは小さく叫んで身を竦すくませてしまう。

　大海の民に手を取られるという状況に過去の恐怖がつい脳裏を掠かすめるが、目の前のアルバロはレラの手を握りながら体を震わせていた。

「分かりました、聞きます。話して下さ……」

　その様子を見てレラは落ち着きを取り戻し、震えるアルバロに優しく声をかけようとした、そのときだった。

　やおらテントの外が騒がしくなり、見張りの戦士も外から何事かをレラに呼びかける。

「えっ？」

　レラはかけられた言葉が、一瞬理解できなかった。

「今なんか、誰かが怪け我がしたとか言ってなかった？」

　だがアルバロは、戦士の言葉をかなり正確に拾っており、レラはその内容を否定できない。

　トワルガが、森での戦いで負傷した。戦士はレラにそう言ったのだ。

「す、すいませんアルバロ。ちょっと外に」

「あ、ああ。俺も行っていいか？」

　レラとアルバロが連れ立って外に出ると、ディンナの村は大きな混乱に見舞われていた。

　崖の上から戦士達が青いパホで降りてくるが、数人の戦士の様子がおかしい。

　掲げられた篝かがり火びが、妙に不吉な色合いで村を照らし出していた。

「一体何があったのです!?」

　降りてきた戦士達の中には重傷を負った者が少なくなかった。

　ローゼン不在の中、戦士達を率いたトワルガもまた、肩と脇腹から酷ひどく血を流していた。

　更には不思議なことに、彼の纏まとう無数のパホのうち、大半が黒く焼け焦げている。

　レラは着地すると同時に倒れてしまったトワルガに駆け寄った。

　大きな体を苦労して抱き起こし、傷の様子を検分しながら尋ねる。

「トワルガ!?　一体何が……」

　その問いに返ってきた答えは、信じがたい内容だった。

「タンカムイが……破壊された」

「えっ……」

「巨神が壊された……？」

　レラも、アルバロも、トワルガの言葉を理解するのに時間を要した。

　イスニアが、スピネイアが森の巨神と恐れたディンナのタンカムイ。

　ローゼンの母が命を賭として生み出した戦う巨神。

　これまで何度も森への侵攻を食い止めたタンカムイが、破壊されたというのか。

「森の中の木々が沢山切り倒されていた。様子を見ようと切られた木に近づいた途端タンカムイの足が崩されたのだ。多くの戦士がタンカムイから落ち、待ち構えていた大海の兵の刃に晒さらされた。なんとか新たにタンカムイを呼び出そうとしたが……森の深い所まで押し込まれた。追い返したつもりではいるが……」

「よ、よく分からねぇが、変な術で巨神を壊されたって言ったのか？　イスニアには錬金術師が沢山いるけど、巨神を倒すには役に立たなかったってホアキン船長が言ってたのに……」

　自分達がディンナに囚とらわれている間に、イスニアに何が起こったというのだろう。

　万ばん象しよう法ほうも陰陽術も分からないアルバロには理解できるはずもなかったが、レラは思うところがあるのか、悔しそうに歯は嚙がみしていた。

「早く森に見張りを戻さねば、もしかしたら、カズラヤの思いが食い破られるかもしれん」

「ムチャです！　あなたの怪け我がも決して軽くありません！」

「しかし他にどうしようもない。ローゼンが聖地から戻るまでは、早くてもあと二日はかかる。俺以外、誰が森を守れる。これまでも、ずっとそうしてきたのだ」

　トワルガの言葉にはまだまだ力がみなぎっていたが、その顔には冷や汗が浮かび、血もとめどなく流れている。適切な治療を施し安静にしなければ、次に戦えるようになるまでに長い時間がかかってしまう。

「いけません、ディンナの戦士は、この地を守る重要な防衛線です。あなたは休んで下さい」

「だがしかし……」

　トワルガは困ったようにレラを見上げるが、レラの顔は、強い決意に満ちていた。

「私が行きます」

「「レラ!?」」

　トワルガと、そしてアルバロが同時に叫んだ。

　レラは戦士ではないし、ヴィルハの封印のせいで体の年齢も子供のままだ。

　ヴィルハとディンナでは、居住地域の違いもあって、得意とする万ばん象しよう法ほうも微妙に異なる。

　だがレラは、力強く言い放った。

「私はヴィルハの巫女みこです。ディンナの戦士達の助けがあれば、立派に森を守ってみせます」

　今はもういないヴィルハの民の中で、海の神に最も近づき得る万ばん象しよう法ほうの使い手である巫女みこ。

　その自負が、レラを戦場へと赴かせるのだ。

「ディンナの森と村まで大海の民の手にかけさせるわけにはいきません。ヴィルハの弔い合戦もしなければならない。トワルガ、お願いです。私に森を守らせて下さい」

　ヴィルハの巫女みこの決意を止める術を、トワルガは持たなかった。

「俺……俺は……」

　そんなレラの決意を前に、アルバロはただ狼狽うろたえていた。

　名声と栄光とが、何によってもたらされるかを理解せずに新大陸に渡ってきたアルバロにとって、レラが語る新大陸でのスピネイア軍の所業はおよそ想像だにしないものだった。

　思えばディエゴは、初めからこんな展開を想像していたのではなかろうか。

　ディエゴが奴隷商やクリス提督を憎んでいるのは言葉の端々から感じ取れていたし、イスニアではレラが拷問されそうになったところをクリス提督に抗命するという大胆なことをしてまで止めている。

「レラ、俺も……」

「アルバロ。今のあなたにできることはありません」

　葛藤が声になって口からこぼれたが、意志を伝える前にレラに遮られた。

「あなたは戦士ではない。あなたはディンナでもヴィルハでもパラテヤでもパホリュートでもない。昔話であなたの同情を買おうとしたわけではありません。捕虜は捕虜らしく、ここでディエゴの帰りを待っていて下さい。それに」

　レラは衒てらいなく微笑ほほえんだ。

「あなたに故郷の同胞と殺し合ってほしくないのです。これは、私達の戦いですから」

　これほどまでに慈愛に満ちた拒絶があるだろうか。

　アルバロは言葉を失い立ち尽くした。

　レラはアルバロを制すると、すぐにディンナの戦士の中から戦える者を選び出し、トワルガから正式に指揮権を委譲される。

「では森に戻りましょう！　大海の民に、これ以上森を侵させてはなりません！」

　十歳の体のレラが号令を発し、ディンナの戦士達の声が呼応する。

　レラはもはやアルバロを一顧だにせず、青のパホを振るって崖の上へと飛ひ翔しようしていった。

　アルバロは次々と戦士達がレラを追って出撃する様を呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。

　何もできない。

　人のために何かをしようと考えたことなど人生で数えるほどしか無いが、自分のためにすら何もできないという状況には直面したことが無かった。

　アルバロは呆ぼう然ぜんと誰もいなくなった崖と空を見上げたが、

「……おいっ！」

「うひいいっ!?」

　突然背後から大質量にのしかかられた。トワルガが、思いきりおぶさってきたのだ。

「俺は、レラほど物分かりは良くない。ディンナを守るためならなんだってやるし、なんだって利用する。今、手が空いてるな？」

「ひ、暇かって聞かれてるなら、暇です、はい」

「よぉし。俺をあそこまで運べ」

　指さすのはディンナの村の外れから少し歩いた所にある沢だった。

　村の近くを流れる川の支流の更に細い支流にあたる場所で、ディンナの飲み水は大体そこから採られているらしい。

「そ、それより治療はいいのか？」

「……治療もそこでやる。他の連中にもそう言ってある。とにかく運べ。ぐずぐずするな」

「わ、分かったよ。ったく、このままじゃいつ族長さんに会えるのやら……よっと！」

　アルバロはトワルガの巨体を改めて背に担かつぎ直すと、確かな足取りで指示された沢に向かって歩き出した。

「意外と力があるじゃないか」

　細身の体と侮あなどっていたトワルガだったが、思いがけず力強い歩みに驚いたようだ。

「これでも港で、何年も下働きやってたんだ。人間一人くらい、なんでもねぇよ」

　やがてアルバロは沢にたどり着いた。

　その後をトワルガの血が点々と追っているので、後からやってきたディンナの戦士達が慌てている様が見える。

「ここで何するんだ」

　沢のほとりにトワルガを下ろしたアルバロは、トワルガが白、黒、青のパホを二本ずつ抜いて沢の水面に浸すのを見て首を傾かしげる。

「……水を通して、伝えるんだ。聖地には……鳥ちよう王おうが管理する泉がある……そこに、伝える。森が、危険だと。ローゼンの、帰りを、急がせなければ……」

「なんだかよく分からんけど、あんたらの術で遠くの人に何かを伝える方法があるんだな」

　アルバロはトワルガがパホと水面を光らせるのを横で見ながら、しかしローゼンやディエゴが今帰ってきたからといって、何かが丸く収まるのかという漠然とした不安にかられる。

　レラはアルバロを故国の人間と戦わせたくないと言ってくれたが、横で故国とレラ達が戦うのを何もせずに見ているのが果たして今為なせる全てなのだろうか。

　そのとき、トワルガの傷を治療するために追いついてきたディンナの村の者の一人が、アルバロに意外なことを言ってきた。

「ここからは我々がトワルガを見る。お前はこれから、長のテントに向かえ」

「え？」

「ディンナの長ガリラハジャム様が、お前に会いたいと仰おつしやっている」

　ディンナの族長が、突然アルバロ一人と会いたいとは、一体何事だろうか。

　アルバロはすぐには反応できず、何度も目を瞬まばたかせるのだった。




　　　※




　聖地の門からは徒歩でパホ・ティカ山を登らなければならないのかと思いきや、登山にもタンカムイが用いられた。

　意外に楽なのかと考えたディエゴの思いは、数時間後には裏切られることになる。

「ど、どこまで登るんだよこの山……」

　タンカムイは足回りの形状を山肌に合わせて変えることができる。そのため頂上に向かってほぼ一直線に登るという荒業が可能だ。

　だが頂上に向かい山肌を直進しているにも関わらず、いつまで経たっても頂上に着かない。

　聖地の門では森に視界を遮られていたので気づかなかったが、思えばディエゴはディンナの村からすらこのパホ・ティカ山の頂上を見たことが無かった。

　背後にある空の大樹が巨大すぎるせいで、相対的にパホ・ティカ山の真の大きさを理解できていなかったらしい。

「う、ぷ……」

　遠洋航海の最中の大嵐や砲撃戦にすら耐えたディエゴの三半規管が、酸素の薄さとタンカムイの振動によって徐々に狂いはじめる。

　ローゼンはこの環境の中でまったく普通の顔をしており、その上複雑にパホを光らせてタンカムイを操縦しているのだから恐れ入る。

　気温もかなり低くなっていて、吸い込む空気は鼻の中が凍るほど冷たく、鼻や口からも白い息が吐き出される。

　だがディエゴ自身はあまり寒さを感じていない。空気が薄いせいで頭がぼーっとしているからかと思いきや、

「寒くはないだろう？　タンカムイと一緒で、二人が一つになっていれば、万ばん象しよう法ほうは両方に作用する。今、私の体から温かさが伝わっているはずだ」

　ローゼンは振り返って、少し無理にぶっきらぼうな口調を装よそおいながら言う。

　相変わらずディエゴはローゼンの肩を摑つかまされているのだが、先程からタンカムイの操作とは関係なさそうな赤と黒のパホが一本ずつ、常に光り続けていることに気づいていた。

「ああ、うん、温かいよ」

「だが聖地に踏み込んだらこうはいかないぞ。倒れるなよ」

　一体何が起こるのか想像したくないが、もし激しく体を動かす事柄なのだとしたら、体力が普段の半分も持たない自信がある。

　空気が更に薄くなるのが肌で感じられる白い雲の中を行くことしばし、突然地面が平へい坦たんで開けた場所に出た。

　周囲には、明らかに人の手で打ち立てられた巨大な石の柱が無数に屹きつ立りつしている。

　それはまるで雲の屋根を支える神殿の柱のようで、雲の緞どん帳ちように霞かすむこの場所がパホリュート族がすむ聖地であるとすぐに分かった。

「待っていた。ローゼン」

　周囲の岩と土以外は真っ白になった世界の中で、空中に浮かぶ巨大な梟ふくろうを見た。

「そしてようこそ。大海の民ディエゴ・コロン」

　いや、それは全身を鳥の羽根に包まれた巨大な梟ふくろうのような人間だった。

「あなたが、鳥ちよう王おう？」

　最初からディエゴの名を知っていることも、あまり不思議には思わなかった。

「いかにも。私が当代の『パホリュートの鳥ちよう王おう』。イースィと呼べ」

「久しいな、イースィ」

　イースィと名乗った浮く羽毛玉は、ゆったりとした動きで地面に降り立つ。
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　その足が地につくと、ふわりと翼を開くように羽毛がほどけ、中からローゼンと変わらぬ年頃の女性が現れた。

　やはりこの地の人間の特徴である金色の瞳を持っているが、肌の色はローゼンやレラよりやや薄く、髪はパホ・ティカ山にかかる雲のような灰白色だ。

「ローゼン。今一度問うが、本気なのだな？　ディンナの総意と考えて良いのだな」

　厳しいのか、ぼんやりしているのか分からない問いかけに、ローゼンは慣れた様子で頷うなずく。

「本気だ。ガリラハジャム様の意志でもある」

「懲りない老人だな。お前もお前だローゼン。物好きにも程がある」

　イースィはちらりとディエゴに目を向けた。

　声や表情に抑揚が無く、ローゼンやレラと違ってまるで考えが読めない。

「この男がクリス・コロンの息子であっても悪人ではない、というのは夢で分かった。だがとんだ軟弱者だぞ。およそ『海の神』たり得ん」

「ん？　夢？　…………夢？」

　ディエゴは眉を顰しかめ、嫌な予感に囚とらわれる。

「だが単純に強ければ良いというものでもない。クリス・コロンがその証拠だろう」

「……なるほどな。それもそうだ。まぁ良かろう。案内しよう」

　イースィの表情が、初めて動いた。

　苦笑した彼女は意味深な眼まな差ざしをディエゴに向けると、すっと身を翻ひるがえして再び羽毛を纏まとう。

　そして音も無く浮き上がると氷の上を滑るように白い空の中を進みはじめた。

　やはりイースィの全身を包んでいる羽根もパホのようだ。

　彼女の静かな性格とは裏腹に全身の羽根が祭りの灯あかりのように華やかに明滅しているのがなんだか面白い。

　森と草原に住むローゼンが木と土、海岸に住むレラが水だとして、空に近いこの山に住むイースィなら岩か、はたまた風といったところだろうか。

「なぁローゼン、イースィはどうして俺の名を知ってたんだ？」

　そんなイースィの光る後ろ姿を見ながらディエゴは何気なく問う。

「イースィはパホの聖地の管理者だ。パホ・ティカ山の近くにいれば奴やつに分からないことはない」

　ローゼンはそれらしく言うが、ディエゴにはもう一つカードがあった。

「まさかとは思うけど、万ばん象しよう法ほうで夢を覗のぞき見されてた……とか無いよな？」

「………………」

　ローゼンが気まずそうな顔をするのを初めて見たディエゴは、嫌な予感にかられる。

「昨夜のあの悪夢払いのお守り……パホが使われていたよな？」

「あー……その、それはだな」

　ローゼンは曖昧な笑いを浮かべて明後日あさつての方向を見、そのせいなのかどうか、タンカムイが不自然に揺れた。なんとなくそれがローゼンの心の動揺を表している気がした。

「ローゼンを責めるなディエゴ。この地のしきたりなのだ」

　答えたのはイースィだった。

「パホを授からんがために山を登る者は必ず鳥ちよう王おうに心を測らせねばならない。ローゼンもレラもトワルガも、古くはディンナの長ガリラハジャムも、ディンナの村の子らも、この地で万ばん象しよう法ほうを用いる者全て、山に登るため、聖地の門で鳥ちよう王おうの夢審判を受けたのだ」

「夢審判？」

「パホを心の歪ゆがんだ者に渡すわけにはいかない。だが心の歪ゆがみは、肉体の内にあって外から見えるものではない。私とて人だ。人を見る目を過あやまつこともある」

　なるほど確かに、ディエゴはホアキンの人柄を読み違えたことを思い出した。

「優れた噓うそつきは、時に己の心すら騙だまし噓うそに染める。だがどんなに優れた噓うそつきも、決して意のままにならぬものがある。それが夢だ」

　イースィは白い雲の中をゆっくり、真まっ直すぐに飛ぶ。

「どのような夢を良い夢と捉えるかは人それぞれだが、人の心は必ず夢の好こう悪おをはっきりと判断する。たとえ見た夢の内容を覚えていなかったとしてもな」

　イースィは顔だけ振り返って薄く笑った。

「昨夜、君は随分良い夢を見たようだ」

「ローゼンっ!!」

　無性に恥ずかしさが込み上げてきたディエゴはローゼンに当たり、ローゼンも珍しく気まずそうに顔を逸そらした。

「しきたりなんだ！　それに事前に説明したところで、見る夢の内容は変えられまい！」

「無断で覗のぞかれるよりはいくらかマシだ！」

「全く、見ているこっちが気恥ずかしくなるくらい、初心うぶで純粋な少年の夢だったぞ。見たことの無い美しい花の咲く庭に、これまた美しい娘と少年の頃のディエゴがいてな」

「見た俺がそれほどはっきり覚えてないから勘弁してくれ!!」

　ディエゴ自身、夢の詳細を思い出せないが、それでもローズが出てきたこととこれまでと違う穏やかな雰囲気だったこと、何よりローゼンが聞いて顔を顰しかめたという寝言から察するに、およそ人に見られて良い内容ではなかったはずだ。

「ははは。すまない。鳥ちよう王おうの名に懸けてこれ以上お前の夢の内容は誰にも口外したりはしないし、そもそもする相手がいない」

「そう願いたいな！」

　乾いた笑いを上げるイースィに反し、ローゼンは少し顔を俯うつむかせている。

　ディエゴはイースィの言葉とローゼンの行動の意味に気づかなかったが、やがてイースィは、さして風景が変わったとも思えぬ場所でまた音もなくくるりと振り返った。

「さて……ここからディエゴとローゼンには別行動を取ってもらおう。ここからは私がディエゴを案内する。ローゼンは泉に向かってほしい。お前の分のパホは、もうここにある」

「泉……」

　ローゼンははっとしたように目を見開いた。

「なんだ、泉って？」

　ディエゴの問いに、イースィは首を振る。

「聖地には様々な力がある。今の君には関係ないが、ローゼンには極めて重要な場所だ」

「……分かった。私はここから泉に向かう。ディエゴ。長がお前にやらせたかったことはイースィが全て承知している。あとは彼女の指示に従ってくれ」

「あ、ああ」

　ローゼンがなぜか少し焦あせったような顔をしているのを不審に思いながらも頷うなずく。

　するとローゼンのパホが光り、タンカムイが山に姿を溶かしはじめ、やがて相変わらずその場にタンカムイがあったことすら分からなくなった瞬間、

「う……わ、寒っ!!」

　ディエゴは何気なくローゼンの肩から手を放し、その瞬間ローゼンの万ばん象しよう法ほうの影響を抜ける。結果、突然肌が山の低温に晒さらされたのだ。

　空気の薄さには慣れながら登ってきたからまだ良かったが、およそ体に良い温度変化とも思えない。

「イースィ、あとは頼んだ」

　だがローゼンは挨拶もそこそこに、ひったくるようにしてイースィの手からパホをむしり取ると、平地と変わらぬ俊敏さで軽々と跳躍し、あっという間に白い雲の向こうに見えなくなってしまった。

「さて、我々も行こうか」

「いいいい、行くって、どど、どこに？」

　寒さで歯の根が合わないディエゴの問いに、羽毛で全身暖かそうなイースィはゆっくりと手を上げ、そして何も見通せない白い雲を指さした。

「パホ・ティカ山の、主の座所だ」

　その瞬間、まるでイースィの手から風が発せられたように、目の前の雲が急激に晴れる。

　押しのけられた雲の隙間から見えたのは空の青と、大樹の黄金と、そして。

「……なん……だ、これ」

　ディエゴは自分の見た光景が信じられなかった。

　パホ・ティカ山の頂きから見た光景は、ディエゴに二つの衝撃をもたらした。

　頂上に鎮座していたのは、一羽わの巨大な鳥であった。

　全身を真っ白な羽毛で覆われた、希望の灯エスペランサ・フアーロ号ほどもあるような巨鳥である。

　ディエゴとイースィの目の前に、谷状に落ち込んでいる窪くぼ地ちがある。

　その向こう側に体を横たえているその鳥は、どうやら眠っているようだ。

　そして白い羽毛は、遠くから見て微かすかに黄金色の輝きを放っていた。

　ローゼン達が万ばん象しよう法ほうの媒介として扱うパホは、鳥の羽根だ。

　黄金の芯の羽根を持つ、巨大な鳥が住まう山。確かにこのパホ・ティカ山が、聖地と呼ばれる理由は分かる。

　それだけでも十分衝撃だったが、ディエゴが受けた衝撃はそれだけではなかった。

「海……だ……」

　イースィの力か、この大きな山の頂上から麓まで、あれほど厚くのしかかっていた雲が綺き麗れいに晴れている。

　ディエゴは、その麓の先にあるものを見て、思わず寒さも忘れて膝をついてしまった。

　パホ・ティカ山の麓は、海洋であった。

　パホ・ティカ山の先に、陸地は無かった。

「そんな……じゃあ、あの樹きは……」

　黄金色に輝く空の大樹は、この地にあるものではない。

　あの威容を、この海の更に遙はるか先から見せているのだ。

　樹きがこの新大陸に根付いていないこと。海の彼方かなたから威容を見せる大樹への更なる畏怖。眼下の海を越えた先がこれまで以上の未知で溢あふれていること。

　それら全てが、ディエゴの心を激しく打ち据えた。

「なんなんだ……この光景は、現実なのか。夢じゃないのか。なぁ、イースィ……」

「『海の神』の伝説には、更なる続きがある」

　衝撃を受けるディエゴに、イースィは突然語り出した。

「大海の彼方かなたより現れし『海の神』とこの地に住まう金色の瞳の娘が結ばれたとき、黄金の髪と黄金の瞳を持つ『完全なる人』が現れる。『完全なる人』は我らを『空の大樹』の麓へと導き、永遠の繁栄を約束する」

　大樹の根本は、パホ・ティカ山の高度から観察して尚なお彼方かなたの水平線に霞かすんで見えず、樹きそのものが空に浮かんでいるかのようだ。

　ただ空を隠すほど異様に大きいから『空の』などと呼ばれているのかと思っていたが、そうではない。

　正真正銘、あの樹きはこの海の彼方かなたの空に浮いているのだ。

「この地に……黄金は、無い？」

「全く無くはないが、大海の民が求めるような質も量も望めまいな」

　イスニアからディンナの村まで足場は悪く、急勾配の森を抜けるのに三日。

　ディンナの村からパホ・ティカ山まで、タンカムイの力を借りたとはいえ、二日。

　道中のタンカムイの移動速度は、よく見積もったところで良質の馬といったところだ。

　つまり高低差を無視し直線距離で考えれば、イスニアから馬を五、六日も走らせれば、陸地の反対側に出てしまうということである。

　こんなものが、大陸であるはずがない。

　旧大陸エウーレカの最西端と言われるスピネイアから極東地域に至るまでは、ありとあらゆる乗り物を駆使したとしても、年単位の時間を要すると言われているのだ。

「この地の南北は長く、東西は短い。南北の端を行き来するにはヴィルハの巫女みこのタンカムイを用いても易やす々やすと果てにはたどり着かぬが、東西ならばそうはかからん。まさに海を塞ぐ壁の如ごとしだ。その上、南北の端は水のタンカムイすら砕く大おお時化しけが続く海流の交差点。クリス・コロンの船も、ここまで来てむざむざ時し化けの海の藻も屑くずになる気は起きなかっただろうな」

　帆船でスピネイアの南岸から三十日も北上すれば、ファーランヌより更に北の、古いにしえの海賊王の土地に到達すると聞く。

　未知の遠洋航海の果てにこの規模の海岸線に遭遇したのであれば、クリス・コロンがこの地を大陸と勘違いしても不思議ではない。

　だが、その不可避の勘違いが招いた犠牲は計り知れないものがあった。

「我らも、お前達とそう変わらん」

　呆ぼう然ぜんとするディエゴに、イースィは静かに語る。

「今は四族しかいないこの地には、かつて二十を超える部族が住んでいて、自分達こそが海の神に選ばれるべき最も貴い部族だと信じていた。それぞれが部族内の優秀な娘に好き勝手な称号を与え、ある部族は大樹に向かって生いけ贄にえを捧ささげ、ある部族は反目する部族を皆殺しにし、ある部族は海の神を待てずに大樹を目指して海に漕こぎ出し二度と戻らなかった。黄金の大樹に魅せられ、魅せられすぎて目が眩くらみ、多くの血を流し、多くの心を踏み潰つぶし、多くの者を死に絶えさせた。我らのやってきたことは、お前達と大して変わらん」







「そうして残った我ら黄金の瞳の四族。ディンナ、ヴィルハ、パラテヤ、パホリュートは、取り残された者達なのだ。『完全なる人』を諦めた者達、と言えるかもしれん」

　アルバロが相対しているディンナの族長ガリラハジャムは、多くのパホで身を飾りたてているローゼンやトワルガに比べて、随分と質素で地味な格好をした小柄な老人だった。

　身を飾るパホどころか、貫頭衣と全身を包む日ひ除よけの毛皮以外、身に纏まとう物も無い。

「パホリュートは古いにしえより聖地から離れなかったが、それでも戦いから逃げ、海に漕こぎ出す勇気も無く、いつの間にかこの島にはたった四つの部族しか残っていなかった。滅びた他の部族がそれぞれに『完全なる人』と『大樹の麓にある永遠の楽園』のために足あ搔がいては滅びていったのを見て、伝承は伝承だったのだと諦めてしまったのかもしれん。全てはこの儂わしが幼い頃に、今の儂わしほどに老いた当時の長に聞いた話だ。真実は大樹のみが知る」

「はぁ……」

　こちらが言葉を覚えるまで会わないと勿もつ体たいぶった割には、顔を合わせるなり歳としに似合わぬ闊かつ達たつな語り口調でこの島の歴史と地理を語るガリラハジャムに、アルバロは頷うなずくしかない。

「だがクリス・コロンがヴィルハの海岸にやってきたときに、儂わしは思ったのだ。滅びた者達が戦って得ようとしたものを、我らは耐え忍ぶことで得たのだと。何せ『海の神』は伝承のみが独り歩きして、一体いつからそのような存在を待ち望むことになったのか、誰も知らなんだのだ。だが遂ついに海の向こうから、金色の髪と未知の力を持つ者達が現れた。我らはクリス・コロンと、故郷から仲間を率いて再び戻るという言葉を信じ、受け入れた。彼らを警戒するローゼンの母にして当時の戦王であったカズラヤを説得し、四族に彼らを受け入れるよう説得したのは、他ならぬこの儂わしだ」

「えっ!?」

　レラの話を聞いたアルバロは、クリス提督の軍がヴィルハに出会った瞬間から略奪を開始したのだとばかり思っていた。

　だが冷静に考えれば、クリス提督が初めてこの地を訪れたのは一介の冒険家であった頃だ。

　その当時は多くの山師仲間はいても、今ほどの整った大軍勢を率いる立場には無かったのだから、海岸のヴィルハ族と敵対的接触はしなかったのだろう。

　だがここで、アルバロにふとした疑問が湧く。

　ガリラハジャムは今、冒険家クリス・コロンと交流があったかのようなことを言っていた。

　するとクリス提督は、ある程度この地の言葉なり状況なりを知っていたはずだ。

　それなのに何故なぜ、彼はタンカムイを、森の巨神を攻略しあぐねたり、アルバロにレラの言葉を研究させるようなことをしたのだろうか。

「愚かなことと思うか？」

　ガリラハジャムの問いかけに、疑惑で集中力が途切れていたアルバロは我に返る。

「あ、その、族長さんは、ずっと『海の神』が来ることを待ってたんすよね。そりゃ俺が言えた義理じゃないっすけど、その時点ではそんなにおかしくもない……んじゃないかと」

　侵略者側に属する者としては心苦しい答えだが、さりとて長年信じられてきた伝承と類似した存在がやってくれば、受け入れたくなる気持ちは理解できる。

「儂わしはもちろん、残る三族の長も受け入れることを支持し、反対する者はごく少数だった。最後には多くの若者が我ら老人の説得を受け入れ、そして命を散らした」

　しわがれた声に慣れぬ言葉で、アルバロはガリラハジャムの感情をなかなかうまく拾えない。だが平へい坦たんな言葉の中に、恐ろしく深い悔悟があることだけは、なんとなく分かった。

「結果、ヴィルハの若者は海の彼方かなたに連れ去られ、パラテヤは部族を守る戦士の大半を失い、この地を散り散りに移動しながら大海の民から逃げ回っておる。パホリュートの鳥ちよう王おうが聖地に留まり、ディンナが森の番人として抗あらがってはいるが、スピネイアを大海の果てに追い返すに至らぬのは承知の通りだ」

「……なんで族長さんにとっては敵の俺に、そんな話を？」

「ローゼンから、お主らが万ばん象しよう法ほうを使うと聞いても驚かなかった儂わしだが、お主らがレラを衷心から救った、ということには大層驚いた。そこで思ったのだ。お主らはディンナと……そして、この地にやってきたスピネイアを救う存在なのではないかと」

「ディンナとスピネイアを救う？　俺達が？　ってかディンナはともかく、スピネイアを救うってどういうことすか？」

　唐突な話に、アルバロは目を瞬まばたかせた。

「お主は短い間にこの地の血肉の通う言葉を覚え、もう一人の少年は海の向こうの万ばん象しよう法ほうを操る。我らの懐ふところに最も深く入り込んできたお主らに、頼みたいことがある」

　ガリラハジャムは、これまでとは打って変わって重い口調で話しはじめた。

　そしてアルバロは、ガリラハジャムの一見無茶苦茶な提案を、思いのほか素直に受け入れようとする自分がいることに気づいた。

「族長さん、それ、本気で俺にできると思ってます？」

「そのために今日呼んだ。如何いかなスピネイアの言葉を操るローゼンでも、不可能なことだ」

　老いて尚なお強い眼光は、どんな言葉よりも強い説得力を持っていた。

「……分かりました。どこまでできるか分からないけど……」

　お調子者のアルバロが、柄にもなくガリラハジャムの重い信託に応えようと決めたのは、

『アルバロ。今のあなたにできることはありません』

　レラのあのときの言葉に、

『あんたが行って、何かできることあると思うの？』

　カシアの声が重なったからだ。

「俺にできることがあるんなら、それをやってみたい」

　こんなことになってしまえば、出世もできない。故国に帰ることも怪しいだろう。

　だがアルバロは、いつだって『大物』になることを夢見てきた。

　港の下働きだった自分の名を、その過去と共に誰もが讃たたえて世間話の種にするような、そんな人物になりたいと思っていたのだ。

　ガリラハジャムに託された想おもいを達成すれば、かつて望んだものとは全く違った『一花』を咲かせることができるかもしれない。

　そして何よりも、

「カシアさんの鼻を明かしてやれるじゃねぇか!!」







「お、俺とアルバロで、ディンナとスピネイアを救う？」

　ディエゴは高山特有の薄い空気のせいで、耳がおかしくなったのかと思った。

「そうだ。私はガリラハジャムからそう聞いている。あの血気に逸はやる老人は、偶然やってきたお前達を使い、この島と四族の止まってしまった時を動かし、未来を拓ひらこうとしている。日頃は『完全なる人』への興味など失ったような顔をしておきながら、とんだ食わせものだ」

　他部族の族長を真正面からこき下ろすイースィは、それでもどこか愉快そうだった。

「ガリラハジャムは『この地を清浄に保つ』などと嘯うそぶきながら、実質緩慢に時を重ねる四族の停滞を誰よりも憂いていた。昔のままではいられないのなら、より良い未来を選べるうちに選ぼうとするあの老人の気持ちも少しは分かる」

「だ、だが、俺とアルバロなんかに何ができると……」

「お前と、アルバロという男は、今どこに立っている？」

　要領を得ないイースィの言葉。困惑するディエゴを見て、イースィは呆あきれたようにため息をついた。

「ならば、一つ解の手がかりをやろう。ローゼンだが、恐らく今頃は一人でディンナの村に全速力で取って返しているだろう」

「は!?」

「水の流れを通じてトワルガから報しらせが入った。大海の民がなんらかの方法でディンナのタンカムイの足を砕き、森に攻め込んでいるそうだ。重傷を負ったトワルガに代わり、レラが前線に立っているらしい」

「ま、待って、待ってくれ、ちょっと待ってくれ!?」

　次から次へと処理しきれないほどの事態が起こり、ディエゴは目を回してしまう。

「イスニアがディンナのタンカムイを……森の巨神を攻略したってことか!?　これまで何年かかってもできなかったのに、なんでいきなりそんな……」

「さてな。それは私にも分からない。海岸の都市にいる者達が、突然万ばん象しよう法ほうやタンカムイの原理を理解したとしか思えないな」

　自分より余程冷静なイースィの言葉を、ディエゴは反はん芻すうし、そして気づいた。

「ホアキン船長……まさか、錬金術師達に、俺の荷物を……」

　ディエゴはそのまま気を失いそうになった。

　レラと一緒に逃げ出してきたため、カルディスから持ってきたディエゴの荷物は全てイスニアに残されている。そしてディエゴは、陰陽術の肝ともなる考えを錬金術への理解が誰よりも深いであろうホアキンに話してしまった。

「心当たりがあるのか？」

「嫌というほど」

　想像が当たっているとしたら、これではディンナを救うどころか父の片棒を担かついで滅ぼすことになってしまう。

「原因が何であれ一つ言えることは、我々にとって最強の武力であるタンカムイが破られディンナが敗北すれば、島の蹂じゆう躙りんは時間の問題だということだ。ガリラハジャムの案に乗って部族の数を減らし、散り散りになったパラテヤ族は、およそ戦力として期待できんしな」

　そんなことはイースィに言われるまでもなく分かっている。ヴィルハを容赦なく滅ぼしたクリス・コロンの軍が、散々手こずらされたディンナを許すはずもない。

「当代の戦王にしてカズラヤの娘ローゼンが戻れば少しは押し戻せるかもしれんが、それでもタンカムイはタンカムイだ。破られればローゼンはカズラヤと同じ道をたどるだろう」

　ディエゴは、一度ローゼンのタンカムイが崩れるのをその目で見ている。

　もしローゼンが身一つでスピネイア軍と戦おうとしても、無数の剣や銃を相手に抗し得るとはとても思えない。

　イースィとガリラハジャムは、この状況全てを把握した上で、ディエゴとアルバロがディンナとスピネイア双方を救うと思っているのだろうか。

「ガリラハジャムはそう信じているようだ」

　まるでディエゴの心を読んだように、イースィはぽつりと呟つぶやいた。

「そういえばディエゴ、お前はタンカムイを欲ほつしているのだったな」

　そして唐突にまた話題を変えてくる。

「え？　あ、ああ」

「お前の夢を見て、お前がタンカムイを悪用するような者でないことは私も分かっているつもりだ。だからお前に、預けてみようと思う」

「……預けるって」

「この地のパホは全て、あそこに眠る『鳥の王』の羽根だ。空の大樹からやってきたという伝承を持つあの巨大な白い鳥は遙はるか古代からこの山に棲すみ、友となった者に、パホを少しだけ渡してくれる。ディエゴ、これからお前は鳥の王に跪ひざまずき、王の友になれ。お前の不完全だが新しいパホに、きっと王は興味を示すだろう」

「鳥の王の、友に……」

　ディエゴは混乱に揺れる目で、真まっ直すぐに白い鳥を見た。

　山の雲を引き裂く陽光がその身を照らし、白い柔らかな羽毛の隙間から、微かすかに金色の輝きを覗のぞかせる美しい鳥を。

　すると、鳥はまるでディエゴの視線に応えるように、静かに顔を上げた。

「お前は何を守ろうとしてこの地に来たのだ、ディンナとスピネイアの狭はざ間まに立つ者よ」

　イースィの言葉にディエゴは雷に打たれたような衝撃を受けた。

　自分とアルバロにしか切り拓ひらくことのできないたった一つの道が、イースィの言葉で唐突に見えたのだ。ガリラハジャムとイースィが何を以もつてこの状況を打開しようとしているのか、はっきりと理解する。それを為なすことが非常なる困難を伴うことも。

「……イースィ」

「うむ」

「もし俺が鳥の王からパホをもらえたら、君達の万ばん象しよう法ほうに触れることが許されたら」

　ディエゴは全く自信も覇気も無い顔で、震える声で言った。

　イースィは茫ぼう洋ようとした表情に微かすかに厳しさを漂わせ、ディエゴの言葉を待つ。

　そして、決定的な一言が放たれた。

「俺は……君達と友達になれるか？」

「！」

　聖地に来て、イースィが最も大きく表情を動かした瞬間だった。

　ぼんやりとしていた目が見開かれ、眉は上がり、口はぽかんと開いている。

　一瞬、ディエゴが何を言ったか分からない、という様子だったが、やがて啞あ然ぜんとしていた口がこらえようもなく緩みはじめ、そして、

「…………はは……はははは……はっはっはっはっは!!」

　イースィは腹を抱えて大声で笑いはじめたのだ。

「い、イースィ？」

「ははははははは!!　こ、これは、これは驚いた！　あははは……いやぁさすがの私もこれは予想外だった！　いやぁ私一人でこんな言葉を聞いては、ローゼンやレラに申し訳ないな！　役得だ役得！　あはははは！」

　見れば鳥の王も、イースィの笑いにつられたのか、優雅に首を上げ目を細めてこちらを見ている。

「はははは！　老人の目も侮あなどったものではない！　クリス・コロンのせいで最も早はや四族の誰もが今度こそ諦めた存在が、もしかしたらお前かもしれんと今私は思ったぞ！　ははは！」

「な、何がそんなにおかしいんだよ！」

　目を白黒させていたディエゴもいよいよ笑われすぎに抗議するが、イースィの笑いはタガが外れたように収まるところを知らない。

「いやいやすまない。あぁ、こんなに声を上げて笑ったのはいつ以来だろうか」

　羽毛の奥の目尻に涙を浮かべながら、まだ喉の奥でくっくと笑っている。

　ディエゴとしては必死に考えて尋ねたことを思いきり笑い飛ばされてふくれっ面つらにならざるを得ないが、イースィはディエゴの側にふわりと降り立つと、駄々っ子をあやすように金色の髪の頭を撫なでた。

「なれるさ」

　イースィはディエゴを撫なで続けながら言った。

「私達はスピネイア人全てが悪でないことを知った。スピネイア人もまた、我々がただ黙ってやられる未開人ではないということを知った。そして、お前とお前の友はその狭はざ間まに立っている。人は、そうやって少しずつ己と相手を知りながら時を紡つむぐものだろう？」

　イースィはディエゴの手を取って立たせると、前を指さす。

「とはいえ、鳥の王はそう簡単にお前を認めてくれるかな？　ここは地上よりずっと空気が薄い。慣れぬ者は、少し動くだけで大きく体力を消耗する。王は気まぐれで、遊びが好きだ」

「言われなくても」

　ディエゴは微笑ほほえむと、腰のポーチからダーツを取り出した。

「俺だってただぼんやりと、ディンナの村で飯食ってたわけじゃないさ」

「ほう、それがお前のパホか、面白い形をしている」

「万ばん象しよう法ほうの大元締め相手にどこまで通じるかは分からないけどな」

　そう言ってディエゴは久しぶりの『陰陽術』のためにダーツを取り出した。

「これが俺なりに気づいた、陰陽術と万ばん象しよう法ほうの大きな違いの一つだ」

　レラと初めて話してからローゼンと出会うまでの三日の間に作った、二本のダーツを取り出した。

　それは木もつ火か土ど金ごん水すいのいずれの色にも該当しない金の矢羽フライトと、銀の矢羽フライトを持つダーツだった。




　　　※




　閃せん光こうと共にタンカムイの足が砕けて、ディンナの戦士が森の地面に叩たたき落とされる。

「無事ですか!!」

　タンカムイの上から呼びかけるレラの声に、落ちた戦士はなんとか腕を振って答えた。

　戦士の無事を確認したレラだが、気は抜けない。

　これが戦闘の最中であれば、あの戦士は群がってくる大海の民の槍やりに貫かれ死んでいた。

「一体、何故なぜこんなことが？」

　トワルガに代わり夜の森の警戒を買って出たレラだが、既に三度、タンカムイの崩壊を目の当たりにし混乱していた。

　当初は大海の民がこれまで以上に強力な武器を使ってタンカムイを攻撃してきたのだと思っていた。

　だが今もこれまでも、森は静かなまま、どこかに大海の民の兵が潜んでいる気配も無い。

　タンカムイの足が破壊された場所も、トワルガが言っていたような木が伐きり倒された場所に限らなかった。

　一見して危惧したほどには侵攻を受けている様子も無く、最初のタンカムイが破壊されたのもこれまで通り、森の際の防衛線まで来てからである。

　だが、この微かすかな綻びは絶対に放置してはならないとレラの記憶が言っている。

　森は静かだが、いつも通りではない。視界に微かすかに靄もやがかかったような、静寂の中に微かすかに異音が混じっているような違和感が、森に入ってからずっとつきまとっているのだ。

「トワルガのタンカムイが壊れた場所は……」

　レラは戦士達の情報を元に、森の地形を思い出す。

　ディンナの戦士が守るこの森は、ところどころにパホが設置され、侵入者の存在を万ばん象しよう法ほうの使い手に警告する仕掛けが施されているが、トワルガはその警告を感じ取ることができなかったらしい。

「もう少し調査範囲を広げてみましょう。森の縁を少し南北に広がって……」

　疑問を抱きつつも、とりあえずは警戒区域を広げるしかないと考えたレラが側の戦士に指示を出そうとしたときだった。

「ああっ!!」

　レラのタンカムイの足が、なんの前触れもなく砕けた。

　それだけではない。レラの纏まとうパホが異常な光を発しながら、何枚もが焼け焦げたように真っ黒になり、ボロボロに崩れてしまう。

　レラはあり得ない事態にバランスを取り戻すことができず、傾いた勢いで地面に投げ出されてしまい、森の地面を転がったレラのすぐ背後に大きな質量が倒れる音がした。

「無事ですか！　巫女みこ殿！」

　先程すぐ隣にいた戦士が慌てて近づこうとするが、それよりも早くレラは叫んでいた。

「き、来てはいけません！　ここには……っ！」

　制止は間に合わなかった。

　レラのタンカムイが崩れた場所と全く同じ位置に足を踏み入れた瞬間、戦士のタンカムイもまた閃せん光こうと轟ごう音おんと共に足を砕かれ地面に倒れ伏したのだ。

　レラは慌てて周囲を見回す。

　万ばん象しよう法ほうで呼び出されたタンカムイを足から破壊する以上、絶対に今の瞬間、視界に入る範囲の地面のどこかに、そのための仕掛けが施されているはずだ。

「あれは！」

　レラは痛みをこらえて立ち上がると、森の下生えの中に鈍く光る何かを発見する。

　それは、燻いぶされた銀だった。

「ま、まさか……」

　銀でできた杭くいが、そこだけ砂に覆われた地面に打ちつけられていた。

　これは海岸の砂だ。砂と銀の杭くいが大地と森から得られる力を遮断したのだ。

　土と木の気配が銀の杭くいと砂に僅かだが遮断されたせいで、本来感じられるべき森に満ちる万ばん象しよう法ほうの力の対流にムラが出ていたのだ。

　生まれ出た大地に還流させることで術者から過剰なエネルギーを奪わずに済んでいるタンカムイである。正常なエネルギー循環を突然破壊され、術者もパホもその唐突な事態に耐えきれず、結果タンカムイの足が崩れ、パホが焼け焦げたのだ。

　だがそこまで思い至ったレラが、そのことを他の戦士に知らせる猶予は与えられなかった。

「やれやれ、本当に銀にこれほどの効果があるとは。これはまたぞろ本国から金食い虫と罵声を浴びることになるな」

　その声がすぐ背後で聞こえ、レラの背筋が凍る。

　先程まで、森にはディンナの戦士達以外は誰もいなかったはずだ。

「だが、必要なところには金をかけてみるものだ。おかげで眠り姫が戻ってきてくれた」

　顔に斜め傷の入った壮年の男が、森の闇の中で尚なお光る剣と共にそこにあった。

「まぁ巨神を攻略する糸口を摑つかめた以上、今更聞くことも多くはないのだがね」

「ホアキン・デ・エルヤル……」

　レラは、男の名を思い出す。大海の民の首領、クリス・コロンよりもよほど恐ろしいかもしれない人物と、ディエゴは言っていた。

「おや、自己紹介をした覚えは無いが、ディエゴ君あたりから聞いたのか」

　戦慄し震えるレラを見て、ホアキンは面白そうに目を細める。

「お前達を罠わなにはめるために、随分な量の銀を森にばらまくことになった。まったく、巨神はどこまで行っても私にとって疫やく病びよう神がみだ」

　パホがほとんど焼け焦げてしまったため、ホアキンが何を言っているのかはよく分からない。

　だがもう二度と捕まるわけにはいかないのだ。

　レラは慌てて背後に飛びずさると、銀の杭くいと砂の無い場所で残ったパホを駆使してなんとか小さなタンカムイを呼び出そうとするが、

「どれ、しばらく実験に付き合ってもらおうか」

　レラは、またも信じられないものを目にすることになる。

　タンカムイを生み出すべくうねりはじめる木の一つに、ホアキンが剣を突き立てたのだ。

　するとどうしたことか、唐突に木が力を失い、形を得かけていたタンカムイがその場で崩れ落ちてしまったのだ。

「ば、バカな……」

「驚いているようだな、蛮族の眠り姫よ」

　ホアキンは銀色に光る刀身を撫なでながら、満足げに頷うなずく。

「これこそが貴様らの操る巨神を打ち倒す秘策よ。全ては私にヒントを与え、君が逃げる姿を我々に見せ、新しい考えを形作るのに必要なものを全て揃そろえてからイスニアを去ってくれたディエゴ君のおかげだ。ふふふ」

　ホアキンは、刀身を撫なでていた方の手を上に向けて掲げる。

　するとこれまでどこに潜んでいたのか、気配すら感じられなかった無数のイスニア兵が、森の際からレラ達に向けて進軍してくる。

　森の際と木々の枝葉の狭はざ間まから微かすかに差し込む月光を遮り進軍してくるイスニア兵の姿が、レラには光を侵食する闇そのものに見えた。

「残念ながら、ディエゴ君やお前達のように奇跡を起こす方法は未まだ分からないが、お前達の奇跡や巨神の技を止めることはできるらしい。今日こそ、我がイスニアが新大陸の覇者となる本当の第一歩を刻む日となるだろう」

　ディンナの戦士達がレラの危機に気づき近づいてくるが、次々罠わなにかかって地面に叩たたき落とされるばかりだ。

　そんなディンナの戦士達を見ながら、ホアキンはむしろ悲しげに眉を顰ひそめた。

「まったく、これが我々を十年もの長きに渡り海岸に押し込め、苦しめてきた巨神の正体とは……一度ネタが割れれば、正体見たりなんとやらだな」

「あ、あ……」

　タンカムイを破られイスニア兵に包囲されてゆく戦士達を見ながら、レラは絶望的な気持ちになっていた。

　またこうなるのか。自分は誰も守れずに、大海の民に全てを奪われるのか。

「どうせ再び虜囚になることなど望みはしまい。年とし端はもゆかぬ少女を手に掛けるのは気が引けるが、お前も蛮族の中では一ひと廉かどの存在なのだろう。一思いに、ここで死ぬがいい」

　ホアキンの銀色の刃が振り上げられ、一瞬でレラの命を刈り取ろうとしたそのときだった。

『待って下さい!!!!』

　闇の中から飛んだ声が、ホアキンの刃を止めた。

　痛みと死に備え目を閉じていたレラの耳を、その声は覚醒させる。

『ホアキン船長！　待って下さい！　今その子を殺したら、損です！　損します！』

　その軽薄な声は、木々の間を渡り妙に反響する大きな音量でやってきた。

　ホアキンは厳しい顔でレラの背後を見上げている。

　レラもまた、その視線を追って涙に満ちた目で振り向いた。

　そしてそこに、予想だにしないものを見ることになる。

「アルバロ！　ローゼン！」

　そこに屹きつ立りつしていたのは、レラやディンナの戦士達のものより一回りも二回りも大きいタンカムイに乗ったローゼンと、

『レラ！　無事で良かった！　ホアキン船長！　お得な情報持ってきました！　その子殺したら無駄になっちゃう話です!!　ちょっと待って下さい！』

　新大陸とスピネイアの二つの言葉を駆使して、高らかに存在を誇示するアルバロだった。

　何せアルバロは、ローゼンのタンカムイが広げる掌てのひらの上に立っているのだ。

　見ようによって巨神がアルバロに恭うやうやしく従っているようにも見える。

　そして何より異様なのは、森中どころかイスニアの中にまで聞こえそうなほどに増幅された、アルバロの声である。

　ホアキンやレラはもちろん、ディンナの戦士やイスニア兵達も、その状況をどう捉えれば良いか分からず困惑していた。

　イスニア兵達の中には、鏃やじりに銀を使用した矢を弓につがえようとした者もいたが、

「待て、手を出すな」

　厳しい声音のホアキンに止められて、渋々収める。

『ホアキン船長！　突然ですが、クリス提督とお話させてもらえませんか！』

　登場も唐突なら、言い出すことも唐突なアルバロに、流石さすがのホアキンも呆あきれるほか無い。

「一体何を言い出す。この娘と一緒に逃げた君の話を、クリス提督が今更聞くとでも思うのか。蛮族と共に現れた以上、今この場で矢と銃弾を射かけられても文句は言えんのだぞ」

『そ、それでもかまいませんけど、でもそれやったらきっと損です』

　恐れを為なしている気配はするが、アルバロは気丈に言い返してきた。

『俺が巨神を従えてやってきた理由を考えて下さい！　船長も提督も、これ以上無駄金使いたくないでしょう？　蛮族を殺すのだって時間と金と人手がかかります。そこらへん一気に解決するための手がかりを持ってきました。クリス提督と話をさせて下さい！』

「……アルバロ、後で殴る」

　パホを失ったレラと違い、スピネイアの言葉が分かるローゼンは、巨神を従えただの、蛮族を殺すだのといった言葉を聞いて、静かに青筋を浮かべている。

　それでもこれが必要なことだと分かっているので今は何も言わない。今は。

　アルバロの声が広範囲に拡散して聞こえているのも、ローゼンの万ばん象しよう法ほうあってのことだ。

「……」

　ホアキンは厳しい顔でアルバロを睨にらんだまま、アルバロの言うことを吟味する。

　ディエゴが残した陰陽術の資料のおかげで、巨神を倒す目途は確かに立った。

　だがまだ『森の』巨神を倒せる方策が立っただけで、水の巨神をその目で見たホアキンの内から不安要素が完全に払ふつ拭しよくされたわけではなかった。

　森を越えた先にどれほどの数の蛮族がいるのかは今以もつて全く分からないし、全ての巨神に今ある方策が通じるのかも不明だ。

　そんなところに、アルバロが巨神を操るらしい蛮族と共にやってきた。

　あのお調子者の青年が蛮族の戦士を従えたなどとはホアキンも思わなかったが、彼が蛮族側に『調停者』として期待されているのだとしたら、話を聞くだけなら損にはなるまい。

「……皆、武器を収めろ」

　ホアキンはとりあえず、アルバロの要求を吞のみ、イスニア兵を下がらせた。

　その様子を見てアルバロは思わず小さく安あん堵どのため息をついてしまい、そこまでホアキンはきちんと観察していた。

「君の従えている巨神を操る者が、蛮族側の代表者、ということで良いのだな？」

『そ、そうです。あと、一族の長である老人が出てくる用意があります』

「良かろう、話を聞こうではないか」

『あ、ありがとうござい……』

「ただし」

　譲歩したように見せかけたホアキンは、目の前にいるレラに向かって手を伸ばした。

「い、いやっ！　離して！　アルバロ！　ローゼン！」

『あっ！』

「レラ！」

　アルバロとローゼンが叫ぶがもう遅い。

　レラは万ばん象しよう法ほうを扱う優秀な術者だが、ローゼンと違い生身で戦う戦士ではない。

　ホアキンは捕縛したレラの喉元に銀色の刀身を突きつけたまま、静かな威圧感を放つ瞳でタンカムイに乗る二人を睨にらみ上げた。

「こちらのクリス提督キングが無防備になった瞬間、そちらの巨神クイーンに無む暗やみに暴れられても困るのでね」

「……ぐ！　アルバロ！　話が違うぞ！　どうなっている！」

「ま、待ってくれローゼン！　仕方ない！　俺達が着くまでにレラが巨神から落っこちてるなんて予定外だったんだ！」

　ローゼンは殺気だった声でアルバロを詰きつ問もんするが、アルバロだって困っているのだ。

　レラの安全を確保した状態で交渉に入れれば完璧だったのだが、予想に反しレラや多くの戦士達の命は今や風ふう前ぜんの灯ともしびである。

「それと、今はディエゴ君の姿が見えないから、我々が大人しいということを忘れるな。やろうと思えば君や後ろの巨神を倒すことも、今の時点で不可能ではないのだ」

「……言わせておけば」

「抑えてくれってば！」

　ホアキンの一言一句を拾っては激げき昂こうするローゼンを宥なだめるのにアルバロは必死だ。

　何せ現時点でホアキンが交渉に乗っていることすら実は奇跡なのである。

　アルバロがガリラハジャムに託されたのは、スピネイアとの平等な和平だ。

　ヴィルハの民はガリラハジャムを含めた老人達の油断で滅ぼされたが、他の三族、とりわけディンナは、イスニアの猛攻を何年にもわたって退けてきた大きな武力の持ち主だ。

　その一点だけでもディンナとイスニアが和平を結ぶには十分な材料である。

　この和平には双方に大きな利点がある。

　まずディンナは、これ以上の犠牲を出さずに済み、スピネイアを懐柔することで、大海の向こうからやってくる後続の国からこの土地を守ることができる。

　スピネイア側の利点はエウーレカの後続の国をディンナと組んでシャットアウトできることと、この地の資源をこれ以上の人的被害なしに手に入れられるようになること。

　資源の収奪を目的としているスピネイア側にはこれでもまだ不平等に見えるだろうが『新大陸防衛』の武力として『巨神』を運用できる利点は大きいはずだ。

『それで結構です！　交渉を受け入れて下さったこと、巨神の主達も感謝しています』

「誰が感謝などするか」

　アルバロはディンナの言葉で吐き捨てるローゼンを無視して、ホアキンに微笑ほほえみかけた。

　聖地から飛ぶような速さで取って返してきたローゼンにこの『和平の先』を理解させるのには、並大抵でない苦労がいった。

　何せ母の想いの結晶とも言えるタンカムイが破壊され、トワルガが重傷を負い、レラが防衛戦に向かったと聞かされれば、ローゼンの立場と性格ならば今すぐイスニア兵と一戦交えねば気が済まないはずだ。

　それをなんとか押しとどめたのは、アルバロとガリラハジャムの説得であった。

　世界はこの地や旧大陸エウーレカを合わせたより尚なお広く、海の彼方かなたにはアルバロやローゼンも知らぬ多くの国や人がいる。

　その中でディンナはスピネイアに出会ってしまい、その過去は決して変わらない。

　ならばその過去を背負って先に進むしかない。

　進むべき『和平の先』に必要なものこそ、アルバロとタンカムイとイスニアなのだ。

「では、我々は一度森の外に退こう。君達も森の中まで後退したまえ。知っての通りクリス提督は気難しい方だ。今ここに来いと言って、すぐに納得する性分でもない。時間は明日の昼、この場所でどうだね」

『結構です。ローゼンも、いいよな？』

「レラさえ無事なら、この場で踏み潰つぶしてやるものを」

『……こっちもそれでいいと言っています』

　反射的にローゼンが呟つぶやいた言葉は新大陸のものだったが、本気の憎ぞう悪おが籠もったニュアンスが通じてしまうのではないかと冷や汗をかくアルバロ。

「良かろう。もし君達の『交渉』がお話にならないものなら、その瞬間、イスニア兵は積年の恨みを込めて全ての巨神を踏み潰つぶすことになる。覚悟していたまえ」

　そして身を翻ひるがえすと、困惑するイスニア兵を従えやがて森から姿を消した。

「……ちっくしょー……レラが捕まったのは予定外だったー！」

　ホアキン達の姿が消えてから、アルバロはどっと汗を拭き出しながらタンカムイの掌てのひらの上にへたり込んでしまう。

「みすみす私の目の前でまた……アルバロ！　本当にクリス・コロンは、和平に応じるのだろうな!?　もしレラが殺されるようなことがあったら、交渉どころではないぞ！」

「そこはホアキン船長を信じるしかない。ホアキン船長がディエゴを警戒しているうちは下手なことはしないはずだ。向こうはディエゴが残してった物を頼りに攻めてきてるんだ。逆に言えば、ディエゴに巨神に対抗する手段を破られるのを警戒している。ディエゴがレラを大事にしてたのはホアキン船長も知ってる。まず滅多なことにはならない……と思う」

　アルバロの予測は、筋が通っているように見えてどこまでも希望的観測に満ちている。

　ディエゴを警戒することと、レラの身の安全が保証されるのは、全く別の話なのだから。

「ディエゴはいつ帰ってくるんだよ。ローゼン、一緒に行ったんだろ？」

「置いてきた。今頃聖地でへばっているだろう。まず、向こう数日は帰ってはくるまい」

「……いいんだか悪いんだか」

　ホアキンがディエゴの財産を使って森に踏み込んできたのは間違いないし、ディエゴがこの短期間でイスニアの付け焼刃の技を軽々跳ね返せるほど万ばん象しよう法ほうに熟達するとも思えない。

　アルバロは万ばん象しよう法ほうも陰陽術も分からないからその辺りの判断はできないし、もしホアキンやクリス提督がディエゴの技を恐るるに足らずと判断してしまったら、その瞬間交渉は成り立たなくなる。

　そういう意味ではディエゴがいないことで相手に油断を与えられるとも言える。

「アルバロ、奴やつらはディエゴの残した何かを頼りに攻め込んできたのか？」

「……多分な」

　アルバロは、ローゼンの問いに表情を暗くする。

　ただでさえディエゴもアルバロもスピネイア人な上、ディエゴが残した物のせいで巨神が打ち破られたと知れたら、揃そろってディンナ族に吊つるし上あげられてもおかしくないのだ。

「なら、ディエゴは帰ってこない方がいいだろう。あいつのことだ。妙な責任を感じてしまうだろうし」

　だが意外にもローゼンのディエゴに対する声色は柔らかく、アルバロに対しても特別責めるような様子は見られない。

　しかしほっとしたのも束つかの間まだった。

「それに、まだクリス・コロンが交渉に応じるかは分からない。レラを殺し、ディンナを真正面から攻めたてる可能性も十分あるのだ。ディエゴもこれ以上、父親の非道を見たくはあるまい」

「まぁ、そうかもな……………………………………………………………………父親って？」

「うん？」

「父親って、なんの話だ？」

「ディエゴの父親のことだが」

「あいつ、親父おやじいたの？」

「木の股から生まれたわけでもあるまい」

「や、そういうことじゃなくて、え？　ローゼン今、誰が誰の親父おやじだって言ったの？」

「クリス・コロンが」

「うん」

「ディエゴの父親だろう？」

「うん？」

　アルバロはタンカムイの掌てのひらの上で、しばらく間抜け面のまましきりに首を傾かしげていたが、

「クリス提督が……ディエゴの親父おやじ？」

「私はそう聞いたぞ？」

「……ディエゴが…………クリス提督の、息子？」

「だからそう言っているだろう！　なんだ！　私のスピネイア語がどこかおかしいのか？」

　単純な事実を何度も繰り返し確認するアルバロに苛いら立だつローゼンだが、

「えええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

　アルバロの絶叫に驚き、危うくタンカムイの掌てのひらから彼を取り落としそうになる。

「と、突然叫ぶな！　なんだ、知らなかったのか!?」

「知らねぇよ聞いてねぇよなんだよそれ!?　ディエゴがクリス提督の息子ぉ!?　冗談よせよ！　あいつは港の引き籠もりだぞ!?　そりゃ大した仕事もせずによくもまぁ奇妙な実験道具を揃そろえる金があるなぁとは思ってたけど…………え？　えええええ!?　だってあいつ、すげぇクリス提督のこと嫌ってるみたいで……」

「聖地の守り人、パホリュートの鳥ちよう王おうがその言葉を真実だと判断している。噓うそではない」

「……………………………………………………………………友達だと思ってたのは俺だけか」

「そ、そこまで落ち込むことはないだろう!?　重要な秘密なのだろうし……」

「や、そりゃ確かにな。ああそうか、だからディエゴの情報手に入れた商会があんなに……」

「アルバロ？　そ、その、あまりディエゴを悪く言ってやるなよ……？」

「ふん！　なんだよどいつもこいつも！　巫女みこだの戦王だの鳥ちよう王おうだの提督の息子だの！　こちとらド田舎生まれのしがない港の下働きだ畜生！　ローゼン!!」

「な、なんだ!?」

「見てろよ！　俺は絶対この交渉を成功させて、スピネイアとディンナの歴史にその人ありって名を残してやるからな!!　ディエゴの奴やつが帰ってきたら俺に隠し事してたこと謝らせて、全部丸く収めたことをビビらせてやるんだ！　見てろってんだ畜生!!」

　半泣きで叫ぶアルバロは勢い余ってタンカムイの手から飛び降りてしまい、

「ぁいだぃっ!!　んもおおおおおぅぅ!!」

　敷き詰められていた砂で足を滑らせて思いきり尻もちをついてのたうち回っている。

「……不安だ」

　ローゼンはぽつりと正直な感想を漏らし、森の彼方かなたを見た。

　いつの間にか夜が明けてきており、木々の隙間から朝の藍色が少しずつ広がりはじめる。




　　　※




　中天の太陽が森の隅々まで光を伸ばす頃、その瞬間は訪れた。

　イスニアに面した森の際。

　森の境目に於おいて、二人の人間が向かい合っていた。

　一人はディンナの長、ガリラハジャム。

　一人はイスニアの長、クリス・コロン。

　森の際で争い合った二つの民の長がこうして向かい合ったのは、三度目のことであった。

　クリスの背後には、ホアキンと多くのイスニア兵が。

　ガリラハジャムの脇には、ローゼンと、負傷を押してやってきたトワルガら多くのディンナの戦士がいた。

「（久しいな、クリス・コロンよ。貴公がこの海岸を蹂じゆう躙りんして以来だの）」

「えっと、久しぶりにお会いしましたね、クリス提督。と言っています」

　イスニア側が用意した粗末で頼りない木の机は、まるでクリス提督のこの交渉に臨む心構えを表しているような気がする。

　アルバロは、最初から尖とがった言葉を吐くガリラハジャムに戦慄わななきながら、少しばかりの意訳を交えたが、クリスはアルバロを凝視すると鼻を鳴らした。

「正確に訳せ。この婆ばあさんの態度を見ればそんなことを言っていないのはすぐに分かる」

「え、は……あ、ば、婆ばあさん？」

　アルバロは意訳を見抜かれたことに狼ろう狽ばいするが、それ以上に『婆ばあさん』とはどういうことかと首を傾かしげる。

　すると、他ならぬクリス提督が言葉を継いだ。

「ガリラハジャムという名には覚えがある。部族の若頭だったカズラヤとかいう女の反対意見を押しきって、我らをこの地に迎え入れた老人の一人だったな」

「え、あ、え……っと」

　アルバロは狼ろう狽ばいを強くした。

　クリス提督が、アルバロやホアキン、ローゼンが何かを言う前からガリラハジャムの素性を正確に述べたことに、驚きを隠せないのだ。

「蛮族共の要職は全て女が占めていたはずだ。貴様、通辞のくせにそんな基本的なことも知らずにこの場にいるのか。所詮反逆を企てる者の底などその程度の浅さか」

　あの神経質で短気な物言いをするクリス提督とは思えぬほどの冷静な物言いに、アルバロは完全に吞のまれてしまう。

「それで？　こちらが巨神を破ったことに恐れを為なして、降伏を申し入れてきたのか？」

　クリス提督はガリラハジャムの目をはっきりと見据える。

　その内容の物騒さにアルバロは息を吞のむが、そこにガリラハジャムが優しく声をかけた。

「（構わんよ。そのまま訳してくれ）」

「（はい……ええっと、タンカムイをやられたから恐れを為なして降伏するのか、と）」

「「「!!」」」

　スピネイア語が分かるローゼンは最初から目が殺気立っているし、アルバロの通訳を聞いた、トワルガら戦士達がそれに輪をかけて気色ばむが、ガリラハジャムはそれを手で制する。

「（半分は正しく、半分は違う。我らは貴公らの力を認め、貴公らに力を貸したいのだ）」

「ふん、我らの力を認める、とはまた随分上からの物言いだな？　このイスニアの海岸線を根城にしていた部族がなんの抵抗もできずに滅びたのを忘れたか？」

「（ヴィルハが滅ぼされてからこれまで、森は我らの支配を抜け出なかった。この大海を渡る力を持っているお主らを退け続けた我らの力を、認めないわけではあるまい？）」

　アルバロは冷や汗をかきながら、双方の言葉を訳し続ける。

　クリスもガリラハジャムも一触即発の発言も辞さず、それをアルバロが訳す度に、イスニア兵とディンナの戦士が交互に殺気立つのである。

「（そなたらの知りたいこの土地の真実を教えよう。その代わり、新たなる侵略者から、この土地を共に守ってもらいたい）」

「この土地の真実？」

　クリスが眉を顰ひそめ、ホアキンを振り返る。ホアキンは一瞬アルバロを睨にらむものの、首を横に振ってとりあえずは話を聞く姿勢を示した。

「（そなたらスピネイアの民は、黄金を求めてこの地にやってきたのだろう？）」

「黄金だけではない。持ち帰れるものはなんでも持ち帰れという命令を受けている」

「（人も、命もか？）」

「その通りだ」

「……っ！」

「（ローゼン！　トワルガも、頼むから落ち着いてくれ！）」

　クリスのまるで悪びれない答えにまたもディンナの戦士が気色ばみ、たまらずアルバロはディンナ側を窘たしなめる。

「（しかしお主らはこの土地を攻略しあぐね、かなりの黄金を失っているのだろう？）」

「それも貴様らを殲せん滅めつし、あの樹きにたどり着けばなんの問題も無くなる」

　すると、ガリラハジャムは小さく笑いはじめた。

「……何がおかしいのかね？」

　唐突に笑い出した老婆の様子に、ホアキンが訝いぶかる。

「（いやすまぬ。私がそなたらに話そうとするこの土地の真実こそ、まさにあの黄金の樹き。我らが空の大樹と呼ぶあの樹きのことだからだよ）」

「空の大樹。ふむ」

　ホアキンが木々の隙間から微かすかに見える空の黄金を見上げる。

　確かにイスニア沖の海上からすら見えるあの樹きの威容は『空』を名乗るに相応ふさわしい。

「それで、あの黄金の樹きがなんだと言うのだ」

「（ふむ、驚かないでほしいのだがの）」

　ガリラハジャムは、座にいるスピネイア人全てを見回して、言った。

「（あの樹きは、この地に根付いているものではない）」

「……え？」

　訳すよりも前に、アルバロが度肝を抜かれてしまい、しばらく口を開けたままだった。

「どうしたのだね、アルバロ君」

「……え、あ、いや……だって、え？」

「（ほれ、どうしたね。早く訳しておくれ）」

「あ、は、はい……あ、あの、あの樹きは、この土地にあるものじゃないって……」

「「!!」」

　今度こそ、クリスとホアキンの表情が大きく動いた。

「ババア……我らを下らん噓うそで謀たばかろうというのか？」

「（噓うそなどつかんよ。あの空の大樹はこの島の西の海岸から更に海を越えた未知の世界から我らを見下ろしているのだ。何百と星が巡る間にも、そなたらと同じようにあの黄金の樹きにたどり着こうと多くの者達が西の岸から海に漕こぎ出し、二度と戻らなかった。残ったのは我らディンナと、そなたらが滅ぼしたヴィルハ、そしてパホリュートとパラテヤだけだ）」

「島……だぁ？」

「（左様。この島は大陸などと呼べる大きさではない。南北に踏破するには我らのタンカムイでも三十日はかかるが、東西は人の足で歩いても三十日程度だ。細長い島なのだよ。どこまでも続く断崖を見れば、勘違いも仕方ない）」

「な、な、な……」

「提督……落ち着いて下さい」

　戦慄わななく提督をホアキンは抑えようとするが、思いがけない真実にクリス提督の顔はどんどん興奮で紅潮していく。

「……それで、その真実を我々に伝えてどうしようというのだ？」

　クリス提督が即座に情報を処理できないと踏んだホアキンが代わりに問う。

　するとその答えは、ホアキンにとっては意外なものだった。

「（そなたらを西の岸に案内しようではないか）」

「何？」

「（そしてこの島を、そなたらスピネイアだけがこの地を横切ることを認めよう。必要とあらば更に西の海を目指すため、この地の水や肉や麦を持っていくが良い）」

「随分と気前がいいことだが、この何年もの争いの後に、そんなことを貴様の一族の者達が認めるのかな？　どうも貴様の背後の若者達は、血気に逸はやっているようだが？」

「（この海の彼方かなたには、スピネイア以外にも沢山の民族……国があろう？）」

「うむ」

「（その国々は、全てがスピネイアと友好的な関係を築く国かの？）」

「なるほどな。我らの力を使おうと言うのか」

　察しの良いホアキンは、これだけで理解したようだ。

「我らを排除できないなら、逆に内に取り込み、後からこの地を目指してやってくる者達と戦うための、島の防衛戦力として利用しようと」

「（その際にはもちろん、我らのタンカムイも島を守るため共に戦う。悪い話ではあるまい）」

「……ふむ」

　ホアキンが考え込む素振りを見せ、アルバロは固唾を吞のんでそれを見守る。

　イスニアやスピネイア本国にとってはこれ以上戦費を掛けることなくこの島を占拠することができ、かつ黄金の大樹を目指すための安全な補給地点を確保できる。

　巨神＝タンカムイの力はスピネイアが誰よりもよく理解しているから、それが後続のエウーレカ諸国に対してどれほど有効な戦力になるかは今更説明するまでもない。

　現時点で本国が望むような黄金だけは手に入れることはできないが、洋上の橋きよう頭とう堡ほはそれに匹敵する収穫だろう。

　クリス提督は激情家だが、ホアキンの言うことには常に一定の理解を示していた。

　ホアキンがガリラハジャムの言葉に興味を覚えれば、更なる平和交渉の余地が生まれるかもしれない。アルバロが希望的観測に縋すがるようにそう思った直後のことだった。

「あー、あー、あーあれだ、つまりあれだ、黄金は、あの樹きはこの島には無いと」

　クリス提督が、唐突に落ち着いてそう問いかけた。

「（その通りだ）」

「それでだ、お前らは巨神、そのタンカムイとやらを我々に戦力として供すると」

「（左様）」

「一つ聞くぞババア。タンカムイは、貴様ら原住民共でなくても使えるのか」

「（それは……）」

　ガリラハジャムが初めて言葉に詰まった。

　ローゼンやトワルガも、困惑したようにガリラハジャムに注視している。

　アルバロの理解では、例の万ばん象しよう法ほうという技を習得さえすれば誰にでも使えるもののようにも見えるが、一方でレラから聞いたローゼンの母の話を思い出せば、この島を離れたら同じ効果を発揮できるのかどうかは疑問が残る。

「（お主らがタンカムイを使い得るかどうかは……正直、分からぬ）」

「……ほう」

「（万ばん象しよう法ほうはこの島独自の技だ。あのディエゴという青年は似た技を持っていたが、彼でも扱い得るかどうか。そなたらはタンカムイを破壊する技を得たようだが、壊せるからといって動かし得るわけではない）」

　アルバロは必死で訳しながらも、クリス提督が先程とは打って変わって無表情なことにずっと不気味さを感じていた。

「（それに、ディンナの子らがタンカムイを意のままに操るまでに最低でも五つの星の巡りを要する。そなたらが一から万ばん象しよう法ほうを会え得とくするならその倍は……）」

「ああ、もういいもういい、お話にならん」




　ぱん




　その軽く乾いた音の正体をローゼンも、ホアキンすらもすぐには理解できなかっただろう。

　何が起こったのかをアルバロが理解できたのは、鼻び腔こうを硝煙の匂いが掠かすめたからだ。

　はっとしたときにはクリス提督の手に回転弾倉を備えた最新式の短銃が握られており、その不ぶ恰かつ好こうな銃口は真まっ直すぐガリラハジャムの胸元に向かっていた。

　呆ぼう然ぜんとした顔のガリラハジャムはしばし自分の胸に手を当てていたが、やがて上半身が会談の卓からゆっくりと横向きに倒れた。

「………………!!」

　そのときのローゼンとトワルガの、声なき叫びはアルバロの心の耳を引き裂いた。

　ホアキンもまた、クリス提督の突然の凶行に目を丸くしている。

「五つの星の巡り、ああ、それはとても美しい言葉だなぁ……その倍だと!?　つまり十年しないとあの巨神は使いものにならないと」

　クリス提督は短銃を卓の上に投げ捨てると、吐き捨てるように叫んだ。

「バカか!!　そんな時間の余裕がどこにある!!　神聖教会に逆らったあのバカ国王のせいで、こっちのケツのすぐ後ろには数多あまたの敵が迫っているのだ!!　あと十年!?　それまでこの島の防衛をお前ら原住民頼みにするだと!?　そんな話を吞のめると思うか！」

「クリス・コロン……貴様ああああああ!!!!」

　ディンナ族の怒声に身を竦めたアルバロは最も早はや通訳をすることもできない。

　クリスは暴力的に交渉を決裂させ、最も早はやローゼン達も会話をするつもりは無かった。

　ローゼンとトワルガ、ディンナの戦士達のパホが一斉に輝き出し、大地から無数のタンカムイが一斉に吹き上がる。

　撃たれたガリラハジャムの体は、トワルガのタンカムイに吸い込まれていってしまった。

「はん！　陽の光の下で見ればただの巨大な木偶でくではないか！　長銃隊！　銀弾を撃て！」

　瞬間、クリスの背後に控えていたイスニアの長銃兵達が、一斉に燧すい石せきの撃鉄を落とした。

　するとどうしたことか、タンカムイに弾が命中するや否いなや、当たった場所が泥人形のようにもげ落ちてしまう。

「銀の弾丸が闇に潜む魔物を倒すことなど、エウーレカでは子供だって知っている。もちろんその弾丸には更にお前らの妙な力を遮断する仕掛けを錬金術師共が山と施している！」

「くっ!!」

　先頭にいたが故ゆえに最も多くの弾丸を食らったローゼンのタンカムイは見るも無残に崩れ落ち、ローゼンはなんとか地面に着地するも、多くのパホが焼け焦げてしまっている。

「どうやらその羽根が無ければ、巨神は上手うまく生み出せないらしいなぁ。ええ？　おいアルバロ志願兵！　この俺の言葉を訳して、無知な原住民共に聞かせてやれ!!」

「え、あ……」

「貴様らの巨神は確かに強大な戦力だ！　だがな！　それが人の操り得る兵器なのだとエウーレカの諸国に知られたらどうなると思う!!　たちまち諸国の錬金術師共に巨神の秘密が解明されて、エウーレカ全土で新しい力による新たな戦争が起こるのは必定だ！　そんな危険な『兵器』を扱う貴様らを防衛の要に置く？　バカも休み休み言え！」

「え、で、でも、タンカムイの力は錬金術師がいないと……エウーレカには魔女狩りのせいでもうほとんど錬金術師はいないはずじゃあ……」

　訳しながらアルバロはクリス提督の分析に疑問を示すが、クリス提督は心底バカにしたように鼻を鳴らした。

「なんだぁ？　アルバロ志願兵、お前は魔女狩り騒ぎの後に、エウーレカの権力者達が素直に錬金術師を神聖教会に差し出したと思っているのか？　魔女狩りはお前ら無学な平民共が知恵をつけるのを恐れた教会と権力者共の煽せん動どうだ。その証拠にあの当時魔女だ魔術師だと狩られた者達はどんな連中だ！　教師！　学者！　医者！　薬師！　街の古老！　そして錬金術師！　そんな連中ばかりだ！　愚かなお前らは魔女の仲間と呼ばれるのを恐れ、命惜しさに権力者共の意のままにヒステリーを起こし、自分達の武器、即すなわち知恵を手放したんだよ！」

「……え」

「未だに教会に隠れて錬金術師を飼ってる貴族なぞエウーレカ全土に掃いて捨てるほどいるわ！　どいつもこいつも各国の王侯に取り立てられる機会を餓が狼ろうの如ごとく窺うかがっているクズばかりだ！　そんな連中の鼻先にこいつらの巨神をぶら下げたら、どうなると思う!!　あっという間に、エウーレカは巨神だらけになるわ!!　っ!!」

　その瞬間、ディンナの戦士が射かけた矢を、クリス提督は目にも留まらぬ速さで抜いたサーベルで一刀の下に叩たたき伏せる。

「エウーレカで生き残っている錬金術師共は、ディエゴのような昔の女一人を恋しがって奴隷解放を唱えるような甘ったれじゃないぞ？　パトロンの機嫌を窺うかがうために村や町の一つや二つ焼き払うことなどなんとも思わない連中ばかりだ！　その証拠に見ろ！　このイスニアに引っ張ってきた錬金術師は、ディエゴの残した資料を元に先を争うようにお前ら巨神を打ち砕く技を持ち寄ってきたわ!!　ぬん!!」

　トワルガが、タンカムイを破壊されることを警戒し、その巨体に見合わぬ俊敏な動きで槍やりを構えてクリスに肉薄する。

　だがクリスは疾風の如ごときその槍やりを、身を屈かがめて回避し、あまつさえ柄から先を斬り飛ばすという曲芸まで見せた。

「ナメるな!!」

　驚きよう愕がくで目を見開いたトワルガのがら空きの腹目がけて、クリスは思いきり蹴りを入れる。

　体格差をものともせず、大柄で屈強な戦士であるはずのトワルガが大きく吹き飛ばされる。

　アルバロは、小柄で神経質で全身を勲章で飾り立てている『権力者』然としたクリス提督の俊敏な戦闘術に、目を丸くしてしまう。

「彼は元々貴族でもなんでもない。港のごろつきから船乗りになって一山当てた男だ。そう言う意味ではアルバロ君、君はかなりクリス提督に似ているね」

　アルバロは背後にホアキンの声を聞いて竦すくみ上がる。

「ホアキン船長……」

「安心したまえ。君はイスニアに敵意を抱いて蛮族と接触したわけではない。この会談を設け、蛮族の攻略を容易にした働きに免じて、君の身分は私が保障しようじゃないか」

　気がつけば、アルバロはホアキンに守られる形で、イスニア兵に囲まれつつあった。

　これでは完全に、自分がディンナを裏切って彼らを死地に連れ込んだ形になってしまう。

「せ、船長、ローゼン達は……ディンナ族は……」

「交渉は決裂だ。提督は当初の予定通り、この地の者達を全員滅ぼすだろう。あの巨神が錬金術の干渉を受けることが分かった以上、奴隷として連れ帰る選択肢すら無かろうな。あの巨神がエウーレカに上陸すれば、旧大陸の軍事情勢は一変してしまう。それは、クリス提督の望むところではない」

「だからって、だからってどうしてディンナ族を滅ぼす必要があるんですか!!　向こうは和平を求めてるのに！」

「君は話を聞いていなかったのかい」

　アルバロは、目の前で繰り広げられる戦闘というには一方的な戦いを見ながら、どこか現実のことではないようにホアキンの言葉を聞いていた。

「もし今後、エディンドンやファーランヌがこの地にやってきたら、あの巨神をこのままこの地に置いたままにすると思うのか？」

「ま、まさか……」

「やり方は乱暴だがね、クリス提督なりに、巨神がこの地から持ち出されるのを防ごうとしているのだよ」

「こんなことしなくたって！　ディンナ族はこの島を出ていったりはしない！」

　ホアキンは困ったように言うと、肩を竦すくめた。

「君は本当に人の話を聞かない男だね。知らなかったこととはいえ、我々は一度、この浜にいた者達をエウーレカに連行してしまっているのだよ。巨神の出現はその戦いの最中のことだったからね。まさか彼らこそが巨神を扱う術者だとは夢にも思わなかったのだ」

「レラは、レラは無事なのか！」

「安心したまえ、彼女は無事だよ、この戦いの後はその限りではないが」

「レラも殺すってのかよ!!」

「仕方があるまい。我らがやらなくともいずれやってくるスピネイアの権力者が、或あるいはスピネイアを食い破ろうとするエディンドンやファーランヌ、かつての隆盛を取り戻そうとするパトゥーガが、彼らを収奪し連れ去るだろう。そのとき巨神の脅威は世界中に拡散する。今我々が銀と砂で彼らを打ち破れているのも、巨神の数が少ないからだ。銀が貴重なものであることは君も分かるだろう？　もし巨神がエウーレカに輸入されてしまえばどうなる。人と時間をかければ作れるらしい巨神に対して、銀の量が比例するとは限らん。いずれ銀を持つ者と持たざる者の間で巨神を巡る大戦争が起こる。今君の目の前で行われていることが正しい、正しくないの問題ではない」

　ホアキンの言葉は、残酷に響いた。

「今が、そういう時代なのだ」

「そ、そんな……」

　劣勢と見たか、トワルガが槍やりを捨て、負傷したガリラハジャムを保護したタンカムイに飛び乗り撤退しようとする。

　だが巨神の足に銀弾が殺到し、タンカムイを上手うまく操れないようだ。

　ローゼンはさすがの身のこなしでなんとか多くの長銃や槍やりから身をかわしているが、集中砲火を受けていた。

　一人二人とアルバロの前でディンナの戦士が倒れていき、トワルガのタンカムイがたび重なる銃撃の末に、ほとんど何もできないまま崩壊を始めた。

「トワルガ!!」

　思わずアルバロは叫んで駆け出そうとするが、それをホアキンとイスニア兵が制する。

「待ちたまえ！　今飛び込んでいけば、君は本当に反逆者になるぞ!!」

「うるせえ!!　放せ!!」

「聞き分けたまえ！　君が反逆罪に問われるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわなのだぞ！」

「知るかよ!!　もう沢山だ!!　俺はこんなことのために新大陸に来たんじゃねぇ!!」

「アルバロ君!!」

「俺はなぁ!!　意地汚くて、欲深くて、生活にはだらしねぇ、利用できるもんはなんだって利用する!!　でも！　友達を見捨てるようなことだけは絶対にしねぇって心に決めてるんだ！　レラも、ローゼンも、トワルガも、族長も絶対に見捨てねぇ！　放せ!!」

「仕方の無い男だな」

　その瞬間、アルバロを押さえつける力がほどけた。

　つんのめって前に出た勢いでそのまま駆け出そうとするアルバロの背に、

「あまりに若いその選択を讃たたえはしない。だが、忘れずにいよう」

　ホアキンの刃が迫った。

　そしてその刃に、赤い矢羽フライトを持つダーツが正確に突き立ったのは、ほぼ同時であった。

「むっ!?」

「えっ!?」

　アルバロは自分が斬られるであろうことは半ば確信していた。

　それだけに、ホアキンの苦鳴と共に彼の剣が炎を上げて溶け落ちる瞬間を目にし、たった今自分がどれだけ無謀な行動に出たかも忘れて啞あ然ぜんとする。

「赤い矢羽フライトのダーツ……これは！」

　ホアキンが、ダーツの飛来した方角を見挙げると、一瞬、陽光を遮り地上に大きな影が落ちる。

「鳥……？」

　空を覆うほどの巨大な鳥が、遙はるか高い空で身を翻ひるがえす瞬間を目の当たりにした。

　だが、陽光で金色に煌きらめいているように見える鳥の正体を考えるよりも早く、今まさに斬り結ばんとしていたクリス提督とローゼンの間に突き立った赤い矢は、二人の間の地面を爆発的に盛り上げる。

　ディンナの戦士に迫るイスニア兵達は、白い矢の突き立った木々から伸びた枝に阻はばまれて行動を拘束されてゆく。

「なんだこれは！　ダーツだと!?　うわっ!?」

　クリス提督は自分に向かってどこからともなく飛来したダーツをサーベルで弾こうとするが、やはりホアキンの剣と同じように、その場で刃が燃え落ちてしまう。

「お、おのれええ！　なんだ、なんなんだこれはぁ！」

　柄だけになったサーベルをヒステリックにローゼンに向けて投げつけるクリス提督は、その場に落ちていたディンナ族の槍やりを拾い上げ、再びローゼンに向かって踏み出そうとする。

　だが、それは叶かなわなかった。

　森の中とは思えぬ突風が、その場にいる全ての人間を揺るがした。

　ディンナ族も、イスニア兵も、タンカムイも、ホアキンも、クリスも、アルバロも、ローゼンも、皆がその風が逆巻く空を見上げる。

　黄金の大樹の光を背後に受けた一人の人間が、空に立っていた。

「……ディエゴ？」

　黄金の光を背に浴びて空に立つ、金色の髪の青年の手には、無数のダーツと、そしてパホが握られている。

　その手が開かれ、ひらひらと舞い落ちる何枚もの色とりどりのパホ。

　それがディエゴの足元辺りに来た途端に、唐突に風の力を得て真まっ直すぐに地上に向かい、目指す木に、地面に、刃に、突き刺さり、ディンナの戦士達を守るように土の壁を出現させる。

「万ばん象しよう法ほう……いや、これは……？」

　ローゼンはその現象を目の当たりにして、息を吞のむ。

　万ばん象しよう法ほうは術者がパホを装着し、自分の意志で対象に突き刺さなければ発現しない。

　だが今ディエゴは、パホから一度手を離し、なんらかの方法で起こした風の力でパホの行き先を操ってから、その行き着く先で奇跡を起こしてみせたのだ。

「ローゼン！　アルバロ！　無事か!!」

　だが、ディエゴはローゼンに考える暇を与えなかった。

　その場の誰もがはっきり分かる音量と言葉で、ローゼンの無事を問うたのだ。

　その音の大きさもまた、上空を逆巻く風の力を利用しているのだろう。

　全てがローゼンの万ばん象しよう法ほうの理解を大きく超えた現象だった。
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「何をしている！　長銃隊！　奴やつを撃て！　あれも蛮族共の魔術に違いない！」

　と、そのとき上空のディエゴに気づいたクリス提督が、イスニア兵達の銃の狙いをディエゴに定めさせたのだ。

「なっ!!」

　ローゼンは啞あ然ぜんとする。

　この男は、自分の息子にすら平然と銃を向けさせるのか。都市の責任者の立場を優先したとして、他人の手でそれを行わせようとするのか。

　だがディエゴはクリスのそんな行動などまるで歯し牙がにもかけていないようだ。

　ゆっくりと森の際の戦場を見下ろして、何事かを思っている。

「放て!!」

　そのとき、耳をつんざく砲声が森に響き、銀の弾丸が上空のディエゴ目がけ殺到する。

　だが、弾丸は、ディエゴの衣の裾にすら届くことなく遙はるか手前で叩たたき落とされた。

「な、何!?」

「風が……ディエゴを守っている？　いや……」

「そんなことをしても無駄だ父上！　今の俺には、どんな弾丸も届きはしない！」

　ディエゴがクリスに顔を向けたことで、大樹の光を背負っていた影が動き、ローゼンはディエゴが頭に見慣れたものを被かぶっていることに気づく。

「あれは、パホリュートの頭飾り……まさか、ディエゴ」

　それは鳥ちよう王おうイースィ以外は最も早はや誰一人被かぶることの無い、パホリュートの頭飾りであった。

　ゆっくりと、ディエゴがクリス提督の前に降下してくる。

　風が逆巻き、光がさざめき、それは唐突にローゼンの黄金の目に浮かび上がった。

「風のタンカムイ……」

　まるでイースィが聖地でそうするように、ディエゴもなんらかの万ばん象しよう法ほうによって空に浮かんでいるものだと思っていた。

　だが、太陽と大樹に照らされたディエゴを守る物を、ローゼンは確かに見た。

　スピネイアの騎士鎧のような面差しを持つ、黄金の竜巻の如ごとき姿の『風のタンカムイ』だ。

　風のタンカムイ、などというものを、ローゼンは見たことも聞いたことも無かった。

　ディエゴに問われたときは誤魔化したが、炎や金属のタンカムイも、理屈の上では存在するのだ。

　だが風のタンカムイは、伝承の中にすら存在しない。

　まるで『完全なる人』のような威厳を湛たたえ、ディエゴと風のタンカムイは轟ごう然ぜんと森の際へと降り立った。

　人間の視線の遙はるか高みから父親を見下ろす、パホリュートの頭飾りを被かぶった息子。

　誰もがその様子を、固唾を吞のんで見守っている。

「兵を引いてくれ父上。もうこれ以上ディンナにも、この土地にも、手は出させない」

「……貴様が私に命令する気か」

　ディエゴの威容にイスニア兵達が慄く中、新たなる巨神を伴う息子を見返しながら、クリスは吐き出す。

「俺はもう、あんた達にこれ以上この地を侵させはしない。あんた達がこのまま帰るなら、俺は追わない。あんた達がこれ以上血を流させようっていうなら、力づくで止める。それだけだ」

「何を分かったような口を!!」

　クリスは懐ふところから、ガリラハジャムを撃ったものとは別の短銃を引っ張り出して問答無用でディエゴに向けて発砲するが、

「効かないって言ったろ」

　弾丸は黄金色の竜巻きに落とされディエゴは涼しい顔だ。

「銀の槍やりに銀の弾丸。それに港の砂か。考えたもんだな。俺が残した資料で錬金術師達に編み出させたのか？　土のタンカムイを地面から切り離す方法を」

　ディエゴの頭飾りのパホが、小さく光った。

「正しいよ。土や木のタンカムイ相手ならな。でも、風のタンカムイは壊せない」

「フザけるな!!　そこをどけディエゴ!!」

「どかない。どくのはそっちだ。このままイスニアに籠もるか、スピネイアに引き返せ」

　言うなりディエゴは、またイスニア兵目がけて赤いパホを風に乗せて投とう擲てきした。

　兵達の武器や足元に突き立ったパホが、その場で炎を巻き上げたため、あっという間にイスニア兵達は恐きよう慌こう状態に陥ってしまう。

「これは……良くないな」

「ディエゴ……」

　ホアキンは兵達の動揺ぶりを見て冷や汗を流し、アルバロはディエゴとクリスの、この地の全ての命を賭けた『戦い』の行く末を見守るだけで精いっぱいだ。

　趨すう勢せいは、ディエゴ一人の出現によって完全に覆くつがえされた。

　どのような技か分からないが、ディエゴは『聖地』とやらで何か途と轍てつもない力を手に入れたのだろう。

　イスニア兵は再び未知へと還かえった巨神の力に恐れを為なし、一方のディンナはディエゴが現れたおかげで少しずつではあるが態勢を立て直しつつある。

　ローゼン達のタンカムイを打ち破った力もディエゴには効かないようだし、あとはクリス提督が撤退の決断さえすれば、双方の犠牲はこれ以上増えないかに思えた。

　だがそのときだった。

「なぁディエゴ。バカなことは考えるなよ」

　予期せぬ冷静な声音にディエゴが顔を顰しかめる。そこにはこれまでの神経質そうな様子など微み塵じんも見せぬクリス提督の真剣な顔があった。

「お前は知らぬだろう。水の棺に眠っていた娘が、今またイスニアに囚とらわれていることを」

　ディエゴは僅かに目を見開き、ついで忌いま々いましげに顔を歪ゆがめる。

「レラが捕まっているのか。俺に対する人質のつもりか」

「いいや、人質なんぞなりはしない。お前は我らを吹き飛ばすほどの力を持っているのだろう？　そんな相手に、小娘一人分の人質などなんの意味も無い」

　ディエゴは疑念を深める。ならば何故なぜ、クリスは突然捕えたレラのことなど持ち出したのか。目の端で周囲を見ると、ホアキンやアルバロもまた、クリスが突然こんなことを言い出した理由を察しかねているようだ。

　だが次の瞬間、ディエゴの全ての感覚が風よりも早く吹き飛ばされてしまった。

「ローズ・メリエルゴッド。あの娘は南の砂と炎の大陸から連れてきたのだったな」

　ディエゴの心臓が、昏くらい怒りの炎を灯されて恐るべき速さで脈打ちはじめた。

「なんだその顔は。私が覚えていないとでも思っていたのか？」

　ディエゴは、当然のようにクリスは忘れていると思っていた。だがクリスは、そのディエゴの想おもいを路傍の石ころよりも軽く蹴飛ばして見せた。

「別れたくないとさんざん泣き喚わめいたそうだなぁ？　私はあの奴隷をどこへ行く船にいくらで売り飛ばしたかも覚えているぞ。あの娘に限ったことではない。私は、私の管理下にある奴隷をどう扱ったのか全て覚えている。意外そうだなディエゴ。ええ？」

　そして蹴り飛ばされた石ころを、クリスは丁寧に分解してみせる。

「お前は屋や敷しきの奴隷がどこに住んでいたか覚えているか？　私は敷しき地ちの中に奴隷専用の集合住宅を建て、全員に狭いながら個室を与えた。不足の無い食事と休暇も与えた。学ぶ機会を奪わなかった。ええ？　ローズ・メリエルゴッドはブルーノ・ロドリゲスから草花に関する多くの知識を学んだな？」

　まったくもってその通りである。

「どうせ貴様は私を血も涙も無い残虐な侵略者だと思っているのだろう。航海の目的地で多くの現地人を奴隷として誘拐し、神聖教会への改宗を楯たてに虐殺する征服者だと。いや、何も言わなくていい。お前のそのとぼけた顔に全て書いてある。いかにも先人が踏み固めた道を歩くことしかできない能無しの顔だ」

「何を……」

「私は殺す。これまでも、ここでも、これからも殺す！　そうしなければ、殺されるのは私なのだ。新天地の原住民に情けをかければ、私は故郷を治める王に殺される。金食い虫として、故郷の民に殺されるのだ。そんな私を、お前は哀れと思わんのか？」

「それは……」

「良かろう。なら私は原住民に情けをかけ、彼らのために戦えばいいのだな？　その代わり、私は故郷も家族も思い出も何もかも失うだろう。そして私一人が味方をしたところで原住民は決してスピネイアには勝てない。それで何が残る？　故郷を失う原住民を哀あわれむくせに、生きながらえたいと願う私が自分のために戦うことを、お前は許さんと言うのか？」

　ディエゴは一瞬言葉を失う。クリス提督の、父の言葉を否定したい。

　だが、すぐに言葉が出てこない。

「お前はただ、奴隷共の境遇を哀あわれむだけ。『気の毒な奴隷』に同情を寄せるだけ。私は自分に従った者達に財産と知識を増やす自由を与え、生活を保障した。それが私にできる彼らへの最大の努力だった！　お前はどうだ？　奴隷に、彼らに何をしてやれた？　ええ!?」

　クリスの怒声は、感情で否定するにはあまりに理路整然としている。

「だが結局、私は庭師見習いのローズ・メリエルゴッドを手放し、お前から引き離した。何故なぜだか分かるか？　お前が大人になったときに『クリス提督の御子息ともあろうお方が、奴隷の娘などに入れ込んでおられるのですね』と言われてスピネイアの社交界で後ろ指を指されるのを防ぐためだ。お前に恨まれていることなど百も承知だ。私とて手塩にかけた奴隷共を失いたくはなかった！　だが分かるか、お前が生まれ育ったのはそういう国だ。そういう時代だ！　あの愚かな旧大陸は、そういう場所なのだ！」

　ディエゴを取り巻く風の力が徐々に弱まりはじめる。

　動揺で、頭飾りのパホの制御が弱まっているのだ。

「この地のこいつらが不運だったのは、今この時代にエウーレカと、我々と出会ってしまったことだ。過去には戻れぬ！　過去は変えられぬ！　ならば人は未来を切り開かねばならぬ。そして未来は、全ての者に平等ではない！　戦おうとしない者に、戦えない者に未来は無いのだ！　今この場で私を殺し、一時の憐れん憫びんに流されてこいつらを助け、それでどうなる!?　私を排除しても次から次へと欲の皮に糞くそと血を詰めたような新たな征服者がやってくるだけだ！　その全てが諦めるまで戦うか!?　圧倒的な力を手にしたお前の決断が、今後何百年も続く屍し山ざん血けつ河がを生む戦いの源流になるのが分かっているのか！　奴隷の娘一人のことを延々恨みがましく思って、ほんの僅かな出来事を切り取るだけで大局も見ず、目に入った弱者にだけ味方し英雄を気取るお前の覚悟などに私は屈したりはせん！　貴様は私がこの十数年でどれだけ多くの大切な仲間を戦いで、航海で、政まつりごとの場で喪うしなってきたか知りもしまい！　それともお前は、それすらその道を選ばなければ良かったのだと嘯うそぶくか!?　他に生きる術も道も無かった者には、生きる資格すら無いと言うのか！　ええ!?」

　ディエゴの耳に思いのたけを叩たたきつけるクリスの、時代に足あ搔がき、失うまいとして失い続けてきた男の魂の声は、確かに伝わった。

　魂の底から響いた言葉は、別の魂を震わせる。

　だからディエゴは、新大陸発見の英雄、クリス・コロンの言葉を生まれて初めて真っ向から受け止めることができた。

　それは、クリス・コロンが強い男だったから。魂の乗る言葉を吐くことのできる生き方をしてきたから。

「時代を作るのは、国を形作るのは、一人一人の意志の力だ、父上」

「あ？」

「ならば俺は、父上の言う時代に抗あらがうもう一つの時代を作る！　俺の意志から新しい時代を！　エウーレカの戦乱に負けぬ新しい力を、俺はこの島に根付かせてみせる！」

　一度は弱まった風が、再び力強く吹き荒れはじめた。

　ディエゴの意志の嵐を真っ向から受け止めて、クリスも吠ほえる。

「時代を作る!?　お前がか!?　笑わせるな！　私の屋や敷しきから持ち逃げした金品がなければ、その魔術の研究すら始められなかった甘ったれのお前に、何ができる!!」

　そして、背後でディエゴの威容に慄くイスニア兵達を叱しつ咤たした。

「貴様ら何をしている！　厄介なのはあいつ一人だ！　残りの蛮族共を森の奥に追いやらんか！　ホアキン！　別働隊の指揮を……」

「提督、どうやらそれは叶かなわぬようです」

　クリスの指示を復唱するよりも早く、ホアキンの前に立ち塞がる影があった。

「こちらはもう手一杯です。恐れ入りますが提督自ら兵を率いて森へ向かわれますよう」

　次の瞬間ホアキンと向かい合ったのは、森から湧き出た無数の羽根の塊だった。

　否、羽根の塊を纏まとった戦士だった。

「滅びかけた我らに、新たな時代を作れと言うか、若き大海の民」

「イースィ!!」

　ローゼンは虚こ空くうより湧いたとしか思えぬ登場を見せたパホリュートの鳥ちよう王おうの名を叫ぶ。

　イースィは足元に落ちていたディンナの槍やりを拾うと、敢あえてそれをホアキンに放る。

　ホアキンもそれを躊ちゆう躇ちよなく受け取り、軽く振るって具合を確かめた。

「パホリュート族、終ついの人間イースイ、ノルティン・ラディカ、参る」

　ノルティン・ラディカと名乗ったイースィは、パホの塊の中から黒い直刃の剣を引き出し構えた。それを最初から衣の中に忍ばせていたのか、万ばん象しよう法ほうで生み出したものかは分からない。

　パホの羽毛玉が展開し、現れたイースィからは、聖地で見せたおっとりとした雰囲気は消え、落ち着いた呼吸と怜悧な視線は、戦王ローゼンに勝るとも劣らぬ威厳を湛たたえていた。

　磨き上げられた黒い剣の表面は漆を塗ったように光を照り返し、イースィの灰白色の髪と金色の瞳を、さながら最初から刻まれていた紋様のように映し出している。

　ホアキンは新たな戦士の登場に、油断なく槍やりを構える。

「良い槍やりだな。軽くてしなやかで、それでいて強い切っ先だ……誰も手を出すなよ」

　そして満足げに頷うなずいて、背後に控える全軍に敢あえてそう告げてからイースィに向き直る。

「ノルティン・ラディカが貴様の名か。覚えたぞ。我が名はホアキン・デ・エルヤル！」

　ホアキンの真正面からの刺突を、イースィは微動だにせずに、まるで意思の通った体の一部のように、パホの外がい套とうを閃ひらめかせて受け止める。

　白く光るパホの外がい套とうは固い音を立ててホアキンの槍やりの切っ先を止め、驚きよう愕がくに目を見開くホアキンの顔目がけて、イースィは黒い刃を繰り出した。

　だがホアキンも慌てずにそれを少し首を傾けるだけで回避すると、伸びきったイースィの腕に叩たたきつけるように槍やりを跳ね上げ、更にイースィの首元を狙って連続で槍やりを繰り出した。

「ふむ、歳としの割にはなかなか」

　イースィは後方に大きく飛びのきながらホアキンの連続刺突を軽やかに回避するが、得物の間合いの差でなかなか攻勢に移れない。

　だがホアキンも、イースィがどんな奇手や魔術を使って反撃してくるか警戒しているため、必要以上に深く踏み込めない。

　時折ホアキンの槍やりを受けてパホの端が白く光るところを見ると、戦闘の技量はホアキンがイースィに勝っているようだ。

「ノルティン・ラディカ？」

　ディエゴは、突如現れたイースィの名乗りに違和感を覚えた。

　だが、答えはすぐ側からやってきた。

「ノルティン・ラディカ。イースィの本当の名だ。クリス・コロンの遠征軍の侵略でパホリュートの民のたった一人の生き残りとなった彼女は、我らの言葉で『人間』を意味する『イースィ』に名を改めた。パホリュートの民がこの世に生きた証あかしとして」

　ディエゴの風のタンカムイの足元に、長い黒髪と焼け焦げたパホを逆巻く風になびかせたローゼンが、短剣を構えて凜りんと立った。

「ディエゴ。下がっていてくれ。この男、イスニアの長との決着は、カズラヤの娘である私がつける」

「え？」

「人の意志が時代を作る。お前の言う通りだディエゴ。かつて老人達は時代を作ろうとして、クリス・コロンの意志に負けた」

　ローゼンは真まっ直すぐクリスに黄金色の瞳を向け、スピネイアの言葉でそう宣言する。

「時代は人の意志が作る。ディエゴの言う通りだ。ならば、その意志とはなんだ？　他ならぬ私自身の意志だ。クリス・コロン、貴様も一つの時代を作った男なのだろう。ならば私は今、その意志を否定するために己の意志と力のみで戦わねばならない」

「（女。まさかとは思うが、私と戦って勝とうというのか？）」

　一方のクリスは顔を顰しかめながら、驚くべきことに、ディンナの言葉を操りそう切り返した。

　やはり冒険家クリス・コロンは、初めてこの地を訪れたときに、新大陸の言葉を習得していたのだ。

　そうでなければ、四族が彼を『海の神』と信じて再来を待つほどに信頼するはずがない。

　では何故なぜ、水の棺から目覚めたレラから、自分で情報を得ようとせず、アルバロに通訳を任せるようなことをしたのか。

　恐らく、彼は再び失敗することを恐れた。

　巨神の出現は他の誰でもない、クリス・コロンにとって最大の誤算であった。

　もっと簡単に、彼はこの地を蹂じゆう躙りんし、征服者として、英雄として凱がい旋せんできるはずだった。

　だが、結果的に彼は失敗した。

　そして、無為に十年を過ごした。

　巨神の出現に自分の行為が関係ないなどと思うほど、クリスは楽天家ではなかった。

　だからこそ、この地の者達にとって最も憎むべき者である自分は、レラとの接触を最低限にしたかったのだろう。

「（私の半分も生きていない僻へき地ちの蛮族如ごときに、私の数十年をそう易やす々やすと破れると思うな）」

　だが今彼は、再び真まっ直すぐ新大陸の民と向かい合った。

　これ以上、己を否定させないために。

　失敗を繰り返さないために。

「その通りだ、大海の民の長よ」

　ローゼンは、クリス・コロンの言葉にも動揺せず、毅き然ぜんと言葉を返す。

「武器を取れ、クリス・コロン。ディンナの戦王が相手をしよう」

「（戦王だかなんだか知らんが、よもや巨神も無しに私を倒そうとでも？）」

　ローゼンがスピネイアの言葉で、クリスがディンナの言葉で戦いを宣言する。

　理解が、友好を作るのではない。

　人一人の魂がたどった道が複雑に絡からみ合あい、ある時交わり凝縮された結果が今、ここに現れているのだ。

　二人はお互いを理解したからこそ、お互いを否定するために、相手の言葉を操り、戦おうとしている。

「すまないディエゴ。私はお前の父上と刃を交える」

「ローゼン……」

「時代というものが確かにあるなら、私はそれを受け入れる側ではなく作る側でありたい。だから頼む。私が死んでも、お前の父上が死んでも、時代を作るこの戦いの結果を受け入れて欲しい」

「（言ったな、小娘）」

　クリス提督もまた、ローゼンの挑発に乗るように勲章だらけの上着を脱ぎ捨て、手近な兵からサーベルを奪い取った。

　上着の下から現れた冒険家クリス・コロンの肉体は、小柄ながら時を経て尚なお頑健さを失わない鋼の肉体であった。

「ディエゴ。最も強い力を持つお前は今この瞬間、単なる傍観者となった。お前はスピネイア人でありながら蛮族共に肩入れする半はん端ぱ者だ。もし我らの戦いに介入すれば、その瞬間お前は時代を作らんとする戦いに横よこ槍やりを入れた恥知らずとして、後の世に語り継がれることになる。分かっているな」

「く……」

　図らずもローゼンの宣言によって、この戦いは再びディンナ族対イスニアの戦いに戻った。

　イースィとホアキンの戦いすら、今この瞬間は大きな意味をなさない。

　イスニアの長クリス・コロンと、ディンナの戦王ローゼン。二人の『長』の戦いが、そのままこの戦の決着となるのだ。

「かつてガリラハジャム様がお前を迎え入れたように。我が母カズラヤがお前に抗あらがったように。私は自分の意志で、貴様の語る時代に抗あらがおう！」

　ローゼンは携えた槍やりで風を切り、両の足でしっかりと大地を踏みしめ吠ほえた。

「我が名はローゼン！　ディンナの戦王！　大海の民に大いなる友の大地を侵させはせん！」

[image: ]

　四族全ての歴史を通し例の無い、風のタンカムイの見守る森の際で、ディンナの戦王は褐色の弾丸と化して、エウーレカで最も名を馳はせた、勇気ある冒険家に迫った。













　　　終章　エムリンディア







　イスニアの港。双子角の入り江に大銅ど鑼らが鳴り響き、希望の灯エスペランサ・フアーロ号がゆっくりと岬の灯台を巡って南下してゆく。

　アルバロは甲板の縁に立って、少しずつ見えなくなってゆくイスニアの街を眺めていた。

「おい、いつまで感傷に浸っているつもりだ」

　そんなアルバロの背に、野太い声がかけられる。

「あ、すいませんガヴィーノこう……あ、船長」

　ガヴィーノのことを航海士長と呼びそうになったアルバロは、慌てて訂正する。

「ちょっと、色々ありすぎたもんで」

「まぁ、分からんでもないがな」

　航海士長改め、希望の灯エスペランサ・フアーロ号の船長に就任したガヴィーノは、軽く肩を竦すくめる。

「しかし、俺はてっきり、お前はイスニアに残るものだと思ってたぞ」

「……正直、迷いましたよ」

　アルバロは唸うなる。

「でも……クリス提督の言葉じゃないですけど、俺はまだ、簡単には故郷を捨てることはできません。最初カルディスの港を出るときには、新大陸への野望はありましたけど、いつかは故郷に錦を飾ろうと思ってたんです。田舎には親父おやじやお袋もまだ元気でいるし……」

「そうか」

　ガヴィーノは節くれだった海の男の手を、野望に燃えていた青年の肩に乗せた。

「待つ者がいる所に帰る選択ができるお前は、実は幸せなのかもしれんぞ。俺もイスニアに骨を埋める気は無いし、正直なところ、可能な限りイスニアには関わりたくない。これからイスニアに起こることを考えたら、命がいくつあっても足りないだろうしな。まったく、ホアキン船長もとんだ狸たぬきだぜ」

「……ですよね」

　やがて、希望の灯エスペランサ・フアーロ号はゆっくりと『新大陸』の岸から遠ざかりはじめる。

「ディエゴ……」

　アルバロは、この地にやってきたときに最初に目に入ってきた鬱うつ蒼そうとした森のどこかにいるであろう、友の名を呟つぶやく。




　　　※




　ディンナ族とイスニアの戦いを、両者の狭はざ間まで見守ったアルバロにとって、最後の結末は予想だにしない出来事の連続であった。

　ローゼンとクリス提督の戦いは、まるで古代の闘技場で戦う剣闘士の死闘の如ごとく、戦場全ての目を釘くぎ付づけにしていた。

　いつしか戦場で動く者は、ローゼンとクリス。イースィとホアキンのみとなり、やがてローゼンとクリスに決着が訪れる。

　それは、時代を作ると豪語し刃を交わし合った戦士同士の戦いとしては、至極あっけない幕切れであった。

　森の際を縦横無尽に駆け巡り、幾度となく剣と剣を撃ち合わせたローゼンとクリスだが、奇くしくもその決着は、レラのタンカムイが破壊された場所でついた。

　レラの、ディンナ族のタンカムイの足を砕いた海岸の砂。

　クリスが、砂に足を取られてバランスを崩したのだ。

　そのクリスの喉元にパホの短剣を突き出したローゼンを、誰も卑ひ怯きようとは言わなかった。

　足元にあった僅か一握りの砂が、時代を決する戦いを決めた。

　ローゼンの刃がクリス・コロンの喉を貫き、エウーレカ全土に名を響かせた偉大な冒険家は、一言すら残すことなく絶命したのだった。

　血を吹いて倒れた、クリスだった亡なき骸がらの首から刃を引き抜いたローゼンは、

「……」

　その亡なき骸がらに向かって、膝をつき頭を垂れた。

　その行為にどんな意味があったのか、アルバロには分からない。

　だが森の際の戦場にいた全ての者達が、その光景に打たれたのは確かであった。

「て、提督！」

　一拍遅れて動揺したのは、イスニア兵である。

　命令で待機していたものの、イスニアの王とも呼べる権勢を振るっていたクリス・コロンが蛮族の娘に殺されたのである。

　隊長格の兵士が思わず銃士隊に向け、ローゼンを撃つよう指示を出そうとし、

「彼女を撃つというのなら、俺と、俺の友達タンカムイが、今度こそイスニアを完膚なきまでに叩たたき潰つぶす」

　嵐が人の形を成したかのようなディエゴの飛来に、顔を青ざめさせる。

「この戦いに水を差す者は後世の笑い者となる。提督はそう言っていただろう」

　たった一人の青年の言葉と威容に、新大陸で巨神を相手に何年も持ちこたえた精強なイスニア兵達が動揺し、手を出すことができない。

「頃合いか……」

　クリスが絶命し、ディエゴが兵士達の士気を挫くじいた様を目の当たりにしたホアキンは、イースィから大きく距離を取って槍やりを収めた。

　イースィも、まるでホアキンがそうすることが分かっていたように、その場で黒い刃をパホの外套の中に収める。

「降参か？　それとも、対話の継続か？」

　心伝の法を用いたイースィの問いに、ホアキンは応えた。

「我らの長は斃たおれた。私は長の跡を継ぎ、対話の継続を望もう」

「……良いだろう。ローゼンが納得するのであれば、私も無用な戦いは好まない」

　その瞬間、イースィと、ホアキンと、そしてディエゴの視線が一斉にアルバロに向く。

　そして、戦場でホアキンに殺されかけたアルバロとしては、納得のいかない一言がホアキンの口から放たれた。

「アルバロ君、通訳を頼む。和平交渉の続きだ」




　　　※




『新大陸』の姿が水平線に消えようとしても、アルバロは甲板から離れられずにいた。

　あれほど時代を建前にディンナを滅ぼそうとしていたホアキンが、掌てのひらを返したようにガリラハジャムが提唱した和平に応じようとしたことも納得がいかないし、聖地に行く前と後のディエゴの雰囲気の変化も、万ばん象しよう法ほうと陰陽術が分からないアルバロには意味が分からない。

　ただディエゴ本人が言うには、

「万ばん象しよう法ほうも、陰陽術も、どちらも完璧ではなかったんだ。世界はたった五つの要素で語りきれるほど単純じゃない」

　とのことだが、たかだか二日の聖地巡礼で何を悟ったようなことを言っているのかと、アルバロは鼻白んだものだ。

　クリスに撃たれたガリラハジャムは、戦闘が終わってしばらくして息を引き取った。

　そのいまわの際の一言をかけられたのは、他ならぬアルバロであった。

「よくやってくれた。おかげで、一つの時代を作ることができた」

　アルバロは、その一言で救われたりはしなかった。

　アルバロは、クリス提督が凶行に走った時点で、自分はなんの役目も果たせていなかったのだと思っている。

　新たな和平交渉のテーブルには、ローゼンとホアキンがつき、結果的に今のイスニアとディンナの関係は、ガリラハジャムが望む形に一応は成った。

　だがそうなる過程で、もっと違う形を取れたのではないか。

　もっと犠牲は少なくできたのではないか。そんな思いがアルバロの頭から離れない。

「まぁ、お前はまた戻ってくるんだろう？　彼らが今後イスニアをどうするつもりか知らんが、お前が戻らないなら誰が戻るんだって話だ」

「戻ってくることあるんですかねぇ。あそこで俺にやれること、もう無い気しますけど」

　甲板の縁に身を預けながら、アルバロは肩を竦すくめた。

　戦場の勢いそのままにクリス提督の跡を継いだホアキンは、そのままイスニア総督代行の座に収まってしまった。

　もちろん不測の事態でクリス提督が斃たおれた以上、誰かが指揮を執らねばならないことは確かなのだが、超法規的措置であることは否いなめない。

　後から考えれば、イースィと戦い始めた時点でホアキンはこの展開を予期していたような気配すらあった。

　ローゼンとクリス提督の実力は伯仲していたが、ホアキンとイースィの間には厳然と実力差があった。

　イースィがパホを硬化させる万ばん象しよう法ほうを用いていなければ、間違いなくホアキンはイースィに勝っていただろう。

　それでいてホアキンは、ローゼンとクリスの決着がつくまで敢あえてイースィとの戦いを継続させた。

　クリスが勝てばそれまで通り。ローゼンが勝ったら、アルバロに語った巨神の漏出の危惧などどこ吹く風でガリラハジャムの案に乗り、ディンナやディエゴの力を取り込み、イスニアの実権を手中に収めスピネイアへの影響力を強めようとしていたのではないだろうか。

　今となっては確認のしようも無いが、クリス提督よりも人格者との評判が高いホアキンがイスニア総督代行となり、長年悩まされてきた森の巨神の脅威も消えた今、イスニアはこれから更に栄さかえはじめるだろう。

　そしてホアキンは、肝心の巨神の秘密について、一切スピネイア本国に公式な記録を伝えないと明言した。

　それは表向き、クリス提督が危惧していたような軍事力の革命的転換をエウーレカに興おこすことを恐れたという見方もできる。

　だがアルバロはそこに別の思惑を感じ取った。

　それは図らずも、ガリラハジャムが描いていた絵図と同じ形をしていた。

　ガリラハジャムがディエゴとアルバロを通して実現しようとした繁栄は、ディンナ族を中心とした四族と、それを利用しようとするイスニアとの相互扶助によって、この島の独立を維持するというものだった。

　結果的にそれは成ったものの、エウーレカに大きな影響力を持つクリス・コロンは死に、イスニアの母体であるスピネイアの国力はどんどん低下している。

　ディエゴがどのような魔術的な力を持ち、ホアキンがどれだけ戦略を練ろうと、イスニアがスピネイアから離れられない以上、こんな危ういバランスの上での平和など、いつどんな形で崩壊するかは分からないのだ。

「ま、あとはホアキン総督代行とローゼン達がなんとかするんじゃないんすかね」

「まぁ、それはそうかもしれんが」

「いいんすよ。俺は新大陸の大冒険を土産話に、またカルディスに戻って港で働きます。多分それが俺の身の丈に一番合って……」

　アルバロらしくもなく野望の欠片かけらも無い弱音が水面に転がり落ちるよりも早く、

「おい、あれを見ろよ」

　ガヴィーノがたった今、後にしてきたイスニアの方角を指さした。

「え？」

　水平線から何かが猛スピードで希望の灯エスペランサ・フアーロ号に向かって接近してくる。

　外洋の海流と風に乗りつつあった希望の灯エスペランサ・フアーロ号を遙はるかに上回る速度で、波を蹴立てて希望の灯エスペランサ・フアーロ号に寄り添うそれに、アルバロはもちろん船員の誰もが釘くぎ付づけだった。

「アルバロー!!」

　風と波の音を突き抜けて、海上を『巨神』が希望の灯エスペランサ・フアーロ号に並走する。

「レラ!!」

　誰もがタンカムイに釘くぎ付づけになる中、アルバロだけは水の巨神に抱かれた小さな巫女みこの姿を捉えていた。

　レラがイスニアから水のタンカムイを駆って、アルバロを追いかけてきたのだ。

「私はまだ、あなたの罪の告白を聞いていませんよ───!!　今度は私が、あなたの話を聞く番です──!!　必ず、必ずまた来て下さいね────!!」

　希望の灯エスペランサ・フアーロ号は風と波を捕まえ、追いついてきたレラを少しずつ引き離していく。

「レラ！　レラ!!」

　アルバロは甲板から身を乗り出すと、必死でレラに手を振り返した。

「約束する！　必ずまた来る！　だからそれまで、皆と元気でいてくれ!!　ディエゴのこと、よろしくな!!」

「…………!!」

　やがてレラのタンカムイは海上で動きを止め、どんどんその姿が小さくなっていく。

　自分の声が届いたのか否いなか、アルバロには分からない。

　だが、手を振る姿は確実に見えたはずだ。

「おう、色男」

　と、突然アルバロの頭に重い手と、からかうような声が乗っかった。

「これでまた新大陸を目指す理由ができたな。ええ？」

　ガヴィーノはレラの言葉は分からないはずだが、それでも彼女がアルバロに呼びかけていたことと、アルバロがそれに応えたことは子供でも分かる。

「あー……うー……」

　公衆の面前であんな受け答えをしてしまったことが今更になって恥ずかしくなり、アルバロは赤面してしまう。

「まぁいいじゃねぇか。いい船乗りには港々にいい女がいるもんだ。あの嬢ちゃんは確か、灯台の地下牢ろうにいたっていう眠り姫だろう？　わざわざ巨神に乗って見送りに来てくれるなんざ健けな気げじゃねぇか、なぁ王子様！　お前イスニアから出奔してる間、どんないいことがあったんだよ」

「やめて下さいよもう!!」

　アルバロがガヴィーノを押しのけると、ガヴィーノは大笑いしながら離れていく。

「さて、巨神も眠り姫も、もう遙はるか彼方かなたに消えた。これからは現実的な航海だ。そろそろ仕事にかかれ。海はお前の感傷なんざ軽く飲み込むぜ」

「了解しました、ガヴィーノ船長」

　アルバロも気持ちを切り替えて、与えられた仕事に戻る。

　決してその決心を口には出さない。だが最後にレラと会えたことで、己の中に湧き上がった新たなる野心を現実のものとするために、今この船で確固たる存在感を示す必要がある。

　そのためにはまず、

「……この航海で、ゲロ吐かねぇようにしねぇとな」

　小さな目標から、一つずつ達成することが重要なのだった。




　　　※




　水平線の彼方かなたに霞かすむ希望の灯エスペランサ・フアーロ号をイスニアの双子岬から見送ったローゼンは、傍かたわらに立って同じように水平線を見るディエゴに問う。

「良かったのか？　カルディスへの船はしばらくは出ないのだろう？」

「……ああ」

　ディエゴもローゼンも、パホを植え替えたパホリュートとディンナの頭飾りを被かぶっている。

　二人の後ろには忙しく立ち働く多くのイスニア兵、志願兵ら『イスニア市民』がいるが、誰も二人を気には留めない。

「お前は鳥の王に認められ、今や風のタンカムイを友とした押しも押されぬ万ばん象しよう法ほうの使い手だ。今なら故郷に帰って、ローズを救う旅に出ることもできるのではないのか？」

　気遣うようなローゼンの言葉に、ディエゴはすぐに首を横に振った。

「父上もホアキン総督代行も、タンカムイの力を軍事転用することの恐ろしさをすぐに理解した。俺だけが、人に代わる強い力の意味を理解していなかった。今のままでは、俺はスピネイアには帰れない。ただでさえ異端審問会に狙われている身だ。スピネイアもホアキン総督代行も当分クリス・コロンの死を明らかにはしないだろうし、そうなると今帰ってもたちまち拘束されるだけだ。それは、父上も望んではいないだろう」

「……ディエゴ、恨んでいないのか。私はお前の父上を殺した。彼は、ローズの居所を知っていると……」

「感謝しこそすれ、恨むはずが無い」

　歯切れの悪いローゼンに、ディエゴは素早く切り返した。

「ローズが屋や敷しきから売られたのは六年も前のことだ。手がかりにはなったかもしれないけど、どこにも探りを入れられないことに変わりは無いし、そもそも今は帰ることはできない。ローゼンは父上の思いを受け止め、時代を争って戦ってくれた。息子として父の思いを受け止めてくれたことと、父上の凶行を止めてくれたことを、心から感謝してる」

　クリス・コロンはこの地の恐るべき魔術万象法が如何いかなる形であれエウーレカにもたらされれば、甚じん大だいな悲劇が訪れると考えていた。

　それを回避すべく、未来の脅威となり得るこの地の命を刈り取ろうとした。

　命の数を比較するなど愚の骨頂だが、それでもクリス・コロンは今ある小を犠牲に、未来の大を救おうとしていた。

　そしてそのために刈り取られようとする命達は、それに全力で抗あらがい勝利した。

　ならばその戦いを間近で見ていたディエゴのできることは、双方の思いを汲くみ、裏切らないこと。

「俺は奴隷に代わる労働力を求めて陰陽術を学び、この地でタンカムイを見つけた。でも今のままじゃ俺は誰も幸せにできない。今のタンカムイでは、人を幸せにはできない」

「今の？」

　首を傾かしげるローゼンの金色の瞳を、ディエゴは見下ろす。

「ローゼンが話してくれたんだろ。タンカムイはもともと人を守るためにしか呼び出すことができなかったって」

　クリス・コロンが招いた災厄が一人のディンナの戦士の哀かなしい呪いを生み出した。

　今ローゼンやレラが生み出すタンカムイは全て、ローゼンの母カズラヤの力で生み出された『戦いを目的に呼び出し得るタンカムイ』だ。

　クリス・コロンが斃たおれ、イスニアとディンナの和平が成った今も、その性質は変わっていない。

　変われるはずがない。

　なぜならディンナ族を始めとした四族とイスニアは、決してお互いを信頼し合っているわけではないからだ。

　四族と言いつつパラテヤ族はイスニアに一人もいないし、ヴィルハ族の生き残りはレラだけ。パホリュート族の生き残りもイースィだけだ。

　事実上四族を代表してしまっているディンナ族を、いつかイスニアが、スピネイアが裏切るかもしれない。またはスピネイアに代わる新たな勢力がこの地に迫るかもしれないという不安を払ふつ拭しよくできない。

　その不安が消えない限り、タンカムイから戦う力を取り除くなど考えられないことなのだ。

「これから私達に、タンカムイが戦わなくても済む時代をもたらすことができるだろうか」

「……無理かも、しれないな」

　エウーレカ列強は益ます々ます『新大陸』への野望を強くし、クリス・コロンの訃報はスピネイアの地位を更に脅おびやかすきっかけとなるだろう。

「それでも俺は諦めない。俺はローズがずっと故郷で幸せに暮らせる世界を作りたい。そのための道をローゼンが示してくれたからな」

「私は何もしてはいないさ。レラやガリラハジャム様、アルバロに、あまり認めたくはないが、ホアキンやクリス・コロンだってそうだ。時代は人の意志が作るのだろう？　そうやって多くの意志の先にあるものなら、誰もが今この瞬間時代を作っていることになる。ディエゴ、お前もそうだ」

「そういえば、ちょっとは格好いいかもな」

　ディエゴは苦笑した。

「今の俺はまだ、自分の力をどう使うのが正しいのか、考えるだけで精いっぱいだ」

　そのとき、背後から二人を呼ぶ声がした。

　振り向くと、総督府の腕章をつけたイスニア兵が息を切らせながら坂を駆け上がってくるところだった。

「失礼します。お二方、ホアキン総督代行がお呼びです」

「私もか？」

　和平が成ったとはいえ、ディンナ族が総督府に踏み入ることは滅多にあることではない。

　ディエゴとローゼンは顔を見合わせた。







「すまなかったね、突然呼び出して」

　クリス・コロンの遺のこした黄金の調度品を全て売り払い、すっきりした総督執務室でホアキンはディエゴとローゼンを出迎えた。

「帰還船団が完全にいなくなってからこの話をしたくてね。一つ相談があるのだ。できるならば後で、レラ君とノルティン……ああ、イースィ君にも立ち合いを願いたい」

「レラとイースィにもですか？」

　怪け訝げんな表情を浮かべる二人に、ホアキンはにやりと微笑ほほえむ。

　そして、なんでもないことのように、とんでもないことを口にした。

「まずは私とディエゴ君と、この地の民を束ねる君達で決めたいのだよ。この国の新たな名前を」

「「国？」」

　イスニアはイスニアであって、スピネイアの施政下にある港湾都市だ。

　だが、今ホアキンは確かに国と言った。

　その真意を測りかねて、ディエゴとローゼンはホアキンに先を促す。

「冷静に考えれば腹立たしいとは思わんかね」

「は？」

「クリス提督がイスニア運営の中で恐れていたのは、本国スピネイアの凋ちよう落らくだ。スピネイアが神聖教会の庇ひ護ごを失えば、本国から遠いこのイスニアは無防備になり、エディンドンやファーランヌの標的になる。国力の低下を認めたくない本国は、教会やエウーレカ諸国を見返すために、イスニアにひたすら業績を上げるようせっついてきた。だが、この地で命がけで戦っているのは誰だ？　国王陛下か？　カルディスを仕切る商会か？　そうではないだろう。ディエゴ君やクリス提督、私やローゼン君達だ。それを何故なぜ、エウーレカの権力者共の都合に怯おびえながら運営してゆかねばならないのかと思ってね」

「ま、待って下さい、ホアキンせん……いや、総督代行！　お、俺にはあなたが……イスニアをスピネイアから独立させると言っているように聞こえるんですけど！」

「すぐにとは言わないが、将来的にはそうするつもりで言っているよ」

　これにはさすがにディエゴもローゼンも度肝を抜かれた。

「ほ、本気ですか!?」

「でなければ、こんな話はせん」

　ホアキンは執務机から立ち上がると、ゆっくりと窓辺に歩み寄る。

　そこからは、イスニアの様子が一望の元に眺めることができた。

「もちろん障害は多い。こちらが本気だと知れば本国も容赦はしないだろうし、列強の知るところとなれば、スピネイアの庇ひ護ごなしに独力で立ち向かわねばならん。それに此度の戦いに加わらなかったパラテヤ族の合意も取れなければ、この地が纏まとまらん。イスニア市民も、本国と切り離されることを好ましく思う者ばかりではないし、イスニア市民と原住民の間の溝は深い。何よりクリス提督の遺徳を継ぐなら、巨神を生み出す技の拡散も防がねばならん」

　こうして考えると、新しい国を作るなどという考えは、およそ現実的とは思えない。

　だがホアキンは、前言を翻ひるがえさなかった。

「だが、第六次遠征軍のあたりから、イスニアの人口は爆発的に増え、多くの産業分野での自給自足が可能になっている。それでも本国に多岐にわたる支援を求めたのは、森の巨神を打ち破るための補給が必要だったからだ。だが今は巨神を操る民との和平が成った。ならば当分は、本国からの『補給』を『備蓄』に回すことができる」

　ローゼンはピンと来ていないようだが、ディエゴは思わず冷や汗をかく。

　ホアキンは本国を謀はかり、巨神攻略のための物資の輸送を続けさせ、それを横領しようとしているのだ。

　国王を欺き、国庫を収奪する。この一事を以もつて、ホアキンの本気を測るには十分すぎた。

「イースィ君の剣やディンナ族の武装を見れば、この地に鉄鉱床があることは明らかだ。パホ・ティカ山の山体構造は火山のそれだから、火薬を作るのに必要な硫黄の発掘も期待できる。まだ見ぬ北や南の土地には、硝石鉱や質の良い材木、広い農地も求めたい。無論、四族が把握していない黄金と、付随する石英の鉱脈があれば万々歳だ。そしてこの地には多くの働き盛りの男と女がいる。更に本国から送られてくる奴隷を解放して市民の身分に引き立てれば、イスニア単体で立派な都市国家を形成するに十分な人口と機能を備えることができる。どうだ、これ以上、何かスピネイアの力に頼ることがあるかね」

「スピネイア国王にもし企たくらみが知れたらどうする。反旗を翻ひるがえした者を討伐しようと、軍を差し向けてくるのではないか？」

「ローゼン君はスピネイアを旅したことがあるのだろう？　なら今のスピネイアにそんな余裕は無いと分かりそうなものだがね」

　ローゼンの問いに、ホアキンは首を横に振った。

「現国王の政策の結果、今のスピネイアはどこを向いても敵だらけだ。この上イスニアに討伐軍など差し向ければその隙を誰にどう利用されるか分かったものではない。全く妨害されないとは言わないが、さっきも言ったように、そもそもすぐに独立できるわけでもない。十年、いや、二十年は見る必要があろう。その間に事を静かに運んで行けばよい」

　国を一つ興おこすと考えればそれくらいの余裕は必要だが、やはり人一人の人生の中ではかなり長い期間である。

「今回の帰還船団がこの度の戦いを巷こう間かんに広める恐れはある。もしかしたらガヴィーノを通じ、王室や貴族院は真実を知るかもしれんな。だが大半の民衆にとってこの街は、自分の人生になんの関係も無い、遙はるか遠き異郷の地だ。此こ度たびの戦いの真相も簡単には広まらん。真実を知って慌てるのは神聖教会を恐れる国王と貴族と、彼らに金を貸しつけている商人だけだ。時間はかかるかもしれないが、今まで高い所から指一つで人の命を好き勝手してきた者達の、鼻を明かしてやりたいとは思わんかね？」

　ホアキンの遠大すぎる物語を、ディエゴはすぐには理解しきれなかった、

　だが、ローゼンはディエゴよりもホアキンの話に興味が湧いたようだ。

「成程。イスニアがスピネイアと切り離されることで、我々とホアキンがこの地に於おいて対等になるのだと考えれば、我ら四族にとっても悪い話ではないな。私はこの案には賛成したいと思うが」

「君はどうだね、ディエゴ君。この構想には君の風のタンカムイの力が必要不可欠なのだが」

「話が唐突すぎて即答できかねるところはあります……でも」

「うむ」

「新しい時代を作るための第一目標として新しい国を作る。それは、とても魅力的だと思います」

「よし、決まったな」

　ホアキンは嬉うれしそうに言うと、ローゼンに尋ねる。

「レラ君は先程港にいたそうだが、イースィ君は呼んだら来てくれるものかな？」

「ディエゴが呼べば来るだろう。どうも奴やつは、本気でディエゴを伝説の存在だと思っている節があるからな」

「『海の神』か。確かに今のディエゴ君の力は、そう呼ぶに相応ふさわしいかもしれんね」

　ホアキンは愉快そうに頷うなずく。

「それでホアキン。その新しい国の名を決めたいとのことだが、何か考えはあるのか？」

「いや、この後レラ君とイースィ君が来てから話し合おうと思っているが……」

「もしお前にこれといった案が無いのであれば、私から一つ提案をさせてもらいたい」

「ほう、何かね」

　ローゼンはホアキンと、そしてディエゴの顔を順に見ながら、その名を口にした。

「エムリンディア」

「エムリンディア……どういう意味の言葉なんだ？」

　ディエゴの問いに、ローゼンは執務室の窓から見える狭い空の彼方かなたを差す。

「ディエゴには前に話しただろう。空の大樹の麓にある理想郷。完全なる人によって約束された大地。我らの言葉で、その場所をエムリンディアと呼ぶ。パラテヤ族とお前達との和平交渉が上手うまく行くかは分からんが、彼らが交渉の席に着けば、この名は受け入れられ易やすいだろう」

「エムリンディア……エムリンディアか」

　ホアキンは顎を撫なでながらローゼンの案を口の中で転がした。

「ディンナもヴィルハも、パホリュートもパラテヤも、かつて理想郷への道を諦めた部族だ。だが今一度、楽園を目指す者達が集う場所の名としてこの名を刻みたい。どことも分からぬ大樹の麓ではない、大樹が見下ろすこの地に」

　ローゼンの金色の瞳に映っているのは、どこかも分からないおとぎの国ではない。この土地に根付く未来だ。その景色は、ディエゴも見てみたいと心から思えるものだった。

　だが厳粛な想おもいは、次の瞬間ローゼンの邪気の無い一言で吹き飛ぶこととなった。

「ディエゴ、できれば私は、お前と一緒に、その理想郷を作っていきたい」

「…………おお」

　ディエゴがその言葉の意味を吟味するより早く、ホアキンが面めん喰くらったように目を見開いた。

「これは驚いた。ディエゴ君、ディンナの村にいる間に彼女と重大な約束をしたのかね？」

「いやいやいや船長！　違います！　ローゼンが今言ったのはそういうことじゃ……」

　慌てふためいたディエゴは、つい呼びなれた役職でホアキンを呼び、

「んん？　なんだそういうこととは。私は今、何か変なことを言ったか？」

　ローゼンは突然色めき出した男二人に目を瞬まばたかせる。

「これはアルバロ君を帰すのではなかったな。なんなら私が婚儀の媒酌人を務めても良いが。スピネイア最強の男とディンナ最強の女の婚儀。これぞエムリンディアの船出に相応ふさわしいではないか」

「婚儀って、だからそういう話じゃありませんって！」

「婚儀……婚儀!?　ホアキン貴様！　突然何を言い出すのだ!?」

　遅れてローゼンも、ホアキンが言わんとすることに気づき、目を丸くして慌てはじめる。

「それにレラとイースィが来てから決めるんでしょ！　何もうエムリンディアで決定してるんですか！」

「ローゼン君が言うなら、他の者も反対はしまい。それよりも君達だ。どうだ、ここは和平の象徴として、戦功と人望のある二人が一緒になっては……」

　堂々と政略結婚をそそのかしはじめるホアキンだったが、事態はこれでは終わらなかった。

　突然執務室の窓が割れ、外から羽毛の塊が飛び込んできたのだ。

「ローゼンが抜け駆けする気配がして」

「イースィ!?」

「おお、丁度いい。今君も呼ぼうと思っていたのだ」

　ホアキンは割れた窓には一いち瞥べつもくれず、パホの毛玉を展開して臨戦態勢のイースィを歓迎する。

「話はパホを通じて聞こえていた。ローゼン。私はディエゴが海の神である可能性を諦めていない。パホリュートの最後の一人として、そうやすやすとディエゴをディンナの戦王に渡したりはせん。なぁディエゴ、またパホを取りに来い。今度は私が手とり足とり時間をかけて様々なことを……」

　イースィに腕を取られて引き寄せられる気配を感じ、ディエゴは慌てて距離を取る。

「話をどこで聞いてたんだよ！　あとそもそもそういう話じゃないからな！　俺は別にそんなローゼンと結婚なんて考えられな……」

「ああそれはそうだろうな！　こっちこそ大海の民との婚儀など願い下げだ！　ディンナの血が汚けがれる！　ふんっ!!」

「あ痛っ!!　な、なんだよいきなり！」

　イースィに対して弁解していたのに、なぜかさっきまでホアキンに反抗していたはずのローゼンが、少しだけ拗すねたようにそっぽを向いて、ついでに足を踏んでくるからたまらない。

「ふむ。ではローゼンに気を遣う必要は無いな。ディエゴ、私はいつでもお前の伴侶になる準備はできているぞ。どうだ、これから急ぎ聖地に向かおうではないか。そして星の見える聖地の私の庵いおりで……」

　そんなローゼンを見て、ここぞとばかりに真顔でイースィはディエゴに迫る。

　こうして二人並べてみると、イースィはローゼンより少し小柄だが、女性的な随所はローゼンに勝るとも劣らない。

　そんなことをつい考えてしまうディエゴ。

「イースィ!!　貴様には鳥ちよう王おうとしての矜きよう持じと恥じらいは無いのか！」

　すると先程あれだけ悪辣な言葉を放ったローゼンが、今度は顔を真っ赤にして二人を引きはがしにかかる。

「なんだ、ローゼンには関係あるまい。なぁディエゴ。この女は先程、血が汚けがれるとまで言ったのだぞ？　そんな無礼な女の言うことなど気にするな」

「あ、いや、その」

「そ、それは、別にそこまで深い意味があっての言葉ではない！　ディエゴ個人はともかく、スピネイアと我々の遺恨はそう簡単には消えないということを強調しただけだ！　誤解するな！　と、とにかくイースィ！　ディエゴはまだ誰のものでもないのだ！　離れろ！」

「誰のものでもないなら私のものにしても何も問題はあるまい。それとも私のものになったらローゼンに何か不都合でもあるのか？」

「何も無い！　何も無いが、とにかく離れろ！　離れろったら離れろ!!」

「はっはっは。君達がその調子では、新たな国の船出は、まだまだ先のことになりそうだな。はっはっは！」

　二人の女性の間に挟まれどっちにつくこともできず困り果てたディエゴを見て、ホアキンは愉快そうに笑う。

　新しい国の船出として誠に締まらない有あり様さまではあった。

　だがこの日、世界のほとんど誰も知らないこの世の果ての海の上に、数百年後、世界に覇を唱える魔法国家エムリンディアの礎いしずえが築かれたのは、間違いのない事実なのであった。





─　了　─












　あとがき　極東にて




　クリストファー・コロンブスが一四九二年、西インド諸島のサン・サルバドル島に到達したのはあまりにも有名な話です。

　その地でコンタクトしたアラワク族インディアンについて、コロンブスはおよそ人を人とも思わぬ評価をしたことが文章で残っています。

　曰いわく、まず適当に俺に従うべき何人かを連行してやった！　そいつらいいガタイしてたから凄く良い奴隷になりそう！　武器を持たず所有の概念も希薄だから簡単にキリスト教徒になるだろうし簡単に侵略できるぜ！　てな感じでした。

　その後、アメリカ地域の原住民に対してヨーロッパ人が働いた悪行三昧は今更解説するまでもありませんが、時々思うことがあります。

　彼らはそもそも、極東にあると思われていたインドを目指して出港したのです。

　もし、無抵抗の原住民相手に征服者を気取っていた彼らが、一四九二年に本当に極東にある日本にたどり着いていたらどうなっていただろうかと。

　一四九二年の日本は、室町幕府第十代将軍足あし利かが義よし稙たねの治世。ですが義よし稙たねの将軍就任の翌年には、細ほそ川かわ政まさ元もとがクーデターの末に義よし稙たねを廃し、自分に近い足あし利かが義よし高たかを十一代将軍に据える明めい応おうの政変と呼ばれる事件が起こります。

　室町幕府の権威が陰ったことが如実に示された決定的事件であり、幕府権威の失墜と前後して日本中で守護大名が力を持ちはじめることから、この明めい応おうの政変こそが戦国時代の始まりであると主張する学説もあるほどです。

　以後の日本は、一六一五年の大阪夏の陣で豊とよ臣とみ家が滅ぶ日まで、外国から見れば百年以上もの間、日本中の武家が命がけでしのぎを削る、内戦に明け暮れる国となるわけです。

　仮にコロンブスが本州東端の岬がある今の岩手県宮みや古こ市に到達した場合、当時は陸奥むつの国くに、支配していたのはあの伊達だて家。

　源げん平ぺいの時代から奥おう州しゆう一円に根ざし、その後の動乱の時代を武と知で生き延びた伊達の侍達が治める東北にやってきたら、コロンブスのその後は征服者ではなく商人か宣教師か、そうでなければ二度と日本にはやってこなかったのではないでしょうか。







　勿もち論ろんこれは完全な妄想です。想像の遊びです。

　ですが、歴史上の出来事というのは時代時代の様々な出来事が引き起こす化学反応で励起された必然であり、コロンブスが極東のインドを目指したのも、もっと言えば大航海時代そのものも、ヨーロッパ東方の政治情勢の大転換が原因の一つです。

　世界の歴史はあらゆる場所で綿密に繫つながっており、ほんのわずかなきっかけから、恐ろしく巨大な結果が引き起こされることも珍しくありません。

　ですから、ある人がデビュー二年目の新人作家の耳元で、

「褐色ヒロインって、いいと思いません？」

　と脈絡なく呟つぶやき、翌年の夏の有あり明あけで本当にその作家に、

「褐色ヒロインてええやん！」

　と思わせてしまう絵を手渡した結果、その三年後に本書が生まれて読者の皆様のお手元に届いたことは、最も早はや歴史の必然なのです。

　あなたのことです、本書のイラストを引き受けて下さった黒くろ銀ぎんさん、あなたのことです。







　初めましての方も、お久しぶりな方も、和わヶが原はら聡さと司しという作家がこんな物語を書くのだと今日知っていただければ幸いでございます。

　本書、『ディエゴの巨神』は、多くの方との出会いを経て書き上げられ、今、お手元にお届けすることができました。

　この小さなきっかけによって投げられた小さな賽さいが、どんな目を出すのか、どんな場所に転がるのか、何にぶつかって止まるのか、はたまたどこかに消え失せてしまうのか。

　全ては少しだけ未来に行ったところで、時代が教えてくれることでしょう。

　本書で時代を進むために戦った彼ら彼女らの未来を、皆さんと共に再び垣間見ることができる未来を願って、それではまた。
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和わヶが原はら聡さと司し

『新たな旅へと漕ぎ出す和ヶ原と相棒』




和「いざ新たなる海へ！　一畳丸出港！」

相「一体何をやらされているんだろう」

和「航海日誌は任せたぜ！」

相「船のつもりならサンマの設定を見直すべき、まる」
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イラスト／黒くろ銀ぎん

東京都在住のイラストレーター

この本が出るころにはＰＳＶＲでサマーレッスンしまくりと思います楽しみだー！

twitter:@kkkkurogin







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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